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長原・瓜破遺跡発撮調査報告 Ⅷ
l"5. 3.

長原遺跡は旧石器時代～近世に至る

複合遺跡であり、本書は全ての時期の

遺構・IEDを網羅している。その中で

旧石器時代の石器密集部と弥生時代中

期の方形周溝墓、古墳時代後期の「南

口古墳」は特筆すべき遺構である。

9個所の石器密集部の石器群はいず

れも横形剥片剥離技術を主体とした共

通の技術基盤に立脚した石器生産構造

をもつと推定される。また、地層ごと

に分類された石鏃は、縄文時代早期～

弥生時代中期における形態の変化をみ

ごとに見せてくれている。

2基の方形周溝墓は大形で多数の土

器を伴つており、築造時に周溝内に土

器が据えられた可能性がある。

帆立貝形の「南口古墳」は、長原古墳

群と呼ぶ小規模群集墳の中にあり、そ

の終末期に築造されている。周濠外堤

には円筒埴輪が原位置をとどめてお

り、周濠内のウマ遺体は馬供儀のあり

方に興味ある話題を提供している。

これらの成果は、長原遺跡の層位学

的・堆積学的蓄積に立脚している。

・・
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序

本書は当協会力汗J行 してきた『大阪市平野区長原・瓜破遺跡発掘調査報告』シリー

ズの8冊目に当るものである。当協会刊行の『大阪市平野区長原遺跡発掘調査報告』

シリーズと『瓜破遺跡』シリーズ、および『瓜破北遺跡』を含めれば、長原遺跡

と瓜破遺跡に関する発掘調査報告書は都合 16冊になる。

内容的にみれば、本書の発掘調査で得られた資料は、これらと同類といえるも

のを含みながら、長原遺跡の実体をより詳細に、総合的に理解するためにより豊

富な材料を提供したといえる。特に、『大阪市平野区長原遺跡発掘調査報告』Ⅱ

以来の多数の旧石器時代の資料は、太古の長原遺跡を蘇らせる資料となろう。こ

れらの新資料を、従来の研究成果を踏まえた上で、つぶさに観察し、資料操作を

行うことによって、また新たな学問的展開が得られるものと期待される。

このようにして、ますます、長原・瓜破遺跡の具体的様相と両遺跡を含めた当

地、中河内地方の歴史的発展、ひいては日本原始 。古代史の解明に寄与できるも

のと確信している。

本書がこのような趣旨に、いささかなりとも応えているとすれば、関係者とし

ては欣快であり、暑中寒中の発掘現場をこなし、夜を徹して本書を作成した努力

も報われるであろう。

財団法人 大阪市文化財協会

理事長 佐治敬三



夕J

本書は大阪市建設局長吉瓜破地区区画整理事務所施行の大阪市平野区における1988年度土地区画整理事

業に伴う発掘調査の報告書である。

発掘調査の作業は財団法人大阪市文化財協会調査課長永島Ⅱ軍臣慣の指揮のもとに、同課課長代理木原克

司(現鳴門教育大学)・ 趙哲済 。伊藤純・高井健司・岡村勝行・高橋工・櫻井恵(旧姓加茂)。 金村浩一(現

財団法人東大阪市文化財協会)。 上垣幸徳(現滋賀県埋蔵文化財センター)の各調査員が行つた。各調査

の地番・面積・期間などは、 I章第 1節の表1に記した。

本書の I～ Ⅳ章の内容に係わる整理と執筆は、上記調査員との検討や調査記録をもとに、縄文土器は田

中清美 。松尾信裕が、弥生土器は大庭重信が、古墳時代の土器は田中・寺井誠が、埴輪は辻美紀が、古

代以降の土器 。陶磁器は宮本康治・瀬尾真由美が、石器遺物については趙 。松本百合子・清水和明・絹

川一徳(岡山大学文学部)・ 小田木富慈美・細川富貴子 (現奈良市埋蔵文化財センター)が、その中で特に

石器遺物の実測と記載は清水・絹川・小田木が、金属製品については伊藤幸司・鳥居信子が、木製品は

櫻井久之が、動物・植物遺体は久保和士が、それ以外の部分および I・ Ⅱ章は趙がそれぞれ主として分

担し、分担者相互の討論を経た上で編集は趙が行い、京嶋覚が補佐した。V章の考察部分は執筆分担者

名を目次および本文の当該個所に記した。また、巻末の要旨の作成は岡村とオーストラリア・クイーン

ズランド大学生Roben COndOnが行つた。

石器遺物のうち石鏃に関しては、菅栄太郎氏 (武庫川女子大学)に原稿執筆を依頼した。

石器遺物のうちいくつかは、有限会社白沙堂 (代表梅川光隆氏)に実測を委託した。

遺物の写真撮影は、徳永囲治氏に委託した。また、現場での写真は協会調査員によるものである。

地層名の表記と断面図の模様、および遺物の年代観を示すに当って採用した既往の研究は、Ⅱ章第2～

5節に示した。

遺構名の表記は、従来用いてきた掘立柱建物(SB)。 竪穴住居(SB)・ 井戸(SE)。 ピット(SP)・ 土墳(SK)・

溝(SD)・ 柵lSA)。 その他の遺構(SX)。 自然流路(NR)の記号に加えて、石器密集部(LC;L■hた Concentratbn)

を設けた。また、記号の後ろには各地区ごとの通し番号を付し、大まかな時期区分ができるよう標準層

序ごとに、長原6層層準の遺構にはSB600、 長原 4層層準の遺構にはSD400の ように表記した。ま

た、古墳に関しては『長原遺跡発掘調査報告』Ⅱで決定し、その後改訂を経て『長原・瓜破遺跡発掘調査

報告』Vで まとめた番号を用いている。ただし、慣用的に古墳名の付けられた古墳については、その名

称も並用した。

測量は大阪市 1級基準点・水準点と、大阪市都市協会設置の座標を国土平面直角座標第Ⅵ系に換算して、

併用した。水準値はTo P.値 (東京湾平均海面値)を用い、本文中ではTPと 略称した。

発掘調査と報告書作製の費用は、大阪市建設局および同市水道局・同市下水道局 。日本電信電話公社(現

日本電信電話株式会社)。 関西電力株式会社・大阪ガス株式会社が負担した。

口
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一、発掘調査で得られた出土遺物、その他の資料は、当協会が保管している。
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2 長原東南地区88-1・ 59次調査地 平安時代の遺構      下 :乾痕がみられる水田作土層の断面
上・下 :坪境溝SD402            14 長原東南地区88-42次調査地

3 長原東南地区88-1・ 59次調査地 飛鳥時代の遺構      上 :調査地近景
_L:[LttSK601                              下 :縄文晩期ニヒ暑静170出二LJ大況
下 :土壌SK602・ 603             15 長原東南地区88-29・ 37次調査地 近世の遺構

4 長原東南地区88-59次調査地 飛鳥時代の遺構       上 :全景
J■ :ピ ットsP704                         ~F:ピ ットダリSP2 H
下 :窪地SX705の 須恵器出土状況       16 長原東南地区88-29・ 37次調査地 飛鳥・弥生時

5 長原東南地区88-59次調査地 弥生時代中期の遺構    代の遺構
上 :方形周溝墓SX801                上 :飛鳥時代の溝SD711・ 712
下 :方形周溝墓SX801弥 生土器出土状況        下 :弥生時代の溝SD809と 自然堆積の砂の帯

6 長原東南地区88-1・ 59次調査地 弥生時代中期の  17 長原東南地区88-29・ 37次調査地 弥生時代中期
遺構                        初頭に埋った川
上・下 :方形周溝墓SX801弥 生土器出土状況      上 :自 然流路NR901

7 長原東南地区88-1次調査地 弥生時代中期の遺構      下 :同上断面
上・下 :方形周溝墓SX802検 出状況      18 長原東南地区88-29・ 37次調査地 縄文～旧石器

8 長原東南地区88-15①次調査地            時代の遺構
上 :中 ・近陛の島畠溝SD304～ 06ほか         上 :石器調査遠景
下 :古墳時代の溝SD707・ 708             下 :石器密集部LC 1302・ 1303

9 長原東南地区88-15②次調査地 弥生時代中期初  19 長原東南地区88-29・ 37次調査地 縄文～旧石器
頭の遺構                      時代の遺構
上 :畦畔状の高まり                 上 :石器密集部LC1203
下 :溝SD904a                   下 :石器密集部LC1301

10 長原東南地区88-15②次調査地 縄文時代晩期の  20 長原東南地区88-29・ 37次調査地 地層ほか
遺構ほか                        上 :29次調査地東壁断面
上 :未詳遺構SX905                 下 :倒木の痕断面
下 :調査地 1区南壁断面          21 長原東南地区88-69次調査地 鎌倉・平安時代の

‖ 長原東南地区88-22①次調査地 弥生時代中期の    遺構
造構ほか                        上 :鎌倉時代の坪境溝SD403
上 :土墳SK803～ 806                 下 :平安時代の水田の足跡群 ?
下 :土壊sK805               22 長原東南地区88-69次調査地 飛鳥～古墳時代の

12 長原東南地区88-22②次調査地            遺構
上 :調査地全景                   上 :全景
下 :古墳時代の偶蹄類の足跡             下 :溝 SD714・ 715

13 長原東南地区88-22③次調査地 弥生時代中期初  23 長原東南地区88-69次調査地 地層
頭の遺構                        上 :方形周溝墓SX802、 自然流路NR908、
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NR1206の重なり

下 :古川辺川NR1205b

長原東南地区88-69次調査地 旧石器時代の遺構
上 :全景

下 :石器密集部LC1304

長原東南地区88-69次調査地 地震の痕
上 :層内招曲によってできた畦状の高まり

下 :地層の変形、断裂、噴砂がみられる地層

の断面

長原東南地区88-36次調査地 中世～古墳時代の
遺構

上・下 :全景

長原東南地区88-36次調査地 古墳時代の遺構ほか
上 :土壌SK718

下 :長原 12層 基底付近から出土した有形尖
頭器

長原東南地区88-57・ 66次調査地 飛鳥時代の遺
構ほか

上 :水田 ?の踏込み痕

下 :66次調査地全景

長原中央地区88-20①次調査地 鎌倉・飛鳥～古
墳時代の遺構

上 :鎌倉時代の水田

下 :飛鳥～古墳時代の溝SD706・ 707ほか検出

状況

長原中央地区88-20①次調査地 飛鳥時代以前の
遺構ほか

上 :窪地SX702検 出状況

下 :旧石器時代 ?の窪地

長原中央地区88-20②次調査地 飛鳥時代の遺構
上・下 :溝SD601と 水田畦畔

長原中央地区88-20②次調査地 飛鳥時代以前の

遺構

上 :4区全景
下 :古墳時代の土壌SK714

長原中央地区88-27次調査地 飛鳥時代の遺構
上 :水田畦畔

下 :土壌列SK602群

長原中央地区88-54次調査地 南口古墳 (1)
上 :遠景

下 :近景

長原中央地区88-54次調査地 南口古墳 (2)
上・下 :円筒埴輪が並ぶ南周濠外堤

長原中央地区88-54次調査地 南口古墳 (3)
上 :南周濠の遺物出土状況

下 :南周濠底から出土したウマの前肢骨

長原中央地区88-54次調査地 南口古墳 (4)
上 :く びれ部の遺物出土状況

下 :北周濠の遺物出土状況

長原中央地区88-54次調査地 南口古墳 (5)
上 :東周濠の遺物出土状況

下 :同上 刀形木製品542
長原中央地区88-54次調査地 南口古墳 (6)

上・下 :墳丘盛土断面

長原中央地区88-54次調査地 南口古墳 (7)ほか
上 :南周濠の地層断面

下 :古墳時代中期の井戸SE723断面

長原中央地区88-54次調査地 古墳に埋もれた古
墳時代中期の遺構

上 :井戸SE723、 掘立柱建物SB715・ 716ほか

下 :掘立柱建物SB721ほ か

長原中央地区88-54次調査地 古墳を壊した飛鳥
時代の水田

上 :水田

下 :周濠外堤を利用した畦畔

長原西地区88-16次調査地

上 :調査地近景

下 :飛鳥時代ごろの溝SD603

44 長原東南地区88-1・ 59次調査地 弥生時代の遺構
出上の上器

方形周溝墓SX801

長原東南地区88-1・ 59次調査地 古墳時代の遺構
出上の須恵器

窪地SX705、 SX706

長原東南地区88-l・ 59次調査地 平安・古墳時代
の遺構出土の土器

坪境溝SD402、 窪地SX705

長原東南地区88-1・ 59・ 15②次調査地 平安時
代の遺構および包含層出上の遺物

坪境溝SD402、 長原4層

長原東南地区88-1・ 59・ 15①・22③次調査地

弥生～江戸時代の遺構出上の上器

土器埋納ピットSP704、 土器埋l納土墳SK601、

方形周溝墓SX802、 溝SD707、 坪境溝SD207、

坪境溝SD403

長原東南地区88-22③ ・42次調査地 鎌倉時代の
遺構および縄文時代の包含層出土の上器

坪境溝SD207、 坪境溝SD403、 長原9C層 _L面

長原東南地区88-29・ 37・ 69・ 36次調査地 古墳時代
の遺構および江戸～古墳時代の包含層出上の上器

土器埋納ピットSP721、 土壌SK718、 長原2～

4層、長原 4B層 、長原4Biii層 、長原 7層

長原東南地区88-57次調査地、中央地区88-20①

②次調査地 古墳時代の遺構および江戸～鎌倉時
代の包含層出土の土器

溝SD714、 長原2層 、長原4A層 、長原4Bi層

長原中央地区88-20①②次調査地 平安・古墳時代
の遺構および室町・飛鳥時代の包含層出土の土器

高まりSX711、 溝SD705、 長原4A層 、長原4B

層、長原 5層 、長原 6B層

長原中央地区88-200② ・27次調査地 平安・古
墳時代の遺構および江戸～鎌倉時代の包含層出土

の上器

窪みSX410、 溝SD704、 井戸SE712、 土壊

SK71へ 長原2層 、長原4A層、長原 4B iii層

下部
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54  長原中央地区88-20①・27次調査地 飛鳥時  69 長原中央地区88-54次調査地 飛鳥～室町時代の
代の包含層出上の埴輪              包含層出土の遺物

上・下 :長原 6B層                  長原 4A層 、長原 6A層、長原 6B層
55 長原中央地区88-54次調査地 南口古墳出上の土器  70 長原東南地区 縄文時代後期～弥生時代中期の石鏃

上 :東周濠                     長原 8B層 、長原 9A層 、長原 9C層
下 :く びれ部、墳丘盛土内          71 長原東南地区 縄文時代中期以前の石鏃 (1)

56 長原中央地区88-54次調査地 南口古墳出上の須      長原 12A層 、長原 12BC層 、長原 12/13層
恵器                         漸移帯

南周濠、くびれ部、墳丘上面、北周濠、東周  72 長原東南地区 縄文時代中期以前の石鏃 (2)
濠                         長原 12A～ 12/13層漸移帯一括

57 長原中央地区88-54次調査地 南口古墳出土の±  73 長原東南地区 縄文時代中期以前の石鏃 (3)
器                          長原 12A～ 12/13層漸移帯一括
南周濠、くびれ部、東周濠、北周濠      74 長原東南地区 弥生時代の石鏃ほか

58 長原中央地区88-54次調査地 南口古墳出土の円      長原 9層、長原 8B層、長原7層 、遊離資料
筒埴輪 (1)                      及び層準不明

南周濠外堤、南周濠、北周濠         75 長原東南地区 縄文時代早期の有茎尖頭器 。中期
59 長原中央地区88-54次調査地 南口古墳出土の円    以前の石鏃未製品
筒埴輪 (2)                      上 :有茎尖頭器

上 :南周濠外堤、南周濠               下 :石鏃未製品

下 :く びれ部、南側墳丘斜面         76 石剣・石槍・クサビほか
60 長原中央地区88-54次調査地 南口古墳出土の円      石剣、石槍、石匙、叩き石、クサビ
筒埴輪 (3)                  77 長原東南地区88-69次調査地 旧石器時代の石器
上 :東周濠 。東側墳丘斜面            遺物 (1)
下 :北周濠、北側墳丘斜面、墳丘上          石器密集部LC1304内 の接合資料

61 長原中央地区88-54次調査地 南口古墳出上の形  78 長原東南地区88-69次調査地 旧石器時代の石器
象埴輪 (1)                    遺物 (2)
上 :甲 冑形埴輪                   石器密集部LC1304内 の接合資料、ナイフ形石

下 :盾形埴輪、石見型盾形埴輪            器、細部調整剥片、使用痕をもつ剥片
62 長原中央地区88-54次調査地 南口古墳出土の形  79 長原東南地区88-69次調査地 旧石器時代の石器
象埴輪 (2)                    遺物 (3)
上 :盾形埴輪、石見型盾形埴輪、石見型器材      石器密集部LC 1304内 の剥片
埴輪                  80 長原東南地区88-69次調査地 旧石器時代の石器

下 :盾形埴輪、衣蓋形埴輪、石見型器材埴輪、     遺物 (4)
その他                     石器密集部LC1305内 の接合資料

63 長原中央地区88-54次調査地 南目古墳出上の形  81 長原東南地区88-69次調査地 旧石器時代の石器
象埴輪 (3)                    遺物 (5)
上 :家形埴輪、人物埴輪               石器密集部LC1305内 の接合資料、剥片.石器
下 :人物埴輪細部                  密集部LC1306内 の接合資料、使用痕をもつ剥

64 長原中央地区88-54次調査地 南口古墳出土の形      片、剥片.石器密集部LC1304～ 06周辺の剥片
象埴輪 (4)                  82 長原東南地区88-69次調査地 旧石器時代の石器
馬形埴輪          ′        遺物 (6)

65 長原中央地区88-54次調査地 南口古墳出上の形      石器密集部LCi304～ 06周妙 肖J器、石核、細
象埴輪 (5)                      部調整剥片、使用痕をもつ剥片、細石刃状剥

馬形埴輪                      片、剥片

66 長原中央地区88-54次調査地 南口古墳出上の埴  83 長原東南地区88-69次調査地 旧石器時代の石器
輪の特徴 (1)                   遺物 (7)
円筒埴輪ヘラ記号                  石器密集部LC 1307内 の接、合資料

67 長原中央地区88-54次調査地 南口古墳出上の埴  84 長原東南地区88-69次調査地 旧石器時代の石器
輪の特徴 (2)                   遺物 (8)
円筒埴輪製作技法                  石器密集部LC1307内 のナイフ形石器、石核、

68 長原中央地区88-54次調査地 古墳時代の遺構出      使用痕をもつ剥片、剥片
上の土器                    85 長原東南地区88-69次調査地 旧石器時代の石器
井戸SE723                   遺物 (9)
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石器密集部LC 1307周 辺のナイフ形石器、細部

調整剥片、使用痕をもつ剥片、細石刃状剥

片、剥片

長原東南地区88-69次調査地 旧石器～縄文時代
の石器遺物

長原 1婚の接合資料、石核、細部調整剥片、
使用痕をもつ剥片、細石刃状剥片、クサビ、

剥片

長原東南地区88-37次調査地 旧石器時代の石器
遺物 (1)

石器密集部LCi301内 の接合資料、剥片

長原東南地区88-37次調査地 旧石器時代の石器
遺物 (2)

石器密集部LC1301周 辺の接合資料、ナイフ形

石器、使用痕をもつ剥片、剥片

長原東南地区88-37次調査地 旧石器時代の石器
遺物 (3)

石器密集部LC1302内 の接合資料、剥片

長原東南地区88-37次調査地 旧石器時代の石器
遺物 (4)ほか
石器密集部LC1303内 の接合資料、クサビ、剥
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叩き石の可能性のある礫

長原東南地区88-29次調査地 旧石器～縄文時代
の石器遺物 (1)

石器密集部LC1203内 の接合資料、剥片.石器
密集部LC1204内 の接合資料、細石刃状剥片、

剥片

長原東南地区88-29次調査地 旧石器～縄文時代
の石器遺物 (2)

石器密集部LC1203・ 1204周辺の接合資料、ナ

イフ形石器、削器、細部調整剥片、石刃状剥

片、剥片.長原 13層 の接合資料、細石刃状
剥片、剥片

旧石器時代の石器遺物 (遊離資料)

ナイフ形石器、角錐状石器、削器、細部調整

剥片
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ウマ
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遺体

ウマ
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I章 調査の経過と概要

第 1節 長原遺跡の既往の調査

大阪市平野区の南東部に位置する長原遺跡(図 1)は、旧石器時代以降、近世にいたる複合

遺跡である。複合遺跡としての長原遺跡の特徴は、多時期の遺構 。遺物が分布することに

もまして、時期ごとの地層が累重することにある。

長原遺跡の発見は、1973～ 74年に地下鉄谷町線の延伸工事に伴って大阪文化財センター

が実施した試掘調査にさかのぼる。1974年から発掘調査を担当した長原遺跡調査会は、弥

生時代の住居址群と小規模古墳群 (長原古墳群)、 中世の遺構群の存在を明らかにした。さ

らに1977～ 79年 には、縄文時代晩期の住居址、旧石器時代の石器製作址を発掘し注目を集

めた。また、1976～ 78年には地下鉄路線と並行する近畿自動車道部分を大阪文化財センター

が調査し、古墳群と中世遺構群のあり方に検討を加えた。この間の状況と成果は大阪文化

財センター(1978)。 大阪市文化財協会(1982a・ b)に詳しいので、これを参照されたい。

長原遺跡調査会の成果を引き継いだ大阪市文化財協会(1982b。 83)は、1980年から長原遺

跡南部の層序の検討を開始し、基本層序を確立するとともに、この基本層序が長原遺跡お

よびその周辺地域にも適用できる見通しを得ている。

大阪市文化財協会の調査と並行して、近畿自動車道の建設に伴う発掘調査を大阪文化財

センター(1985。 1986ao b o c)が実施し、長原遺跡中央地区で弥生時代の住居址をはじめ

とする多時期の遺構と遺物に検討を加えている。

長吉瓜破地区土地区画整理事業は、八尾事業団の区画整理事業を引き継いで、1981年度

から本格的に開始されたものである。この区画整理事業に伴って、大阪市文化財協会は1981

年度から毎年、発掘調査を実施してきた。

1981年度は長原南地区にあって長吉川辺 2丁 目を東西にはじる出戸川辺線とその周辺の

計画道路で 1件2,900ぽの調査が実施された(大阪市文化財協会、1989)。 調査幅は下水管理

設工事に伴って攪乱される幅2mに限られた調査であり、重要な遺構が検出された時点で可

能な範囲で拡張するという段取りで実施された。この年度の調査では、長原古墳群の分布

― l―
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図1 長原・瓜破遺跡とその周辺の遺跡の位置 (国土地理院発行2万5千分の1地形図「大阪東南部」を使用)
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第 1節 長原遺跡の既往の調査

域が近畿自動車道沿いのみならず、その西 。南方にも拡がり、既に発見されていた長吉川

辺 1丁目の古墳群を含む広い範囲に渡ることを明らかにした。また、飛鳥γ奈良時代の水

田址や平安時代の井戸・土器埋納ピット・火葬墓などを検出した。一方、遺跡東南地区の

養護学校建設に伴う調査では、縄文時代晩期の大規模な墓地が発掘されている(大阪市文化

財協会、1983)。

1982年度の区画整理事業に伴う調査は、件数・面積ともに増加し、長原西 。南 。東南地

区、および瓜破東南地区で 7件4,480ぽが実施された(大阪市文化財協会、1990)。 この年度

の調査では従来の知見を検証するとともに、長原古墳群の内容を詳しく検討した。一方、

長原東南地区においては市営住宅の建設に伴う調査で、当時、大阪府下で最古の弥生時代

中期初頭の水田址をはじめ、方形周溝墓や小規模古墳が発見されている。

1983年度は区画整理施行範囲の全地区に調査個所が拡がり、8件 6,170ぽの調査が実施さ

れた(大阪市文化財協会、1992a)。 既往の調査結果から重要な遺構が分布すると予測された

地域では、最初から可能な限り調査面積を確保するよう努力された。この年度の調査では、

長原古墳群とともに、古墳群築造に係わると推定された当時の建物群が発見され、土師器

の器種構成の詳しい検討が行われた。また層序の改訂が行われ、長原遺跡とその周辺地域

にも適用できる標準層序が提案された。

1984年度の区画整理事業に伴う調査は、長原西 。南 。東南地区で8件3,870ぽが実施され、

飛`鳥～室町時代の建物群とそれに伴う遺物を検討している(大阪市文化財協会、1992b)。 特

に、西地区の飛鳥時代の建物群はそれまで知られていなかったものであった。

1985年度の区画整理事業に伴う調査は、長原西。北 。中央～南 。東南地区に分散して 15

件約5,500ぽが実施された(大阪市文化財協会、1993a)。 層準別の石鏃の形態、古墳時代後

半期の土器の型式編年、長原古墳群の馬形埴輪などに検討が加えられた。一方、中央地区

では、長原古墳群の最終末に築造された横穴式石室をもつ七ノ坪古墳が発掘されている。

1986年度の区画整理事業に伴う調査は、長原西 。中央 。南 。東南地区で 19件約4,700ぽ

が実施された(大阪市文化財協会、1993b)。 古墳時代の集落のようすが明らかとなり、須恵

器製作に係わる木製工具類、朝鮮半島からの渡来をうかがわせる紡錘車、武人埴輪などが

注目された。また、飛鳥～平安時代の土器埋納遺構に検討が加えられた。

1987年度の区画整理事業に伴う調査は、長原東南地区と瓜破東南地区に分散して 19件

6,235ぽが実施された(大阪市文化財協会、1994)。 瓜破遺跡では飛鳥時代の官衛を思わせる

建物群が発掘された。長原遺跡では弥生時代の水路や古墳が検出され、検討が加えられた。

-3-



I章 調査の経過と概要

第 2節 1988年度の区画整理事業に伴 う調査

1.調査の概要

1988年度の区画整理事業に伴う調査件数は、16次 。20件であり、総調査面積は5,664ぽ

であった。調査は長原遺跡の東南地区に位置する長吉川辺 3丁目付近に 14件 4,463ぽ と中

央地区に位置する長吉長原2～ 4丁目に5件 1,091ぽの2地区で集中して行われた。そのほ

かに長原西地区の 1件 HOぽであった。当協会の担当調査員は9名で、 20件の延べ人数は

31名であった。

この年度の現場調査は、NG88-1・ 15②次調査の開始日である1988年 5月 20日 から、NG88

Ｎ
Ｉ

図2 長吉瓜破地区土地区画整理事業施工範囲と地区区分
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第 2節  1988年度の区画整理事業に伴う調査

-69次調査の終了日である翌1989年 3月 19日 まで実施した。各調査とも、まず、重機を用い

て現代盛土と旧耕土を除去し、それ以深は原則として人力により地層ごとに掘削を行い、

遺構 。遺物の記録に努めた。

最終掘削深度は、各調査地の遺物包含層の分布状況によって異なるが、いずれの調査地

においても、長原 13層以下のいわゆる長原地山層に達するまで調査を行った。ただし、

NG88-42・ 66次の2調査ではガス管および水道管の埋設深度が浅かったため、埋設管深度

以深は地層確認のための部分調査に留めた。また、NG88-57次調査は下水管渠施行計画の

変更から長原 9層 の途中で調査を中断し、翌1989年度に調査を延期している。17次調査で

は地表下lm程度の試掘を4個所行ったのみである。

なお、1988年度の長原東南地区の調査では、長原 12～ 13層 を対象として石器遺物の目

的的な調査を実施したが、概要については第3節で述べる。

表1 1988年度区画整理関連調査一覧

調査次数 調査地番 面積 調査期間 担当者

長原東南地区

NG88-1 平野区長吉川辺 3丁 目12/14 522ぽ 988年 5月 20日 ～ 988年 8月 6日 伊藤純

NGSs- l50 同 長吉川辺 3丁 目21 88ポ 988年 5月 23日 ～ 988年 7月 12日 上垣幸徳

NG88-15② 同 長吉川辺 3丁 目 16/17 431ボ
988年 5月 20日 ～

989年 1月 H日 ～

988年 9月 6日

988年 2月 8日

高橋工

NG88-22o 同 長吉′辺 3丁 |三119 93耐 988116月 7日 ～ 988118月 !日 高井健司

NG88-22(D 同 長吉リ辺 3丁 目19/20 150nl‐ 988年 6月 21日 ～ 988イ118月 10日 高井

NG88-22(D 同 長吉リ辺 3丁 目20/21 255請 988年 8月 l日 ヽ 988年 0月 13日 高井

NG88-29 同 長吉サ辺 3可
‐・
目 18/19

955計
988417月 6日 ～ 988年 l月 2日 趙哲済・岡村勝行

NG88-37 同 長吉 , 辺 3丁 目 14/15 988118月 1日 ～ 988年 2月 27日 1司本す。走自
NG88-36 同 長吉サ辺 3丁 目9/H ・面 988イド10月 25日 ～ 988イ 11 2月 高橋

NG88-42 同 長吉サ辺 3]‐
‐
目 9 ・ 20 134ボ 988年 9月 12日 ヽ 988/1F 0月 26日 金村浩一

NG88-57 同 長吉り| 辺 3可‐
‐
目 5/17 595ボ 988年 H月 l日 ～ 988年 2月 24日 高井

NG88-59 同 長吉り| 辺 3丁 目 1/12 288耐 988年 H月 4日 ～ 98911!月 10日 趙・岡村

NG88-66 同 長吉リ辺 3丁 目 0 55耐 988年 12月 3日 ～ 988年 12月 27日 加茂恵

NG88-69 同 長吉川辺 3丁 目11/15 668 mι 1988年 !2月 15日 ～1989年 3月 19日
高井・岡村・趙

高橋・加茂

長原中央地区

NG88-17 同 長吉長原 2丁 目9/14 ・面 988年 5月 26日 木原克司・加茂

NG88-2oo 同 長吉長原 3丁 目 14/13 263ぽ 988年 6月 6日 ヽ1988年 9月 3日 木原・加茂

NG88-20② 同 長吉長原 4丁 目 11/15 375m- 988年 9月 i3日 ～1988年 H月 25日 木原・加茂

NG88-27 同 長吉長原 2丁 目 14 190nぼ 988年 7月 1日 ～1988年 7月 31日 木原・加茂

NG88-54 同 長吉長原 3丁 目 5 255耐 988年 10月 20日 ～1989年 3月 10日 木原

長原西地区

NG88-16 同 長吉長原西 2丁 目 1/2 ll0m' 1988年 5月 25日 ～!988年 6月 10日 趙

5,664nf全調査面積
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I章 調査の経過と概要

2.長原東南地区の調査

この地区の調査はすべて長吉川辺 3丁 目で実施され、1988年度区画整理事業に伴う発掘

調査面積の4/5を占めた。その中でも、NG88-29・ 36・ 37・ 59。 69次調査では旧石器～

縄文時代の遺構および石器遺物の調査に相当な精力がさかれ、現場調査終了後も、持ち帰つ

た石器検出個所の土壌を水洗し、細片まで漏れなく捕集する作業が行われた(図 3)。

(1)NG88-1次調査

調査地は前年度区画整理調査地(NG87-90次 )の東に続く幅9mの計画道路であり、幅7m、

全長75mの範囲であつた。5月 20日 より調査を開始した。近接する農地の利用に便宜をはか

るため、調査は東・西に2分 して行つた。先行した西半分では当初予想したように比較的

遺構は稀薄であったが、中世の耕作に係わる鋤溝群、飛鳥時代の溝などを検出した。東半

分の調査では、弥生時代中期の方形周溝墓らしい遺構 2基と、これに重なる平安時代の南

北溝 1条を発見した。また、方形周溝墓らしい遺構の形状と規模を確認するため、南側と

西北側を拡張した。これらの遺構は88-59次調査で再度検出された。8月 6日 に調査を終了

した。

(2)NG88-15①次調査

調査地は八尾南遺跡が東接する4.5m幅の既設道路であり、調査地周辺では市営川辺住宅

の建設工事に伴う発掘調査(NG82-41次 、88-4・ 84次 )や、1985年度長吉瓜破地区土地区

画整理事業に伴う発掘調査(NG85-13次 )が行われており、弥生時代前期末～中期前半の水

田址や、同後期末の方形周溝墓、古墳時代中期の方墳、縄文時代の流路、旧石器時代の遺

構などが検出されていた。調査は全長約50m、 幅2.5mの範囲で5月 23日 より実施した。調査

範囲が狭かつたために、周辺調査との関連を踏まえた充分な調査はできなかった。なお、

下水管埋設深度の都合により、長原 10層 以深については地層を確認できる範囲の掘削を行

うに留めた。7月 12日 に調査を終了した。

(3)、 NG88-15②次調査

調査地は市営川辺住宅(NG82-41次、88-4次 )調査地の北で、NG85-13次調査地の東西

道路から北へ延びる幅9mの計画道路である。総延長は78mで、耕作地への通路を確保する

ために調査地を2分割し、南から調査区 1・ 2と 呼んだ。さらに調査地北端にあるマンホー

ル部分の調査地は調査区3と 呼んだ。5月 20日 より調査を開始した。調査区1では調査期間

が梅雨期、水田への給水期と重なったため、水田からの控えをlmずつとり、幅7mの トレン

チを設定した。調査区2で も、生活道路を確保するため建設局との協議の結果、幅6mの範

-6-
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囲を設定した。なお、これによって東西に生じた未調査部分は、工事施行時に立会調査を

行った。調査では、当初、分布が予想された弥生時代の水田は検出されず、その分布範囲

が調査地の北～西側に限られることが予想されるにいたった。また、長原 10。 11層 に覆

われて長原 12層が良好に遺存し、その中から石器遺物が出土することが明らかとなった。

さらに、長原 12層 で埋没する小河川が存在することもわかった。9月 7日 から翌89年 1月 10

日までの中断をはさんで、調査は2月 8日 に終了した。

(4)NG88-22次 調査

調査地は1704年に付替えられた現大和川の約50m北にあり、南北3路線の計画道路で実

施した。西側からそれぞれ①～③地点と呼称した。②地点では、調査地の中央にポンプ小

屋が存在したため、さらに2つに細分し、北区。南区と呼んだ。作業は当初、東側(③地点)

図3 長原遺跡東南地区の調査位置
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I章 調査の経過と概要

から順次進める予定であったが、諸般の事1青で、6月 7日 より西側(①地点)から開始した。

また、① o②の両地点では作業を平行して進めた。①・②地点の調査では、遺構・遺物の

地層ごとの分布を確認した。③地点では中世以降連綿と利用されてきた南北溝と、弥生時

イt(第 9A′ 層上面)の水田遺構を検出した。これらは周辺の調査 (NG82-41次 、85-13次な

ど)で も確認されていた。10月 13[1に 終了した。なお、①地点は当初の道路計画位置から5m

東にずれて設定された。

(5)NG88-29'37次調査

調査地は南北約 140m、 幅9mの計画道路であり、幅7mで全長を調査した。調査範囲は 2

調査分として計画されたが、連続 した路線であったので同時進行し、相互に調査・検討を

行った。7月 6日 より南側の29次調査地から開始した。中近世の耕作に係わる鋤溝、飛鳥時

代の小溝、弥4L時代の自然流路等を検出した。また、縄文～弥生時代の多くの石鏃を得た

とともに、1日 石器～縄文時代の石器製作llを 本格的に発掘し、成果をあげた(写真 l)。 12月

27日 に37次調査地の発掘を終 Fし た。

(6)NG88-36次 調査

調査地は前年度に調査したNG87-51次調査地の東に続く幅6m、 長さ60mの言1‐ lll道路に当

る。調査は幅4m、 長さ約55mの範囲で実施した。8月 1日 より5日 間、調査|え域フェンス張り

等に着手したが、諸1支の事情のため中断し、1()月 25日 より再開した。両側の道路境界より

lmの控えをとり、既掘のNG87-51次調査LXの東端から東方マンホールまで、幅4m、 長さ

約55mの トレンチを設

定した。占墳時代ヽ中

世のビットや土墳、遺

構、弥生:L器や有茎尖

頭器、縄文時代の自然

流路、旧石器～縄文時

代の剥片などを発絣1

し、12月 19日 に調査を

終 Fし た。

(7)NG88-42うこ訂可

査

調査地はNG85-13
写真 l 調査風景 (88-29次 ll」査地 )



第2節  1988年度の区画整理事業に伴う調査

次、86-85次調査が行われた川辺 3丁目南端に計画された東西道路である。ガス管埋設工

事に伴って、幅 lm、 全長200mの 範囲で9月 12日 より調査を実施した。既往の調査の結果を

検証するとともに、縄文時代晩期の土器を発見した。10月 26日 に終了した。

(8)NG88-57次 調査

調査地は東西約 140m、 幅9mの計画道路であり、その西部約85m、 幅7mの範囲を調査し

た。調査はH月 1日 より開始し、中世の坪境溝、古墳時代の溝などを検出した。調査が長原

9層 に達した12月 に、諸般の事情により、調査を中断しなければならない事態が発生した。

そこで、長原 8層 を除去したところまでの必要最低限の記録をとり、発掘面を保護するた

めに調査地内に砂を入れたのち埋戻した。12月 24日 に中断した。なお、調査の続きは次年

度に89-22次調査として実施された。

(9)NG88-59次 調査

調査地は南北約60m、 幅6mの計画道路であり、幅3～ 4mで全長を調査した。H月 4日 より

開始 した。NG88-1次調査で懸案となっていた方形周溝墓の規模を確認するとともに、平

安時代の南北溝を調査 した。 1月 10日 に終了した。

(10)NG88-66次調査

調査地は88-69次調査地と市道川辺町線をつなぐ長さ約70m、 幅9mの計画道路であり、

水道管埋設工事に伴って、道路の西端に沿う55m、 幅lmの範囲を12月 3日 より調査した。調

査地のほぼ中央に農業用の排水管が横断していたので、それを境に南西側を 1区、北東側

を2区 と呼んで、長原 9層上面まで順次調査を進めていった。 9層以下の調査は、次年度

以降の調査で行うこととなっていたため、水道工事および後の調査に備えて、管底深度ま

で砂を入れて埋戻し、12月 27日 に終了した。なお、この計画道路の本調査は、91年度にNG91

-12次調査として実施された。

(H)NG88-69次調査

調査地は東西約90m、 幅9mの計画道路であり、幅7～ 8mで全長を調査した。調査は12月

15日 より開始した。中世の耕作痕、古墳時代の溝、弥生時代の方形周溝墓、旧石器時代の

石器製作址など、多時期、多様の遺構 。遺物を検出した。特に旧石器時代の石器製作址の

調査は、今年度の長原遺跡東南地区でもっとも注目された調査であった。 6名の調査員を

投入し、3月 19日 に終了した。

3。 長原中央地区の調査
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I章 調査の経過と概要

この地区では、NG88-17・ 20・ 27次調査が長吉長原 3～ 4丁 目に計画された長吉 3号線

とその隣接地で行われ、NG88-54次調査が長吉長原 2丁目地籍で行われた(図 4)。

(l)NG88-17次 調査

調査地は、船形埴輪を出土した高廻り2号墳の西側に位置する幅12mの南北計画道路で

ある。しかし、諸般の事情により、5月 26日 に120m区間の中で4個所の試掘のみを行つた。

(2)NG88-20①次調査(1～ 3区 )

調査地は南北約HOm、 幅12mの計画道路である。調査は総延長約83m、 幅5mの範囲で6月

6日 より実施した。計画道路に面した2棟の農具小屋の出入口を確保する必要があつたため、

調査区を3つに分断し、北から1・ 2・ 3区 と呼び、 1・ 3。 2区の順で調査を行った。

近世の井戸、奈良時代の水田などを検出し、9月 3日 に終了した。

≡ 9  1 109m lビ

Ｎ
Ｉ

図4 長原遺跡中央地区の調査位置

コ        1 :5000

デ 1肺 国 t

ロ
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第2節  1988年サtの lκ llitl■111業 に11う 調査

(3)NG88-20:1次調査 (4ヽ 61κ )

lりJ査地は1朽北約 1 00in、 中‖12mで、NG88-20次調査の南にi虫続する計画道路である.¬」1査

は総
/7r lt約
61m、 中高3mの 範llllで 9ナ li31は り実施した.言 1山i道路にIniし た住宅・

"i舗

への出

人りを確保するために、調査を 3つ に分陶iし 、北から 4・ 5・ 61κ と呼び、 5・ 6・ 41κ

の川質で |サ」イトを行った千近世の耕作に係わる溝や段、中脚fの溝、 1ミ鳥ヽ奈lt時代の水|||な ど

を検出 し、 1:月 25日 に糸冬J´ した .

(4)NG88-27り (″可イド

,」可査地は東西約6(ヽ■、中‖9mの 1:1画道路であり、高廻り 1・ 2け墳、奈良||キ代・中‖tの リト

戸や弥′li時代後期の li城群などのi童構が発見されたNG87-35次調査地の1打 に位置する.、 IJ‖

イには幅4 5nl、 1こ さ43mの範,1で行ったが、中央部西寄 |)に ある電柱を避けるため、,1査 lκ

を 1分 した. 西1員|を rЧ lκ 、東側を束区と呼び、7月 1日 より調査を開始した.、

11111tの 水lll、

1に鳥時代の水IIIな どを検l11し 、7月 3111に 終 」
´
した.

(5)NG88-54り (11杏

lllttl也 は1打北73mの 計山i道路と、これにlRイ Jく 束西約4()nlの 1呪設道路であり、ともに幅は

4nlである、,こ のうち、東 ll道路の外〔側3(111は現道で使
'日

されているため、調査は1朽北73m、

東llu 1 2■ 1、 中品はともに3mで実施した. また、1打北道路は住宅の、Li星 きIケ期との1翅係か′,、

211!|に 分けて実施した..1れt iifl責 1洋の終末期に位置づけられ、多数の埴輪を伴う前方後円

111と して,lil lさ れる1朽 H II置 1(1(原 占墳群の 181写墳 )のほか、 ||「ナ」i時 (tlll期の建物群、中

‖[の溝、近 |ltの耕作痕

などを検出し、3サ 11011

に終 J´ した(写夕
112)。

4.長原西地区の調査

(1)NG88-16次 調

イi

長ル:(rl地区でイiオフオl

た1988年度唯 ‐の調査

である(図 5).、 調査地は

NG85-162)次 調査地の

Jヒ に糸売く1打 Jヒ糸勺60nl、 写r〔2 調査前風キt (88-54次調査地 )



I章 調査の経過と概要

図5 長原遺跡西地区の調査位置

幅4.5mの計画道路である。このうち、調査は南北41m、 幅3m弱で実施した。調査は5月 25日

に開始し、当初は順調にすすんだが、6月 2～ 3日 の大雨によって調査 トレンチの壁面保全が

危ぶまれたため、調査地北半分は未精査のまま中止した。また南半分の調査地においても、

遺構の深度が深くなったため、部分的な調査に留まった。飛′鳥時代の溝を検出し、6月 10日

に終了した。

長 原 一 丁

― l
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第 3節 石器遺物の調査

第 3節 石器遺物の調査

1.石器調査の経緯と経過

長原遺跡では、1976年からはじまる大阪文化財センターの調査で、後世の包含層から舟

底形石器と剥片が見つかっていたが、1978年度の地下鉄谷町線延伸工事に伴う発掘調査

(NG14次 )で、いわゆる長原地山層から、はじめて旧石器時代の遺物がまとまって発見され、

石器遺物の本格的な調査が実施された。

この発見が一つの契機となって、1980年度から広域的な層位学的調査が実施され、長吉

川辺 3丁 目地域が旧石器時代の遺物包含層(長原 13層 )の良好な分布地域であることが明ら

かとなった。その後、まとまった旧石器時代の石器遺物の発見は、NG82-41次、85-13次

調査と続き、後者では12層 から縄文時代中期以前にさかのぼる石鏃の発見という副産物も

もたらした。しかし、時間的な制約によって、旧石器時代の本格的な調査にはいたらなかっ

た。

長原遺跡における旧石器時代の遺物の目的的な調査の萌芽はNG86-3次調査に現われて

いる。ここでは一連の調査終了後に、旧石器時代の長原 13層 に包含される石器遺物を対象

とした再調査がNG88-64次調査として実施されている。

NG88-4次調査 (森本晋ほか、1990)に はじまる1988年度の旧石器時代の調査は、川辺 3

丁目地域における石器遺物の目的的な調査の開始期と位置づけられよう。ことに、区画整

理事業に伴うNG88-29・ 36・ 37・ 59・ 69次調査では、原因者である大阪市建設局長吉瓜破

地区土地区画整理事務所の理解を得て、精度の高い調査を実施することができた。

2.石器の野外調査方法

遺跡の発掘に当って、石器遺物の調査・記録には土器やこれを伴う遺構のそれとは異な

る対応が必要となる。その理由は、現代人 (発掘担当者)が石器を日常の生活用具としてい

ないこと、すなわち、石器時代人の遺構や石器製作、使用に関する思考回路をもたないこ

と、したがって、発見された石器遺物から、直感的に過去の生活を類推しがたいこと、す

なわち、生活を類推し復元するには調査・研究に手間と時間がかかること、であると思わ

れる。しかも、埋没深度の相対的な深さや遺物が小さなことが、石器遺物の調査・記録を

より大儀なものであるとの印象を与えている。

-13-



1章 調査の経過と概要

それでは、石器遺物

の調査・記録とjL器等

のそれと異なる対応と

はなにか、 というと、

特別の手法を用いる必

要があるのではなく、

従来の発掘の精度を ・

段階 [1げ ることであ

る。 1988年 度の調査で

従来の発掘精度を Lげ

るために行ったのは、

石器遺物の包含層を地層ごとに正確に掘下げるよう努力したこと、小さな遺物も見落とさ

ないよう注意して発掘 したこと、発掘された石器遺物にはそれぞれ個有のi貴物番号
‐を与え

て、出上状況を可能な限り漏れなく記録したことである。これらの方法は1988年度の長原

遺跡における調査ではじめて行われたものではなく、全l■ l各地の旧石器時代の調査のすぐ

れた点を学んだ結果による。

発掘用具は11と してひねり鎌 (通称、手ガリ)を用いた。ひねり鎌は地層を薄く剥ぎやす

く、任意分層発掘 し、小さな遺物を掘 り当てるのには有効な道具であった。ただし、遺物

を時として4場つけることがあるので、その時には欠けた破片を回収し、必要に応じて実体

顕微鏡も用いて接着し、復元するようこころがけた。

石器遺物が発見されると、そのつど即座にFl印 をたて、個有の遺物番号を付けるととも

に、出 11地点の平面・垂直位置、遺物の主軸の方向と伏角の概略を,汁測した。また、 1点

ごとに出上状況を写真撮影した(写真3)。 これは出上状況を記録するとともに、室内整理段

階における万一の混舌しを極力なくすためである。

計測と写真撮影が終ると、i貴物は原則として即日取上げ、現場における紛失等を避けた。

一方で、取 11げたあとの上に残された遺物の雌形には蝋を流し込んで仮保存 した。これは

遺物の出 L地点を調査最終末まで土柱で残し、出上状況をいつでも再現し、また、出土層

準を確認するために孝案した手法である。なお、土柱を残すやり方は、准i器製作址などの

遺構全体を再現しつつ発掘するためには不向きなため、最近では、火山灰の濃集層準を手

がかりにした椀掛け法によって、出il層準の判定を行うようにしている。

写真3 石器遺物の記録 (88-69次 調査地 )



第3節  石器遺物の調査

石器遺物、特に剥片が複数出土 した区画では、調査現場で発掘 しきれなかった微細遺物

を捕集するために、石器遺物の集中範囲の土壌をlm四方単位に地区割 りして層位別に持ち

帰 り、水洗・飾別によって捕集に努めた。飾別作業には411mと 211mの 飾を用いた。石器密集

部の判定には、剥片の集中個所 とともに、この微細遺物の密なる分布が鍵になった。

3.石器遺物番号

石器遺物は個有の登録番号を付けたが、その付け方は発掘期間中、および整理段階での

作業効率を考慮して、以下の通りとした。すなわち、石器遺物の登録番号は調査年度+遺

跡記号十調査次数記号+石器遺物のR番号で示した。たとえ|かJG88-29次調査での取上げ

番号R45の石器遺物は、「88AB45」 と表わした。ここに、88は 1988年度を、Aは長原遺跡

に与えられた遺跡記号 (表 2)を、Bはその調査の次数に与えられた記号を、45は R番号45

の石器遺物であることを、それぞれ示す。本書では石器遺物に関して上記の登録番号を用

いる(表 2・ 3)。

表2 遺跡記号と遺跡名対照表

A

B

C

D

E

F

G

H

I

」

K

L

M

N

P

Q

長原

長原

長原

(予備 )

瓜破・瓜破北

喜連東

(予備 )

亀井・亀井北

加美

(予備i)

桑津

(予備 )

山之内

遠里小野

南住吉

(予備 )

R  難波宮跡

S  森の宮

T  大坂城跡

U   (予 備 )

V  森小路

W  豊崎 。そう禅寺

X  大坂城下町

Y  その他の遺跡

Z  大阪市域外の資料

・0記号は数字の 0と の混乱

を避けるために使わない。

・U記号はV記号との混乱を

避けるために、当面使わな

い 。

表3 調査記号と調査次数対照表

調査記号 調査次数

88AA NG88-4次

88AB NG88-29場 (

88AC NG88-37次

88AD NG88-59次

88AE NG88-69次

88AF NG88-15み 〔

88AG NG88-22次

88AH NG88-36み 〔

88AI NG88-40次

88AJ NG88-66次

88AK NG88-84次

88AL NG88-:次

88AM NG88-57次

88AN NG88-16リモ
88AP NG88-20歩 :
88AQ NG88-42次

88AR NG88-54次
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I11 調査の経 i量 と概要

4.石 器調査の概要

1988年度の調査で石器遺物の目的的調査

を実施したのは、NG88-29・ 36・ 37・ 59・

69次調査である。各調査とも iiと して長原

12～ 13層 を
'寸

象とした。

NG88-29・ 37次調査地では、長原 1()・

H層以 下の地層が薄く、スコップ等の大き

な道具での分曙発掘が困難であったため、

10・ 11層層準から石器遺物の調査態勢を

とった。また、69次調査地では長原 12孵 ll

面から実施した。

29次調査では、NG14次およびNG88-4次

調査にならって、調査区をlm× Im単位のlκ

画に分け、 Iド松状に掘削した。残されたグ

リッド壁lflで 7i器遺物の出 Jl嬌準を再確認す

るためであった。「11:il瑶 準を確1認 したのち、

残ったI【画も発掘 した。長原 12層 準の 2密集部の剥片・7i核 を含めて、 12ヽ 13'愕 か′,

69点の石器遺物が出:Lし た。36・ 37・ 59・ 69次調査では、出Jl層準の IE確 な判定にある程

度の見通しが得られたので、|え画を5m単位とし、中央に断l面観察用の連続畦とトレンチを

設定して能率化を図った。 12～ 13層 からは、36次調査では剥片・石核などを含む 8点、

37次調査では 3集中個所の景1片・4i核を含む 108点、69次調査では 3集中個所の剥片・石

核などを含む 191点 を発掘した(写真4)。 ただし、いずれの調査でもナイフ形石器などの

石器はきわめて少なかった。59次調査では数点の石器遺物が出上したのみである。

微細求1片の捕集作業は、29・ 37・ 69次調査の 12ヽ 13層 で実施した。洗浄した il壊は ll

嚢袋で約 2,150あ り、合計 3,000点 余りを捕集した。

なお、准f器調査は旧石器時代の石■ir遺物を対象にして実施したが、副産物として、長原

12層から縄文時代中期以前の石鏃や有茎尖頭器を多数発掘した。また、llll様の発掘手法を

用いることによって、長原 8B層 ヽ9層層準からも多くの石鏃を発掘し、石鏃の型式と出 Jl

層準の関係について検討できる資料を得た。

写真4 石器密集部の写真撮影 (88-69次調査地)
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Ⅱ章 長原遺跡の地層

第 1節 地形 と地質の概要

大阪平野南部、海抜約80mの狭山池付近から、西除川と東除川にはさまれて高度を徐々

に下げながら北へ延びる河内台地は、1704年に付替えられた現大和川の北側で、河内平野

(沖積平野)の地下に埋没する。現大和川以北の河内台地の先端部は瓜破台地ともいわれ(建

設省国土地理院、1965)、 標高12m前後の起伏のある平坦面をなす。大阪市平野区にある長

原遺跡はそのような台地の東縁から沖積平野にかけて立地する(図 6)。

瓜破台地の地形は、低位段丘面と低位段丘面上の侵食谷によって構成されている。沖積

層は主として人為層からなり、低位段丘面を薄く覆うとともに、自然堆積層が侵食谷を埋

積している。低位段丘面をつくる低位段丘構成層の下位にあり、中位段丘を構成する上町

累層 (市原実、1960)は最終間氷期の地層と考えられている。本地域の上町累層は下部が砂

礫層主体、中部がMa12海成粘土層および同時異相の海成砂層、上部が泥炭層を挟む砂泥

互層からなる全層厚20m前後の地層である。

瓜破台地の西縁は相対的に急な傾斜で沖積面下に埋没している。一方、台地の東縁は緩

傾斜であるため、台地と沖積平野の両地形面間には顕著な傾斜変換点はなくて漸移してい

る。この地形の違いは台地の地下に分布するMa12海成粘土層・海成砂層の分布高度にも

現われている。これは台地を隆起させた構造運動に起因する現象と考えられる。

一方、長原遺跡東・北部の平野の地下に分布する低位段丘構成層は、層厚2～ 3mで下位

の埋没中位段丘構成層を削剥して覆うが、上面では顕著な段丘崖は確認されていない。埋

没低位段丘の地形は、縄文時代のMa13海成粘土層が堆積した地域の沖積面下に、「古長瀬

り||」や「古平野川」の河岸段丘として残存している(刀5須孝悌ほか、1981;趙、1994)。 低位段

丘構成層は最終氷期の最寒冷期の直前までに堆積した地層と考えられ(那須孝悌はか、

1987)、 本地域では砂礫から上方に粘土へ移化する地層である。

難波累層と呼ばれる沖積層は、遺跡東・北部で低位段丘構成層を不整合で覆い、河内平

野の中心部に向ってしだいに層厚を増す。本層は平坦な沖積氾濫原面を構成するとともに、
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Ⅱ章 長原遺跡の地層

自然堤防や天丼川の地形を構成する。難波累層は中部にいわゆる縄文海進期のMa13海成

粘土層を挟む最終氷期最寒冷期以降の地層であり(梶山彦太郎ほか、1972)、 本地域では上

部・中部・下部層に区分される非海成の砂泥互層からなる。

長原遺跡で発掘調査の対象としている地層は、中位段丘構成層上部および低位段丘構成

層、沖積層である。
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第 2節 長原遺跡の標準層序

長原遺跡南部の基本層序は、大阪市文化財協会(1982c)で第0層から第 15層 までの呼称

が提案され、その後の検討をへて、長原遺跡の標準層序として改訂された(趙ほか、1992)。

この区分は現在でも有効であるが、日々の調査資料の蓄積と精度の向上に伴って、地層の

年代を与える資料も増加してきた。その結果、積山(1992)な どによって地層のさらなる細

分も行われてきている。そこで本節では、今日の層位学的に到達した最新の層序を示すこ

とにする(表 4)。

A完新統

1.沖積層上部層 I(難波累層上部砂泥互層の上半部相当層 )

本亜部層は砂優勢の砂泥互層であり、標準層序の長原0層 から長原 7A層が構成する。こ

れらの地層は長原遺跡の台地部の表層に比較的厚く累積している。そのうち、砂・礫に富

む粗粒な水成層は、台地部を南北に流下した旧東除川をはじめとする人工の河川沿いで厚

く、氾濫性の堆積層であることを示す。本地域における粗粒堆積層の分布は、建設省国土

地理院(1965)の 自然堤防と天丼川の分布におおむね重なっており、周辺では急激に層厚を

減じている。一方、粘土 。シルトを主体とする地層は粗粒堆積層の上位に連続して厚く重

なり、おおむね作土層や暗色帯を構成するいわゆる遺物包含層となっている。すなわち本

亜部層は、人為の影響の強い環境下で形成された地層である。

長原0層 :現代の客土層である。

長原 1層 :現代の作土層をいい、層厚は15～ 25cmである。

長原2層 :灰褐色ないし黄褐色を呈する含細礫シルト質砂ないし砂質シルトからなる作

土層で、層厚は6～ 24cmである。本層上面および下面には畝間や黎痕、溝等の耕作に関連す

る遺構が検出されている。肥前系の染付磁器や唐津・美濃・備前などの日本製陶磁器が包
'

含される。本層は長原遺跡のほぼ全域に分布し、遺跡西部を南北にはじる通称馬池谷の周

辺では河成の砂層等を挟んで厚くなり、複数の地層に細分される。

長原3層 :細礫混り淡黄褐色ないし灰色砂・粘土質シルトからなる作土層で、層厚は12～

20cmである。河成の砂礫層や偽礫からなる客土層を挟むことがある。本層下面には畝間や
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Ⅱ章 長原遺跡の地層

溝、島畠などの耕作に関連する遺構が検出されている。瓦質土器や瓦器(C一 Ⅳ～V期の

椀)、 陶磁器が包含される。本層は遺跡南部と北部で分布が確認される。

長原 4層 :暗灰褐色礫混り砂ないしシルトからなり、後述する長原 5A層上に形成された

洵汰不良の地層であり、暗色帯を構成する。層厚は10～ 45cmで、下限は不明瞭である。長

原南地区を模式地とする。本層内から多数の掘立柱建物およびピット、井戸が検出されて

いる。また瓦器、黒色土器、陶磁器、須恵器、土師器などの多量の遺物が包含される。後

述する長原 4A～ 4C層 とはほぼ同時異相の関係にある。

長原 4A層 :細礫混り黄灰色中粒砂ないし砂質シルト層で、層厚は8～ 15cmである。瓦器

(C一 Ⅲ～Ⅳ期の椀)、 土師器が特徴的に包含される。長原東南地区を模式地とし、遺跡の

平野部で厚く、下位層上面の人工河川を埋積している。

長原 4B層は、長原東南地区を模式地として、長原 4Bi～ 五i層 に細分される。

長原4Bi層 :褐色を帯る灰色砂質シルトからなる作土層で、平均層厚は20cmである。暗

色帯である長原4層の分布しない地域に分布する。長原4A層に直接覆われる本層上面には、

水田址や人間および牛らしい偶蹄類の足跡が検出されている。瓦器(C― Ⅱ～Ⅲ期の椀)、

土師器、
・
黒色土器などが包含される。

長原 4B五 層 :氾濫性の細礫混り黄灰色中粒砂層であり、平均層厚は5cmである。長原東

南地区を模式地とし、断続的に分布するほか、西地区にも分布する。

長原4B面 層 :灰色砂質シルトからなる作土層で、平均層厚は15cmである。長原 4B五 層

に直接覆われる本層上面には水田址が検出されている。 2層以上に細分されうる。黒色土

器が包含されるほか、C一 I～ Ⅱ期の瓦器椀が包含される。長原南地区～東南地区に断続

的に分布するほか、西地区にも分布する。なお、1988年度の調査では、本層からC一 Ⅲ期

の瓦器椀が出土している。今後の検証が必要ではあるが、本層の下限年代が少し新しくな

る可能性がある。

なお、4Bi層 の攪拌が著しい地域では、長原 4B五 ～五i層は4Bi層に同化され、識別し

がたいことがある。

長原 4Ci層 :淘汰のよい明黄褐色砂質シルト層で、平均層厚は20cmである。長原東南地

区に局所的に分布する。

長原4Ci層 :にぶい黄褐色を呈する淘汰不良のシルト質粗粒砂からなり、下位の 5A層

を掘込んで形成された作土層である。平均層厚は20cmである。長原東南地区に局所的に分

布する。
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第2節 長原遺跡の標準層序

長原 5A層 :砂 。礫を主体とし、シルト質細粒砂薄層を挟み、顕著な斜交ラミナが見られ

る7巳濫性の河成層である。層厚は10～ 80cmである。平城宮VoⅥ期に属する土師器や須恵

器のほか、下位層に由来する弥生土器などを包含する。模式地は長原南地区にあり、後述

する長原 6Ai層 上面の人工河川を埋積し、これらを中心に中央地区から西地区まで広 く分

布する。

長原 5B層 :上半部が褐色を帯る氾濫性の青灰色細粒ないし極細粒砂層で、層厚は2～ 8cm

である。上面にヒトの足跡や鍬跡が検出されている。長原東南地区を模式地とする。

長原 6Ai層 :暗青色の砂 。粘土質シルトからなる作土層で、層厚は20cm以下である。本

層は長原東南地区を模式地とし、広域に分布する。中央地区以東の本層は攪拌が乏しく、

局所的にはラミナの不規則な変形や断絶、形状を保つた偽礫客土が観察される。上面には

広く水田址およびヒトの足跡群が検出されている。平城宮Ⅲ期に属する土師器、須恵器が

わずかに包含される。

長原 6A五 層上部 :河成の灰色中粒ないし細粒砂層で、層厚は50cm以下である。長原東南

地区を模式地とし、主として下位層上面の人工河川を埋積し、これを中心に長原南地区か

ら西地区にかけて厚く拡がる。また、分布縁辺部では下位層上面の足跡群内に残存する。

長原 6A五 層下部 :河成氾濫性の粘土質シルト層と極細粒砂層の互層である。層厚は平均

10cmで、最大でも20cm足 らずである。上面でヒトおよび牛らしい偶蹄類の足跡が、またそ

の直下でラミナの変形・破壊が認められる。長原中央地区を模式地とする。

長原 6Bi層 :砂 。礫が混り黒褐色ないし暗灰色を呈するシルト質粘土からなる作土層で

あり、層厚は15cm以下である。全般に淘汰が不良であり、ラミナは観察されない。長原東

南地区を模式地とし、西地区まで広く分布する。本層の上面には水田址および足跡群が検

出されている。飛鳥Ⅲ～Ⅳ期に属する土師器、須恵器がわずかに包含される。

長原 6B五 層 :河成氾濫性の灰色を呈する粘土・シルト・細礫質粗粒砂層で、層厚は10cm

以下である。長原東南地区を模式地とし、遺跡全域に断続的に分布する。分布の縁辺部で

は下位層上面の微小な凹部に残存する。飛`鳥 Ⅲ期に属する土器が包含されている。

なお、長原 6Ai～ 6B五 層は 6Ai層 に同化されて、識別しがたいところがあるので、 6

層と一括して呼ぶことがある。                     '

長原 7Ai層 :黒褐色砂混リシルト質粘土からなる作土層で、平均層厚は15cmである。構

成物質の偏りが少なく、全般的に洵汰が不良である。長原南地区を模式地とし、遺跡全域

に断続的に分布する。本層上面には断続的に水田址が検出され、未検出の地域でも、畦畔

-23-



Ⅱ章 長原遺跡の地層

状の高まりや下面の段が観察されている。長原中央地区では下位層に由来する偽礫を多く

含む。

長原 7A五 層 :黒褐色粘土層で、最大層厚は15cm程度である。遺跡中部に分布する。本層

の基底面では掘立柱建物や土墳、溝などが検出されている。飛鳥 I期 に属する土師器、須

恵器が包含される。

なお、遺跡中部以外の地域では、長原 7A五 層と7Ai層 は識別しがたいので、 7A層 と一

括して呼ぶことがある。

2.沖積層上部層 Ⅱ(難波累層上部砂泥互層の下半部相当層 )

本亜部層は粘土 。シルト優勢の側方変化に富む砂泥互層であり、標準層序の長原 7B層か

ら長原 11層が構成する。これらの地層は長原遺跡平野部の沖積面下に累重して厚く発達す

る。地層の伸長方向と傾斜はいずれも南北ないし南東一北西方向であり、南方から堆積物

質が供給されている。粗粒物質の優勢な長原 10層 と8Ci・ 8A層の最大層厚部は下位層上

面の自然河川や窪地上にあり、長原 8A層の堆積によって現地表面に近似した沖積平坦面が

形成された。本層中に介在する複数の暗色帯は、各時期の生活面示準相として有効な鍵相

となる。本亜部層は自然営力と人為の相互作用によつて形成された地層であり、相対的に

上位層ほど人為が強く働いている。

長原 7B層 は、長原東南地区を模式地として、長原 7Bi～ 五i層 に細分される。

長原 7Bi層 :黒褐色ないしにぶい黄褐色を呈する砂 。礫質粘土からなる暗色帯構成層で

ある。層厚は35cm以下で、下限には層理面はなく、下位層とは漸移している。遺跡に広く

断続的に分布し、遺跡中部から南部では黒ボク起源の古土壌によって構成される。また、

その上面には多数の小規模古墳 (長原古墳群)が検出されている。埴輪、土師器、須恵器が

包含されている。

長原 7B五 層 :河成の褐色極粗粒砂ないし粘土質シルト層であり、上方に細粒化する。層

厚は20cm以下である。長原東南地区にわずかに分布が認められる。

長原7B面 層 :暗褐色粘土質シルトからなる暗色帯構成層である。層厚は5cm以下で下限

には層理面はなく、下位層とは漸移している。長原東南地区を模式地とする。長原遺跡の

東に接する八尾南遺跡では、本層の上面に水田址が検出され、作土層となっている。また、

畿内第V様式の土器や庄内式土器が包含されている。

長原 8層は、長原東南地区を模式地として、長原 8A～ 8C五 層に細分される。
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第2節 長原遺跡の標準層序

長原 8A層 :青灰色から黄灰色を呈する氾濫性の砂礫層であり、上方に細粒化する。層厚

は10～ 70cmである。また、側方では上部の灰黄ないし明黄褐色細礫～細粒砂層と、これと

漸移関係にあり、下部の微細な炭化物のラミナ(層厚0.1～ 0.3cm)を 2層挟む明黄褐色～暗灰

黄色シルト質粘土層からなり、基底部に中粒～粗粒砂を伴うことがある。層厚は上部力洵0～

50cm、 下部が15～ 20cmである。遺跡の平野部で分布が確認されている。

長原 8B層 :上部の暗褐色砂質シルト層と、これと整合関係にある下部の暗褐色シルト質

中粒砂層とからなり、微細な炭化物が散在する暗色帯を構成する。上部と下部の層理面は

比較的追跡しやすいが、下部の下限には層理面はなく、下位層とは漸移している。層厚は

上部が約 10cm、 下部が約5cmである。長原東南地区を模式地とし、遺跡平野部に分布する。

本層の下部上面からは、畿内第Ⅲないし第Ⅳ様式の土器を伴う方形周溝墓が検出されてい

る。

長原 8Ci層 :河成氾濫性のにぶい黄褐色極粗粒砂～中粒砂層であり、上方および偵1方へ

細粒化する。斜交葉理がある。平均層厚は約25cmであり、下位層の窪地上では礫を含んで

粗粒物質が卓越し、下方侵食する。最大層厚は90cmに達する。遺跡の平野部に広く分布す

る。本層の基底付近からは下位層に由来する弥生土器や木葉形石鏃などが出土してぃる。

長原 8C五 層 :河成氾濫性の黄褐色シルト質粘土層であり、微細な炭化物からなる平行葉

理がある。層厚は15cm以下である。本層上面にはヒトの足跡が分布し、足跡の凹み直下の

ラミナは荷重により変形している。模式地である長原東南地区付近で分布が確認されてい

る。

長原 9A′ 層 :灰色粘土からなる作土層であり、作土は下位の長原 9A層 を母材とする。

側方へ暗灰黄色粗粒砂質粘土に移化する。層厚は約10cmである。長原東南地区を模式地と

して、その付近の平坦な微高地上に分布する。本層上面には長原遺跡最古の水田址が検出

され、また下面には乾痕が観察される。

長原 9A層 :黒褐色砂・シルト質粘土からなる一部水成の暗色帯構成層である。層厚は3～

15cmであり、下限には顕著な層理面はなく、一般に下位層とは漸移している。局所的に黒

褐色礫質極粗粒砂薄層を挟んで層厚を増すことがある。上面で水田の導水路や護岸を行っ

た大溝が検出されているほか、乾痕が観察される。長原東南地区を模式地とし、遺跡の平

野部に広く分布する。畿内第Ⅱ様式の土器が本層上面にへばりつき、また、畿内 I様式と

縄文晩期長原式土器が本層上面にへばりついたり本層内に包含されている。

長原 9B層 は、長原東南地区を模式地として、長原 9Bi～ v層 に細分される。いずれも
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Ⅱ章 長原遺跡の地層

模式地付近で分布が確認 されている。

長原 9Bi層 :氾濫性の灰オリーブないし黒褐色砂礫層であり、シルト質細粒砂薄層を挟

む。層厚は最大90cmである。

長原 9B五 層 :暗灰黄色シルト質粘土からなる一部水成の薄い暗色帯構成層であり、層厚

は10cmで、局所的に微細な炭化物ラミナを数層挟んで厚くなる。下限は不明瞭である。本

層には畿内第 I様式の土器が包含され、本製の竪杵が見つかつている。

長原9B面 層 :水成の灰オリーブ色シルト質粘土層であり、層厚は3～ 14cmである。下位

層上面の流路上では砂礫薄層 。細粒～粗粒砂薄層を挟んで厚くなる。

長原 9B市 層 :灰オリーブ色シルト質粘土からなる一部水成の暗色帯構成層である。層厚

は8～ 15cmであり、下半部3cmに は微細な炭化物が多く含まれ、陸上域では下限に層理面は

なく、下位層とは漸移している。局所的に粗粒～極粗粒砂をレンズ状に挟んで厚くなる。

本層には縄文時代晩期の長原式土器が包含され、木製の弓や石斧の柄が見つかつている。

長原 9Bv層 :氾濫性の青味のつよい灰オリーブ色シルト質粘土層である。層厚は10～ 14

cmであり、局所的に下半部が砂礫に移化して厚くなり、最大層厚35cmと なる。

長原 9C層 は、長原東南地区を模式地として、長原 9Ci～ 五i層下部に細分される。

長原 9Ci層 :黒褐色ないし褐灰色シルト質粘土からなる一部水成の暗色帯構成層である。

層厚は2～ 8cmであり、陸上域の下限には層理面はなく、下位層とは漸移している。遺跡の

平野部に広く分布する。本層上面では縄文時代晩期の滋賀里Ⅳ式土器が見つかつている。

長原 9C五 層 :微細な炭化物ラミナを2層挟む氾濫性の灰色シルト質粘土層であり、砂礫

に側方変化する。層厚は2～ 10cmである。模式地付近で分布が確かめられている。

長原 9C m層上部 :オ リーブ黒色ないし灰色シルトおよび粗粒砂質粘土からなる淘汰不

良の暗色帯構成層であり、層厚は7～ 25cmである。下限には層理面はなく、下位層とは漸移

している。遺跡の平野部に広く分布する。

長原9C面 層下部 :暗灰色シルトないし粘土質粗粒砂層であり、層厚は約5cmである。下

限には層理面はなく、下位層とは漸移している。模式地は長原東南地区にあり、上位層に

伴つて分布する。本遺跡から東の八尾南遺跡にかけての本層中には、火山ガラスを多く含

む火山灰層がレンズ状に挟まれる。

なお、細分しがたい 9C層 からは縄文時代後期の四ツ池式土器が見つかつている。

長原 10層 :緑灰色からオリーブ灰色を呈する河成の礫質砂層であり、上方および側方へ

細粒砂からシルトに移化する。斜行葉理が発達し、下位層の窪地では著しく下方侵食する。
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木片および微細な炭化物を含有する。最大層厚は80cmであり、模式地は長原東南地区にあっ

て、遺跡の平野部に広 く分布する。また、後述する長原 12層から由来した爪形文土器や

石鏃などが出土している。長原東南地区では本層内のラミナ面に上限がある乾痕が観察さ

れている。

長原 11層 :水成の暗緑色をわずかに帯る灰色シルト質粘土層で、層厚は16cm以下である。

平行した数層の炭化物のラミナが観察される。模式地は長原東南地区にある。上位層に伴っ

て広 く分布し、側方へ粗粒砂層に移化するため、上位層とは識別しがたいことが多い。そ

のばあい、 10。 11層 と一括して呼ぶ。本層以下は上位層に相対して固く締つている。

3.沖積層中部層 (難波累層中部海成粘土層の上半部相当層 )

本部層は細粒物質が優勢な地層であり、一部に砂礫層を伴う。標準層序の長原 12層が構

成する(写真5)。 この地層は下位層上面の窪地を、一部下方侵食して埋積しており、古川辺

川と呼ぶ浅い埋没谷内に顕著に発達する。浅い埋没谷周辺の分布高所では相対的に薄い陸

上成層となる。難波累層中部海成粘土層は長原遺跡の北部に分布限界があり、遺跡南部に

は海成層は分布しない。

長原 12層 は、長原東南地区の古川辺川流域を模式地として、長原 12A～ 12BC層 に細分

される。

長原 12A層 :腐植質の黒褐色礫質粘土ないしシルトからなる一部水成の暗色帯構成層で

あり、層厚は15cm以下である。下位層を部分的に下方侵食する。遺跡の平野部に断続的に

分布する。本層の上面には乾痕が観察される。石鏃が包含されるほか、上面付近には縄文

時代中期末に属する北白川C式土器が見つかっている。

長原 121C層 :黒味を帯る暗灰色細粒シルトないし粘土質シルトからなる陸成層であり、

暗色帯を構成する。層厚は5～ 20cmである。陸上域では下限に層理面はなく、下位層から漸

移するが、本層内から発達する顕著な乾痕が観察される。陸水域では下位層上面の窪地に

分布する。

古川辺川の流域では、長原 12BC層 はさらに陸水成の 12Bi～ 12C層 に細分される。

長原 12Bi層 :暗灰色細粒砂質シルト層であり、層厚は約20cmである。

長原 12B五 層 :暗黄灰色シルト質砂層であり、層厚は45cm以下である。下位の長原 13

層を下方侵食する。

長原 12B面 層 :灰色火山ガラス質シルト層であり、層厚は約10cmである。本層および
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Ⅱ章 長原遺跡の地層

12B h層 にまたがって、縄文時代中期前半に属する船元 Ⅱ式土器が見つかつている。

長原 12B市 層 :黄灰色砂礫層であり、層厚は15cm以下である。下位層を下方浸食する。

長原 12C層 :緑灰色シルト質極細粒砂ないしシルト層であり、層厚は45cm以下である。

下位の長原 13層以下を下方浸食する。

B上 部更新統および完新統の下部

1.長原 12/13層 漸移帯 (仮称 )

長原 12BC層の下位にあり、これとは比較的明瞭な境界をもちながらも、下位層とは漸

移関係にあって、暗灰色ないし灰色の細粒シルトからなる厚さ5cm以下の地層の部分である。

この地層の部分は、火山灰分析から121C層 と後述する 13A層 とに挟まれた地層であると

認められるが、堆積後の土壌化による風化 。擾乱が著しく、その影響は下位の 13A層 にま

で及んでいるため、 13層 との境界がほとんど認められないので、仮に12/13層漸移帯と

呼んで、他の識別可能な地層と区別しておく。長原東南地区で分布が認められる。

この地層の部分から出土している石器遺物には、縄文時代早 。前期に属すると考えられ

る石鏃のほか、有茎尖頭器や形態的には細石刃と認められる剥片などが含まれる。

なお、長原中央地区では陸上成の横大路火山灰層起源の黒ボク土層が確認されており、

火山灰分析からは、この漸移帯の中に降灰層準が求められる。

2.沖積層下部層 (難波累層下部砂泥互層相当層 )

本部層は粘土からシルトを主体とする地層であり、標準層序の長原 13A層が構成する。

埋没低位段丘面を部分不整合で覆う。

長原 13A層 は、長原東南地区を模式地として、 13Ai層 と 13A五 層とに細分される。

長原 13Ai層 :暗灰色火山灰質細粒シルト層であり、層厚は5cm以下である。下限は漸移

的である。模式地付近のみで識別されている。

長原 13A五 層 :灰色ないし灰黄色火山灰質細粒シルト層であり、層厚は約10cmである。

下位の 13B層 とは明瞭な境界面を観察できるところは少なく漸移的であるが、部分的には

不整合面で境されたり、下面に不明瞭な乾痕が観察されるところがあり、区分される。模

式地でのみ識別されている。本層からは旧石器時代の石器遺物が出土している。実体顕微

鏡下の観察では、 13Ai層 とともに下位層に由来する扁平型火山ガラスのほか、中間型か
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第 2節 長原遺跡の標準層序

ら多孔質型の火山ガラスと角閃石を主とする多量の結晶鉱物が含有される。

なお、これまでに、小型のナイフ形石器を含んで多数出土している13層 の石器遺物は、

13A層 に包含されているものと、 13A層 か 13B層かは不明なものとがあるが、 13Ai層 ま

たは 13A五 層かの詳細な層準が明らかなものは少数である。

3.低位段丘構成層

低位段丘構成層は下位層を一部著しく下方侵食した窪地を埋積する地層であり、当地域

の標準層序の長原 13B～ 15層が構成する。最上部、上部、下部に区分される。最上部は

13B～ C層が構成する暗色帯であり、上部は 14層が構成する砂礫を伴うシルト主体の地

層、下部は15層 が構成する砂礫主体の地層であるが、大局的には下位から上位へ粗粒物質

から細粒物質への 2堆積サイクルを示す(図 7)。

長原 13B層 は、長原東南地区を模式地として、 13Bi層 と13B五 層とに細分される。

長原 13Bi層 :黄褐色～灰黄色シルト質粘土～粘土質シルトからなる暗色帯構成層であ

り、層厚は5cm以下である。下限は不明瞭である。模式地付近でのみ識別されている。

長原 13B五 層 :黄灰色粗粒シルト質火山灰層であり、層厚は5cm以下である。下位層とは

明瞭な層理面で境される。この火山灰層は長原東南地区を模式地とし、中央地区と北地区

でも識別されている。無色透明の扁平型ガラスに富むガラス質火山灰層である。

長原 13C層 :暗灰黄色～暗褐色シルト質粘土層であり、暗色帯を構成する。層厚は平均

12cmである。模式地は長原東南地区にあり、模式地周辺で分布が確認されている。分布低

所では最大層厚20cmと なり、下位層とは軽微な不整合面で明瞭に境される。また、下面に

乾痕が観察されるところがある。微高地などの分布高所では薄く、下限は不明瞭であって、

下位層最上部の古土壌化した部分として認められる。

長原 14層 :上部層準が灰白から緑灰色のシルト質砂ないし砂質粘土からなり、中位に連

続性の乏しい砂礫薄層を挟んで、下部層準は灰色砂礫ないし砂質シルトからなる地層であ

る。層厚は20～ 80cmである。模式地は長原東南地区にあり、模式地周辺で分布が確かめら

れる。分布低所では下部層準の粗粒物質が優勢であり、下位層とは軽微な不整合面で明瞭

に境されるが、分布高所では全般に細粒化し、下限は不明瞭で漸移的である。本層からは

石器遺物が出土しており、小型のナイフ様石器が含まれるが、調整は粗く、台形様石器の

一群に属するものである。

長原 15層 :緑灰色から灰白色を呈する砂礫優勢の地層であり、層厚は平均200cmである。
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図7 長原遺跡とその周辺地域の地層の対比 (主 として低位段丘構成層以下、柱状図の凡例は図8を参照 )
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Ⅱ章 長原遺跡の地層

岩相の基本模様 岩相の組合せ模様 (例 ) 模式地は長原東南地区にあり、層厚

をあまり変化させずに広域に分布す

る。なお、本層の基底付近の複数の

ラミナ面からは、ナウマンゾウの足

跡化石が見つかつている。

4.中位段丘構成層上部 (再定

義 )

長原 16A層 :暗灰色から灰青色

の細粒砂優勢のシルト薄層と砂薄層

の互層である。層厚は140～ 160cm

である。平行ラミナがよく観察され

る。下部層準では一部泥炭質のシル

ト質粘土層やシルト層が優勢で、倶1

方へ砂礫層に移化する。オニグル

ミ。エゴノキなどの種子や、マツハ

ダの毬果のほか、下記のものが産出

している。トウヒ属、ハンノキ、シ

キシマブナ、ホオノキ、スモモ、バ

ラ属 。バラ科、マンサク科、サワラ

(?)、 ヤナギ属、カラスザンショ

ウ、キハダ、クマヤナギ、コナンキンハゼ、ミズキ、ブドウ属、カヤツリグサ科。中部層

準では平行ラミナのある細粒～極細粒砂層が卓越し、側方へ砂礫に移化して、下方侵食す

る。上部層準ではシルト質細粒砂層が優勢である。長原東南部を模式地とし、遺跡中
。西

部でも分布が確認されている。なお、本層の上面にはナウマンゾウの足跡化石が見つかっ

ている。

長原 16Bi層 (新称):暗灰褐色から暗オリーブ灰色の泥炭質粘土層であり、暗色帯を構

成する。層厚は最大20cmである。下限は漸移的である。本層および 16A層下部層準に根を

はったモミ属・トウ属・ナナカマ ド属・サクラ亜属 。ナシ亜科・トネリコ属・ハンノキ属

などの樹木の株の化石が多数見つかつている。また、ナス属の種子が出土した。長原東南

□
礫

 □
搬

□
剛 榊
 囲

湘 鯉

□
肺 砂
 □

沖 砂

日
蠅 砂
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殴 外

□
馳 砂
 目

糧 い

日 極細粒砂 匡三三匡三]湘糧

□
冽

国
糧

蓼膨咆炉炉02蹴色中桐

□
師 炭イビ物バナ

図8 本書の断面図・柱状図で用いる岩相の凡例
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第2節 長原遺跡の標準層序

部を模式地とする。本層の上面ではナウマンゾウやオオツノジカらしい偶蹄類の足跡化石

が見つかっている。

本層の下半部には褐色角閃石を特徴とする火山灰の濃集層準がある。

長原 16B五 層 (新称):洵汰不良の灰色砂質粘土層で、層厚は20cm以下である。本層中に

は高温型石英を特徴とする火山灰層の濃集層準がある(図 7)。

長原 16B五i層 (新称):L方細粒化する灰色砂礫層である。一般に層厚は15cm以下である

が、河川沿いでは著しく下方侵食し、最大層厚 120cmと なる。

未命名層 :長原東南地区では、 16B面 層の下位に、上位より、暗青灰色中粒ヽ細粒砂層

(層厚約30cm)、 緑色ないし暗青灰色で最下部がシルト質極粗粒砂層の粘土・砂互層 (最大層

厚70cm)、  F部層準に暗緑灰色細粒砂薄層を伴うシルト質粘土層 (層厚約70cm)が重なる。後

の 2層の L面にはそれぞれゾウの足跡状の凹みが観察されている。

さらに卜
‐
位には、層厚約 180cmで緑灰色を呈する砂質シルト薄層とシルト質細粒砂薄層が

互層し、 一部泥炭質のシルト質粘土薄層や粗粒砂薄層を挟む。その下位には中礫を含む砂

礫層が推定層厚 150～ 2∞cmで分布する。被圧水が豊富なこの帯水層の上面高度は、TP+2.5m

である。また、ボーリング資料で確認できるMa12海成砂層の上限高度は、長原遺跡東南

部でTP‐4～‐5m、 瓜破遺跡ではTP-lm付近に分布する。

写真5 長原遺跡の地層断面 (69次調査地 )

黒い帯は長原 12A層



Ⅱ章 長原遺跡の地層

表5 大阪市域の最終間氷期以降の編年表

万

年

前

第 四 紀

年代 区 分

地層区分

海成層・火山灰層

などの鍵層

長原・山之内遺跡周辺

時 代

大阪平野の

古地理変遷長原標準層序 人類遺物・化石

２

　

　

２

．

５

3

4

7

8.6

9.1

12

13

新

世

後

氷

期

沖
　
積
　
層

難

波

累

層

上

部

砂

層

上

部

Ｉ

1-5 黒色土器・瓦器・陶磁器

須恵器・土師器

弥生土器

縄文土器 (後・晩期 )

平安以降
大阪平野Ⅱ

大阪平野 I

河内湖Ⅱ

河内湖 I

河 内 潟

河内湾Ⅱ

河内湾 I

古河内平野

古大阪平野

低位段丘

の形成

上町海

6A～ 7A 良

墳

奈

古

― BB7火 山灰 層 →

上

部

Ⅱ

7B～ 8C

弥 生
9A～ H

縄 文

中石器

後

期

1日

石

器

中

　

期

一削

期

旧

石

器

中
部
海
成
粘
土
層

M a13
-横大路火山灰層

― 港 火 山灰層

中

部

下

部

12A～C 縄文土器 (中期)

12/13

13Ai

13A五

縄文土器 (前期)

石鏃 (早期)

有茎尖頭器

ナイフ形石器

後

期

更

新

世

最

終

氷

期

下
部
砂
泥
互
層

← 阪 手 火 山灰 層

― BT7火 山灰層

低

位

段

丘

構

成

層

富

田

累

層

常

盤

層

―鬼虎り|1火山灰層

―平安神宮火山灰層

最
上
部

13Bi

13B五

上

部

13C

14 ナイフ様石器

下

　

　

部

―足跡化石

―←足跡化石・化石林 ―
最

終

間

氷

期

中

位

段

丘

構

成

層

・
上

町

累

層

上

部

―吾彦 火山灰層

←北花田火山灰層

16A

16B

泥炭質粘土層

砂 泥 互 層
―足跡化石

―足跡化石・化石林
― 浅 香 火 山灰 層 泥 炭 層

中

部 M a12 海成砂層

下
部 砂 礫 層
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第 3節 火山灰層・火山灰ile集層準

第 3節 火山灰層・火山灰濃集層準

1.遺跡に係わる火山灰層

大阪平野における上部更新統～完新統の火山灰層序については、近年の火山灰層序学的

研究(吉川ほか、1986;吉川・樽野、1992;吉川・井内、1991・ 1993な ど)に よって、その

詳細が明らかとなってきている。遺跡の調査と関係が深い火山灰層には、中位段丘構成層

上部の中の浅香 (仮称 ;趙、1994)。 北花田(BT25)。 吾彦(BT22)の各火山灰層、低位段

丘構成層最上部の平安神宮(BT10)。 鬼虎川(BT9)の両火山灰層、沖積層下部砂泥互層中

のBT7・ 阪手(BT6)の両火山灰層、沖積層中部海成粘土層の横大路火山灰層、沖積層上

部下半部のBB7火山灰層などがある(表 5)。

また、各火山灰層は町田。新井(1992)がまとめた広域火山灰と対比されている。すなわ

ち、北花田火山灰層は鬼界葛原火山灰(K二Tz)と 、吾彦火山灰層は阿蘇4火山灰(Aso-4)

と、平安神宮火山灰層は姶良Tn火山灰(AT)と 、横大路火山灰層は鬼界アカホヤ火山灰(K

TAh)と それぞれ対比されている。また、BB7火山灰層は松河戸火山灰層 (森勇一ほか、

1990)と 文寸士ヒさオ■ている。

火山灰の降灰年代には諸論があるが、吉川ほか (1986)、 吉川・井内(1991・ 1993)に従え

ば、北花田火山灰層が9.1万年前、吾彦火山灰層が8.7万年前、平安神宮火山灰層が2.5万年

前、阪手火山灰層が1万数千年前、横大路火山灰層は6,300年前、BB7火山灰層は約3,000～

2千数百年前などの年代値がある。

2。 長原遺跡の火山灰層

第 2節で述べたように、長原遺跡では次の 6層準に火山灰層あるいは火山灰濃集層準が

認められている(表 4・ 5)。

沖積層上部層 Iの下半部にある長原 9C面 層下部に濃集層準がある火山灰層は、扁平型

火山ガラスが極細粒砂サイズの砕屑物中の35%を 占める一方で、中間型～多孔質型ガラス

も同率で含有される(表 10)。 下位の火山灰に由来する火山ガラスの混入があると予想され

るものの、その形態的特徴および地層の年代観からは、吉川ほか(1986)の BB7火 山灰層に
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文寸比される可能性がある。

沖積層中部層相当層準である長原 12/13層 漸移帯に濃集層準がある火山灰層は、無色～

褐色透明の扁平型ガラスに富むガラス質火山灰層であり、角閃石と少量の斜方輝石 。単斜

輝石を含む。ガラスの屈折率は1.510前後である。これらの特徴と包含遺物の年代観は近畿

地方の標準火山灰層である横大路火山灰層 (吉川ほか、1986)の特徴によく一致し、両者は

対比される。

沖積層下部砂泥互層相当層である長原 13A五 層に濃集層準がある火山灰層は、下位層に

由来する扁平型火山ガラスのほか、中間型から多孔質型の火山ガラスと角閃石をはじめと

する多量の結晶が含有される。ガラスの屈折率は1.503～ 1.505前後である。これらの特徴は

吉川ほか(1986)の 阪手火山灰層の特徴と比較的よく一致し、両者は対比される。

低位段丘構成層最上部にある長原 13B五 層の火山灰層は、無色透明の扁平型ガラスに富

むガラス質火山灰層であり、少量の角閃石と斜方輝石 。単斜輝石を含む。ガラスの屈折率

は1.500前後である。これらの火山灰層の特徴は吉川ほか(1986)の平安神宮火山灰層の特徴

と火山灰層の層序関係によく一致し、両者は対比される。

中位段丘構成層上部にある長原 16B層 には2層準に火山灰の濃集層準がある。 16Bi層

の下半部にある上位の火山灰濃集層準は、褐色角閃石と火山ガラスが特徴的に含まれる。

これらの特徴は吉川・樽野(1992)の吾彦火山灰層の特徴によく一致し、両者は対比される。

また、 16B五 層にある下位の火山灰濃集層準は、高温型石英と火山ガラスが特徴的に含ま

れる。これらの特徴は吉川・樽野(1992)の北花田火山灰層の特徴とよく一致し、両者は対

比される。

これらの結論を導き出した分析結果については、Ⅲ章第 6節でその一部を述べるが、今

後、随時報告していく予定である。
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第 4節 地層の年代

長原遺跡の地層の年代については、趙ほか(1992)で詳しく述べたので、ここでは、長原

13層 以上についてはその結論部分を抜粋するとともに、新しい知見が得られた個所につい

て加筆・訂正して述べる。一方、低位段丘構成層と中位段丘構成層の区分と年代について

は、大きな変更があったので、訂正した趙 (1994)に基づいて述べる。なお、ここで推定し

た年代については、中世の土器については鈴木(1982)の型式分類に基づいて再編年した佐

藤隆(1994)に 、平安時代の土器については佐藤隆(1992)に 、奈良時代の土器については奈

良国立文化財研究所(1976)に、飛鳥時代の土器については奈良国立文化財研究所(1978)に、

須恵器については田辺(1981)に 、弥生土器については森岡(1985)に 、縄文晩期の長原式土

器については家根(1982)と 松尾ほか(1983)に 、そのほかの縄文土器については小林・泉編

(1983)お よび安孫子 (1988)に 、旧石器については佐藤良二(1989)と 松藤 (1992)に 、火山灰

層については吉川ほか(1986)と 吉川・井内(1991・ 93)な どの研究の年代観に基づいている。

1.沖積層上部層 Iの年代

当地域の沖積層上部層 Iは、古墳時代後期の6世紀後半から現代までの年代を与えられ

ると推定され、地層の累重性と遺物の型式学的編年観とは比較的よく一致する。すなわち、

長原 7A～ 6A五 層は古墳時代後期(6世紀後半)～飛鳥時代末(7世紀末)、 長原 6Ai層は奈

良時代前半(8世紀前半)～末(8世紀末)に形成された作土層と氾濫性の堆積層であり、こ

れを埋めた長原 5A・ 5B層 は奈良時代末(8世紀後半)～平安時代初頭(9世紀初頭)のある

時期に洪水で堆積した地層と考えられる。また、長原4B面 ～ 五層は平安時代前半(9世

紀)～末(12世紀)、 長原 4Bi～ 4A層 はおおむね鎌倉時代(13～ 14世紀前半)の地層と考

えられる。今後、さらに厳密な検討を必要とするが、長原3層 は室町時代(14～ 16世紀)、

長原 2層はほぼ江戸時代に形成された地層であると考えられる。

2.沖積層上部層 Ⅱの年代

当地域の沖積層上部層Ⅱは、縄文時代後期のおよそ4千年前から古墳時代後期の6世紀

前半までの年代が与えられると推定され、地層の累重性と土器の型式学的編年観とはよく

一致する。すなわち、長原9C面 ～ 五層は縄文時代後期 (約4.0～ 3.0千年前)、 長原 9Ci～
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第4節  地層の年代

9Bi五 層は縄文時代後期 (な いし晩期)～晩期 (ないし弥生時代前期)(約 3.0～ 2.2千年前)、 長

原 9B五 ～8Ci層は弥生時代前期後葉～中期初頭 (約2.2～ 2.1千年前)、 長原 8B～ 8A層 は弥

生時代中期(約2.1～ 1.9千年前)、 長原 7B五i～ 五層は弥生時代後期～古墳時代前期(約 1.9～ 1.6

千年前)、 長原 7Bi層 は古墳時代前～後期 (約 1.6～ 1.4千年前)の年代が、それぞれ与えられ

ると考えられる。

したがつて、本亜部層は難波累層上部砂層の下半部に対比され、本亜部層最下部層準の

長原 10層 は難波累層上部砂層堆積開始期の砂礫層に当ると考えられる。これらの年代値は

長原 9C面 層下部に挟まれる火山灰層がBB7火山灰層に対比される可能性があることと矛

盾しない。

3。 沖積層中部層の年代

長原 12A～ 121℃ 層は縄文時代中期の5～ 4千年前の年代が与えられ、地層の累重性と

土器の型式学的編年観とはよく一致する。すなわち、長原 12C～ 12Bi層 は縄文時代中期

前半の年代が、長原 12A層 は縄文時代中期後半の年代がそれぞれ与えられる。したがって、

本部層は難波累層中部海成粘土層の上部層準に対比できる。

4。 長原 12/13層 漸移帯から沖積層下部層の年代

長原 12/13層漸移帯～ 13A五 層は、火山灰層の対比、および石器の型式学的編年観か

ら、後期旧石器時代後半のおよそ2万年前 (最終氷期最寒冷期)よ り少し後から縄文時代前

期の 5千年前 (いわゆる縄文海進最高頂位期)ま での年代が与えられると推定される。識別

される地層の数と厚さに比べて、年代幅が大きく、層位学的な調査のむずかしい層準とい

える。

5。 低位段丘構成層の年代

本地域の低位段丘構成層上部層である長原 13B五 層は火山灰層の対比から、約 2.5万年

前あるいは2.4万年前の年代が与えられる。また、長原 14～ 13C層 は、石器の型式学的

編年観から、3万年近く前までのある時期の年代が与えられる。

沖積層基底面等高線図に基づいて描かれた古地質図(図 9)は 、最終氷期最寒冷期以降の

海進によって形成された海食地形と、河川の侵食地形などが含まれてはいるが、梶山 。市

原 (1986)が指摘するように、最終氷期最寒冷期の地形の概形を示すとみることができる。
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これによれば、富田台地南部の淀川右岸には河岸段丘崖の存在が推定される。また、古大

和川の本流である古長瀬川をはじめとして、主要河川の河筋を追跡することができる。

一方、小倉ほか(1992)や長原・山之内遺跡の層位学的知見(趙、1994)に よって、従来、

中位段丘面とされてきた地形面は、低位段丘面であると考えられている。両地域は相対的

に隆起した地域であり、低位段丘面の顕著な隆起現象は低位段丘構成層の堆積がはじまっ

て以降にあったことになる。しかも、中位 。低位段丘構成層間の境界が部分不整合であり、

低位段丘構成層の堆積物は堆積環境の急激な変化によってもたらされたものと考えられる。

したがつて、中位段丘構成層と低位段丘構成層との時間間隙はほとんどなかったと推定さ

れる。

また、両遺跡の低位段丘構成層は、下部下半の砂礫に対して上半のシルト・粘土が相当

長い時間を要して形成されたことがうかがえる。さらに、平安神宮火山灰層は低位段丘構

成層の最上部に挟まれ、直下の暗色帯には著しい乾痕や泥炭層が認められる。このことは

平安神宮火山灰降灰期には、緩慢な堆積や無堆積の環境下にあったことを示唆する。大阪

最古の石器群を出土した長原 14層 も、大局的には低位段丘構成層の本体である長原 15層

を部分的に削剥した地層であり、低位段丘面はすでに形成されていたと考えられる。

したがって、低位段丘構成層の本体である長原 15層 の堆積は、最終氷期の比較的早い時

期にその大部分が行われ、およそ2万年前の最寒冷期には河川の下刻によって段丘地形が

形成されていたと考えられる。換言すれば、後期旧石器時代の遺跡は、形成された低位段

丘上で営まれたといえよう。

6.中位段丘構成層上部の年代

長原 16B層 中に挟まれる吾彦火山灰層と北花田火山灰層は、それぞれ8.6万年前と9。 1

万年前の年代が推定されている。また、長原 16A層の中から比較的寒冷な要素の植物遺体

が出上している。一方、更新世の中でもっとも暖かかつたといわれる最終間氷期に堆積し

たMa12海成層は、 16B層 の下位約6mに分布する。これらのことは、本地域の中位段丘構

成層上部の堆積が、最終間氷期の最終段階に訪れた気候の急激な寒冷化の時期に当るとい

われる従来の見解と矛盾しない。
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遺跡の地層や遺構を記載するにあたって、層準や遺構検出面の評価を正確に行うために、

本書では次の用語を用いることにする。

1.遺構検出面の層序関係 に基づ く呼称

過去の生活面と遺構検出面を層位学的・堆積学的に記載するためには、趙哲済 (1983)で

提案し、趙ほか(1992)で 改訂した層序関係に基づく以下の用語を用いる(図 10)。

(1)上面検出遺構A・ B・ C

埋土 zを もつ遺構Aが x層上面で検出され、 y層 に覆われるばあい、遺構Aを x層上面

検出遺構Aと 呼ぶ。生活面は y層形成期に削剥されて、保存されていないことが多い。台

地や段丘上の遺跡でよく経験される遺構の検出状況であるが、遺構 Fと しての検討が不可

欠であり、埋土 zを詳細に観察する必要がある。自然の地層ではブーディンがよく似た層

序関係を示す。

遺構Bが x層上面で検出され、埋土が上位の y層 と一連、あるいは区別できないばあい

で、 y層の堆積物が流水や土石流、客土など一連の営力で運搬されてきたものであるばあ

い、遺構 Bを x層上面検出遺構 Bと 呼ぶ。生活面はx層上面にあり、河川の氾濫による砂

層などで覆われた溝、水田上面、ヒトの足跡などの遺構がこれに当る。自然の地層では流

痕や漣痕などの表痕がよく似た層序関係を示す。

遺構 Cが遺構 Bと 同様の状況で検出されたばあいで、 x層 とy層 との間にk層が挟まれ

ることが明らかであれば、検出地点にk層が分布しなくても生活面は k層上面と推定でき

るので、遺構 Cを k層上面検出遺構 Cと 呼ぶ。発掘現場では可能な限り地層を細分し、層

序を確立することが必要である。

(2)下面検出遺構D

遺構Dが x層上面で検出され、埋土が上位の y層 と一連、あるいは区別できないばあい

で、本来 y層が水成層や客土層などの一連の営力で運搬されてきた堆積物が堆積時の構造

をもたない(壊されて残さない)と 観察されるばあい、遺構Dを y層下面検出遺構Dと 呼ぶ。

生活面は y層上面にあるか、 y層 内にあったと推定される。作土層の下面で検出された黎

溝などの耕作痕がこの例であり、検出面は後述する加工面であることが多い。自然の地層
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A:x層 上面検出遺構A

y層
      遺構A

B:x層 上面検出遺構B

y層 (水成・客土など)

C:k層上面検出遺構C

y層 (水成・客土など)

D:y層 下面検出遺構D

y層 (非水成・非客土など)

E:y層 内検出遺構E

F:x層 上位のy層基底面検出遺構F

図10 遺構検出面の外部形態に基づく

呼称

y層

ではバウンズキャス トやグルーブキャス トなどの底

痕がよく似た層序関係を示す。

(3)地層内検出遺構 E

埋土 zを もつ遺構Eが y層掘削中に発見されたが、

遺構 Eの遺構面が認められないまま掘削を続け、x

層上面で検出を行ったばあいの遺構であり、地層内

検出遺構 Eと 呼ぶ。堆積物の淘汰が不良で細分しが

たい暗色帯を構成する遺物包含層などを掘削調査中

に、その包含層内に確認された遺構がこの例である。

y層 内で遺構の輪郭を見つけたなら、 x層の上面ま

で掘り続けないで、任意分層発掘などの手法を用い

て、生活面の検出に努めることが大切である。自然

の地層では荷重痕がよく似た層序関係を示す。

(4)基底面検出遺構 F

上面検出遺構Aと 同様に、埋土 zを もつ遺構 Fが

x層上面で検出されたばあいで、 x層 と上位の y層

との間には k層が挟在されることが明らかであり、

検出地点には k層が分布しないばあい、遺構 Fを x

層上位の y層基底面検出遺構 Fと 呼ぶ。 k層が複数

あるばあい、 k層 中のどの層準でつくられた遺構か

が問題になり、埋土 zと k層の層相を詳細に検討し、

対比する必要がある。

2.遺構面の形成過程に基づ く呼称

(1)生活面と遺構面

人間の諸活動は主として地層の上面の層理面上で

展開され、ときとして単層を構成するラミナ面上で

も展開される。これら人間の諸活動が展開される地

面 (あ るいは水底面)は生活面と呼ばれる。そして、

ここに遺構が確認されれば遺構面と認識される。
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発掘現場では足跡、水田・畑、

道路なども遺構として扱われ、こ

れらの検出面を遺構面としている

が、これらのうちには野生動物の

足跡のように、必ずしも人為の結

果としての遺構とは限らないもの

も含まれることがある。人為の結

果ではない生痕の検出面は、単に

生活面と呼ぶべきである。

なお、遺構の検出面には上述の下面検出遺構や地層内検出遺構のように、本来の生活面

より下位で認識された調査作業上の面があることに注意しなければならない。

本書では遺構面を形成過程に基づいて記載するために、趙・那須 (1991)で提案した(2)の

用語に加えて、(3)の用語も用いることにする(図 H)。

(2)加工面と機能面

遺構は一般にその遺構が構築されたときにつくられた面と、その遺構が比較的長い時間

にわたって使用された面とをもつ。前者を加工面と呼び、後者を機能面と呼ぶ。

たとえば、下面検出遺構や遺物包含層の中の地層内検出遺構に見られる竪穴住居址は、

地面を掘り凹めた穴底を整地して床面をつくり、掘上げた土で周囲に土手を盛り、柱を組

合せて屋根を葺いた簡単な住居の跡である。発掘現場では床面をつくる薄層がしばしば局

所的に複数層重なって認められ、床面が複数回作り変えられたことがわかる。しかしこの

薄層 (群 )と 竪穴を埋積する堆積物とはともに包含層の一部であってよく似ているため、両

者を遺構全体で識別することはむずかしいことが多い。

このような竪穴住居址を構成する地層を層位学的に整理すると、地面を掘り凹めた時の

凹凸のある加工面は単層の下面の層理面であり、竪穴を埋積する堆積物 (包含層)の上面は

単層の上面である。しかし、考古学的に意味のある遺構面 (生活面)は、人間が生活した複

数の床面 (機能面)であり、単層内のラミナ面に当る。

(3)加工時形成層と機能時堆積層

加工面の形成中および形成直後にできる薄層を加工時形成層と呼ぶ。典型的なものは掘

上げられ残った堆積物からなる偽礫層であったり、遺構の底や壁にある地層が踏込み等に

よつて変形・擾乱され、本来の地層とは区別された擾乱層であったりする。
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一方、遺構が機能している時間に堆積したり人為的につくられた薄層を機能時堆積層と

呼ぶ。前述の竪穴住居址の床面を構成した複数のラミナからなる薄層や、用水路などが使

用されている間に堆積した地層がこの例である。機能時堆積層中の薄層上面やラミナ面(機

能面)にその遺構の本質を語るものが残されているのは当然である。なお、方形周溝墓や古

墳を巡る溝の堆積層では、加工時か、機能時かを厳密に区別することが困難なことがある。

追葬を含む一連の葬送過程の中では、主体の埋葬時以外にも、形成されつつある堆積層に

対して人為が作用するからである。このような場合には、加工面と複数の機能面を識別す

ることに力点をおくべきであろう。

また、水田や畑などの作土層は、作土層そのものが機能時につくられた人為層である。

このような自然の堆積作用と異なる営力で形成された人為層のばあい、堆積という用語に

とらわれずに、機能時形成層と呼ぶことがある。作土層の基底にも、加工面や加工時形成

層が観察されることがある。

3.地層 と遺構の構成物質の記載

(1)地層の呼称

本書では、本報告書シリーズの呼称の仕方に従つて、標準層序の地層名を地層番号の前

に「長原」を付けてたとえば「長原 9A層」と呼ぶ。また、図表等では必要に応じて長原遺跡の

略号である「NG」 を付けて「NG9A層」と表記することがある。

(2)構成物質の記載

地層や遺構の構成物質には、砕屑物 。有機物・爽雑物・微量元素 。後成物質があるが、

その分類は、構成物質の主体を占める砕屑物の粒子の粒径で行うのが原則である。

遺跡の立地を検討し、また、遺構が形成され、機能し、廃絶される過程を検討する際に

は、砕屑物の運搬・堆積 (沈着)条件を決定する営力の大きさがまず問題となる。そこで、

本書では営力の大きさと粒子の運動の関係がもっともよく反映されている砕屑物の粒径区

分 (ウ ェントワース・ペテイジヨン式)を用いて記載する。砕屑物の粒径区分を用いた観察

は、砕屑物の堆積と再移動 (浸食)を引き起した自然の営力を理解できるにとどまらず、遺

跡の土壌に対しても、自然の営力の枠を越えた後成要因を直感できる。

なお1988年度では、地層や遺構の構成物質を砕屑物の粒径区分を用いずに記載された調

査がいくつかあつたが、本書ではその後の近隣調査地での観察を踏まえて、できるだけ砕

屑物の粒径区分に読み換えて記述した。
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第 1節 長原東南地区における調査結果の概要

1988年度の長原遺跡東南地区における各調査地での結果を述べるに先立って、おもな遺

構とその検出面の概略を、Ⅱ章の年代観に基づいて述べる(表 6)。

1.後期旧石器時代

1988年度の長原遺跡東南地区では長原 13層 の中からナイフ形石器や石核を含む石器遺物

の密集部が見つかつた。37次調査地では石器密集部LC1301～ 1303の 3個所、69次調査地

ではLC1304～ 1307の 4個所であった。これらは古川辺谷と呼ぶ埋没谷の周囲に分布して

いる。出土した石器遺物についてはⅣ章で詳しく述べる。

2.縄文時代草創～中期

長原 12/13層漸移帯層準～ 12A層 でも、多くの石器遺物が発掘された。88-29次調査

地では長原遺跡ではじめてこの層準の石器密集部が見つかつた。細部調整剥片や石核を含

む密集部LC1203お よび1204である。また、この時期の多くの石鏃や有茎尖頭器が出土し

た。これらもまた、古川辺谷の後身である古川辺川NR1205bの周辺に分布していた。これ

らの石器遺物についてもⅣ章で詳しく述べる。

縄文土器は15②次調査で縄文時代前期あるいは中期初頭に比定される爪形紋土器が、69

次調査では長原 12A層から縄文中期末に比定される北白川C式土器が出土した。ともに小

さな破片であったが、長原 12/13～ 12A層 の年代を示す資料となった。

古川辺川1205aを 削込んだ長原 10。 11層 は、周辺にも氾濫し、69。 36次調査地の

NR1206・ 1207と して検出された。また、 10。 H層堆積期初期、縄文時代中期末か後期

初頭には、大規模な地震があったと推定され、69次調査地では層内招曲を伴う地層の変形

構造が観察された。
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表6 1988年度長原東南地区の遺構とその検出面一覧

3.縄文時代後～晩期中頃

長原9C層の上面からは15②次調査で詳細不明の土墳SX905が発掘された。長原遺跡では

当時の状況はまだ詳しくはわかっていないが、不思議な形態をもつこの遺構は、今後、こ

の時期の長原遺跡を明らかにする資料の一つとなろう。また、42次調査では縄文時代晩期

中頃の滋賀里Ⅳ式に属する縄文土器がほぼ 1個体分出土した。 9C層の下限の年代を示す資

料となった。

時  代 層 序 88‐ 15① 88‐ 15② 88‐ 22() 88‐ 42 88‐ 22② 88‐ 22(D

現

近

代

ll「

▽坪境溝SD101
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▼島島溝SD205

▼坪境溝SD207
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室   町 ↓幅
小
I1lllll::
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1111111

C

―坪境溝 摯―坪境溝SD403 4L―

ピ上鴇ζ81出 1零」」

＝
上

| ――‐
Ш
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↓偶蹄類の足跡

奈  良

飛  鳥
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▽踏込み痕

▽溝SD606
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Ａ

一
Ｂ

　

一
Ｃ ｉ

下

―削り込み lLl↓ 」
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熙ぼ瓶言滉鴫轟轟彗i畦畔状高まり
L器til(留 |

Ⅲ
一
‐Ｖ
一

一

Ｃ ｉ

一

一
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轟
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掃
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難
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一
Ｃ
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-46-



88‐ 29 88‐ 37 88‐ 1/59 88-69 88-36 88‐ 57 88‐ 66

▽坪境溝SD101 ▽坪境溝SD101

I t?i#8fsD2oe
C 7 l. t{sp2t I

*.ffisrlrz-r+
LililiiEsD3 t8

llllllillIltl

▼黎溝群SD210

坪境溝SD30!    
▼黎溝群

I

▼黎溝群sD219
■壌SK218

▼黎溝群sD212 ▼島畠溝sD213‐ l ▼SD216・ 17

▼黎溝群sD3:9 ▼坪境溝SD207

r―坪境溝SD403‐螢―坪境溝SD403選
▼黎溝群sD406

LLLl■路送以赫LLL ―SD408群

||||||||||||||||

▼踏込み痕 ↓SKω l‐ 03 ▼踏込み痕

SD7:4・ 15

▼溝SD7:1・ 12

ビット散在
▼踏込み痕

↓SX705‐ 06・ SD701-02・ ▼SD703 溝SD713‐ 15

*7tfiilXi iiEssx80 r -02 ―溝SD811

閻 _撚舗(臨
D"2曇

▼NR91lb・ 土城群

輔―型雫?零 ___蟷

▽石器製作址LC 1203 

“

03   石器遺物散在
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第 1節 長原東南地区における調査結果の概要

4.縄文時代晩期後半～弥生時代中期初頭

長原9B層堆積期の長原東南地区では、顕著な人間活動を認めることができなかった。し

かし、9A層の堆積期になると、盛んな活動が行われている。22③次調査地の9A層の上面

で検出された水田は、乾田型と考えられている長原遺跡最古の水田である。15②次調査地

では、この水田の端を画すると推定される大きな畦状の高まりが検出された。

また、1・ 37・ 42・ 57次調査地で発掘された堤をもつ西川辺川NR901は、当時のこの地域

の主要な生活河川であったと考えられている。また、この自然流路から導水したと推定さ
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れる川辺 1。 2号用水SD902・ 906が 1・ 42次調査地で発掘された。低い台地の張出しをは

さんで西の浅い谷筋に水を供給した灌漑用水であつたと思われる。

5.弥生時代中期後半

長原 8B層下部上面で1・ 59。 69次調査地で検出された2基の方形周溝墓SX801・ 802は、

墳丘こそほとんど残っていなかったとはいえ、多くの供献土器を備えたかなり大規模な周

溝墓であつた。主体部は未調査部分に残存する可能性がある。

6.弥生時代後期～奈良時代

長原 7層 下面のSD714・ 715は 42・ 57・ 69次調査地で検出された南北に掘られた古墳時

代後期の溝であるgこの溝の時期以降、飛鳥時代までには多くの小溝が掘削されており、

当時の水田開発に伴うものと考えられている。また、この時期に特徴的に出現する土器が

埋納されたピットや土墳も1・ 36・ 59次調査地で見つかつた。

7.中世前半

長原4C層の層準と推定されるSD402は、平安時代のこの地域に条里制が施行されたこと

を示す南北方向の坪境溝であり、1・ 59次調査地で検出された。また、鎌倉～室町時代のは

じめの坪境溝SD403は 22③ 。57・ 69次調査で発掘され、瓦器をはじめとする多くの土器を

出土 した。

8。 中世後半～近世

地層の区分に多少の問題を残すが

が22③ 。57次調査地で発掘された。

SD101に よって壊 されていた。

長原2～ 3層からは、SD403の位置を踏襲したSD207

69次調査地にもあったと考えられるが、現代の坪境溝

当時のこの地域に特徴的につくられた島畠は、溝部分の検出ではあつたが、この地域の

南部の調査地に集中して見つかつた。また、灌漑用井戸も22②次調査地などで見つかつて

いる。
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第 2節 長原東南地区の調査結果

A88-1059次 調査

長原遺跡東南地区は河内平野の南縁部にあり、縄文海進期直後の沖積化作用が顕著に認

められる地域である。その中にあって、NG88-1・ 59次の両調査地は長原 8C層以下の地層

がほとんど堆積しなかった。すなわち、両調査地域はながらく瓜破台地の上に立地してお

り、弥生時代中期になって、ようやく沖積層の堆積が開始された地域である。1次と59次の

調査地は、隣接していて共通の遺構も多く検出されたので、一括して述べることとする。

1.層序

両調査地には現代客土層 (長原 0層 )と 旧作土層 (長原 1層 )の下位 に、長原 2・ 3、 4Bi、

同 五i、 6、 7、 8A、 8B、 8C、 9、 12-13層 、および 14層 以下の地層が分布 した (図

12・ 13)。

長原 2・ 3層は現代客土層および旧作土層の直下にあり、上部はオリーブ灰色粗粒砂質

シルト層で、層厚は5～ 10cmであつた。土師器、須恵器、瓦器、染付磁器などを包含した。

また、下部は灰オリーブ色粗粒砂質シルト層で、層厚は5～ 13cmであつた。土師器、瓦器を

包含した。上部と下部の境界が標準層序の長原 2層 と3層 との境界に一致すると確認され

たばあいを除いて、 2・ 3層 と一括して呼んでおく。

長原 4Bi層 はオリーブ灰色砂質粘土層であり、層厚は5～ 10cmで あつた。土師器、須恵

器、瓦器を包含した。

長原 4B面 層は黄褐色細礫混り砂質シルト層であり、層厚は5～ 10cmであつた。土師器、

須恵器、瓦器を包含した。本層の基底面では坪境溝SD402が検出され、中粒～粗粒砂薄層

と粘土質シルト薄層の互層が埋めていた。

長原 6層 は上部はにぶい黄褐色細粒～極粗粒砂層ないし暗灰褐色粗粒砂質シルト～粘土

質シルト層であり、層厚は平均 10cmであった。ラミナの変形が観察された。土師器を包含

した。下部は暗灰褐色細礫混り泥質粗粒砂層であり、層厚は4cm以下であつた。土師器、須

恵器、埴輪を包含した。

長原 7層 は黒色細礫混り泥質粗粒～極粗粒砂層であり、主として 2基の方形周溝墓の上

に重なる窪地SX705。 706に分布した。層厚は20cm以下であつた。ラミナの顕著な変形が観
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察された。土師器、須恵器を包含 した。

長原 8A層 は上部の黄灰色粘土質シルト薄層 (5cm以下)と 下部灰色シルト層 (約20cm)か ら

なり、 2基の方形周溝墓の周溝埋土の上半部として分布した。

長原 8B層は主として2基の方形周溝墓の周溝埋土下半部として分布した地層であり、上

位より赤黒色粘土質シルト薄層と黒色粘土質シルト薄層、黒褐色シルト質粘土層、黒～黒

褐色シルト質粘土層、灰黄褐色シルト質粘土層、暗黄灰色砂層からなった。層厚はいずれ

も5～ 10cmであった。畿内第Ⅲ・Ⅳ様式の弥生土器を包含した。

長原 8C層 は河成の灰色礫混り中粒～極粗粒砂層であり、深さ100cmの 自然流路NR901を

埋積し、その周囲では層厚5cm以下で薄く分布した。

長原9層 は暗灰色シルト層であり、層厚は4cm以下であつた。下限は不明瞭であった。本

層から石鏃が出土した。

長原 12-13層 は淡灰色砂質シルト層であり、層厚は10cm以下であった。下限には明瞭

な境界面はなく、下位層とは漸移していた。本層からはサヌカイト製の石鏃、剥片が出土

した。

長原 14層以下の地層は黄灰色シルト質粘土で下方で砂礫が卓越した。

2.遺構 とその遺物

1)長原 8C層 上位の 0層基底面検出遺構

(1)水溜遺構SK201(図 13)

59次調査地の中央南寄りの長原 6層以上が平らに削られて分布しない範囲で、平面が楕

円形の土壌SK201を検出した。長径2.5m、 短径1.7m、 深さは0.6mであった。埋土は下部数

cmが水つきの砂質シルトであり、上部が下位層に由来する偽礫と作土らしい暗灰色砂質シ

ルトの基質からなっていた。近隣の調査地で発掘された類例を参考にすれば、埋土の特徴

から、本遺構が長原 2層層準の水溜遺構と考えられた。SK201の 南にも同様の土墳が 3個

所検出された。

(2)坪境溝SD301(図 13)

59次調査地の南部では0層基底面で坪境溝SD301を 検出した。SD301は条里地割の坪境

に当る東西方向の溝であり、幅1.5～ 2.Om、 深さは0.4～ 0.7mであった。埋土は下半部が細粒

砂質泥で、上半部が礫混り砂質シルトであった。埋土の特徴から3～ 2層層準の溝と考え

られた。
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0                   10cm

l:4

図 14 SE401出 土の土師器

実測図

図14の土師器1は口径12.6cmの椀である。日縁部は屈曲

して内湾する。平安時代Ⅲ期のものとみられることか

ら、 4層層準の井戸と思われる。

2)長原 3層下面およびその相当面検出遺構

(1)黎溝群SD302。 303(図 12・ 13)

1次調査地の西部では長原 2～ 4層下面で幅数cm～ 50cm

程度、深さ数cmの南北方向の黎溝SD302群 を検出した。

また、59次調査地の南部でも3層 下面で同様の黎溝

SD303群 を検出した。SD303群は幅 10～ 20cm程度で、坪

境溝SD301付近では溝に沿って東西、その南側では南北

方向であった。

3)長原 6層上位の 4B層 基底面検出遺構

(1)坪境溝SD402(図 15、 図版 1～ 2)

1次調査地中央部から59次調査地東部を南北に延びる溝

である。長原 4B面層基底面で検出され、長原 7層以下の

地層を削剥していた。溝幅は平均3m、 SD301付近では東

西方向にも延びるように最大7m以上であった。深さは

0.5～ 0.6mであった。埋土は長原 4C層 に相当すると考え

られるシルト薄層や細礫薄層の互層であり、中位から基

底にかけて粗粒砂からなるラミナの著しい変形が観察さ

れ、溝の底には粗粒砂で埋った人間や牛と思われる踏込

み跡が検出された。また溝底には浅い溝が 1条走るとと

第2節 長原東南地区の調査結果

(3)井戸SE401(図 13)

SD301の 直下で検出された径 1。4～ 1.6mの平面が楕円形で深さ

2.5mの井戸であつた。埋土は細

粒砂質泥であり、SD301と の層

序関係は明らかにできなかっ

た。土師器1が出土 した。
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図 16 SD402出 土の土器実測図
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第2節 長原東南地区の調査結果

もに、斜面にも溝底の痕跡らしいテラスが複数あった。溝底の形態からは複数回の浚渫が

あったものと思われるが、断面からは明らかにできなかった。

(2)SD402出 土遺物 (図版46。 47)

この溝からは弥生時代中期から平安時代末期にかけての土器類、埴輪、動物遺体などが

多数出土した。遊離資料であるかなりの数の遺物に著しい磨耗は認められないことから、

本調査地周辺および溝の上流域に、当該時期の遺構や遺物が多数存在していたことと推察

される。特に埴輪、土師器、須恵器などの長原7層形成期中の古墳時代を示順する遺物が多

量に含まれており、近隣の古墳を壊して、本遺構が掘られた可能性が考えられた。

土師器 (図 16)2・ 3は小皿で、2は 口径8.5cm、 器高2.lcm、 3は口径10.Ocm、 器高2.5cmで

ある。ともに口縁端部は丸く、色調は灰白色を呈する。

12・ 13は皿Dである。12は口径13.8cm、 器高約1.8cmで口縁部は体部から大きく開く。13

は口径 13.9cm、 器高 2.5cmであ る。 口縁部 は体音6か ら外反す る。 14は 口径 15.Ocm、 器高約 2.7

cmの杯Aで、日縁端部は短く外反する。色調は13が橙色、12・ 14は灰白色である。

4～ 9は椀Aで、日縁部は体部から外上方へ短く開くものが多い。4は口径 12.2cm、 器高3.2

cm、 6は 口径14.Ocm、 器高4.lcm、 7は 口径13.6cm、 器高3.7cm、 9が口径 14.2cm、 器高3.8cm、 底

部を欠損 した5。 8は口径 13.0～ 14.Ocmで ある。10は 口径 16.4cm、 器高5.7cmの 椀 Bで、日縁

部は外反する体部から外上方に伸びる。色調は4・ 9が黄橙色、10は黒褐色、5～ 8は赤褐色

で、胎土中に長石・雲母粒を含む。11は黒色土器椀の底部とみられるもので、内面には横

方向の暗文が施されている。

以上の土師器のうち4～ 12・ 14は平安時代Ⅱ期、3は平安時代Ⅲ期、2。 13は平安時代Ⅳ

期に属すると考えられる。

15は日径 13.8cm、 器高約3.6cmの 杯で、日縁部の上端は浅い凹面をなす。色調は赤褐色、

胎土中に長石粒を含む。飛鳥Ⅱに属するものであろう。

16は日径約 12.8cm、 口縁端部をわずかに内傾させた 8世紀末～ 9世紀初頭頃の小型の甕

である。26は高杯の柱状部で、内面にはシボリメが残る。 5世紀代に属するものであろう。

須恵器 (図 16～ 18)25は底部径3.6cmの 水瓶で、底部の裏面に静止糸切り痕が残る。時期

は土師器16と 同じころと思われる。

17～ 19。 22は杯蓋で、17は日径 12.9cm、 内面のかえりは口縁端部より下方にわずかに突

出する。18は天丼部の中央にやや扁平な宝珠つまみが付 く。19は口径 16.5cm、 日縁部は外

に開く。22は 口径 13.6cm、 日縁端部は丸い。天丼部は全体に丸く、その大半を逆時計回り
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1:4

図 17 SD402出 土の須恵器実測図
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第 2節 長原東南地区の調査結果

のヘラケズリで調整する。色調は17・ 18が灰白

色で、19。 22は青灰色である。

20。 21・ 23・ 24は杯身で、20。 21は 口径

9.0～ 10.Ocm、 器高3.1～ 3.4cmで、立上がりは短

く、口縁部に強いヨコナデを加えて端部を引き

出している。底部の調整は、21は底部をヘラで

起したのみで未調整、20は ヘラケズリを施して

いる。23は 口径 12.2cm、 器高4。 2cm、 立上がりは

受部から内傾しており、口縁端部を丸くおさめ

ている。24は 口径 13.4cm、 器高4.6cm、 立上がり

は受部から直立しており、日縁端部は凹面をな

す。23は底部の約 1/2、 24は底部の約 2/3を

逆時計回りのヘラケズリで調整する。色調は

21。 24が灰色で、20。 23は灰白色である。

27は提瓶の体部片で、外面をカキメを施した

1:4

図 18 SD402出 上の遺物実測図
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４０

Ｉ
Ｊ
Ｄ
層

あと、肩部に小さな円形の粘土粒を貼付けている。28は 口径 H.2cmで、日縁端部を玉縁状

におさめた横瓶の日頸部である。29は逸の体部片とみられるもので、 2条のにぶい凹線の

間に櫛描波状文を施している。30は高杯形器台の杯部で口径約30cm、 口縁部の下端に 1条

のにぶい突帯が巡る。色調は28。 30が灰色で、27・ 29は青灰色を呈する。

33は 口径24.2cmで、水平に折 り曲げた日縁部の下端に断面三角形の突帯を巡らせた甕で

ある。日縁部から頸部にかけてヒビが見られるが、これは乾燥時に生じた亀裂を補修した

痕である。色調は明灰褐色で、胎土中に少量の長石粒を含む。

34は 口径31.Ocmで、口縁部は緩やかに外上方へ伸びる頸部から短く開く甕である。日縁

端部の下端に強いヨコナデを加えて断面三角形の突帯を引き出している。色調は黒灰色で

胎土は33と 変らない。

35は 日径29.Ocm、 外上方へ開いた口縁部の下端にシャープな断面三角形の突帯を巡らせ

た甕の口頸部である。器壁は全体に厚く、色調は明褐灰～黒灰色を呈する。

36は甕の体部から底部にかけての破片で、上述した35と 同一個体の可能性がある。体部

の外面は縦方向のやや粗い平行タタキで成形したあと、横方向のナデを加えて調整してお

り、底部内面の中央部をいわゆるシボリと呼ばれる手法で成形する。またシボリの周囲に

巫奪

鑢て

10
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Ⅲ章 調査の結果 前編

はユビオサエや横方向のナデが施されており、シボリ手法で底部を整形した際の過程がわ

かる。色調・胎土は35と 同じである。

37・ 38は甕の口縁部の細片で、ともに口縁端部の下方に突帯が巡つており、前者は幅の

狭い、後者は幅の広い櫛描波状文を施す。39は壷か甕の体部片で、外面はやや粗い縄席文

タタキで整形する。色調は灰～黒灰色を呈している。

以上の須恵器のうち、19は TK7型式、18はMT21型式、17・ 20・ 21。 27は TK217型

式、28は TK209型式、22・ 30は TK43型式、23は TK10型式、24は MT15型式、29は 0

N46段階、33～ 35。 37・ 38は TK73型式に属するものと考えられる。

埴輪 (図 18)40は 円筒埴輪の体部片で、外面の調整はB種ヨコハケ、タガは断面台形で

ある。色調は黄橙色で、焼成は客窯によつている。41は家形埴輪の屋根の一部とみられる

破片である。外面には横方向のハケを施したのち線刻を描く。色調は黄橙～灰色で、焼成

は害窯によっている。

弥生土器 (図 16)31・ 32は器面が磨滅しているが、形態からみて中期後半の甕の底部と

思われる。色調はともに黄色で、胎土中に長石 。酸化鉄粒を含む。

銭貨(図 19)埋土の下部層準から神功開宝634(皇朝十二銭、初鋳765

年)が出土している。

SD402か ら出土した遺物の中で、もっとも新しい年代観を示すもの

は、溝底付近から出土した平安時代Ⅳ期の土師器2・ 13である。したがつ

て、この溝はこれらの土師器の年代かそれに近い平安時代後半のある時

期に掘られたものと考えられる。なお、この溝は伊藤純(1994)が奈良時

代の坪境溝SD610と 報告したものである。 鳳
図19 銭貨634

4)長原 8C層 上位の 4層基底面検出遺構

(1)土器埋納土墳SK601(図 20、 図版3)

1次調査地の長原 6-7層の上面で検出した土器埋納土墳である。東西0.6m、 南北0,7～

0.8mの歪な方形で、検出面からの深さは0.4mで あつた。埋土は下位より粘土質シルト、長

原 13層以下に由来する偽礫を含む粘土質シルト、砂混リシルトであった。中位のシルト堆

積物からは土師器、須恵器の完形品が各 1点出土した。この 2点の土器はSK601が埋めら

れる際に、偶然入込んだというような状況ではなく、意識的に埋込まれたものと考えられ

た。
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第 2節 長原東南地区の調査結果

1:4

図21 SK601・ SP704出 土の土器実測図

SK601(43・ 44)、  SP704(42)

」

TP l10m

0                 50cm

l :20

図20 土器埋納土墳SK601

SK601出 土遺物 (図 21、 図版48)43は日径 14.3cm、 器高4.lcmの須恵器杯Bである。高台

は体部の立上がる部分よりやや内側につき、体部は直線的に伸びる。44は 口径 18.Ocm、 器

高5.4cmの 土師器杯Aである。日縁部は外反せず、内端が沈線を施したように凹む。底部に

は製作時のものと思われる木葉痕が残り、体部と底部との境には静止状態でのヘラケズリ

を施す。体部内面には 2段の放射状の暗文が見られる。これらは飛鳥Ⅳ～V期のものであ

る。

(2)溝 SD701・ 703(図 13)

59次調査地北半部で北西 。南東方向に延びる 2条の溝SD701・ 702を 検出した。幅がと

もに0。5m前後で、深さは0.1～ 0.3mで あった。埋土は長原 7層の黒褐色砂質粘土であり、遺

物は出土しなかった。1次調査地のSD402の西側にも同様の溝SD703を 検出した。周辺の調

査地で発掘された類例に基づけば、これらの溝は長原 7A層形成期に水田開発に伴って多数

掘られた小溝に類似する。

J雨器杯4々
クリ

T侶◎

砂
'昆

リシルト
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X-156,037

Ｎ
Ｉ TP HOm

TP l10m

0                                    50cm

l : 10

丁P l10m

sX801

周溝埋土

図22 土壌SK602・ 603、 SP704
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第2節 長原東南地区の調査結果

5)長原 8C層 上位の 6層基底面検出遺構

59次調査地の南端に位置するSX801の 平らに削られた墳丘部分で、 2つの土墳、土器が

埋納されたピットなどの遺構を検出した。

(1)土墳SK602・ 603(図 22)

SK602・ 603は直径0.8m、 1.2mの歪な円形であり、深さはともに0.35mで あった。埋土は

ともに長原 6層下半部相当層で、下位層に由来する偽礫を主体とし、SK602は 中位と最上

位に、SK603は 中位に、それぞれ粘土質シルト薄層を挟んでいた。埋土の共通性からほぼ

同時に掘られたものと考えられる。

(2)土器埋納ピットSP704(図 22、 図版4)

SP704は 径0.2～ 0.3mの平面楕円形で、深さ0。3mの ビットであり、埋土は長原 7層 の黒褐

色砂質粘土であった。底には土師器42が 1点埋納されていた。

SP704出 土遺物 (図 21、 図版48)土師器42は 口径 H.4cm、 器高4.Ocmの杯Cである。底部

に丸みがあり、日縁部はわずかに外反する。内外面をナデ調整する。飛鳥 I～ Ⅱ期のもの

である。

6)長原 8A層 上位の 6層基底面検出遺構

(1)窪地SX705。 706(図 12。 13・ 63、 図版4。 23)

後述する方形周溝墓SX801・ 802の周溝が 8A層 によって埋積された際に、その上面にで

きた浅い窪地であり、長原 7層堆積物の黒色細礫混り泥質砂が埋積していた。ただし、古

墳時代の遺物が多数出土していることから、古墳時代になんらかの施設として利用されて

いた可能性もある。

(2)SX705出 土遺物 (図 23、 図版45。 46)

須恵器杯身55～ 64・ 66、 杯蓋45。 46・ 48～ 53、 有蓋高杯71、 甕67～ 69、 土師器高杯74

が出土 した。

須恵器 55～ 64・ 66は杯身である。55は 口径 12.8cm、 器高5.Ocm、 56は 日径 13.7cm、 器高

5.4cmで 、ともに立上がりがわずかに内傾しており、日縁端部の内面は浅く凹む。体部の約

1/3を 時計回りのヘラケズリで調整する。57は 口径 14.5cm、 器高5.5cmで、立上がりはほ

ぼ直立しており、日縁端部は丸くおさめている。体部の約 2/3を逆時計回りのヘラケズリ

で調整する。58・ 60・ 62・ 66は 口径9.4～ 14.7cm、 器高4cm前後で、立上がりは内傾 してお

り、66を 除いて口縁端部は丸い。体部の2/3前後を逆時計回りのヘラケズリで調整する。
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図23 SX705。 706出土の土器実測図

SX705(45・ 46・ 48～ 53・ 55～ 64・ 66～ 69・ 71・ 74)、 SX706(47・ 54・ 65・ 70・ 72・ 73)
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46・ 48は 口径15.6～ 16.4cm、 器高4.7cm前後の杯蓋で、48の 口縁部と天丼部の境界にはに

ぶい稜線が、46は浅い凹線が巡っており、ともに口縁端部はわずかに内傾して段をなす。

51・ 52の天丼部と口縁部の境界にはにぶい凹線が巡るが、日径 14.4cmの 53は丸くおさめて

いる。46・ 48・ 52は やや扁平な天丼部の約 2/3を 時計回り、51は逆時計回りのヘラケズ

リで調整する。45。 46は 内面に当て具痕が残る。49は 日径9.4cm、 器高3.7cm、 形態や大き

さからみて短頸壷の蓋と思われる。天丼部の 1/3を逆時計回りのヘラケズリで調整する。

71は 口径 13.2cm、 器高7.4cmの 有蓋高杯である。杯部の立上がりはわずかに内傾し、日縁

端部は丸い。脚部は短脚で裾部は大きく開き、小さな正三角形スカシ孔を4方に穿つ。

67～ 69は 口径 19。 2～ 27.2cmの甕で、68の 口縁端部は丸く、69は端部が上下に肥厚する。

67の 口縁部の下端にはにぶい突帯が巡る。68は体部の上半、67は頸部から体部の上半にカ

キメを施している。以上の須恵器のうち、49・ 61・ 63・ 64は TK209型式、68・ 53は TK
43型式、 58は M′

「
85型式、 51 ・57・ 59。 60・ 62・ 66。 71は TK10型式、 45。 46。 48・

55。 56・ 69は MT15型式、67は TK23型式に属するものと思われる。

土師器 74は高杯の柱状部で内面にはシボリメが残る。 5世紀後半代に属するものであ

ろう。

(3)SX706出 土遺物 (図 23、 図版45)

須恵器杯身65、 杯蓋47・ 54、 L70、 把手付椀72、 台付把手付椀73が出土した。

47は 口径16.2cm、 器高4.9cm、 天丼部と口縁部の境界ににぶい凹線が巡る。扁平な天丼部

の約 2/3を時計回りのヘラケズリで調整する。54は 口径14。 lcm、 天丼部と口縁部の境界に

はにぶい稜線が巡る。65は 口径14.lcm、 器高4.2cm前後の杯身で、立上がりは内傾し、日縁

端部は丸い。体部の約 1/3を逆時計回りのヘラケズリで調整する。70は口径7.3cm、 器高

9.5cmで 、やや扁平な体部から口頸部が外上方に二段に開いたLである。最大径は体部の上

方にあり、ここに円孔を穿つ。72は 口径約10cmで、短く開いた口縁部の直下に2条の突帯

と波状文が巡る把手付椀である。73も 脚台を有する把手付椀と思われるもので、体部を2

条のにぶい稜線で3区画してそれぞれを櫛描波状文で埋めている。把手は板状で、脚台に

は7方に長方形スカシ孔を穿つ。

以上の須恵器のうち、47・ 65は TK10型式、54は TK23型式、72は TK216型式、73は

TK73型式に属するものであろう。

7)長原 8C層 上位の 7層基底面検出遺構
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第2節 長原東南地区の調査結果

(1)方形周溝墓SX801(図 24、 原色図版 2、 図版5)

1次調査地の中央部と59次調査地の南端でそれぞれ「く」の字に曲る溝を検出し、両者がひ

と続きの溝であることが明らかとなった。遺構の形状と遺物の出土状況およびその年代観

から、この溝が弥生時代中期の方形周溝墓の周溝の一部であると考えられた。

方形周溝墓SX801の墳丘部は18× (10+α )ぽの広さがあった。周溝幅は3～ 5mで、深さは

0.3～ 0.6mであった。墳丘部は削平されており、盛土は残存しなかった。また、主体部は調

査区内では見つからなかった。(図 24)。

周溝埋土は上下に2分され、上半部が黄灰色粘土質シルト薄層 (層厚5cm以下)と灰色シル

ト層 (層厚約20cm)か らなる長原 8A層 であつた。また下半部は、上位よりi)赤黒色粘土質

シルト薄層、 五)黒色粘土質シルト薄層、 Hi)黒褐色シルト質粘土層、 市)黒～黒褐色シ

ルト質粘土～砂層、v)下位層堆積物に由来する偽礫を含有する灰黄褐色シルト質粘土層、

および宙 )暗黄灰色砂層からなる長原 8B層 で、全般に砂質であつた。層厚はいずれも5～

10cmであった。 市)層 /v)層間の境界面を境にして、 i)～ 市)層 は機能時堆積層であり、
v)。 vi)層 は加工時形成層であると考えられる(図 25)。

周溝底付近のv)加工時形成層の上面の機能面からは、弥生時代畿内第Ⅲ・Ⅳ様式の壷・

甕・高杯などが出土した。出土した弥生土器は西コーナーから南西周溝に多くが分布する

傾向があり(図 24。 26)、 大型甕80や広口壷76の例をみるように、多くの土器はv)機能時

堆積層に覆われていた(図 27、 図版6)。

一方、墳丘に近い周溝内には、壺形土器が掘り凹めた穴の中に置かれたように見える状

況で出土したものが少なくとも2例あつた。

西コーナー付近にある深さ約20cmの穴の中から出土した広口壺75は、日縁部を墳丘側に

やや傾けてほぼ直立した状態であった(図26・ 27)。 穴の申は偽礫を含むv)加工時形成層と

同質の堆積物が4/5の深さまで埋めていたが、広口壺75はその中に半分埋り、上半分は

市)機能時堆積層に覆われていた。土器の上半分の破片が 市)機能時堆積層に含まれてい

たことを考え合わせると、この土器は周溝の掘削時 。墳丘築造時に据えられた可能性があ

る。

また、南西周溝の墳丘側で発掘された直径約45cm、 深さ約30cmの ビットの中から出土し

た広口壺79は、日縁部を周溝の中央側にやや傾けてほぼ直立した状態であった(図 28、 図版

6)。 出土状況からみてこの土器もこの場所に据えられたものと考えられる。ただし、広口

壺79で はピットが周溝の掘削時・墳丘築造時に掘られたものか、機能時に掘られたものか
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ヽ
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水差86

乳0い

J                     lm

1 :20

図26 方形周溝墓SX801西 コーナー付近の土器出土状況 (平面位置は図24を参照 )

は明らかにできなかった。

(2)方形周溝墓SX802(図 24、 図版7)

1次調査地ではSX801の東にもやや湾曲した溝を検出し、この溝は後述する東側の69次調

査地側で「く」の字に曲ることがわかった。この溝の形状と遺物の出土状況およびその年代

観から、もう一つの方形周溝墓SX802だ と考えられた。

この方形周溝墓SX802の墳丘部は(10+α )× (4+α )ぽの広さがあった。周溝幅は4～6m

で、深さは0.6～ 0.7mであつた。墳丘部はほとんど削られており、後述する69次調査地の東

端でのみ厚さ0.3mの盛土が確認された。また主体部は未掘地域にあると推定され、未発見

く
‐
ω
∞
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大型甕80破片

この付近は

攪乱のため変形

F

-

105m

D                             50cm

l:125

図27 方形周溝墓SX801西 コーナー付近の土器出土状況断面 (断面位置は図26を 参照)
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0                     1m

l : 20

図28 方形周溝墓SX801南 西周溝の広口壺79出 土状況 (平面位置は図24を 参照 )

である(図 24)。

長原 7層のシルト質中粒砂層に覆われた周溝埋土は、上半部が黄灰色粘土質シルト薄層

と灰色シルト層からなる長原 8A層 であり、下半部は上位よりi)黒色粘土質シルト薄層、

ii)下位層に由来するシルト偽礫を含有する極粗粒砂層であった。方形周溝墓SX801と 同

様に、 i)層が機能時堆積層であり、 五)層が加工時形成層であると考えられる。加工時形

成層の上面(機能面)には、弥生時代畿内第Ⅲ・Ⅳ様式の壷 。甕などが分布し、機能時堆積

層に覆われていた(図 63)。

(3)方形周溝墓SX801出 土の土器 (図 29～ 32、 図版44)

西倶1コ ーナー付近から広口壷75。 76、 大型甕80、 水差し86、 把手付き高杯81が、南西溝

のほぼ中央付近から広口壷79、 水差し87、 壷および甕の底部83・ 84が、南側コーナー付近

から広口壺77・ 78が、南東溝から台付鉢82、 甕の底部85がそれぞれ出土した。前述したよ

うに、このうち75。 79は掘り凹められた穴の中に据えられた状態で出土した。

広口壺 75は日径21.9cm、 器高38.Ocm前後で、細く締まった頸部から外上方に直線的に開

‐‐十は「ω∞・、∞Ｐ

‐Ｖ．に一」ぃ「ω∞・、∞Ｎ
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図29 SX801出上の弥生土器実測図 (その 1)

く口縁部と、最大径が下方にあ

り腰の張った体部をもつ。日縁

部内面および肩部にそれぞれ円

形浮文を貼付するが、そのほか

の文様は磨減のため不明であ

る。76は 口径19.8cmで、細 く締

まった頸部から外上方に直線的

に開く口縁部をもつ。体部は最

大径が下方にあり腰の張つたプ

ロポーションになると考えられ

る。日縁部端面および頸部以下

に櫛描簾状文を施しており、施

文原体幅は2.3cmで ある。79はや

や張りぎみの肩部から最大径が

下方で張出す体部をもつ。日径

は30.8cm、 器高は49.Ocm前後に復

元できる。内外面の文様および

調整は磨減のため不明である。

体部下半に焼成後に穿孔を行っ

ている。78は 口径 18.2cmで、近

接して出土した77と 同一個体で

ある可能性が高い。これらの広

口壷は色調がにぶい褐色あるい

は赤褐色で、胎土中に角閃石や

雲母を含む生駒西麓産の土器で

ある。

大型甕 80は 口径35.6cm、 器

高55.Ocm前 後で、日縁部は折 り

返して垂下させる。外面調整は

磨減のため不明であるが、体部
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1:4

図30 SX801出土の弥生土器実測図 (そ の 2)
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1:4

図31 SX801出 土の弥生土器実測図 (そ の 3)



第 2節 長原東南地区の調査結果

0                   10                  20cm

l:4

図32 SX801出 土の弥生土器実測図 (その4)

内面の上半に横方向のヘラミガキ、同下半に左上が りのハケののち横方向にヘラミガキを

施す。生駒西麓産の土器である。

高杯 81は口径 14.6cm、 器高 10.3cmの把手付 き高杯である。脚部は緩やかに屈曲して直線

的に立上が り、杯部は浅い椀状である。脚部は中空で円板充填法を用いている。杯部外面

には綾杉状の列点文を、口縁端部内側にはキザ ミメを施す。生駒西麓産の土器である。

台付鉢 82は短い脚部から外上方に開く体部をもつことから、直日の台付鉢になると考

えられる。脚部は棒状の工具を通して中空にしており、円板充填法を用いている。色調は

にぶい黄橙色、胎土中に長石 。石英・チャートを含む。

水差し 86は 口径 10.Ocm前 後である。体部の破片も出土したが、全体を復元するにはい

たっていない。文様および調整も磨滅のため不明である。87は最大径が下半にあり腰の張っ

た体部をもつ。文様および調整は磨減のため不明である。ともに生駒西麓産の土器である。

その他 83は壺、84・ 85は甕の底部である。83は長石を多く含む灰白色の胎土、84は長

石や酸化鉄粒を含む灰白色の胎土をもつ。84は体部下半に焼成後に穿孔を行つている可能

性がある。

これらの土器は畿内第Ⅲ・Ⅳ様式のものである。SX801出 土土器の特徴として生駒西麓

産の土器が多い点をあげることができる。この生駒西麓産の土器を用いた編年観では、濱

田(1993)の編年による第Ⅲ様式新段階、三好 (1993)の編年によるⅣ― a段階に併行する。

したがって、SX801は 弥生時代中期後葉の方形周溝墓といえる。

(4)SX802出 土の土器 (図 33、 図版48)
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図33 SX802出土の弥生土器実測図

Ⅲ章 調査の結果 前編

破片資料が多く、全体を復元できたもの

はないが、南東溝から広口壺88。 90が、南

西溝から直口壺89・ 91、 甕92、 鉢93がそれ

ぞれ出土した。

88は広口壺の口縁部で、日径22.Ocmを測

る。日縁部端面に櫛描簾状文および刺突文

を施している。生駒西麓産の土器である。

90は同一個体である可能性が高い。89は直

口壷の口縁部で、日径25.Ocm前後と大型で

ある。日縁部の外傾度は弱く、内面上端は

強いナデによって仕上げている。外面の口

縁部上端よりやや下に凹線文を3条巡ら

す。胎土中に長石を含み、色調は灰白色で

ある。同一地点から体部以下の破片が数多

く出土したが、復元するにはいたっていな

い。また、91は 89の底部と考えられる。

92は甕の口縁部で、口径10.3cm前後と小型である。日縁部は体部から緩やかに外反する。

調整は磨滅のため不明である。生駒西麓産の土器である。

93は小型の鉢の口縁部である。折り曲げ口縁をもち、端面に斜め方向の列点文がわずか

に残る。生駒西麓産の土器である。

これらの土器の時期は(いずれも畿内第Ⅲ・Ⅳ様式に属すことから、方形周溝墓SX802

はSX801出 土の土器とほぼ同じころのものと考えられる。したがって、これらの土器が供

献されたSX802は 弥生時代中期後葉の方形周溝墓であるといえる。

8)長原 9層上面検出遺構

(1)自然流路NR901(図 12・ 210)

1次調査地で検出されたやや蛇行して南北方向に延びる自然流路である。流路の幅は13m、

深さは約2mあ り、長原 9A層上面を覆う粗粒な8C層 によって下方浸食されていた。この自

然流路は長原遺跡東南部のほぼ中央を蛇行しながら南から北に流下しており、後述する37・

57次調査でも検出されている。また、その形成は長原 9B層堆積期に開始されている。



第 2節 長原東南地区の調査結果

(2)川辺 1号用水SD902(図 12・ 210)

NG87-90次調査の拡張区に当る1次調査地の西端では、南北方向の溝SD902が検出され

た。幅2.5m前後、深さ1.5m前後のこの溝は、上流部で土手をもつことが知られている。こ

の溝を川辺 1号用水と呼び、この溝と並行してその西を流れる同様の溝を川辺 2号用水と

呼ぶ。

3.包含層出土遺物

1)長原 2～ 4層出土遺物

(1)長原 2～ 4層の一括掘削による出土遺物 (図 34)

98は 口径12.7cm、 器高4.Ocmの須恵器杯蓋である。天丼部と口縁部との境の稜はにぶく、

日縁端部は丸くおさめている。TK10型式である。遊離資料である。

(2)長原 3層出土遺物 (図 34)

102は 口径13.Ocmの須恵器杯身で、立上がりはやや直立ぎみである。日縁端部は面をもつ。

受部は水平に伸び、端部は丸い。TK47型式である。遊離資料である。

(3)長原 4層一括掘削による出土遺物 (図 34)

94。 95は土師器皿である。94は 口径8.2cm、 器高1.7cmと やや深めで、95は 口径9.6cm、 器

高1.2cmと 浅い。94は底部から口縁部にかけて丸みを帯びている。体部外面には強いヨコナ

デによる沈線が 1条巡り、95は平らな底部から体部は短く外反している。色調はそれぞれ

浅黄橙色を呈している。94は C二 Ⅱ-3期、95は C一 Ⅲ期頃のものと考えられる。

97は 口径 12.6cm、 器高3.3cmの須恵器杯蓋で、天丼部は平らである。日縁端部はわずかに

内傾しており、日縁部外面にはヘラ状工具で小刻みに調整を施している。TK43型式のも

のと思われる。96。 101は須恵器杯身である。96は 口径9.2cm、 器高2.9cmである。平らな底

部から外方へ伸びる体部をもち、口縁端部は丸くおさめている。胎土中には0.5～ 4nlmの黒

色粒子を多く含んでいる。底部外面はヘラキリのあとナデ調整、そのほかはていねいなヨ

コナデ調整である。101は 口径13.Ocmで 、日縁端部は丸くおさめており、内面は浅く凹む。

96は 8世紀代、101は MT15型式に属するものであろう。

(4)長原 4B面 層出土遺物 (図 34)

本層に本来伴う遺物は細片のため実測できなかった。遊離資料であるが、下位層準の遺

物と思われる105は高杯あるいは台付鉢の脚部である。直径0.5cmの 円形のスカシ孔を穿っ

ているが、この部分で大半が欠損しているため、個数は不明である。胎土中には多くの角
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図34

長原 2層 (98)、 長原 3層

長原 6層 (100。 103・ 104・

閃石を含んでいることから、

属するものと思われる。

、ヽ順
1・ 59次調査地の包含層出土の遺物実測図

(102)、 長原 4層一括 (94～ 97・ 101)、 長原4B面 層 (105)

107)、 長原7層 (99・ 106・ 108・ 109)

生駒西麓産のものと思われる。弥生時代畿内第Ⅲ oⅣ様式に

2)長原 6層出土遺物

多数の須恵器や土師器のほか、家形埴輪が出土した(図 34)。 100。 103は須恵器杯身であ

る。100は 口径12.2cm、 103は 口径13.6cm、 器高5.2cmである。いずれも立上がりがやや内傾

しており、日縁端部は丸くおさめている。いずれもTK10型式に属するものである。遊離

資料である。

107は 口径19.8cmの土師器甕口縁部で、外面には煤が付着している。日頸部は緩やかに外

反しており、日縁端部は面をなす。調整は内外面ともヨコナデである。

104は 6層下部の砂薄層から出土した家形埴輪の屋根と思われる破片である。裏側には粘

l0cm
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土板の剥離痕が明瞭に残っており、妻側との接合部分に当ると思われる。軒先に相当する

部分は一段低くなっており、2条の線刻が施されている。やや突出した部分はハケ調整で、

そのほかはユビナデである。遊離資料である。

3)長原 7層 出土遺物

須恵器や土師器のほか、弥生土器が出土した(図 34)。 99は 口径H。3cmの須恵器杯身であ

る。立上がりは内傾しており、日縁端部内面には浅い凹みが巡っている。TK10型式に属

するものであろう。

108は 口径14.4cmの土師器壺である。日頸部はやや外傾ぎみに短く直立している。口縁部

上端面は平らで、内面はわずかに肥厚する。布留式の新しい段階に属するものであろう。

106。 109は弥生土器である。106は高杯脚部で柱状部内面にはシボリメが見られる。109

は甕で、底部および口縁部は欠損している。最大径は胴部中位にある。体部外面は平行タ

タキ、内面はナデ調整である。これらはともに畿内第V様式に属するものである。

B88-15① 次調査

調査地は長原遺跡の東南隅に当り、八尾市の八尾南遺跡に接している。調査地の西側で

はNG82-41次 、88-84次調査が行われている。

1.層序

調査当時に現代客土層 (長原 0層 )の下位を 12層 に区分したが、層序検討が十分には行え

なかったので、西に隣接するNG88-84次調査の断面観察をもとにして述べる。本調査地に

は長原 2、 3、 7、 8A、 8B、 8C、 9A、 9B、 9Ci。 同 H。 同 iii、 10。 11、  12A、

12BC層、および 15層が分布した(図 35・ 36)。

長原 2層 は細礫の混る黄褐色シルト質細粒砂層であり、層厚は5cm以下であつた。須恵器、

瓦、瓦器が出土した。

長原 3層は島畠溝SD304～ 306の主たる埋積層であり、上部の黄褐色泥質細粒砂～中粒

砂層と、中部の細礫混リオリーブ灰色粗粒～細粒砂質泥層、下部の黄灰色細粒偽礫混り泥

質粗粒砂～細粒砂層からなった。

長原 7層 は黒褐色粘土質シルトないし黄褐色シルト質細粒砂～砂礫層であり、層厚は5cm

程度であった。須恵器などが出土 した。
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長原 8A層 は上部の黄灰色ないし明黄褐色細礫～細粒砂層と、下部の微細な炭化物ラミナ

を挟む明黄褐～暗灰黄色シルト質粘土層からなった。基底部には部分的に中粒～粗粒砂薄

層を挟んだ。上部の層厚は40～ 50cm、 下部の層厚は15～ 20cmであった。

長原 8B層 は黄灰色粘土質シルトないしシルト質粘土層であり、層厚は4～ 6cmであった。

微細な炭化物ラミナを挟在した。

長原 8C層 は灰色砂礫薄層であり、層厚5cm以下でレンズ状に分布 した。

長原 9A層 は暗灰黄色粗粒砂質粘土層であり、層厚は平均5cmであつた。

長原 9B層 は上位より灰オリーブ～黒褐色砂礫層 (層厚約10cm;9Bi層 )、 暗灰黄色シル

SD307居羊

SD708

削り込みによる小流路群

図35 88-15①次調査地の地層断面と遺構の分布
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=|卜質粘土層 (層厚10cm;

9B五 層)、 灰オリーブ色

シル ト質粘土層 (層 厚

3～ 14cm;9Biii層 )、 灰

オリーブ色シル ト質粘

土層 (層厚8～ 15cm;9B

iv層 )、 灰オリーブ色

シル ト質粘土層 (層 厚

10～ 14cm;9Bv層 )で

あった。

長原 9C層 は上位 よ

り、黒褐色シル ト質粘

土層 (層厚2～ 8cm;9Ci

層 )、 灰色シルト質粘土

層 (層厚2～ 10cm;9C五

層 )、 オリーブ黒～灰色

シル ト質粘土層 (層 厚

7～ 25cm;9C Hi層 )で

あった。

長原 10。 11層 は緑

灰色ないしオリーブ灰

色シル ト質粘土～細粒

砂質シル ト・シル ト質

極細粒砂～細粒砂など

からなり、層厚は35～

50cmであった。

長原 12A層 は黒褐

色～黄灰色シル ト層で

あり、層厚は8～ H cmで

あった。

目
菫
幽
製
Ｃ
製
細
雁
ぶ
誌
―
“
ヾ
卜
ヽ
墨
里
製
細
需
ヽ
０
２
　
つ
い図

〇
ヽ
¨
【

■
旧
旧
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
旧
＝
旧
＝
一
＝
＝
＝
旧
旧
＝
＝
＝
Ｈ
＝
Ｈ
＝
Ｈ
旧
日
旧
口
川

⊂
⊆
Ｎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

芝   O

〇
〇

〇
〇
Ｈ

０
凶
〇
”
一∝
Ｚ

-79-



Ⅲ章 調査の結果 前編

長原 12BC層は灰～灰白色シルト質極細粒砂層であり、.基底部に細礫～極細粒砂薄層を

伴った。層厚は5～ 20cmであった。

長原 15層 はオリーブ灰～緑灰色シルト質極細粒砂層であり、細礫混り極粗粒砂薄層を伴っ

た。層厚は60cm以上あった。

2.遺構 とその遺物

1)長原 7層上位の 2層基底面検出遺構

(1)島畠溝 。小溝 (図 35、 図版8)

幅約3～ 4mの東西に延びる溝群SD304～ 306は、約6～ 9m間隔で平行に並んでいた。埋土

は長原3層 であつた。これらはNG82-41次、88-84次調査で検出されている島畠の溝部分

(田 中清美、1993;図 196の SD01～ 03)の延長である。最南端の東西溝の底は2段になって

おり、埋土の状況から少なくとも1回以上の浚渫があつたことが推定された。溝内からは

瓦器、土師器、磁器、瓦などの破片が出土した。

溝群SD307は島畠の溝305。 306と にはさまれた南から3番 目の島畠の畝部分で検出され

た南北方向の小溝群である。溝幅は20～ 50cm、 深さは10cm以下であつた。また、2番目と

4番目の畝部分からは土墳状の凹みや黎溝の名残りらしい凹みが検出された。

0                  10

SD304出土遺物 (図37)いずれも遊離資料で

ある。

114は口径22.8cmの弥生土器壺の口縁部であ

る。色調は灰黄褐色で、胎土中には長石・石

英・角閃石を多く含んでおり、生駒西麓産であ

る。畿内第Ⅲ oⅣ様式に属する。

110～ 112は瓦器椀で、口径はそれぞれ14.8

cm、 13.6cm、 15.8cmで ある。いずれも体部外面

はユビオサエのあとナデ、内面は雑なミガキを

施している。111の外面には炭素が吸着せず、

112の外面にはほかの椀と思われる器壁の一部

が熔着している。C一 Ⅲ-2～ 3期であろう。

113は 口径15.Ocmの土師器大皿である。やや平

らな底から口縁部を短く外反させ、端部は丸く

＼要≡F董
≡

=下

三
==百
万フ 113

1:4

図37 SD304出 土の土器実測図
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おさめている。色調は浅黄橙色を呈する。 C一 Ⅱ-3期 に比定される。

2)長原 7層下面検出遺構

(1)溝 SD707・ 708(図 35、 図版8)

SD707は調査地の北部で検出した北東から南西の方向に延びる溝であり、幅約1.5m、 深

さ約0.3mであるも埋土は砂・シルトの互層であつた。埋土中より5世紀後半の須恵器が出

土した。SD708も 北東一南西の方向の溝であり、幅約1.Om、 深さ約0.3mであった。埋土は

下半部が粗粒砂で上半部が粗粒砂混リシルトであった。遺物は出土しなかった。また、こ

の層準からは、溝や土壊状の凹みが多数検出された。

西に隣接するNG82-41次調査地では、この層準から複数の小規模方墳や溝が見つかつて

いたが、SD707は82-41次調査地のSD03の南の溝 (田 中清美、1993の図196)に連続する可

能`性がある。

SD707出土遺物 (図 38。 図版48)須恵器杯蓋 (115～

117)、 杯身(118～ 120)が出土した。

115は 口径14.Ocm、  116は 口径 14.9cm、  117は 口径 16.4cm、

器高4.5cmである。116・ 117は天丼部と口縁部の境界がにぶ

い稜をなし、115は丸くおさめている。日縁部の内端面は

115は丸く、116・ 117は浅い凹線が巡る。116・ 117の 口縁

外端部はヘラ状の工具で小刻みに調整している。117に は天

井部のほぼ全面に時計回りのヘラケズリが施され、内面に

は同心円の当て具痕が見られる。115は TK43型式、116。

117は MT85型式に属する。

118は 口径 13.4cm、 器高3.5cm、 119は 口径 13.lcm、 器高4.5

cm、 120は 口径 13.8cm、 器高4.5cmである。118は立上がりは

短く内傾し、日縁端部は尖りぎみで、119。 120は立上がり

は内傾し、日縁端部は面をもつ。外底面には約 2/3に逆時

計回りのヘラケズリが施される。118は R/1T85型式、119・

120は TK10型式に属するものと思われる。

3)長原 8A層 の細粒部上面

0                  10Cm

l:4

図38 SD707出土の須恵器実測図
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(1)自 然の削込み (図 35)

検出された溝群はいずれも幅約0.2～ 1.Om、 深さ0。 lm前後であつた。埋土は8A層 の粗粒

物質であった。これらの溝は当初長原 9A′ 層上面の水田遺構に係わる溝と考えられたが、

層準が異なること、河成層の中での検出であることなどから、人工の溝とはいいがたい。

C88-15② 次調査

調査地は15①次調査地の北西約20mにあり、NG82-41次、88-51次調査地に接している。

調査の進行に合わせて、調査区を南から1～ 3区 と呼び分けた。

1.層序

本調査地は長原遺跡の標準層序の地層、特にその下半部がよく残つている地域であった。

すなわち、現代客土層 (長原 0層 )と 旧作土層 (長原 1層 )の下位には、長原 2-3、 4、 6

-7、 8A、 8B、  8C、  9A′ 、 9A、 9B、  9C、  10 。11、  12A、  12BC、  12/13、

13A、  13B、  13C層、および 14層以下の地層が分布した(図 39)。

長原 2-3層 は上半部が長原2層 に当る灰黄色(2.5Y7/2)細粒砂層で、層厚は10cmであっ

た。下半部は長原3層 に当る黄色(2.5Y8/6)細粒砂層で、層厚は10cmであった。しかし、両

者の境界面が部分的にしか追えなかったので、2-3層 と一括した。本層の上半部からは

染付磁器が出土し、本層の下面で島畠の溝部分や黎溝が検出された。

長原 4層は灰褐色(10YR5/1)～ にぶい黄橙色(10YR6/3)シ ルト～極細粒砂層で、最大層厚

は20cmであつた。 1区では島畠の畝部分に残ったが、2区では上位層の耕作によって攪乱

され、平面的に検出するのが困難であった。下面で耕作の痕、牛の足跡などが検出された。

長原6-7層 はにぶい黄灰色(10YR6/3)細粒砂～粗粒砂層であり、層厚は10cm以下で、3

区北端に分布した。

長原 8A層 は黄橙色(10YR8/8)粘土質シルト層で、最大層厚は10cmであった。下位層の分

布低所の上に分布した。

長原 8B層 は灰黄褐色(10YR5/2)砂 礫～細粒砂層で、層厚は6cm程度であった。下位の 8

C層 と比べて、細粒砂を多く含むために硬くしまった感じがした。 1区から3区へと北方

に向って粘土質に移り変わり黒味を強く帯びた。弥生時代中期の石鏃が出土した。

長原 8C層 は浅黄 (2.5Y7/3)～ にぶい黄橙色(10YR7/4)砂 礫層で、層厚は20cmであった。

長原 9A′ 層は灰色 (2.5Y7/1)砂混り粘土層であり、層厚は5cmであつた。長原遺跡最古の
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水田作土層の相当層である。

長原 9A層 は灰色 (5Y5/1)粘土層で、層厚は5cmであった。

長原 9B層は灰白(5Y7/2)～青灰色(5B6/1)粘土層で、層厚は20cmであった。 1区から3区

へと北に向ってシルト層に移り変った。上面で上位層堆積時の水流によって削剥された溝

が検出された。

長原 9C層 はオリーブ黒色 (7.5Y3/1)砂質粘土層で、層厚は6cmであった。

長原 10層 は灰オリーブ(7.5Y6/2)～ 灰白色(5Y7/2)砂礫層で、南側で下位層の上面高度が

下がるにつれて層厚を増し、最大層厚は90cmであった。 1区南端および2区南部で本層の

堆積物が埋土となった流路が検出された。縄文時代前期ごろの土器片が出土した。

長原 11層は明緑灰色(5G7/1)粘土層で、層厚は10cmで あった。

長原 12A層 は黒褐色(5YR3/1)シ ルト層で、層厚は6cmであった。

長原 12BC層 は黄灰色 (2.5Y4/1)粘土質シルト層で、 1区南端の自然流路NR1202b内 に分

布した。

長原 12/13層 漸移帯は灰 (5Y5/1)～褐灰色(5YR6/1)シ ルトからなる地層の部分であり、

厚さは5cm程度であった。火山ガラスと角閃石を豊富に含んでいた。

長原 13A層 は黄色(2.5Y8/6)シ ルト層で、層厚は10cmであった。上面から乾痕が発達した。

本層下部からサヌカイト剥片が 1点出土した。

長原 13B層は灰白(2.5Y7/1)～ 明緑灰色 (loG7/1)シ ルト層であり、層厚10cmであった。多

量の火山ガラスを含有した。

長原 13C層は明緑灰(10GY4/1)～緑灰色(loGY5/1)粘土層で、層厚は10cmであった。調査

地北半部では暗色化していた。

長原 14層 以下は明青灰色(loBG7/1)粘土層であった。層厚は50cm以上あり、下限は不明

である。

2.遺構

1)長原 2・ 3層下面検出遺構

1区で溝SD308・ 309、 3区で溝SD310のそれぞれ東西方向に延びる島畠溝と、同方向

の小溝群を検出した(図 39)。 島畠溝の幅は2～ 6mで、深さは検出面からo.2m程度であり、

底面は長原 8A層 に達した。小溝群はいずれも幅20～ 50cm程度で、深さ5cm未満のものがほ

とんどであった。溝内に水つき堆積物は見られなかったので、耕作時の黎溝などの耕作痕
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第 2節 長原東南地区の調査結果

と考えられる。

2)長原 9A′ 。9A層 上面検出遺構

(1)水田の周辺状況 (図 39、 図版9)

1区南部では 9A′ 層のシルトによる不整

形な高さ10cmほどの高まりが見られた。 2区

でも 9A′ 層のシルトからなる畦畔状の高ま

りが検出された。 9A′ 層の層厚が5cmと 薄

く、また調査範囲が限られており、耕作痕や

水田の区画、それに伴う足跡などは検出でき

なかったので、耕作された水田とはいえな

い。しかし、この面で水田力`検出された近隣

の調査結果からは、本調査地が水田の分布限

界に近いと考えられることから、これらの高

まりが、本来、水田の畦畔として使用するた

めに客土された可能性がある。

2つ の高まりに挟まれた 2区 の浅い溝

SD903aは、中冨力泣0～ 80cm、 深さが約30cmで

あり、南東一北西方向に延びた。下位層上面

の流路が 9A層で埋りきらずに残ったもので

ある。この周辺では多数の踏込みが存在し

た。また、 3区 にも幅30cm程度の同様の溝

SD904aがあった。

3)長原 9B層 上面検出遺構

溝SD903b。 904blま SD903a・ 904aの前

身の溝である (図 39)。 それぞれ後身の

SD903a。 904aと よく似た形態をもち、 9B

層堆積後から9A層堆積初期までの間に形成

されている。
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4)長原 9C層 上面検出遺構

(1)未詳遺構SX905(図 40、 図版10)

2区で平面1.3m× 1.3m、 深さ0。3m程度の

隅丸方形の穴SX905を 検出した。穴の底は

北側 1/3が溝状に一段低くなっており、底

面の四隅はさらに10～ 20cm深 い柱穴状の

ビットになっていた。しかし、柱痕跡は観察

されなかつた。遺構の上端はSD903bに よつ

て一部破壊されているようであつた。埋土は

長原 9C、 10・ 11、 13層の各堆積物に由

来する可塑性のある偽礫からなり、一気に埋

戻tた と考えられる1大況であつた。遺物は出

土しなかった。

5)長原 12層上面検出遺構

1区南端と2区で各々自然流路を検出した

(図 39、 図版10)。 そのひとつ、 2区の流路

NR1201aは 幅90cm、 深さ25cm程度で、若干北へ振りながら、東から西へと流れた。長原

10・ H層 の砂礫によつて埋っていた。

1区南端のL字に曲る流路NR1202aは、幅が2～ 3m、 深さが約lmであった。南から供給

され、西に流れ出た長原 10・ 11層の砂礫によつて埋っていた。北側の肩に長原 14層以

下の地層がむきだしになってオーバーハングするくらい12層以下が著しく浸食されて
いた。

この砂礫の中から磨耗の著しい爪形文土器の破片125が出土した。

6)長原 12/13層 漸移帯上面検出遺構

流路NR1201bは NR1201aの前身の流路である。 12BC層堆積期初期に形成されたもので

あり、 12A・ 12BC層 によつて埋っていた(図 39)。

窪地NR1202bは NR1202aの前身の窪地である。深さは0.6mで、窪地の一部が検出された

ものである。 12A。 12BC層 によつて埋っていた。NR1202b内の 12BC層 は黄灰色砂礫
～

シルト層であつた。

〇
〇
■
Φ
∞
【
‐
×

丁P105m

105

10.5

0  1P
l :50

図40 未詳遺構SX905
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図41 15②次調査地の包含層出土の上器実測図
長原 2層 (121)、 長原 4層 (122～ 124)

(2)長原 4層出土遺物 (図 41、 図版47)

123は須恵器の直口壷である。日径 10.lcm、 器高13.6cmで ある。日頸部には 2本の稜線が

巡り、その間に波状文が施されている。上半にある体部の最大径部には2本の凹線が巡り、

その間にも波状文が施される。ON46段階～TK208型式に属するものであろう。122は須

恵器甕の口縁部で、日径20.lcmである。日縁端部は外側に肥厚する。調整は内外面ともヨ

コナデである。124は弥生土器の甕の底部であるも底部近くにはユビオサエが見られる。色

調は灰白色である。畿内第Ⅲ・Ⅳ様式に属するものであろう。

2)長原 10・ 11層出土遺物

NR1202aを埋める長原 10・ 11層 から縄文土器の小さな破片125が出土した(写真6、 図

42)。 胎土内には1.0～ 1.5nlmの長石やチャートを含み、自色を呈する。遺存状況は悪いが、

外面にはC字の爪形文が横位に施されているのが確認できる。爪形の幅は約1.3cmであり、

約3111m間 隔で施されている。また、その下位の小さく屈曲する部位にも、かすかに爪形の上

端部と考えられる部分があり、少なくとも2段の爪形文が施されていたことがわかる。器

表は剥落が著しいため、器面調整は確認できない。出土層準や土器の観察結果から判断し

て、縄文時代前期に属する北白川下層式 (福井県教育委員会、1979;網谷克彦、1981・ 1982

)も しくは中期初頭の船元 I式 (倉敷考古館、1971)に相当する土器片であろう。

第2節 長原東南地区の調査結果

3.包含層出土遺物

ここで述べる遺物はいずれも本来の包

含層準から遊離したものである。

1)長原 2～ 4層出土土器

(1)長原 2・ 3層下半部出土遺物 (図

41)

121は 、東播系の須恵器鉢の口縁部

で、日径26.8cmである。日縁端部は上下

に拡張する。色調は灰色である。山仲

(1989)に よる編年のC-2～ 3類に属

する。
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写真6、 図42 1512次 IJJ査地長沖

l : 1

10・ 11増 |ll 11のポLtt L器

D88-22①次調査
22次調査地は現大和川の右岸堤防にri交する南北の3路線であり、NG85-13、 88-42次

調査の南側に位置する。22①次調査地はその中でもっとも西に
｀
峰る.

1. サ‖11

本調査地には現代作 L(長原 1層 )の ド位に、長原 2層 、4層、6-71"、 8Ci・ 同 h、

9-12、 13瑶 および 14層 以 卜の地属が分布した(図 43)、 ,

長原 2層 は明黄褐色シルト曙で、瞬厚は平均約 10cmであつた.本層 卜面で、溝SD202を

検出した。

長原 4層 は灰色砂質絆i ll層 で、層1事は数cmか ら1()数 cmであった。 ll師 器やJ・L器の破片が

出 liし た。

長原 6-7層 は黒褐色粘上属で、嘔|ヴは20cm以 卜であった。調査地のほぼ令域にわたつ

て分布した。本層の卜面には ド位層に深く人込んだ踏込み痕が多数あった。

長原 8Ci層 は灰色粗粒砂層で、属L4は数cm以 下であり、調査地内の特定部分でわずかに

認められたぃまた、長原 8C H層 は灰色粘上磨で、婿ltFlは 10Cmtt llあ り、J司査地内の令域に

分布した。

長原 9-12唇 は灰 rl色 シルト屡で、層厚は約 10cmであつた。本層の ll面では、 11城 ・溝

などを検|||し た。

長原 13層 は明黄褐色粘上層であり、「 位
の 14喫以下の黄灰色粁it層 とはlll移的で|り 1瞭

な境界は観察されなかった。

2.i宣構 とその遺物



第 2節 長原東南地区の調査結果

1)長原 2層下面検出遺構

(1)島畠溝SD202(図 43)

南北方向の溝SD202を 検出した。一方の肩が調査地を越えて西側に拡がるため、規模は

明らかでないが、検出部分の幅は1.5mく 深さは0.lmであった。溝内から出土した遺物は少

量で、しかも、細片が多い。これは、出土遺物の大半がもともと、下位の層準に包蔵され、

二次的に動かされ溝中に混入した可能性の高いことを想像させる。こうしたことから、溝

の正確な年代は不明である。遺構が切込まれた層準や、形態から判断して、当地域でよく

発見される島畠の一部と考えられる。

SD202出土遺物 (図44)126は日径7.Ocmの ミニチュアの瓦質土器羽釜である。日縁が屈

曲して内傾し、端部は上方につまみ出される。C― Ⅳ期以降のものであろう。遊離資料で

ある。

2)長原 8C層上位の長原 6-7層 下面 。基底面検出遺構
長原 6-7層 下面で遺構検出を行った時点で、溝SD606と ともに、踏込み痕が集中する

地点が何個所か認めら

れた (図版 H)。 6-7

層基底面ではこの集中

個所と重なって、土娠

SK803～ 806が見つ

かつた。遺構の分布は

調査地南側にかたよっ

ていた。土墳はいずれ

も平面が、楕円形ない

し隅丸の方形を呈 し、

おおむね50cmの 深さが

あった。各土墳の埋土

の特徴 も共通点が多

く、灰色粘土～シル ト

層、 ラミナが見られる

黄灰色シル ト層、黄灰

NG2層下面

NG6-7層 下面

SK803   SK806  sD606

図43 88-22①次調査地の地層断面と遺構の分布
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Ⅲ章 調査の結果 前編

1:4

図44 SD202・ SK806

出土の土器実測図

と考えられるも

色粘土層、粗粒砂混リシルト～中粒砂層が下位より順次堆積して

いた。いずれも水成層であり、シルト層や粘土層には1～複数の

黒色粘土薄層を挟んでいた。こうした堆積層は、遺構以外の部分

では認められなかった。

SK806出土遺物 (図44)127は SK806の 下部埋土から出土した弥

生土器の壺底部である。体部は外に拡がり、外面に黒斑が見られ

る。畿内第Ⅲ・Ⅳ様式のものと思われる。

遺構埋土の層相と弥生土器の年代観からは、S K803～ 806が長

原 8B層 の形成期の土墳であり、埋土最上部の砂層が 8A層 である

E88-22② 次調査

調査地のほぼ中央にあった農具小屋地下の未調査区を挟んで、北側を北区、南側を南区

と呼んだ。

1.層序

本調査地には現代作土層 (長原 1層 )の下位に、長原 2、 3、 4、 6-7、 8B、 8Ci、

同 H、 9A、 9B-12、 および 13層以下が分布した(図 45)。

長原 2層 は灰褐色シルト層で、層厚は5cm以下であつた。調査地南部に分布した。

長原 3層は黄橙色シルト層で、層厚は数cmか ら10数cmであった。調査地中央から南側に

かけて分布した。本層下面で東西方向の小溝を検出した。

長原 4層 は黄褐色粘土質シルト層で、層厚は10cm前後であった。土師器・瓦器などの細

片が出土した。

長原 6-7層 は灰色粗粒砂混り粘土質シルト～黒褐色粘土層で、層厚は約10cmであった。

調査地中央から北側にかけて分布した。本層の下半部には多数の踏込み痕が観察され、そ

の最深部は下位の 8B層 の深くまで達していた。本層下面では、南区で遺構を検出した。

長原 8B層は灰～灰白色の粘質シルト層で、一部で細～粗粒砂が混った。層厚は約10cmで

あった。本層中からは、遺物はまったく出土しなかった。

長原 8Ci層 は上半部の暗灰黄色粗粒砂と、下半部のにぶい黄色極細粒砂～粗粒砂からなっ
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第 2節 長原東南地区の調査結果

た。ラミナの発達が顕著な河成

層で、層厚は約40cmで あった。

8C h層は層厚約5cmの灰白色粘

土層で、有機質からなるラミナ

が観察された。 8C層 中からは遺

物は 1点 も出土しなかった。

長原 9A層 は黒褐色粘土層で、

部分的に細粒砂のラミナが観察

された。層厚は10cm以下であつ

た。北区で、本層直上からサヌ

カイト製凸基式石鏃が 1点出土

した。

長原 9B～ 12層 は褐灰色シル

ト層で、層厚は約 1 0cmで あっ

た。本層中からはサヌカイト製

凹基式石鏃が 1点出土した。

長原 13層以下は灰白色シル

ト～シルト質粘土層であった。

下半ほど含水率が高く粘性が強

かつた。南区で、本層中からサ

ヌカイト製の大型フレイクが出

土 した。

2.遺構 とその遺物

1)長原 2・ 3層下面検出遺構

(1)井戸、土墳、溝 (図 45)

SL I =|  IZ%り¶―ギ +
８
ｏ
　

８
８
∽
　
　
　
目
幽
珀
喫
ヾ
Ｏ
運
＝
喫
鮫
３
Ｚ

寸〇∞
Ш
∽
　
　
　
　
　
　
　
斗腱
卜
ＯＮ
Ｏ
∽

国
橿

十

Ｎ

終
念
Ｃ
撻
壇
測
口
当
幽
製
Ｃ
製
畑
幅
ぶ
Ｏ
ロ
ー
銘
　
崎寸
図

ロ
ト
興
Ｔ
倒Ｏ
Ｚ

Ｅ
Ｎ
［　
α
ト zぃっ釘_計    十

井戸は調査地北端のSE203と 南端に近いSE204の 2つがあるが、ともにかなり深く掘込

まれており、遺構の底まで完全に調査することはできなかった。したがって、遺物も破片

が少量出土した程度だった。土墳もいくつか検出したが、完掘したにもかかわらず井戸同

様に、遺物は少量で、しかも細片がほとんどであった。東西方向の溝SD205。 206は、幅



Ⅲ章 調査の結果 前編

が約2～ 3mと 比較的広く、しかも平行する。近隣の調査成果を参考にすれば、島畠溝と考

えるのが妥当であろう。

南区検出の遺構は、ほとんどが東西方向の溝SD207群である。幅は狭く、かつ、検出面

からの深さも総じて浅い。同じ東西方向の溝であつても、北区発見の溝とは規模に大きな

違いがあり、性格を異にするものであろう。

2)長原 8C層 上位の 4層基底面検出遺構

(1)溝SD604・ 605。 偶蹄類の足跡 (図 45、 図版12)

南区で見つかつた溝SD604は幅約2.5m、 深さ0.4m程度で東西方向であつた。埋土の下半

部は黒色シルトで、上半部は下位層に由来する偽礫の客土であった。SD604に 並行する

SD605も 同様な溝であつた。遺物は出土しなかった。また、ウシかと思われる偶蹄類の足

跡を検出した。

3)その他の遺構

南区では、6-7層下面で溝と思われる黒色粘土の堆積した部分を確認した。その拡が

りは調査地外へと続いた。遺物はほとんど出土せず、全体の形状も明らかでないため、遺

構の性格などは不明である。

北区の9A層上面では水田は確認できなかった。両側縁に細かな鋸歯状の剥離が施されて

いるサヌカイト製の凸基式石鏃 (図 192;AG80)が 1点出土したのみである。

長原地山層 (長原 13層 以下)を対象とした旧石器時代の遺構 。遺物の調査を、南・北区と

もに行った。その結果、わずか1点ではあるが、南区で大型のフレイクが出土した。サヌ

カイト製の縦長剥片で、細部の調整は行つていないようである。この石器の周辺では特に

入念に調査を進めたが、先の剥片以外の遺物は発見できなかつた。

3.包含層出土遺物

1)長原 2層出土遺物

図46に示す128は肥前系磁器で、129～ 133は唐津焼である。128は碗口縁で、 18世紀の

ものと思われる。129は碗体部で褐色の釉がかかり、 17世紀前半のものであろう。130。

131は碗底部で、高台周辺にヘラケズリを加えている。 16世紀末から17世紀初頭である。

132は刷毛目碗である。133は皿の底部と思われ、内面は蛇の目釉剥ぎをしている。これら
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第 2節 長原東南地区の調査結果

、ヽ、、、、IIIIIII:::11,11111:1
はともに17世紀後半から18世紀前半のも

のであろう。

F88-22③ 次調査

調査地の中央を中世以来の溝が貫流して

いたため、南北方向の連続断面図を作成で

きなかった。そこで、北半については調査

地東壁の、南半については西壁の断面を合

成して示した(図 47)。

図46 22②次調査地長原2層出土の土器実測図

1.層序

本調査地には長原 1層以下に、長原 2、 4A、 8A、 8B、 8C、 9A′ 、 9A、 9B、 9C t

10。 11、  12、 13層および 14層以下が分布した(図 47)。

長原 2層 は灰オリーブ色シルト層であり、南北溝の上層および小規模の溝や土墳の埋土

として分布した。

長原 4A層は灰オリーブ色細礫混り細粒砂層であり、南北溝の下層として分布した。

長原 8A層の上部は明黄褐色中粒砂～粗粒砂で、層厚は40cm程度であった。下部は灰白色

の細粒砂で、上部 。下部ともラミナが顕著に観察された。

長原 8B層は黒褐色細粒砂～中粒砂で、層厚は10cm程度であった。部分的に粘土質シルト

に移化した。

長原 8C層 も第 8A層 同様に上下 2層 に細分可能であった。上部は明黄～橙色細粒砂～極

細粒砂層で、下部は浅黄色の細粒砂層であり、全層厚は20～ 35cmであつた。本層中からは

土器片が 1点出土したが、細片で詳細は不明である。

長原 9A′ 層は灰白色の粘土層で、層厚は約10cmであつた。本層の上面で足跡の残る水田

跡を検出した。

長原 9A層 はやや暗い灰色粘土層で、層厚は5～ 10cmであつた。本層中には上位の 9A′ 層

の構成物が落込んだ細かな乾痕が観察できた。

長原 9B層 は灰色粘土層で、層厚は10～ 15cmであつた。

長原 9C層は灰～オリーブ灰色の粘土層で、層厚は約15cmであった。調査地北部で本層掘

削中にサヌカイト製石鏃 1点が出土した。
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第 2節 長原東南地区の調査結果

長原 10。 11層は緑灰色粘土層で、層厚は15cm以下であつた。

長原 12層はオリーブ灰色シルト層で、層厚は5cm以下であつた。本層上面にはかなりの

凹凸が認められた。

長原 13層 は明緑灰色のシルト層で層厚は約10cmであった。調査地北端ではさらに標準層

序の層相が認められ、 13A～ C層 に細分できた。遺物は出土しなかった。

長原 14層以下は明緑灰色の粘土質シルト層で、下部に向うにしたがって粘土質が強くなっ

た。遺物は出土しなかった。

2.遺構 とその遺物

1)長原 8A層 上位の 1層基底面検出遺構

現代盛土や耕作土を除去した段階で、遺構と認められるものを除く部分では、第8A層が

現われた。したがって、以下に記述するものの中には長原 7層形成期 (弥生 。古墳時代)以

降の諸遺構が含まれる。

(1)坪境溝SD207(図 47)

調査地中央を流れる南北方向に重なる2条の大溝を検出した。両大溝は分布位置と方向

から、坪境溝とその名残りの水路であると考えられる。上層の大溝の下半部SD207は、長

原 2層によって埋積されているが、その後も区画整理事業が始まる直前まで使用されてい

たようで(SD101)、 最終的には現代盛土で埋っている。SD207か らは近世の陶磁器をはじ

め多数の遺物が出土した。

SD207出土遺物 (図 48、 図版48・ 49)近世の陶磁器のほか、瓦器椀などの下層の溝に由

来する遺物が出土した。

134～ 136は肥前系磁器の染付碗である。134は 口縁がやや外反する。135は器壁が薄く、

外面に草花文がある。136は外面に飛鳥文が見られる。135は 17世紀末から18世紀初頭、

134。 136は 18世紀のものであろう。137は京焼風の肥前系陶器で、碗底部である。釉調は

浅黄色を呈する。 17世紀後半から18世紀前半である。138。 139は唐津焼の碗底部で、

16世紀末から17世紀初頭とみられる。

141・ 145は土師器皿である。141は 口径8.2cmで、口縁部は外傾する。145は 口径13.2cm

で、口縁部を2段にヨコナデを施す。いずれもC一 Ⅲ-3～ Ⅳ-1期のものと思われる。

149。 151・ 152・ 155。 161は瓦器椀である。日径は13.0～ 14.Ocmで ある。内面にはミガ

キを施しており、151の内底面には沈線状のミガキが見られる。152は形態や製作技法は瓦
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図48 SD207・ 403出土の遺物実測図

SD207(134～ 139・ 141・ 145・ 149・ 151・ 152・ 155。 161・ 166～ 169)

SD403(140・ 142～ 144・ 146～ 148・ 150・ 153・ 154・ 156～ 160・ 162～ 165)
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第 2節 長原東南地区の調査結果

器椀と同様であるが、器表に炭素が吸着しておらず、土師質の焼成で色調は淡赤橙色を呈

する。いずれもC一 Ⅲ-2～ 3期のものと思われる。

166は須恵器甦である。肩部を沈線で区画し、櫛描列点文を小刻みに施す。TK23型式

であろう。

168。 169は 円筒埴輪である。焼成は土師質である。168は外面は9～ 10条/cmの細かい

タテハケを施し、内面はタテハケとヨコハケで仕上げる。169は外面には左上がりのタテハ

ケ、内面はユビナデを施す。タガの断面は低い台形状である。167は形象埴輪で、衣蓋か盾

形埴輪の一部と思われる。表面に線刻を施している。

(2)島畠遺構SD205(図 47)

大溝以外の顕著な遺構として、調査地の北端で見つかった東西方向の溝SD205がある。

幅約1.5m、 深さ約0.3mを測る。この溝は、調査地東側に隣接するNG82-41次調査でも確認

されている。そこでの成果に照らすと、この溝は22②次調査地のSD205と 一連であると推

定でき、河内地方でよく見つかる島畠溝の一部と考えられる。

(3)坪境溝SD403(図 47)

下層の大溝SD403は上層の大溝から少しずれて分布し、長原 4A層 によって埋積されてい

た。溝の底のレベルはTP+lo.5m付 近まで達しており、完全に第 13層 を掘抜いていた。溝

の平面形は逆「く」の字形を呈し、北半ではやや西に、南半では逆にやや東に振れていた。

調査地内で両肩を揃つて検出できた部分がなく、正確な溝幅は不明であるが、8m以上とい

える。埋土である4A層からは少量の土師器とともに多量の瓦器が出土した。

SD403出土遺物(図48、 図版48・ 49)140。 142・ 143は 口径8.Ocm、 器高1.4cm前後の土師

器小皿である。底部はユビオサエ、日縁部はヨコナデ調整している。140。 142は 口縁端部

を丸くおさめ、143は内面に肥厚している。144。 146・ 147は 口径12.0～ 14.Ocm前後、器高

2.Ocm前 後の土師器皿である。いずれもC一 Ⅲ-3～ Ⅳ-1期のものと思われる。

148。 150。 153・ 154。 156～ 160。 162～ 164は瓦器椀である。日径は148が 12.6cm、

154・ 158～ 160は 15.Ocmほ ど、他は13.0～ 14.Ocmである。体部は斜め上方へと伸び、日縁部

はわずかに外反している。全体的に扁平な器形である。高台は小さく粗雑なつくりで、粘

土紐が巡りきらないものもある。内底面のミガキには、平行(153・ 159。 163・ 164)、 螺旋

状(156～ 158。 162)の ものがある。163の内底面のミガキは沈線状の明瞭なものである。148

はC一 Ⅳ-1期だが、他はC一 Ⅲ-2～ 3期 と考えられる。

165は須恵器杯Bの底部である。高台は底部の端に付いており、体部は直線的に伸びる。
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X-156.210

平安時代 I期、 9世紀代のものと考えられ、

遊離資料である。

坪境溝SD403か ら出土した遺物の最新のも

のはC― Ⅳ-1期の瓦器椀であり、鎌倉時代

中頃のものと考えられる。この年代はSD403

を埋積した長原4A層堆積期の従来の年代観と

矛盾しない。

2)長原 8B層 下面検出遺構

不整形な凹みを多数検出した。近隣調査地

ではこの層準で溝や土墳などの遺構が検出さ

れていたが、本調査地の凹みの性格について

は不明であった。

3)長原 9A′ 層上面検出遺構 (図 49、 図版13)

水成層である長原 8C層を取り除き、 9A′ 層

上面で水田を検出した。図49に示したように

調査地の中央部分や南では、水田は鎌倉時代

の坪境溝S D403に よって既に破壊されてお

りで検出範囲は調査地北半と南側の一部であ

る。畦畔は、北半で南東から北西方向のもの

2本 と、それに直交する方向の 1本の合計 3

本が見つかった。南側では水田作土である9

A′ 層は認められたものの畦畔は検出できな

かった。水田の耕土の上面には多数のヒトの

足跡が残されていた。図49に示したものはそ

の一部で、行跡が追跡しやすいものである。

北から南に歩いた行跡と、その逆方向に進ん

だ行跡が認められる。
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‐
ω
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図49 22③次調査地の弥生時代中期初頭の水田
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第 2節 長原東南地区の調査結果

4)長原 12・ 13層上面の起伏

氾濫性の地層である 10。 11層 を取り除くと、12層 がわずかに残る部分と、直接、 13

層が顔を出すところがあった(図47)。 図に示したように当時の地面にはかなりの凹凸が認

められる。調査地中央部の一見、遺構のようにみえる凹みなども、樹木が倒れたためにで

きた穴かと思われる。いずれにせよ、上位の沖積層中の埋没地面が比較的平坦であったこ

ととは対照的である。

G88-42次 調査

調査地はNG85-13次調査と同じ道路部分で、同調査地の南に平行しており、88-22①次

調査地と同③次調査地に挟まれた範囲に位置した。西からIA・ B区、ⅡA・ B区、ⅢA～

D区、Ⅳ区、VA～ E区 と呼んだ。遺構の全容を把握するには調査幅が狭かったので、断

面観察を主として調査を行つた。

1.層序

本調査地には長原0層 と1層の下位に長原 2、 4A・ B、 6-7、 8A、 8B、 8C、 9A′ 、

9A、 9B、 9C、 10。 11、 12、 13お よび 14層以下の地層が分布した(図 50・ 51)。

長原 2層は黄灰色 (2.5YR6/1)砂 礫混リシルト層で、最大層厚は約10cmであつた。陶磁器

が出土した。

長原 4A層 は明黄褐色砂礫混リシルト層であり、V E ttSD403の 埋土として分布した。

長原 4B層 はⅢC区以西に分布した。4Bi層は淡黄色(5Y8/3)中粒砂混リシルト質粘土層

で、層厚は10～ 15cmであつた。瓦器が出土した。4BiH層 は明黄褐色(2.5Y7/6)中粒砂混り

シルト質粘土層で、層厚は10cm程度であった。瓦器が出土した。

長原6-7層 はⅡ区以西では黒褐色(10YR3/2)中粒砂混り粘土層であり、層厚は20cm以下

であった。上面 。下面ともに踏込み痕が見られた。Ⅲ区以東ではシルト混り砂礫層であり、

遺構埋土として分布した。

長原 8A層 は明黄褐色(10YR4/1)砂礫～細砂層でラミナが顕著に見られた。層厚は最大50

cmであった。下位の8B層 とともにV区以西に分布した。

長原 8B層 はオリーブ黒色(5GY2/1)砂 。礫混り粘土へ́シルト層であり、層厚は7～ 15cmで

あった。

長原 8C層は黄橙色(7.5YR8/8)砂 礫～細砂でラミナが顕著であった。層厚はⅣ区SD902付
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第2節 長原東南地区の調査結果

近で厚く、最大70cm、 両側へ層厚を減じて東 。南端では数cm以下となる。Ⅳ区では下部に

植物遺体の微細なラミナを挟む灰色粘土層 (8CH層 )が見られ、その上面で足跡状の凹凸を

検出した。

長原 9A′ 層は灰オリーブ色(6Y6/2)粘土でVD区以西に分布した。分布域の西縁では暗

緑灰色に色調が変化した。本層の上面で水田畦畔を検出できなかったが、NG88-22③次調

査で検出された水田作土と同層準であり、断面に畦畔と思われるいくつかの高まりが観察

されたことから水田作土と考えられた。

長原 9A層 は青黒色(5PB2/1)粘土層であり、下位の9B層 とはV区で明瞭に識別された。

Ⅳ区以西では9層全体が収敏し、細分されなかった。またⅣ区以西では9層 とその下位の

13層 とも漸移関係にあり、下限は不明瞭で、直下の下位層に9層の堆積物が入る細い乾痕

が観察された。

長原 9B層 は暗緑灰色 (5G4/1)粘 土～シルト質粘土層で層厚は10cm前後であった。V区の

下位層上面の分布高度が相対的に低い地域に分布した。

長原 9C層 は灰白色(7.5Y4/1)～ 褐灰色(7.5Y5/1)極細粒砂質シルト～粘質シルト層で、層

厚は数cm～ 20cmであった。

長原 10。 11層は暗緑灰色(5G3/1)粘土層で、層厚は数cm～ locmであった。VA区以東

に分布した。

ⅣA区以東の長原 12層 は青灰色(5G7/1)砂 礫混り粘土質シルト層であり、層厚は数cm～

10cmであった。一方、Ⅳ区以西では、火山ガラスを含有する灰白色(2.5Y8/1)極細粒砂質シ

ルト層から暗赤褐色(7.5R3/2)粘土質シルト層へと側方に変化した。層厚は数cmであった。

長原 13層 は黄橙色 (10YR7/8)～ 黄色 (5Y7/8)粘 土層～砂礫混り粘土質シルト層であり、

層厚は最大30cmであった。本層上面は西部から東部へ起伏をもちながら徐々に低くなった。

長原 14層 以下の地層は緑灰色(5G6/1)～ 黄橙色(10YR7/8)粘 土質シルト層～砂礫層であ

り、上面からは明瞭な乾痕が観察された。

2.遺構 とその遺物

調査区東部は区画整理事業以前の現代水路によって攪乱されていたものの、多くの遺構

を検出することができた。

1)長原 2層下面検出遺構
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丁P llm

Ｎ
Ｉ

NG7層 下面   Ⅳ区

SD710

十 避 哩 ===_
SD902(川辺1号用水)

図51 88-42次 調査地の地層断面と遺構の分布

88-29次 調査地

1 :400

VA区

SD709

NG9A層 上面

NR901(西川辺川)

(その 2)

8

X■%19計

IA区の井戸SE208は 直径約lmで、円形瓦組井戸側の内側には厚さ約2cmの本枠をもっ

ていた(図 50)。 埋土は 2層 と灰褐色砂礫混リシルトであり、肥前系磁器の破片が出土した。

V区の溝SD207はNG88-22③次調査 。NG85-13次調査で検出された坪境溝の西肩であ

る。埋土は褐色砂礫混リシルトであった。大半は現代水路にようて切られていた(図 51)。

2)長原 4Bi層上位の 2層基底面検出遺構

IA区の北壁際で直径約40cmの掘立柱穴を3個 (SB311)検出した(図 50)。 東端のものが

隅柱穴と考えられ、西隅柱穴はSE207に 切られていると思われる。北側に並行するNG85-

13次調査地には対応する柱穴はなく、南に延びる建物と思われた。灰色砂礫混リシルトを

埋土とし、遺物は出土しなかった。

-102-



第 2節 長原東南地区の調査結果

m

1 :400

V∝   Vtt   V駆  滲卿9げ

―

+

Ｎ
Ｉ

VB区

NG9A層上面        NG9C層 下面

…縄文晩期土器出土地点       sK907

同左

3)長原 4Biii層 上面検出遺構

南北方向に延びるIA区のSD404と IB区のSD405は、幅3m程度、深さ約0.1～ 0。2mの浅

い溝であり、 12～ 14世紀の土師皿 。瓦器を含む灰色砂礫混リシルトを埋土とした。島畠

溝のようであるが、周辺の長原2～ 3層層準の島畠溝とは違って、ほぼ南北方向であった

(図 50)。

4)長原 7層下面検出遺構

V区の溝SD709は幅約3m、 深さ0.6mの南北方向の溝である。黒褐色シルト混り砂礫の埋

土から、須恵器や埴輪が出土した。同様の埋土をもつ溝SD710は幅0。 8m、 深さは約0.2mで

あつた(図 51)。
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5)長原 9A・ 9A′ 層上面検出遺構

(1)川辺 1号用水SD902・ 2号用水SD906(図 50・ 51。 210)

Ⅲ区の溝SD906は幅1.6m、 深さ0.4mの南北方向の溝である。 8C層 によって埋積されて

いた。機能時堆積層は溝底から約20cmの厚さがあり、灰色シルト質細粒砂薄層とオリーブ

黒色粘土薄層が互層し、最上部には植物遺体薄層があつた。この溝の両岸には9～ 14層 に

由来する偽礫が客土され、堤がつくられていた。堤の幅は1.6～ 0.5mで高さは10cm強であつ

たが、地層堆積後の圧密を考えると、当時はかなり高かったと思われる。この溝の上流方

向には西川辺川があることから、西川辺川から集水域のほとんどない長原川の南部へ導水

するために掘られたものであると考えられている。この溝を川辺 2号用水と呼ぶ。

ⅣA区の西端で東肩を検出した溝SD902も また、西川辺川から集水域のほとんどない長

原川の北部へ導水するために掘られたものと考えられる人工の溝である。この溝は1次調査

地のSD902につながる川辺 1号用水である。

(2)西川辺川NR901

VA区でも堤をもつ自然流路NR901の東肩を検出した。堤の下幅は最大1.7m、 上幅は0.5m

前後、高さは0.3mで あり、 9B層以下の地層の堆積物が客土されていた。前述したように

NR901は 37・ 1次調査地へ流下した自然流路であり、西川辺川と呼んでいる(図 51)。

6)長原 9C層 下面検出遺構

V区で見つかった土墳SK907は 径0.8m以上、深さ0。2mの土墳である。調査区外に延びる

ため全体の形は不明である。遺物は出土しなかった。

7)長原 9C層 上面検出の廃棄土器

VB区の9C層上面に密着して、縄文土器のほぼ一個体分の破片が出土した(図版14)。 周

囲に掘込みは見られず、投棄された状態であった。

出土土器 (図 52、 図版49)170は 底部を欠損しているが、口径34.8cm、 器高約35.5cm前後

に復元されたやや大型の深鉢である。日頸部は長胴の体部から内湾しながら外上方へ伸び

ており、口縁部はわずかに開く。日縁部の上端およびそれからやや下がつた位置を巡る貼

付け突帯に、やや粗いキザミメを施している。日頸部および体部の内面は横方向のナデ、

体部の外面は縦方向の粗いケズリで整えている。色調は黒褐色で焼成はよく、胎土中に角

閃石 。長石・雲母粒を多量に含む。口縁端部や体部の形態および胎土などからみて、河内

-104-



第 2節 長原東南地区の調査結果

地域で作られた縄文時代

晩期後半の滋賀里Ⅳ式に

属するものである。

H88-29037次

調査

調査地は42次調査地と1

次調査地に挟まれた南北

路線であり、南部が29次

調査地、北部が37次調査

地である。両調査地は古

地理的には古川辺川の西

岸に当つており、沖積層

は全般に薄い。

1.層序

本調査地には長原 0・

1層 以下に、長原 2、

0                  10                 20cm

3、 4B、 6、 7、 8A、 8B、 8C、 9A、 9B、 9C上部 。下部、 10-12、 13層が分布し

た。特に長原 9層 から13層 は30～ 40cmの厚さの中に重なっており、また、 10-12層 は

部分的には区分できたが、全般的に漸移的で細分しがたかつた。この付近が東南地区で地

層の細分がしやすい地域の西限である(図 53・ 54、 図版20)。

長原 2層は黄灰色細礫混り砂質シルト層であり、層厚は20cm以下であつた。37次調査地

側に分布し、厚さ0.5cm程度の極細粒砂薄層によって 2分 された。

長原 3層は灰黄褐色の砂質シルト層であり、層厚は最大10cm程度であつた。37次調査地

側に分布 した。

長原 4B層 は黄灰色砂混り粘土質シルト層であり、層厚は最大12cm程度であつた。37次調

査地中央付近と29次調査地南部にそれぞれ下位層を平らに削つて分布した。

長原 6層は暗褐色粗粒砂質粘土層であり、層厚は20cm以下であつて、下面に著しい踏込

み痕が見られた。37次調査地で厚 く、29次調査地では断続的に薄く分布 した。

1:4

図52 42次調査地長原 9C層上面出土の縄文土器実測図
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第2節 長原東南地区の調査結果

長原 7層 は黒褐色砂質粘土層であり、層厚は15cm

以下であった。下面には著しい踏込み痕が見られた。

6層の分布範囲に断続的に分布した。

長原 8A層は下部が黒褐～黄白色の粘土質シルト層

で、上部が極粗粒砂層からなる河成層であり、層厚

は最大15cmであった。37次調査地の中央部以南に分

布 した。

長原 8B層は黒褐色の下部がシルト質細粒砂層で上

部がシルト質粘土層であり、層厚は5～数cmであっ

た。37次調査地の中央部以南に分布 した。37次調査

地では下位の 8C層上面の窪地を埋める水つき堆積層

であり、29次調査地では古土壌層であった。

長原 8C層は上部が黄灰色細礫混りの砂層であり、

下部が極細粒砂ラミナをもつ粘土質シルト層であっ

た。全層厚は10cm以上あり、西川辺川NR901の主た

る堆積層であった。NR901内では全般に粗粒で斜交

ラミナが著しく発達し、流路底付近では中礫を含ん

だ。

長原 9A層 は黒色細粒砂質シルト～粘土層であり、

層厚は5cm以下であった。

長原 9B層は黒褐色シルト質粘土層であり、層厚は

10cm以下であった。29次調査地で中位に厚さ3cm以下

の暗色帯を挟んだ。

長原 9C層 は暗褐色粘土質シルト層であり、層厚は

13cm以下であつた。下半部は褐色を呈し、下限は不

明瞭であった。

長原 10-12層 は黒褐色から灰褐色の粘土質シル

ト層であり、層厚は15cm以下であった。上半部には

砂が混ったが、下半部との明瞭な境界は認められな

かった。
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Ⅲ章 調査の結果 前編

長原 13層 は灰黄色砂質シルト層であり、層厚は15cm以下であつた。本層の上面付近から

顕著な乾痕が観察されはじめたが、上位層とは漸移的での明瞭な境界は観察されなかった。

また、37次調査地の北部では部分的に層厚数cmの粗粒～細粒砂薄層を挟んでいた。

長原 14層以下は粘土質シルト層であり、下部では砂を多く含んでいた。

2.遺構 とその遺物

1)長原 2・ 3層下面検出遺構

(1)黎溝、ビット群、土墳、島畠溝 (図 53・ 54、 図版 15)。

黎溝群SD209。 210は 29次調査地南端と37次調査地の全体にわたって確認された。29次

調査地のSD209では、間隔を約1.2mあ け、東西方向に延びるが、37次調査地のSD210では

南北方向であった。残存している黎溝の規模は幅約30cm、 深さ10cm前後であった。遺物は

少量ながら土師器、須恵器、瓦器が出土した。

29次調査地の中央で北西―南東方向に並ぶビット列SP211を 確認した。ピットは径30cm

前後の不定形なものが多く、深さも最大のものでも10cmを越えない。また、掘形の底は凹

凸が著しく、柱痕跡および抜取り穴は認められず、柱穴とみなしがたい状況であつた。耕

作に係わるものであろうか。土師器、須恵器の細片が出土した。

土壌を29次調査地中央北寄りで 3個所 (SK312・ 313・ 314)、 37次調査地で 3個所

(SK315。 316・ 317)を 検出した。いずれも楕円形の掘形で、埋土の大部分が客土である3

各土墳からは細片化した土師器、須恵器、瓦器、瓦片などが出土した。

南北方向の島畠溝SD318を 29。 37次の両調査地にわたって検出した。全長約30m、 深さ

は0.lm程度であった。土師器、須恵器、瓦器が出土 した。

2)長原 8A層 上位の 4層基底面検出遺構

(1)溝 SD711・ 712、 ピット群 (図 53、 図版 16)

29次調査地の中央で溝SD711、 南部でSD712を 検出した。SD711は南東から北西に直線

的に延びる溝で断面はU字形をなす。現存幅30cm、 深さ30cmであった。長原 7層 の黒褐色

砂質シルトによって埋積されていた。溝内からは須恵器片のほか、混入遺物と思われる弥

生時代後期の甕片が出土した。SD712については後述する。

29次調査地では 10数個のビットがあった。この内のいくつかは、柱穴となる掘形を有

していたが、全体に列をなさず、掘立柱建物の柱穴にはならないものと思われる。
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3)長原 8B層 内検出遺構およ

び 8C層 上面

29次調査地のSD809は蛇行し

ながら北西方向に延びる溝で、

埋土の下部は長原 8B層 、上部

は 7層 であつた (図 53、 図版

16)。 溝幅50cm、 深さ15～ 30cm

であった。溝内からは弥生土器

と思われる細片が出土した。こ

の溝は 7層堆積期まで窪地とし

て残り、溝SD712と して再利用

されて、最終的に 7層が埋積し

たと考えられる。

長原 8C層上面にはSD809の

下でこれと斜交して、南南西―

北北東方向に分布する砂の帯が

見つかった。遺物は出土 しな

かった。これは遺構ではなく、

8C層堆積末期の離水直前に削

込まれた水中の流路 (チ ャネル)

と考えられる(図版 16)。

4)長原 9A層 上面

自然流路である西川辺川

NR901は 42次 。29次 の両調査

地の東倶1を北流し、37次調査地

で蛇行 して西流し、1次調査地

で再び北流している。37次調査

地 を横断 した地点では、幅

8m、 深さ2mであり、人工の堤
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105 105

1 :20

図56 倒木の痕断面 (断面位置は図54を参11)

は見 られなかった (図 55。 210、 図版 17)。

5)長原 10-12層内検出遺構

29次調査地では、 10-12層掘削中に、その下半部から石器遺物の密集部LC1203・ 1204

を検出した(図 53、 図版19)。 下半部の遺物は本来、 12層 に属していたものと考えられた。

詳細はⅣ章で述べる。

6)長原 13層内検出遺構

37次調査地では調査地北部で3個所に石器遺物の密集部LC1301。 1302。 1303を 検出し

た(図 54、 図版 18。 19)。 詳細はⅣ章で述べる。

7)その他の検出面

上述の遺構面のほかに、長原 8B層上面、9A層上面、9C層下面で遺構の検出作業を行つ

たが、人為的に掘削された遺構は認められなかった。

図56、 図版20は長原 9A層 の上面で検出した凹みを9C層 まで掘下げて断割つた断面であ

る。凹みの下には北西―南東方向に長い大きな穴があり、 10。 11～ 12B層相当層までが

堆積していた。断面図56の右側では 13A層以下の地層が深く扶られ、大きな割れ日に沿つ

て壁が垂れ込んでいた。またその直下にある埋積物の中には穴の壁面をつくる地層と同質

の堆積層からなる偽礫が多く含まれていた。一方、断面左側では穴の壁は変形が少なく、

木の根の痕や乾痕が観察された。この穴は向って左から右(北東から南西)に倒れた木の根
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第2節 長原東南地区の調査結果

が掘起した穴、すなわち倒木の痕と推定される。北東側の根は本が倒れたときに地中から

引き抜かれ、あるいはひきちぎられて明瞭な境界面がつくられたが、倒れた南西側の根は

地中に根づいたままであって、地形を変形させたと考えられる。このような穴は当時の環

境を示す材料ではあるが、遺構とはいえない。

3.包含層出土遺物

1)長原 2～ 4層出土遺物

(1)長原2～ 4層一括掘削による出土遺物 (図 57、 図版50)

土師器 173は 口径10.2cm、 器高1 2cmの小皿で、日縁端部を外反させている。174は 口径

14.8cmで 、口縁部外面を2段にヨコナデ調整する皿である。これらはC一 Ⅱ～Ⅲ期と思わ

れる。

瓦器 176は 口径15.6cmの瓦器椀である。口縁部外面はヨコナデ調整しており、内面に不

明瞭ではあるが暗文が認められる。C― Ⅲ-2期に属するものであろう。

須恵器 178は壷Bである。外面はヘラケズリし、内面にはロクロによる凹凸が顕著に見

られる。平安時代 I期以降のものであろう。1甲は口径26.8cmの東播系の鉢である。日縁端

部を上方へ折り曲げ、外側には面がある。山仲(1989)に よる分類のD2類に相当し、C一

Ⅳ～V期に併行するものと思われる。

(2)長原 4B層出土遺物 (図 57、 図版50)

土師器 171は 口径8.9cm、 器高1.lcmの小皿で、口縁端部を上方に折り曲げる。172は 口

径9.Ocm、 器高2.Ocmの小皿でやや深い。C一 Ⅱ期に併行するとみられる。175は杯Aである。

体部は直立して立上がり、口縁端部は短くタト反している。内外面をヨコナデ調整している。

平安時代 I期のものとみられる。182は 口径18.6cmの甕である。口縁は緩やかに外反し、端

部に外傾する面がある。外面はナデ調整している。平安時代Ⅱ～Ⅲ期のものと思われる。

須恵器 180は 口径 l、1.4cmの杯G蓋で、天丼部の高い器形が想定できる。TK217型式に

属する。177は小型の壺である。焼成は軟質である。胴部の最大径がやや下にある下ぶくれ

の形態である。体部には粘土紐の継ぎ目が見られ、底部には調整を施さない。おそらく平

安時代 I期以降のものであろう。

銭貨 招聖元宝 (北宋銭、初鋳1094年 )が 1点出土している。

2)長原 7層以下の地層出土遺物
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171                          173

ゝ圭イ ＼享¬ 三イ
175

184

10

1鍵

図57 37次 調査地の包含層出土の遺物実測図

長原2～ 4層 (173・ 174・ 176・ 178・ 183)、 長原 4B層 (171・ 172・ 175・ 177・ 180・ 182)

長原 7層 (179・ 181・ 184)

(1)長原 7層 出土遺物 (図 57、 図版50)

須恵器 179は 口径10.6cmの杯蓋である。天丼部に丸みがあり、約 1/3をヘラケズリで

調整している。181は 口径12.lcmの杯身である。立上がりは小さく、底部はヘラケズリした

のちナデ調整している。これらはTK217型式のものである。

埴輪 184は家形埴輪と思われ、害窯焼成で硬質に焼上がっている。外面は8条/cmほ ど

のハケメ調整である。外面には線刻があり、一端にスカシ孔状の切込み部分が残る。

(2)長原 8B層 以下の地層出土遺物

8B～ 9層 にかけて 13点の石鏃が、また、 10～ 13層 からは多くの剥片が出土した。詳

細はV章で述べる。

188-69次 調査

調査地は1次調査地の東から東北東へ続く路線であり、古地理的には古川辺川を東西に横

断している。長原 7層以下の地層が厚く堆積した地域である。



第 2節 長原東南地区の調査結果

1.層序

本調査地には長原 0。 1層以下に、長原 2、 3、 4Bi、 同五、同 Hi、 6、 7、 8A、

8B、 8C、 9A、 9C、 10。 11、  12A、 12Bi～ iv、 13層 、および14層 以下の地層が

分布した(図 58・ 59)。

長原 2層はにぶい黄～黄褐色の砂混リシルト層であり、層厚は30cm以下で、調査地の東

部に分布した。層内の層理面によってさらに3分された。

長原 3層は黄褐色砂質シルト層で、層厚は数cmであった。2層 の分布域とほぼ重なって

分布した。

長原 4A層 は調査地東部の坪境溝の堆積層として分布した。

長原 4Bi層 は暗灰黄色細礫混り粘土質シルト層で、層厚は15cm前後であった。 4B五 ・

i五 層とともに調査地中央から東部に分布した。

長原 4B五 層は暗灰黄色偽礫層であり、偽礫は暗黄灰色砂質粘土からなり、基質は砂礫で

あつた。層厚は最大16cmであった。

長原 4B五 i層は暗灰黄色粗粒砂質シルト層であり、下半部は黄灰色を呈した。層厚は15～

20cmであった。上面に足跡らしい凹みが多数あつた(図版21)。

長原 6層は灰～灰褐色砂混り粘土層であり、層厚は10～ 15cmであつた。下面は踏込み痕

により凸凹していた。上位の4B層の分布範囲とほぼ重なって分布した。

長原7層は黒褐色粘土および礫混り砂からなり、調査地西部の遺構埋土として分布した。

長原 8A層は灰黄褐色粘土質シルト～シルト質極細粒砂層であり、層厚は15cm以下であっ

た。下位の 8B・ 8C層 とともに、調査地中央部から西部に主として分布した。

長原 8B層 は黒褐色粘土質砂層であり、層厚は6cm以下と薄かつた。

長原 8C層 は上部が暗灰黄色中礫混り粗粒砂層(8Ci層 )で、層厚は20～ 30cmあ り、下部

は暗褐色粘土質シルト層(8C H層 )で、層厚は10cm前後であった。

長原 9A層 は黒色シルト質粘土層で、層厚は5cm前後であった。

長原 9C層は上部の黒色粘土質シルト層と下部の黒褐色シルト～極細粒砂層からなり、全

層厚は5～ 10cm程度であった。

長原 10・ 11層 は上部が暗黄灰色の砂礫～細粒砂混り粘土質シルト層(10相 )で、下部

は植物遺体と極細粒砂のラミナを多数挟む暗緑灰色のシルト質粘土層(H相 )であった。本

層は調査地中央を北流した自然流路NR1205を中心に分布した河成層であり、中心部では粗

粒で層厚はNR1205a付近でlm以上あり、側方へ細粒化して薄くなり、調査地の両端では10
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Ⅲ章 調査の結果 前編

NG9A層 上面

「
NR910

0略翻

"NG9C層下面

NR91lb

NG3層上面および13層 内

LC1304                  LC1306

図59 88-69次 調査地の地層断面と遺構の分布 (その 2)

cm前後となった。

長原 12A層 はオリーブ黒色中粒砂質シルト～シルト質極細粒砂層で、層厚は10cm前後で

あった。縄文土器が出土した。

長原 12B層 は13層 上面の窪地NR1205bに堆積したシルト質極細粒砂～砂礫からなる氾

1監性の地層であり、全層厚は70cm以下であつた。 12Bi～ 市層の細分は第Ⅱ章の記載の通

りである。窪地の外では13層 との明瞭な境界面はなく、漸移的であつたので、 12BC層 と

呼ぶ。多くの石鏃と剥片が出土した。

長原 13層は下位層の起伏を覆って分布する黄灰色シルト層であり、層厚は20～数cmであっ

た。旧石器遺物がまとまって出土した。

長原 14層以下の地層は黄灰色粘土から下方で砂礫が卓越した。

NR91la ナ

Ｎ

NG12層上面

黒丸印は縄文中期土器の

出土地点

石器密集部LC1305
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l : 400

2.遺構 とその遺物

1)長原 1層基底面検出遺構

(1)坪境溝SD101(図 58)

調査地東部で検出した近世から現代に連続して利用されたと考えられる坪境溝である。

近世以降の遺物とともに直下に重なるSD403か ら再堆積したと思われる遺物も多く含まれ

ていた。

SD101出土遺物(図60)185。 186は肥前系磁器、187は瀬戸焼産と思われる丸碗である。

185は碗の口縁部で、外面は草花文、内面は四方欅文を描いている。186は皿で、体部から

底部にかけて釉が厚く垂れており、高台内外面は無釉である。見込みは蛇の目釉剥ぎが行

われており、砂が付着している。187の 口縁端部は九くおさめており、内外面に長石釉を施
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図60 SD101・ 403出土の土器実測図

SD101(185～ 189・ 192～ 195)、 SD403(190・ 191)

釉している。釉調は灰黄色を呈している。いずれも18世紀代のものである。

193。 194は いずれも橘鉢の口縁部で、胎土中に長石などの砂粒を多く含んでいる。日縁

部の形態および胎土から信楽焼か丹波焼産のものと推定される。193は 口径21.6cmで、日縁

端部外面に面をもつ。橘目は櫛引で、 7条 1単位である。194は 口径39.6cmで、日縁端部内

面をわずかにふくらませている。橘目は櫛引で6条 1単位である。いずれも17世紀前半代

頃のものと思われる。

以下の遺物はSD403か ら再堆積したものと思われる。

土師器 188は 口径H.Ocm、 器高1.3cmの皿Cで、口縁部はいわゆる「て」字状口縁である。

平安時代Ⅲ期新段階である。195は羽釜である。日縁部上端部は平らにおさめられており、

塀
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第 2節 長原東南地区の調査結果

頸部外面にはわずかな段が見られる。鍔はほぼ横方向に伸びる。 C一 Ⅲ-3期である。

瓦器 189は 口径14.2cm、 器高3.6cmの瓦器椀である。高台は低く、体部は外に開く。外面

はユビオサエのあとナデ、内面は粗いミガキである。C一 Ⅲ-3～ Ⅳ-1期である。

須恵器 192は底径8.2cmの須恵器壺 B底部である。底部外面にはヘラ記号が見られ、高

台は体部と底部との境に貼付けられている。平安時代 I期であろう。

2)長原 2・ 3層下面検出遺構

(1)黎溝、土墳 (図 58)

黎溝群SD319は調査地中央から西部の 3層下面で検出したもので、ほぼ南北方向に延び

ていた。幅20cm、 深さ5cmであった。土墳SK218は 平面楕円形で、長径 1.2m、 短径 1.Om、 深

さ0.5mで あった。埋土は大半が客土で、土師器、瓦器、瓦が出土した。そのほかには、調

査地東端の 2層下面で耕作に伴うと思われる東西方向の数条の溝群SD219を 検出した。

3)長原 4Bi層上面検出遺構

(1)坪境溝SD403(図 58、 図版21)

調査地東部で22③ 。42次調査地から続く坪境溝SD403を 検出した。埋土は水成の4A層で

ある。本調査地ではこの溝の位置に直接現代の溝SD101が重なっており、条里地割が長く

存続していたことがうかがえる。

SD403出土遺物(図60)190。 191は瓦器椀である。190は 口径 14.3cmで、体部外面には炭

素が吸着していない。外面はユビオサエのあとナデ、内面はミガキを施している。191は高

台径4.5cmで、断面台形の高台が貼付けられている。内底面には粗い平行暗文が施されてい

る。190は C一 Ⅳ-1期、191は C― Ⅲ-2期である。

4)長原 4Bi層下面検出遺構 (図 58)

調査地西部で南北方向に延びる黎溝群SD406を 検出した。このうち幅広の溝は島畠に伴

う溝と思われる。いずれも残りが悪く、検出面からの深さは5cm未満である。土師器、須恵

器、瓦器が出土した。

5)長原 7層 下面検出遺構

(1)溝 SD713・ 714・ 715(図 61。 62、 図版22)
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調査地東部で南北方向に延びる3条の溝SD713。 714・ 715を検出した。溝の幅はそれぞ

れ、30cm、 70cm、 120cm、 深さは、5cm、 15cm、 30cmである。SD714はSD715の上に重なっ

ている。埋土は、いずれもおもに黒褐色砂質シルトからなり、埋土最下部は葉理構造のあ

る粗粒砂層であつた。SD714か らは土師器壺、須恵器杯蓋 。杯身 。長頸壺片など、6世紀

後半から7世紀初頭の遺物が出土した。

調査地西端のSX802上位の長原7層下面の凹みは、1次調査地で検出した窪地SX706の続

きである。

6)長原 8B層 下部上面検出遺構

(1)方形周溝墓SX802東コーナー(図 24・ 63、 図版23)

調査地西端では北北東一南南西方向で南端で西へ振る幅5m程度の溝SX802を検出した。

この遺構は、西隣の1次調査地の方形周溝墓SX802の東の溝に当る。当初、円形周溝墓とも

考えられたが、この調査地内で明確なコーナーが見つかり、方形周溝墓であることがわかっ

た。東の辺は約14mと 推定される。

周溝の深さは検出面から40～ 50cmで、溝底は掘削時の痕跡を残して凹凸が激しい。溝内

の堆積状況を図63に示す。すなわち、墳丘側から供給された偽礫を含む黒色中～粗粒砂が

周溝底を薄く覆ったのち、黒褐色粘土質シルト層 (以上、8B層 )、 灰色シルト層、黄灰色粘

土質シルト層 (以上、8A層 )の順で堆積し、8A層上面の窪地にはオリーブ黒色極細粒砂層

である長原7層が堆積した。周溝内堆積層のうち長原 8B層の上部からは弥生時代中期の土

器の破片が出土した。調査地の北西隅断面で墳丘盛土の一部を観察することができた。墳

丘盛土は淡黄色中～粗粒砂を主体とする客土で、残

存高は30cmを 測り、周溝底から墳丘上面までは70cm

以上の高さがあつたことが明らかとなった。

周溝埋土の堆積状況と土器の出土層準、およびそ

の時期の類似性からは、 2号方形周溝墓と西隣の 1

号方形周溝墓とはほぼ同時期の築造と考えられ、両

者の周溝は1次調査地の北側で共有されていた可能性

がある。

7)長原 12層以下の遺構

TP
108m

104
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(1)長原 12A層上面検出遺構 (図 59、 図版

23)

古サ|1辺川NR1205a。 自然力杞路NR1206・

1207は調査地中央を南から北へ下刻した自然

流路群であり、調査地中央を流れたNR1205a

が本流である。川幅は約10m、 深さはlm前後

で、長原 10。 11層 によって埋積されてい

た。NR1205・ 06は 1205aか ら7巳濫した濁流

によって下刻されたものと思われる。

(2)長原 12/13層漸移帯上面検出遺構 (図

59、 写真5)

古川辺川NR1205bは NR1205aの 前身であ

り、長原 12/13層漸移帯上面の窪地帯の中

の不規則な2つの凹みとして検出されたが、

分布からみて、窪地帯を複雑に蛇行して流れ

た自然流路と考えられる。幅は最大 13m以

上、深さは0.7m前後で、 12BC層 によって埋

積されていた。

(3)長原 13層内検出遺構 (図版24)

調査地東北部の 3個所に石器遺物の密集部

LC1304・ 05・ 06、 中央部で 1個所の石器遺

物密集部LC1307を検出した。詳細はⅣ章で述

べる。

8)その他の遺構 と微地形

上記のほかに、長原 4Bi層下面、 4B面 層

上面、 6層下面、 8B層下面、 9A層上面、同

下面、 9C層下面で遺構検出作業を行った。こ

のうち、4B iii層上面と6層の下面では耕作

に伴うと思われる踏込み跡を検出した。その
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第2節 長原東南地区の調査結果

ほかの層準では、人為的に掘削されたと判断できた遺構は認められなかったが、8B層下面

では溝SD809を 、9A層上面では流路NR908～ 91laを検出した。このうち、NR908の底か

らはサヌカイト製剥片 3点が近接して出土した。これらは流水によって遠方から運ばれて

きたとは考えにくく、この地点でなんらかの理由で埋没したものと考えられる。また、 8

C～ 9C層 にかけて石鏃を5点検出した。そのほかに、調査地西端のNR908を埋積する長

原 8C層の砂礫層中から摩耗した石槍が出土した。NR908はNR1206を再下刻した流路であ

る。

長原 9C層下面にはNR91laの前身であるNR91lbを検出した。また、多くの土墳状の凹

みを検出した。また、 12層上面では図56と よく似た倒木の痕を検出した。

9)地震の痕

調査地中央付近の長原 12A層上面には、調査地を北西―南西方向に横切る水田の畦畔か

土手のような帯状の高まりがあった。断面形は下幅が80cmで上幅が15cm、 高さが30cmほ ど

の台形であった。高まりの両側の地層面には耕作痕跡は認められず、地層面自体が、緩く

傾斜していた(図 58)。

断面観察からは、この高まりをつくる地層は重ねた絨毯にしわを寄せたような背斜構造

を示しており、人間が客土したようすは観察されなかった。高まりの最上部は長原 12層 の

黒色シルト層で、その直下には上位より長原 13層 のシルト層、 15層の砂礫層・粘土質砂

層が重なっていた。約lmの深さにある粘土質砂層と砂礫層の下半部は固く締まった地層で、

幅7mほ どの部分が下にたわんで浅い皿のようになっていた。しかも、砂礫層の上半部はた

くさんの小さな層内断層で複雑に切られていてモザイク模様になり、砂礫のラミナはもま

れたように激しく波うち、ロードキャスト状の構造が観察された。そして、変形の著しい

部分の一つに、背斜構造をもつ一筋の高まりができていたのが明らかになった(図 64、 図版

25)。

これらの観察から、この高まりは地層が堆積したのちに、自然のなんらかの営力で地層

が招曲してできたと考えられた。おそらく、なんらかの大きな揺れによって、固く締まっ

た地層が皿の役目をして、皿の上のまだ十分に締まっていなかった地層の部分が液化現象

を起すとともに、層内断層を伴う層内招曲によって変形し、顕著な背斜構造が形成された

と考えられる。その原因には、地震のような大きな揺れが推定される。動かされた礫の中

には直径が3cmを超えるものもあり、揺れがきわめて大きかったことを想像させる。
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また、 12B層 内の薄層がボール構造状に偽礫化した状況や、 10。 11層 基底部の砂礫層

堆積物が流動した墳砂現象も観察された(図 65、 図版25)。

この背斜構造や墳砂は、 12A層 を覆う10。 11層 の最下部層準のラミナにまで及んでい

るので、この揺れは 10。 11層 堆積初期、すなわち、縄文時代中期末か後期初頭に発生し

たと考えられる。昨今、各地の遺跡でしばしば地震の痕が見つかって話題になることがあ

るが、背斜構造を伴って地面にしわができるこのような現象は、あまり知られていないよ

うである。

-126-



第 2節 長原東南地区の調査結果

同左

H

TPl1 0m

0           1           2m

l :40

図65 地震の痕 (2)噴砂を伴う地層の変位 (断面位置は図59を参照)
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図66 69次調査地の包含層出上の土器実測図

長原2層 (199・ 200・ 211)、 長原3層 (201)、 長原 3・ 4層 (204・ 210)、 長原 4Bi層 (197)

長原4B H層 (198)、 長原 4B iii層 (196・ 202・ 203・ 205～ 208・ 212・ 216)

長原 6・ 7層 (213)、 長原 7層 (209・ 214・ 215)

2.包含層出土遺物

1)長原 2～ 4層出土遺物

(1)長原 2層出土遺物 (図 66)

200は肥前系磁器色絵段重である。199は唐津焼碗である。高台内外面とも無釉で、見込

みは蛇の目釉剥ぎを行っている。いずれも18世紀代のものである。

211は瓦質土器甕で、体部と口頸部との境に強いヨコナデによる段差がある。体部内面は
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第 2節 長原東南地区の調査結果

ヘラケズリである。C一 Ⅳ～V期頃であろう。遊離資料である。

同じく遊離資料であるが、元祐通宝 (北宋銭、初鋳1086年 )が出土している。

(2)長原 3層出土遺物 (図 66)

201は口径H.Ocm、 器高3.4cm前後の土師器皿である。日縁部内面に煤が付着しており、灯

明皿として使用されていたものと思われる。

(3)長原 3・ 4層の一括掘削による出土遺物 (図 66)

204は瓦器椀である。夕1面はユビオサエ、内面はミガキを施している。日縁部は欠損して

いるが、高台断面が台形で、しつかりとしていることからC― Ⅱ-3期であると思われる。

210は土師器甕Bである。日縁部は短く外反している。平安時代Ⅱ期であろう。いずれも長

原 4B層形成期の遺物といえる。

(4)長原 4Bi層 出土遺物 (図 66)

197は 口径9.3cm、 器高1.7cmの土師器皿である。日縁端部はやや上方につまんでいる。C

一Ⅱ期頃に比定される。

(5)長原 4B五 層出土遺物 (図 66)

198は 口径9.2cm、 器高1.8cmの黒色土器A類の小皿である。内面にミガキは施されていな

い。平安時代Ⅲ期古段階に相当すると思われる。

(6)長原 4B面 層出土遺物 (図 66、 図版50)

瓦器 202は 口径8.5cm、 器高2.6cmの 皿である。体部外面はユビオサエ、内面はミガキ、

内底面は平行暗文を施している。C― Ⅱ-3～ Ⅲ-1期 である。203・ 205～ 207は椀で、

207は底部のみである。いずれもタト面にミガキが施されていない。203の高台の断面は台形、

207は三角形である。203内面は密なミガキ、205。 206はやや粗いミガキを施している。

203・ 207の内底面には平行暗文を施している。203は C一 Ⅱ-3期、205～ 207は C― Ⅱ一

3～ Ⅲ-1期にかけてのものである。

黒色土器 208は A類椀の底部で高台断面は台形である。平安時代Ⅲ期新段階と思われる。

土師器 196は 口径8.2cm、 器高1.9cmの小皿である。C一Ⅲ-1期に比定される。212は甕

である。日縁上端部はほぼ平らにおさめており、体部内面は左上がりのナデを施している。

須恵器 216は 口径15.3cmの杯蓋である。日縁部は内湾ぎみで、端部は丸くおさめている。

TK209型式に比定される。

2)長原 6層以下の地層出土遺物
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213は ll師器長月‖発で、日縁部は体部から「く」字状に外反しており、体部外面にはわずか

にハケメが残る|,51世紀代に属するものであろうこ

(2)長原 7場 出十i菫物 (図 66、 1剰版50)

215は須恵器杯蓋で、II縁端部は尖りぎみに九くおさめている.天 ナキ部にはヘラ記けが施

されている。TK43型式である.

209は日径15 5cmの甕で、日縁部は頸部から短く開き、端部はナデにより曲iを もつ.体部

内miに はヘラケズリを施すc色調はにぶい黄橙色で、胎 11中 に長石、石英、チヤートを含
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第 2節 長原東南地区の調査結果

第Ⅲ・Ⅳ様式である。

3)長原 12A層 出土遺物

(1)縄文土器(写真7、 図59。 67)

217は調査地中央付近から出土した深鉢の体部片である。3点あるが、最大のものは浅い

溝の肩部から、ほか2点は下流側約4mの溝底から出土した。出土状況や文様、色調、胎土

の特徴から同一個体と思われる。縦方向の沈線をジグザグに描き、器面をやや粗いLRの

縄文で整えている。ジグザグ沈線文の間には縄文が残るが、これの外側は擦り消されてい

る。色調は灰白色で、胎土中に長石、チヤート、雲母粒を含む。縄文時代中期末の北白川

C式 (泉拓良・家根祥多、1985)に属する。

218も また217の小さな2点 と同様に、調査地中央付近にある浅い溝の下流側の溝底から

出土した縄文土器の細片である。破片の部位は不明であるが、器表面にはヘラによる綾杉

状の刺突文が施されており、下端には1条の沈線が見られる。色調は灰白色であり、胎土

中に長石、チヤート、雲母粒を含む。217と 酷似することから、同一個体と考えられる。

」 88-36次調査

調査地はNG88-59次調査地の北端から、東に延びる路線であり、NG87-51次調査地の

東側への延長部である。

1.層序

本調査地には、長原 0。 1層の下位に、長原 2、 4、 8Ci。 同五、9A、 9C、 10。 11、

12、 13層、および 14層以下の地層が分布した(図 68)。

長原2層 は灰白色(7.5Y7/2)細粒砂層で、層厚は10cmであった。調査地東端部にのみ分布

した。本層中からは近世陶磁器片が出土し、下面で南北方向の溝が検出された。

長原 4層はオリーブ色(5Y6/2)シ ルト～細粒砂層で、層厚は20cmであった。上面は酸化が

著しく、褐色を呈していた。本層中からは瓦器片が出土した。本層下面および基底面で長

原 4、 6-7層 を埋土とした遺構が検出された。層厚20cmである。

長原 8Ci層 は灰色(7.5Y6/1)砂礫層であり、西方に向って中～細粒砂に層相変化した。層

厚は最大20cmであった。 8C五 層は明オリーブ灰色(2.5GY7/1)中 粒砂～シルト層であり、西

方に向ってシルトに層相変化した。層厚は最大30cmであった。
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第2節 長原東南地区の調査結果

長原 9A層 は黒 (N2/)～灰色(5Y5/1)粘土質シ

ルト層であり、西方に向ってシルトに層相変化

した。層厚は7cm程度であった。本層より石鏃

が出土した。

長原 9C層 は暗灰色細粒砂～中粒砂層であ

り、西方に向ってシルトに層相変化した。層厚

は最大15cmであった。

長原 10。 11層 はにぶい黄橙色(10YR6/4)砂

礫～灰オリーブ色(5Y6/2)シ ルト層であり、顕

著な斜交ラミナが観察された。葉理の顕著な水

成層で、自然流路NR1207付近でもっとも厚く

30cmあ り、倶1方に向ってシルト層に層相変化す

るとともに層厚を減じた。

長原 12層 は灰色(5Y6/1)シ ルト層で、層厚は

5cm前後であった。調査地の中央から東端付近

に断続的に分布した。本層基底より有茎尖頭器

が出土した(図版27)。

長原 13層 は黄色 (2.5Y7/8)粘土質シルト層

で、層厚は20cm前後であった。本層よリサヌカ

イト製剥片が出土した。東へ向って傾斜し、東

端と西端の比高は90cmであった。

長原 14層 以下は緑灰色(loG6/1)粘 土層で

あった。

2.遺構 とその遺物

1)長原 2層下面検出遺構

長原2層 を除去した段階で、同層を埋土とす

る南北方向の小溝群SD212を 検出した。幅10～

20cm程度であった。深さも5cm未満のもので、

水成層の堆積構造は観察されなかった。畝間と
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第 2節 長原東南地区の調査結果

いうよりは黎溝が適当であろう(図 68)。

2)長原 8C層 上位の 4層基底面検出遺構

遺構の多くは遺物が出土しなからたため、時期を確定できるものが少なかったが、埋土

から3時期に分類できた(図版26)。

(1)ピ ツトSP407群

調査地東部のビット群SP407は 、長原 8C層 に由来すると考えられる砂 。礫を主体としな

がらも長原 4B層の偽礫が混っていた。直径20～ 40cm、 深さ20～ 60cm程度であった。柱痕跡

はいずれも観察されなかった。 4層形成期の遺構である。

(2)溝 SD716。 717

調査地の西部で検出した南北方向の溝SD716は幅55cm、 深さ15cmであった。埋土は周辺

の調査で観察された長原 6層や 7A層 とよく似た灰褐色 (7.5YR4/2)細 粒砂～褐灰色 (7.5YR5/

1)中粒砂であった。調査地中央部には同様の埋土をもつ溝SD717があった。 7A～ 6層形成

期の遺構と考えられる。

(3)土墳SK718～ 720(図 69、 図版27)

土墳SK718は 幅約 1.6m、 深さ0.5mほ どで、長さは4.5m以上あった。埋土はおおむね 3層

に分層でき、下層は黄灰色シルト～中粒砂からなり、基底面をつくる8C層堆積物の再堆積

と考えられる。中層は周辺の調査で観察された長原 7層 と同質の黒色粘土質シルトで、水

つき状態であった。上層は黄灰色砂礫であった。このうち中層からは布留式併行期と考え

られる古式土師器が出土 した。調査地東部には同様の埋土をもつ土墳SK719。 720があっ

た。 7層形成期の遺構と考えられる。

SK718出土遺物 (図 70、 図版50)土師器の甕 (219。 220)、 高杯 (221・ 222)が出土した。

220は日縁端部を欠損しているが、器高15cm前後に復元された丸底の甕である。体部の外面

を左上がりの粗いハケのあと下半部をナデで整えており、内面は右および左上がりのヘラ

ケズリで調整する。219は口径9。 lcmで、日縁部が頸部から外反した小型の甕である。221・

222は同一個体の可能性のある高杯である。221は口径 17.7cmの杯部、222は脚部片で、柱

状部の下端に円形スカシ孔を3方に穿つ。以上の土師器の色調は黄橙色を呈しており、胎

土中に長石・雲母・シャモット粒を含む。いずれも初期須恵器が登場する布留式の新しい

段階に属するものであろう。

SK719出 土遺物 (図71)224。 225は土師器高杯である。224は口径 17.8cm、 口縁部は端
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220 図71 SK719・ 720出 土の土師器実測図

SK719(224・ 225)、  SK720(223)図70 SK718出土の土師器実測図

部の近くで外反しており、杯部下半の形態は225と 同じであろう。内面には棒状工具による

穴がある。225は ダイヤモンドカッターによる切断面の観察の結果、実測図に示したように

杯部は柱状部の上端に粘土紐を継ぎ足して成形されており、杯部と脚部を別々に成形して

接合したものではないことが確認された。 5世紀後半代に属するものである。

SK720出土遺物 (図71)223は 口径16.8cmの高杯で、日縁部は緩やかに外反しており、端

部は面取りを行つている。杯部の外面には細かいタテハケが残る。以上の土器の色調は黄

橙色を呈しており、胎土中に長石・雲母粒を含む。 5世紀後半代に属するものであろう。

(4)土器埋納ピットSP721(図 72)

直径30cm、 深さ15cmの土墳に土師器椀を納めたピットで、埋土は褐灰色(5YR4/1)細粒～

粗粒砂であった。

SP721出土遺物(図 73、 図版50)226は 口径12.8cm、 器高3.8cmの土師器杯Cである。器壁

は薄く、日縁端部は丸くおさめている。体部外面はユビオサエのあとナデ、内面はナデ調

整である。底部外面には木葉痕が残つている。飛鳥 I～ Ⅱ期にかけてのものである。

3)長原 12層以下の遺構検出面

(1)長原 12層上面 (図 68)

長原 10・ 11層 を埋土とする自然流路があつた。この流路の分布からは69次調査地の

NR1207か ら連続するものと推定される。

(2)長原 13層内の石器遺物の散布

長原 13層 内にはサヌカイト製の剥片が散在し、調査地西部で3点が寄添って出土した。

戸再ζ知マ
~「
巧蘇ヽ膨  ∠

ゝ
0                   10cm

l:4
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丁P104m

1 : 10

図72 土器埋納ビットSP721内 の       図73
土師器杯226出 土状況

K88-57次 調査

調査地は29次調査地北端と15②次調査地北端とをつなぐ東西路線である。すでに述べた

ように、調査途中で中断したため、長原8C層 以下の調査は行われていない。

1.層序

本調査地には長原 0・ 1層以下に、長原 2、 6-7、 8A、 8B、 8C、

10。 11層 の分布を確認した。

長原2層 は明黄褐色粗砂混リシルト層で、調査地の西部に分布した。

9A、 9B、 9C層 、

層厚は数cm以下で

あった。

長原 6-7層 は褐灰色シルト層で、調査地西部のごく一部と、東部に分布した。層厚は

10cm足 らずであった。東部ではやや厚くなり、下面には踏込みによる凹凸が顕著である。

長原 8A層は斜交葉理が観察できる灰黄～黄褐色粗粒砂層で、調査地の全域にわたって分

布した。層厚は約15cmであった。基底付近は層厚5cm以下の灰白色極細粒砂層であつた。

長原 8B層は黄灰色シルト質粘土～粘土層で、部分的に下位層の粗粒砂を含んだ。層厚は

約10cmであった。

長原 8C層 は灰～灰黄色の粘土～中粒砂層で、調査地西端の自然流路NR901付近では細
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第2節 長原東南地区の調査結果

礫～中礫を含んでいた。層厚は数cm～ 20数cmであった。

長原 9A層は黄灰色粘土層で調査地のほぼ全域に分布した。層厚は数cm～ locmであった。

長原 9B層 は灰黄色粘土層で、調査地中央部分で下位の9C層 と識別された。層厚は数cm

であった。

長原 9C層褐灰色粘土で、層厚は数cmであった。これ以下は、長原 10。 11層およびそ

れ以下の地層が分布した。

2.遺構 とその遺物

1)長原 2・ 3層下面 。基底面検出遺構

(1)遺構の種類と規模 (図 74・ 75)

調査地西部で検出したSD213は、幅約6mの南北方向の溝である。これとほぼ平行するも

のに、溝SD214がある。その幅は約3mであり、SD213に比べて狭い。両溝からは細片と

なった土師器、須恵器のほかに、瓦器、サヌカイトが出土したが、いずれも地層の年代観

より古く、溝の年代を直接示すものとはいえないので、下位の層準からの混入物と考えら

れた。溝の方向と幅などの形状から、島畠遺構に関連する溝と考えられる。同様の溝SD215

は調査地西端でも検出された。

東部では、最終的に現代客土で埋没した溝を検出した。溝は図75からも明らかなように、

複数の溝が重なっており、もっとも下位の溝SD403の最深部は9C層以深にまで達してい

た。上層のSD101(図 75の O層 )は現代の客土で埋っていたが、中層の溝SD207(同①～⑤)か

らは、瓦器、土師器をはじめとするさまざまな遺物が出土した。また、下層の溝SD403の

埋土(同⑥～⑩)からは中世の遺物しか出土しなかった。

この溝はその分布位置や形状、堆積状況の特徴から、22③次 。69次調査で検出した坪境

溝SD403・ 207・ 101と 同一の遺構と判断できる。したがって、 13世紀前後にはすでに開

削され、復数回の浚渫をへて、区画整理事業の開始直前まで機能していた坪境溝と考えら

れる。

SD213出土遺物 (図76)227は 円筒埴輪である。タガの断面は台形で、外面調整はヨコ

ハケである。答窯による焼成で、色調は黄橙～橙色を呈する。Ⅳ期に属する。遊離資料で

ある。

SD207出土遺物 (図77)228は 肥前系磁器の染付碗である。器壁は薄く、口縁部はやや

直立ぎみに湾曲している。 17世紀末から18世紀初頭のものである。
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|  |

錮メ18

1:4

図76 SD213出 土の埴輪実測図

SD403出土遺物 (図77)229は 口径9.8cm、 器

高1.lcmの土師器皿である。日縁部は短く外反し

ており、端部は丸くおさめている。C一 Ⅲ期頃

と思われる。

230。 231は 瓦器椀である。230は 口径 12.0

cm、 器高3.Ocmで ある。高台は退化しており、断

面は低い三角形である。外面の調整はユビオサ

エ、内面は同心円状のミガキである。231は高台

径4.4cmの 底部片で、外面はユビオサエ、内底面

には細い横方向の暗文を施している。230は C一

Ⅳ-2期、231は C一 Ⅲ-2～ 3期 に属する。

2)長原 6-7層 下面検出遺構

(1)溝SD714・ 715(図 74)

SD213の直下とその東側で、6-7層の黒色

粘土～シル トを埋土とする 2条の溝を検出し

た。その分布と形態から69次調査地のSD714 0

715に連続する溝と推定された。SD714は幅約

1.2m、 深さ約0.4mで あつた。溝内の堆積層の下

半部には砂の葉理が認められ、水が流れていた

と考えられる。溝内からは須恵器、土師器、弥

生土器が出土した。東側のSD715は幅約0。 6m、

深さ約0。2mを 測る。出土遺物はなく、また、断

面の観察から水の流れた跡は確認できなかっ

た。

SD714出土遺物 (図 78、 図版51)須恵器の杯

蓋 (232・ 233)、 杯身(234)が 出土した。

232は口径13.Ocm、 器高3.4cmである。天丼部と

口縁部の境界に凹線が施され、日縁端部は丸くお

さめる。天丼部は約 2/3を逆時計回りのヘラケ

t
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ズリで調整する。233は口径 14。 lcm、 器高4.2cmである。天丼

部は全体に丸みをもち、日縁端部は丸くおさめる。ヘラケズ

リは逆時計回りで、天丼部のほぼ全体に及ぶ。234は口径 12.4

cm、 器高4。 2cmである。立上がりはわずかに内傾しており、ヘ

ラケズリは底部の約 2/3に及ぶ。232は 1〔田5型式、233は

TK43型式、234は TK208型式に属する。

(2)不定形な土墳 。ビットSP722(図 74、 図版28)

調査地の東側約 1/3では、長原 8A層上面のレベルが下が

り、その低い部分に黒味を帯びたシルト～粘土層(6-7層 )

が分布 していた。 6-7層 の下面では多数の踏込み痕と

SP722を はじめとする不定形な遺構がいくつか見つかつた。

SP722出 土遺物 (図79)235は 弥生土器甕の底部である。

外面にタタキが残り、底部から体部へは直線的に立上がる。

弥生時代後期後半のものである。

3)長原 8B層 上面検出遺構

8B層上面は調査地西端のNR901の上でもっとも高度が高

く、東へ徐々に高度を下げていた。この面には段や溝SD811

が検出されたが、人工のものかどうかは判定できなかった。

第2節 長原東南地区の調査結果

[]:]『

]『i~~~::テ:18

l0cm

1:4

図77 SD207。 403出土の土器実測図

SD207(228)、 SD403(229～ 231)

1:4

SD714出 土の須恵器実測図

l0cm

L88-66次 調査

調査地はNG88-69次調査地の東端から北の川辺町線へ取 図78

付く路線である(図版28)。 工事の管底が浅かったので、長原

6層下面までの調査を行い、それ以深は調査地の両端で地層

を観察したに留まった。
0        5cm

-
l:4

1.層 序                     図79 SP722出 土の土器実測図

本調査地には長原 0。 1層 以下に、長原 2、 4Bi。 同 五 。同 Hi、 6、 7、 8、 9、

10。 11、 12-13層 、および 14層以下の地層が分布 した (図 80)。

長原2層 は灰オリーブ色(6Y5/2)粗粒砂混リシルト層で、層厚は10cm以下であつた。本層
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製
細
雁
ヽ
８
あ
∞

の下面で畦畔、小溝を

検出した。

長原 4Bi層 は暗灰黄

色 (2.5Y5/2)粗 粒砂混り

シル ト層で、層厚は20

cm以下であつた。東北

部で厚 く、西南部では

粗粒砂が多 く含まれて

いた。瓦器、土師器、

須恵器、青磁などが出

土した。

長原 4B五 層は黄褐色

(2.5Y5/3)粗 粒砂層で、

層厚は数cm以下であつ

た。 4B五 層とともに西

南部に分布 した。本層

の下面で小溝を検出し

た。瓦器、黒色土器、

土師器、須恵器が出土

した。

長原 4B iii層 は褐色

(1.OYR4/6)シ ル ト質粘

土層で、層厚は17cm以

下であつた。瓦器、須

恵器、土師器が出土 し

た。

長 原 6層 は 褐 色

(7.5YR4/6)粘土層で層

厚は5～ 15cmであつた。

須恵器、土師器が出土
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第 2節 長原東南地区の調査結果

した。下面には踏込み痕の凹凸が多く残っていた。

長原7層は暗褐色(10YR3/3)粘土層であり、層厚は数cm以下であった。調査地の両端付近

に分布した。須恵器、土師器が出土した。

長原 8C層 は灰色(5Y4/1)粗粒砂～シルト層であり、層厚は15cm程度であった。

長原 9層 は紫灰色粘土～極細粒砂層であり、層厚は10cm以下であつた。

長原 10。 11層は暗褐色～淡黄灰色の中粒砂～細粒砂質シルト層であり、層厚は5～ 10

cmであった。

長原 12-13層 は灰白色シルト層であり、層厚は5cm以下であつた。

長原 14層 以下は黄褐色シルト質粘土層であつた。

2.遺構 とその遺物

1)長原 2層下面検出遺構

トレンチが狭いため方向ははっきりしないが、ほぼ東西方向の並行する小溝SD216。 217

を検出した(図 80)。 溝幅は前者力泊.6m、 後者力泊。2m、 深さはともに数cmであった。また、

両溝間は一見すると畦状にみえた。遺物は見つからなかった。

2)長原 4B iii層 上面検出遺構 (図80)

調査地の西南端で小溝群SD408を 7条検出した。 1条が南北方向で、ほかはほぼ東西方

向であった。瓦器片が一片出土した。

3.包含層出土遺物

1)長原 4層出土遺物

(1)長原 4Bi層 出土遺物 (図 81)

土師器 236は 口径9.Ocmの小皿であ

る。器壁は厚く、胎土中には砂粒を多

く含んでいる。日縁部はナデによって

やや外反しており、端部は丸くおさめ

ている。色調はにぶい黄橙色である。

時期はC一 Ⅲ～Ⅳ期である。

瓦器 4Bi層 下半部から出土した

236

0                   10cm

1:4

図81 66次 調査地の包含層出土の土器実測図

長原 4Bi層 (236・ 237)、 長原 4Biii層 (238・ 239)
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237は口径 14.8cmの椀である。体部の外面はユビオサエ、内面は磨減しているが、わずかに

ミガキが見られる。 C一 Ⅲ期のものと思われる。

(2)長原 4B面 層出土遺物 (図 81)

土師器 238は口径 13.7cmの大皿で、日縁部はナデにより短く外反している。色調は灰黄

褐色を呈している。時期はC― Ⅱ-2期である。

須恵器 239は底径8.8cmの 杯Bである。器壁は薄く、高台は底部と体部との境に貼付け

られており、端部内面は強いヨコナデにより凹んでいる。平安時代 I期頃のものである。
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第 3節 長原中央・西地区における調査結果の概要

1988年度の長原遺跡中央。西地区における各調査地での結果を記載するに先立って、お

もな遺構とその検出面の概略を、Ⅱ章の年代観に基づいて述べる(表7)。

1.後期旧石器～弥生時代

この時期の遺構は確認されていないが、20①次調査地で長原13B層が堆積した後期旧石

器時代の窪地が検出された。

2.古墳時代

54次調査地の長原7B層上面に築造された南口古墳 (長原 181号墳)は、長原古墳群の最

末期の前方後円墳として注目される。前方部側の周溝外側には円筒埴輪が並んだ外堤が確

認され、周濠からは多くの土器と埴輪が出土した。また、同調査地では、古墳築造前の掘

立柱建物群や井戸などが検出された。20②次調査地では7層の上に客土された高まりSX711

が検出されたが、古墳の可能性のある遺構である。

20① o ②次調査地でも、この時期の遺構と考えられる土墳や溝などが7層下面で見つかつ

た。また、20①次調査地では、7層の上面に企画性のある窪地が発掘された。耕地開発に

係わるものであろうか。

3.飛鳥～奈良時代

長原6B層上面の飛`鳥時代の水田は、20②
。27・ 54次調査地で発掘された。特に、27次調

査地の溝SD601を 挟む2条の畦畔は、当時の水田区画に係わる遺構として注目される。ま

た、6A層上面の奈良時代の水田は、20① o ②次調査地で発掘された。当時のこの地域には

集落の周辺に広大な水田が拡がつていたことを物語る遺構である。長原西地区の16次調査

でもこの時期の溝が見つかっている。

4。 中世前半

本年度の調査では、この時期の地層である長原 4層はほとんどが作土層であり、耕作に

係わる遺構が検出された。27次調査の4Biii層 中部下面では、上位層の耕作によって削り
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表7 1988年度長原中央 。西地区の遺構とその検出面一覧

残された畦畔が検出され、また、20① o ②次調査地の4B層の上面では、鎌倉時代の水田が

発掘された。これらは旧東除川の氾濫によって堆積した4A層 に覆われて保存されたもので

ある。

5。 中世後半～近世

この時期の地層である長原2～ 3層 もほとんどが作土層であつた。各調査地で耕作痕や

耕作に係わると推定される井戸や溝、区画性のある段などが多数検出された。この時期に

も旧東除川は頻繁に氾濫したらしく、54次調査地では厚い砂層をもたらした激流によって

南口古墳の墳丘の一部が削剥されていた。

時代 層序 88‐ 17 88‐ 27 88‐ 20① 88‐ 20② 88‐ 54 88‐ 16

現代

近世

室町

　̈
倉

　

安

一　
鎌

　

平
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第 4節 長原中央 。西地区の調査結果

A88-20① 次調査

調査地は船形埴輪を出土した高廻り1・ 2号墳の西に接する南北道路であり、近隣では

NG85-46次、87-35次等の調査が行われていた。農具小屋への出入口確保等のために、調

査地を3分 し、北から1・ 2・ 3区 と呼んだ。

1.層序

本調査では地区ごとに現場独自の番号を付けて地層を10～ 15層 に区分したが、地区相

互の関係がわかりづらく煩雑であるので、ここでは、近隣地域との対比および出土遺物の

検討を行つた上で、長原遺跡の標準層序名を用いて記載する(図 82)。 なお、遺物の出土層

準の認定には問題のある部分を残しており、問題点は当該個所に示した。

調査地には、長原 0。 1層以下に、長原 2、 3、 4A、 4Bi、 同 五i、 6A、 6B、 7、 9～

13層が分布した。

長原 2層は灰オリーブ色(5Y6/2)細粒～中粒砂混リシルト層で、層厚は15～ 25cmであつた。

調査地全域で断続的に分布した。

長原 3層 は灰黄色 (2.5Y6/2)シ ルト層で、層厚は数～25cmであった。調査地全域で断続的

に分布した。

長原 4A層はにぶい黄色 (2.5Y6/3)シルト～細粒砂層で、層厚は20～ 30cmであった。調査

地全域に分布した。

長原 4Bi層 は暗灰黄色 (2.5Y5/2)中 粒砂混リシルトからなる作土層で、層厚は平均 15cmで

あった。調査地のほぼ全域に分布した。

長原4Biii層 は灰色 (5Y5/1)シ ルトからなる作土層で、層厚は最大15cmであつた。 1～ 2

区に分布した。

長原 5層 は明黄褐色 (2.5Y7/6)粗粒砂層で、 1区の下位層上面で検出した足跡状の小さな

凹みの中に分布した。

長原 6A層 は暗灰黄色 (2.5Y4/2)シ ルト含粘土層で、層厚は15cm以下であり、 1区南端で

は下半部が黄灰色 (2.5Y4/1)シ ルト層であった。 2～ 3区では上位の暗オリーブ褐色 (2.5Y3/

3)細粒砂質シルト層 (6Ai;層厚数cm)と 水成層である下位の浅黄色 (5Y7/3)極 細粒砂層 (6
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0          10m

l区

NG3層下面

畦畔状高まり1

SK709

NG203層 下面

NG7A層 上面

¶0計

+

+

+
SD706

十

SD202

NG4Bi層 下面および3層下面

MG6A層上面

畦畔状高まり2N―

NG7層下面

懃

図82 88-20①次調査地の地層断面と遺構の分布
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〇ヽＮ．いい【‐Ⅸ工“‐Ｙ．

十

+

Z―

SD704
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SK703

NG7層上面

窪地 SX702

SA710_ヽ ヽ
NG13層上位の7層基底面

十
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Ⅲ章 調査の結果 前編

A五 層厚 10cm以 下)か らなった。

長原 6B層 は1区では暗オリーブ灰色(2.5GY3/1)シ ルト～褐灰色(10Y4/1)シ ルト質粘土か

らなる作土層であり、基底付近にオリーブ灰色(2.5GY5/1)シ ルト質細粒砂を伴った。 2・

3区では層厚10～ 15cmの黒褐色 (2.5Y3/2)粘土層として、幅約Hmと 13mの 2個所の窪地に

分布した。なお、窪地内の 6

B層 と下位の 7層 との境界は

明瞭でない部分があつた。

長原 7層 の上部 は黒色

(2.5GY2/1)粘土層であり、層

厚は最大20cmであった。ほぼ

全域に分布 した。下部はオ

リーブ黒色(5Y3/1)粘 土層で

あり、層厚は5cm以下であつ

た。 2・ 3区に断続的に分布

した。なお、本層と下位層と

の境界は明瞭でない部分が

あった。

長原 9-13B層 はオリーブ

黒色 (10Y2/1)火 山灰質シル

ト～粘土層であり、層厚は平

均15cmであつた。本層の下半

部は暗黄褐色(10YR5/2)を 呈

し、長原 13B層の火山灰を多

量に含有する部分があつた。

長原 13C層以下は、上位よ

り、灰白色 (10Y7/2)シ ル ト

層、緑灰色 (7.5GY6/1)粘 土

層、オリーブ灰色(5GY6/1)細

粒砂質シルト層が漸移的に重

なった。

X-155,210

TP 92m

‐―

①暗緑灰色細粒砂質シルト
②暗緑灰色極細粒砂偽礫合有
③黄灰色シルト質細粒砂
④暗黄灰色細粒砂質シルト

Ｃ

下

‐３

以

　

ヽ

①

⑥黒褐色粘土
⑦オリープ黒色粘土

⑧暗灰黄色粘土～シルト
⑨灰白色シルト

⑩オリープ灰色シルト

⑪緑灰色細粒砂質シルト

0                 1m

l :25

図83 井戸SE201

⑤暗オリープ褐色細粒砂質シルト
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2.遺構とその遺物

1)長原 2・ 3層下面検出遺構

(1)黎溝・土墳・井戸(図 82・

83)

梨溝や耕作に係わると考えられ

る土墳、井戸などを検出した。

井戸SE201・ 202 2区 の井戸

SE201は 曲物のタガで括られ、板

を組合せた直径約0。7mの井筒をも

ち、裏込めの客土には、井筒の周

囲にそって瓦が差込まれていた。

掘形は径 1.5m前後の楕円形で、深

さは1.8m以上あり、長原 13C層以

下の砂質シルト層から取水してい

たと考えられる。しかし、湧水量

の多い掘形の下部40cmは 、壁面を

構成する長原 9C層 から 13層堆積

物の偽礫で埋っていた(図 83)。 原

因はわからなかった。井筒内およ

び裏込めの掘形内から瓦が出土し

た。井戸SE202も 直径0.7mの井筒

をもつ同様の井戸であつた (写真

8)。

SE201出 土遺物 (図 84～ 86)

240～242は井筒内から出土した

瓦である。241は瓦当の約 1/2を

欠損しているが、内区に頭部が大

きく尾の長い三巴文、粒の大きい

珠文を配した軒丸瓦である。240も

|

1:4

図84 SE201井 筒内出土の軒瓦実測図

0                   10                  20cm

l:4

図85 SE201井 筒出土の平瓦実測図
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図86 SE201裏 込め客土内出土の瓦実測図

瓦当の約 1/2を欠損しているが、花頭形の中心飾りの左右に一巻半の均整唐草文を配した

軒平瓦である。242は短辺23.2cm、 厚さ1.8cmの平瓦で、凹面には鉄線引きの跡が残る。

243～ 246は裏込めの客土内から出土した瓦である。243・ 244は平瓦で、前者は短辺23.0

cm、 後者は短辺22.Ocmである。ともに厚さは1.5～ 1.8cmあ り、凹面には鉄線引きの跡が残る。

一

濾
浣
恣

鉤
颯

艤

鮨

颯

一
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245・ 246は道具瓦て,、

前者は面戸瓦、後者は

仮称山形瓦である。後

者については屋根のど

の部分に使用されてい

たかは不明である。以

上の瓦は井筒の内・外

と出土 した位置は異な

るものの、おおむね 18

世紀の前半代に属する

ものであろう。

2)長原 3層下面・ 4Bi層 上面 。4Bi

3区の 4Bi層 上面で東西方向の畦

畔を検出した (図 82、 図版29)。 下幅

80cm、 上幅30cm、 高さは約20cmで

あった。また、 1区の 4Bi層 下面で

は東西方向の溝SD401と 鋤痕列を検

出 した (図 82)。 溝SD401は 幅約50

cm、 深さは数cmであった。この溝に重

なって、羽釜井戸SE301が最下段の

羽釜の胴部を残 して見つかった (図

87)。 この羽釜井戸は3層形成時の遺

構である。

3)長原 6A層 上面検出遺構

1区で 2条の東西方向にのびる畦畔

状の高まりと踏込痕を検出した (図

82)。 畦畔状の高まり1は下幅50～ 90

cm、 上幅 15～ 30cm、 高さ約8cmで あ

0                               511m

l : 125

図87 羽釜井戸SE301検出状況

層下面検出遺構

TP 90m

半

―
十

・Ｎ

写真8  井戸SE202
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り、断面は台形であつた。畦畔状の高まり2は痕跡を残すのみであり、両者間の距離は約

H。3mであつた。これらは作土である4B層の直下で検出したため、4B層耕作時の削剥を

受けているが、概形と分布からは、 6A層上面の畦畔であつたと考えられる。

4)長原 7層上面検出遺構

(1)窪地SX701。 702(図 82、 図版30)

2・ 3区で東西方向の溝状の窪地を検出した。 2区の窪地SX701は 幅13m、 深さ0.2m前

後、3区の窪地SX702は 幅Hm、 深さ0.3m前後であった。埋土はともに下部が黒褐色粘土

層、中部が水成の浅黄色極細粒砂層、上部が暗オリーブ褐色細粒砂質シルト層であり、下

部を作土層とする耕作に係わる遺構と推定される。

(2)土墳SK703(図 82)

土墳SK703は 2区の中央で検出した幅5。5～ 7.Om、 深さ約0。 lmの浅い窪地であった。調査

地の東 。西に拡がるため、全体の形状は明らかにできなかった。埋土は 13C層以下に由来

する粘土偽礫を多く含む黒色シルトであった。

(3)溝SD704・ 705(図 82)

SD704は 2区SK703の下面で検出した幅20～ 40cm、 深さ約15cmの浅い東西方向にのびる

素掘りの溝である。埋土は6B層のオリーブ黒色シルトであった。遺物は出土しなかった。

3区南端で検出したSD705は南東から北西方向にのびる溝で幅2.3m以上、深さは0。 6～ 0.7m

であった。埋土は7層堆積物に由来する黒～黒褐色粘土であり、円筒埴輪や、蓋
。盾など

の形象埴輪が出土した。一連の遺構と思われる溝力ヽ G86-60①次調査地の西端で見つかっ

てい る。

SD704出土遺物 (図 88、 図版53)248は 須恵器壼で、日径 14.2cm、 器高19.3cmで ある。日

頸部は外反して伸び、口頸部はカキメのあとヨコナデ調整が施される。体部外面は平行タ

タキのあとカキメ調整が施されており、内面は同心円文の当て具痕がナデによって消され

る。MT15～ TK10型式に属すると思われる。

SD705出土遺物 (図 88、 図版52)249～ 251は円筒埴輪である。249は日径24.Ocm、 250は

22.8cmである。外面は左上がりのタテハケ、内面は縦方向のユビナデ調整である。250には

断面台形の低いタガが巡り、一段目と二段目のタガの間には円形のスカシ孔を穿つ。251は

外面が左上がりのハケ調整、内面はナデ調整で、外面に線刻が見られる。いずれもV期に

属する。
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第4節 長原中央・西地区の調査結果

蝙右2″

図88 SD704・ 705出 土の遺物実測図

SD704(248)、 SD705(247・ 249～ 251)

247は筒形器台の破片である。頸部と筒部は2条の稜線によって区分されており、肩部に

は列点文が施され、その下には円形浮文が貼付けられる。筒部には波状文が施されたのち、

6方に長方形のスカシ孔を穿つ。内外面には自然釉が残る。TK208型式に属するものであ

ろう。

5)長原 7層下面検出遺構

1区で溝SD706。 707、 土墳SK708・ 709を検出した(図 82、 図版29)。

SD706は 1区 中央で検出した南西一北東にのびる素掘りの溝である。幅60～ 65cm、 深さ

10～ 20cmで、断面は浅いU字状であった。埋土は 13C層以下の地層に由来する粘土偽礫を

多く含む黒褐色シルトであった。遺物は出土しなかった。

SD707は 1区南端で検出した東西方向の素掘りの溝である。幅60～ 65cm、 深さ15～ 20cm
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で、断面は浅いU字状であつた。埋土は上部が黒色シルト質粘土、下部は灰色粘土偽礫を

含む灰オリーブ色シルトであった。須恵器の小片が出土したが、詳しい時期は不明である。

SK708は 南北径1.2m、 東西径0。7m以上、

深さ約0.lmの土墳である。埋土は黒褐色シ

ルトで、遺物は出土しなかった。

SK709は 南北径1.8m、 東西径1.Om以上、

深さ約0。 lmの 円形状の土墳である。一部に

SD707が重なっていた。埋土は火山灰を含

む灰オリーブ色シルトであった。出土遺物は

なかった。

6)長原 13C層上位の基底面下面 。同 7層

検出遺構

3区で柵状遺構SA710、 ビット、土壊、

踏込み痕などを検出した(図 89)。

SA710は南西一北東方向の柵であり、 3

間もしくはそれ以上の規模であつた。柱間寸

法は1.5～ 1.8mと 一定せず、柱掘形は一辺が

15～ 20cmの方形または隅丸方形であり、柱

径は7～ 12cm、 深さは10～ 20cmと 浅かった。

7)長原 13C層 上面の微地形

1区の 13C層上面では、火山灰が濃集し

て堆積した数個所の窪地と倒木の痕らしい

窪地があった。これらは長原 13B五 層の平

安神宮火山灰層が堆積した当時の微地形を示

すものである(図 82、 図版30)。

3.包含層出土遺物

1)長原 2層出土遺物
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第4節 長原中央・西地区の調査結果

陶磁器が多数出土した(図 90、 図版51)。

252・ 258は瀬戸焼である。252は染付で、端反りの碗と思われる。呉須の発色が良く、

鮮やかなコバルトブルーを呈している。258は口径9。 2cm、 器高2.lcmの 白磁皿で、日縁部を

外反させている。高台は削り出している。釉調は乳白色である。261は無釉焼締め陶器の土

瓶で、産地は不明である。器壁は薄く、日縁部は短く直立しており、端部は平らである。

日縁部と肩部との境に沈線が 1条施されている。263は丹波焼と思われる橘鉢である。内外

面ともに青黒色の釉を施している。日縁端部内面をつまみ出しており、橋目は非常に細か

い櫛引きで、 11条 1単位である。いずれも19世紀代のものである。

262は肥前系磁器鉢、253～ 257・ 259は肥前系磁器碗 。260は肥前系陶胎染付碗である。

262の口縁部は端部を折り曲げて玉縁状におさめている。255。 257・ 259は見込みを蛇の目

釉剥ぎしており、砂が付着している。また、高台端部にも一部に砂が付着している。ただ

し、255は蛇の日米由景Jぎのあとに薄く施禾由を施している。254は見込みにコンニャク印判に

よる五弁花と二重圏線、高台内にくずれた文字がある。いずれも18世紀代のものと思われ

る。

264～ 266は堺摺鉢で、264・ 265の口縁部外面には 2条の凹線、端部内面には突帯をも

つ。橘目は櫛引きで、 9条 1単位である。266は底部のみで、底面に凹線が巡り、高台状の

つくりである。白神典之(1992)の編年に基づけば、265・ 266は 18世紀前半～中頃、264は

18世紀後半頃のものと思われる。

2)長原 4層 出土遺物

(1)長原 4A層出土遺物 (図 91、 図版52)

269は土師器小皿で、日縁端部を上方につまみ上げている。

272・ 274は瓦器椀である。272は日径16.Ocm、 器高6.Ocmで、高台の断面は三角形である。

体部外面はユビオサエのあとミガキ、内面はミガキ、内底面は格子目状暗文を施している。

274は底部の破片である。外面はミガキ、内底面は格子目状の暗文を施している。C― Ⅱ―

3期である。

(2)長原 4B層出土遺物 (図 91、 図版52)

267は口径 14.4cmの土師器椀Aで、口縁部はナデによりやや外反する。色調は淡黄色を呈

している。平安時代Ⅱ期古段階に属する。

268は口径 10.6cm、 器高1.6cmの瓦器皿で、外面はユビオサエ、内面はミガキ、内底面は格

-157-



Ⅲ章 調査の結果 前編

●

　

２
下雹

o                  lo                 20cm

l:4

図90 20①次調査地長原2層出土の陶磁器実測図
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第4節 長原中央・西地区の調査結果

子目状暗文を施している。C一 Ⅲ-1期頃と思われる。

270・ 271。 273・ 275～ 277は瓦器椀で、275～ 277は底部のみである。270は口径15.Ocm

で、体部は外に開く。内外面ともていねいなミガキ、内底面は格子目状暗文を施している。

271は口径16.2cmで 、体部は内湾している。内外面ともていねいなミガキである。273は口

径15.5cm、 器高6.Ocm、 高台径6.4cmで 、体部は内湾している。断面台形の高台を貼付してい

る。内外面とも密なミガキで、内底面は密な格子目状暗文を施している。276は高台径6.0

cmで、内底面には暗文ではなく、ミガキが施されている。277は高台径4.2cmで、高台はや

やふんばっている。ミガキが大く、内底面全面に格子目状に施している。275は高台径5.0

cmで、外面はミガキ、内底面は格子目状の暗文を施している。271・ 273・ 276は C一 Ⅱ一

1期、275は C一 Ⅱ-2～ 3期、270。 275は C一 Ⅱ-3期に相当する。

以下の遺物は下位層からの遊離資料である。

285は蹄脚円面硯の脚台部で、脚裾径が29.4cmである。脚部にはスカシ孔が穿たれる。

281は天丼部が平坦な須恵器杯蓋で、日径12.9cmで ある。282は口径15.Ocmの須恵器皿で

ある。底部にはミガキが密に施され、内面はナデである。278は

'Lの
口頸部で、日径14.9cm

である。日縁部および頸部に波状文が施される。以上の須恵器のうち、281。 282は平城宮

V～Ⅵ期、278は TK10型式に属するものであろう。

3)長原 5層 出土遺物

須恵器283・ 284が出土した(図 91、 図版52)。

283は口径15.7cmの杯蓋の口縁部で、日縁部の内端面には凹線が巡る。284は口径12.lcm、

器高4。 2cmの杯Aである。底部外面にはヘラ切りの痕跡が見られる。284は 8世紀後半以降、

283は TK10型式に属すると思われる。

4)長原 6B層 出土遺物

須恵器280・ 279、 形象埴輪286～289は、いずれも7層 を掘込んだ窪地内の6B層から出

土した(図 91、 図版52・ 54)。

須恵器 280は壺の口頸部で、日縁端部は上方につまみ上げられる。頸部外面にはカキメ

が施される。279は甕の頸部の破片で、外面には波状文が巡る。279は TK23型式に、280

はMT15型式に属すると思われる。

埴輪 286は 盾形埴輪である。盾面にはハケ調整のあと、鋸歯文が施される。287は不明
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第4節 長原中央・西地区の調査結果

形象埴輪である。裏面には円筒部との接続部があり、正面にはハケ調整のあと、線刻が施

されている。線刻の下のハケ調整の残る部分には剥離痕が残る。288は衣蓋形埴輪の立飾り

である。ハケ調整ののちナデ調整を行い、片面に線刻が施されている。このような衣蓋形

埴輪は大阪府泉大津市の池園遺跡 (岸本道昭、1989)に類例がある。色調は灰白色を呈して

おり、無黒斑である。289は衣蓋形埴輪の笠の部分で、外面には放射状の粗いハケが施され

ている。

B88-20②次調査
調査地は①次調査の南に続く南北路線であり、便宜的に北から4。 5・ 6区と呼んだ。

1.層序

本調査では地区ごとに現場独自の番号を付けて地層を16層 に区分したが、本稿では、近

隣地域との対比および出土遺物の検討を行つた上で、長原遺跡の標準層序名を用いて記載

する(図 92)。 なお、地層の対比に一部問題を残しており、問題点は当該個所に示した。

調査地には、長原 0。 1層以下に、長原 2、 3、 4A、 4Bi、 同五i、 6Ai、 同 H、 6B、

7、 9～ 13A、 13B、  13C層以下の地層が分布した。

長原 2層はオリーブ灰色 (10Y6/2)細 礫混り細粒砂層で、層厚は20cm以下であった。 5区

以南に分布した。須恵器・土師器・黒色土器・瓦器が出土した。

長原 3層はオリーブ灰色 (10Y4/2)細 礫混り細粒砂層で、層厚は約10cmであった。 4区 に

分布した。土師器 。須恵器 。瓦器 。瓦が出土した。

長原 4A層 は氾濫性のオリーブ灰色 (10Y6/2)中 粒砂～細粒砂層で、層厚は5cm以下であつ

た。 5区中央に部分的に分布し、島畠状の遺構を覆った。

長原4Bi層 は灰オリーブ色(7.5Y6/2)シ ルト質粘土層で、層厚は10～ 15cmであつた。全域

に断続的に分布した。土師器 。須恵器 。瓦器・黒色土器が出土した。

長原 4B面 層は灰色 (7.5Y5/1)細礫混り粗粒砂質シルト層で、層厚は10～ 15cmであった。

全域に分布し、土師器 。須恵器・黒色土器片などが多く出土した。4区では本層の下半部

数cmは灰白色(10Y7/1)砂礫混リシルト層であり、細分された。ただし、この部分は6A層で

ある可能性がある。

長原5層 は氾濫性の黄灰色(2.5Y6/1)粗粒砂～灰白色(7.5Y7/2)極細粒砂層であり、層厚は

最大40cmであった。 6区で厚く、4区で尖滅した。土師器 。須恵器が出土した。

-161-



Ⅲ章 調査の結果 前編

ャ98 99TⅨ +

暢
條
Ｃ
撻
興
却
口
歯
幽
製
Ｃ
製
細
服
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
曽
　
銀い
図

十

日
鳳

図

耐

□

』

』

測

日

国

麗

ド

寸
一卜
Ｙ
∽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞
一ト
ロ
∽
　
∞
一卜
Ｙ
∽

＋

岡
躙

閥

ｕ

詢

油
胴

脚

珈
鑢
蜃

盪

一
一卜
Ｘ
の

昔
習

＋

剛

麟

判

Ш

陶

盪

猾

姐

目
国

日

「
熙

は

同

鰺

切

氣

脚

詞

醐

＋

一、
０
∽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞
〇
寸
）

ロ
ト
縮
卜
幽
一一面
バ
乏

絆
腱
∞
〇
”
０
∽

凶
寸

ロ
ト
喫
学
四
鍛
し
ｍ

口
＝
幽
颯
し
Ｚ

十

Ｎ

十+
饉

　

・ｘ

祠

品

ｏ
・ｏ∞
‐＞

1副 IJ I

-162-



第4節 長原中央・西地区の調査結果

長原 6Ai層 は褐灰色 (7.5YR5/1)砂 質～粘土質シルトからなる作土層で、層厚は10～ 15cm

であつた。 6区に厚く分布し、 5区で偽礫状となり尖滅した。土師器 。須恵器などが出土

した。

長原 6Aii層 は氾濫性の淡黄色 (7.5Y8/3)粗粒砂～シルト層であり、層厚は最大35cmであっ

た。 5。 6区 に分布した。

長原 6B層は黒色 (7.5YR2/1)粘 土層からなる作土層で、層厚は数cm～ 30cmであった。ほぼ

全域に分布 した。土師器 。須恵器が出土した。

長原 7層 は黒色 (10YRl.7/1)粘 土層で、層厚は最大15cm以下であった。 6区で厚く、 4区

では断続的に分布した。なお、本層と下位層との境界は、明確でない部分があった。

長原 9-13A層 は上半部が赤黒色 (2.5YR2/1)粘 土で、下半部が灰褐色 (2.5YR6/2)シ ルト

質粘土からなる地層で、層厚は最大15cmであった。全般に火山灰質であった。 6区の 6Ai

層の畦畔の下では、 7層 とともに地層が乱れていた。

長原 13B層 は明褐灰色 (7.5YR7/1)シ ルト～粘土質火山灰層で、層厚は15cm以下であった。

長原 13C層 以下は明黄褐色 (2.5Y6/6)粘土層であつた。

2.遺構 とその遺物

1)長原 2・ 3層下面検出遺構

段と東西方向の小溝を検出した(図 92)。

4区では北落ちの段と南落ちの段をH.2m隔てて検出したが、段の比高は5cm以下と低い

ものであった。段と段に挟まれたみかけの高まりの上では幅が50cm以下、深さ数cmの 3条

の小溝SD203群 を検出した。遺物は出土しなかった。埋土は長原 2・ 3層であつた:北落

ちの段より南では幅20～ 80cm、 深さ数cm～ lo数cmの溝SD302群 を検出し、それぞれから須

恵器 。土師器の小片が出土した。埋土は長原 3層であつた。

5区中央付近では北落ちの段と南落ちの段を約4m隔てて検出した。段と段に挟まれたみ

かけの高まり上で 2基のビットSP204群を検出したが、小溝がピット状に残っているよう

な状況であった。 5区南端では南落ちの段を、この段から2.5m隔 てた 6区北端では北落ち

の段を検出した。いずれの段差も数cm～ lo数cm程度であった。 6区の段のすぐ南には、幅

が25cm以下、深さ数cmの小溝SD205を 検出した。その溝底には掘削痕と思われる凹凸があっ

た。埋土は長原 2層であった。
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1 : 100

Ｎ
Ｉ 2)長原 4B面 層上部下面検出遺構

長原 4Bi五 層を埋土とする小溝といくつかのビット・

土墳を検出した(図 92)。

4区では4B面 層上部下面で土墳SK402、 溝SD403、

ビットSP408、 溝 1条を検出した。土墳SK402は長軸

150cm、 短軸80cm、 深さ3cmの平面形が丸みを帯びた長方

形の土墳である。高台付の土師器椀が出土した。溝

SD403は幅50cm、 深さ4cmの小溝であり、土師器甕 。須

恵器の破片が出土した。

5区では2条の小溝を検出した。南北方向の溝SD404

は、長さは約4mで、幅35cm、 深さは約3cmであつた。土

師器が出土した。

6区では溝 5条と3基のビットSP409群を検出した。

溝SD405は幅50cm、 深さ3cmの東西方向の溝であり、須

恵器 。土師器の破片が出土した。溝SD406は幅50cm、 深

さ5cmの東西方向の溝でSD405と 似ていた。土師器の破

片が出土した。溝SD407は幅12.5cm、 深さ3cmの南北方

+ 
向の小溝で、南端はSD406に切られていた。土師器の破

(|[1::::: 
片が出土した。

3)長原 4B面 層下半部下面検出遺構

(1)窪みSX410(図 92)

4区で東壁断面にかかって窪みSX410を検出した。全

容は不明であるが、検出した最大長は約3m、 深さは最

大で15cm程度であった。埋土は褐灰色粗粒砂質シルトで

あった。土師器 。把手付甕・甕 。瓦片・須恵器などが出

土した。

SX410出 土遺物 (図 95、 図版53)290は土師器小型壷

で、日径 10.5cm、 器高3.lcmで ある。日縁部外面はヨコナ

デ、体部外面はユビオサエが施されている。色調はにぶ

Ａ
Ｏ

　

。

図93 溝SD601と 2条の畦畔
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図94 溝SD601と 2条の畦畔断面

い橙色である。291は甕の口縁部で、口径 18.4cmで ある。口縁部は外反しており、端部は強

いナデによって浅い凹面をなす。頸部には強いナデが施される。平安時代 I期 に属するも

のと思われる。

4)長原 6Ai層上面検出遺構

5～ 6区で南から北でやや東へ振る2条の並行する

畦畔を検出した(図92)。 東のものは下幅70～ 100cm、 上

幅50cm前 後、高さは数cmであった。西のものは下幅

90～ 100cm、 上幅30～ 60cm、 高さは数cmで、 5区中央で

途絶えていた。 2条の畦畔の間は幅lmかそれ以上の溝

状になっていた。これらの畦畔を伴う作土である6Ai

層は6区南部では粘土質シルトであるが、北へいくに

つれて砂質となり、 6区北端では薄く、 5区では 5層

に削剥されて尖滅した。作土層中から須恵器 。土師器

などが出土 した。

5)長原 6B層 上面検出遺構

溝SD601を 挟んで緩やかに蛇行しながら、ほぼ南北

に並行する 2条の畦畔を検出した (図 93・ 94、 図版

290

〔::::::::::::l::::::::::::1 292

1:4

図95 SX410。 SX711出 土の土器実測図
SX410(290・ 291)、 Sx7 H (292・ 293)
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31)。 SD601は幅40cm程度、深さ15cm程度であり、用水

路の役目を果たしたものと考えられる。遺構の残存状況

は4区がもっともよく、踏込み 。畦畔間の溝を掘削した

鋤の跡が検出できた。 2条の畦畔は下幅が25～ 30cm、 上

幅が15～ 25cm、 高さは15cm程度であった。また、4区で

は東西へ延びる畦畔も3条検出され、東西 。南北方向の

畦畔が交差していた(図 93)。 並行する2条の水田畦畔は

後述する客土の高まりSX711を利用するように作られて

おり、 1条の畦畔はSX711の 北端部分に取付いた状態で

検出された。また、 6区では上位の6Ai層 の作土層に

よつて外形が損なわれた畦畔が検出された。

6)長原 7層上面検出遺構

(1)客土された高まりSX711(図 92)

5区中央に客土による高まりSX711が検出された。こ

の高まりを断面でみると、下幅5m弱、上幅4m弱、高さ

は0.5m前後あり、上端は4B層 で削られていた。客土は

7層 と9-13A層の中の黒色堆積物が主体であつた。 6

B層の作土層により裾部分が削られていた。

調査地での7層の細分はできていないので客土の時期

は正確にはわからないが、断面では、高まりの両側の 7

層の下面が3～ 5mの幅で少し低いことや、この高まりを

巡る6B層上面の溝が少し「く」の字にふくらむことなど

から、この高まりはこの地域に群集する小規模古墳の墳

丘であったかもしれない。高まりの斜面にへばり付いた

状態で遺物が出土した。検出面の詳しい層準が不確かで

はあるが、SX711は 古墳の可能性がある。

SX711出 土遺物 (図 95、 図版52)292は 須恵器の杯蓋

で、口径13.5cm、 器高5.Ocmで ある。天丼部と口縁部の境

界にはにぶい凹線が巡り、天丼部の約 2/3には時計回

図96 土壊SK714ほ か土壊・ビット群
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りのヘラケズリが施

され、日縁部の内端

は内傾している。293

は須恵器杯身で、日

径 H。 lcm、 器高5。 lcm

である。底部外面は

時計回りのヘラケズ

リで調整する。立上

がりはやや内傾して

おり、日縁部の内端

は内傾 して段 をな

す 。 292は MT15型

式、293は TK47型

式に属する。

7)長原 6B。 7層下

面検出遺構

ピット・土墳 。井

戸 。柱穴を検出 し

た。ビットのいくつ

かには直径10cm足 ら

ずの柱痕跡が認めら

れたが、構造物を復

X-155,320

⑥暗褐色粘土

③褐灰色粘土

①黒色粘土
②灰色粘土
③赤黒色粘土
④灰自色シルト質粘土

⑤オリープ黒色シルト質粘土

⑥黄灰色シルト質粘土

⑦黒褐色シルト質粘土
③黒褐色シルト質粘土

⑨褐灰色シルト質粘土
⑩黒褐色シ/t/卜質粘土

第4節 長原中央・西地区の調査結果

TP 90m

0            1           2m

l :40

図97 井戸SE712と 土壌SK713
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元するにはいたらなかった(図 96)。

(1)井戸SE712(図 97)

5区で見つかつたSE712は 長軸2.8m、 短軸1.6mの平面形が楕円形の井戸であつた。深さ

は1.2m、 断面形はカップ形で、底面は比較的平らであった。埋土は 7層 と9-13A層 の中

の黒色堆積物が主体であったが、下半部には 13C層以下の堆積物からなる偽礫が多く含ま

れ、上半部には水つきの灰色粘土薄層が 2層挟まっていた。

SE712出 土遺物 (図 98、 図版53)井戸最下層の黒褐色シルト質粘土層から須恵器294と 土

-167-



Ⅲ章 調査の結果 前編

o                   10                  20cm

l:4

図98 SE712出 土の土器実測図

師器295～297が出土した。

294は口径12.8cmの杯蓋で、本来はつまみがあったと思われるが、天頂部は欠損している。

天丼部の 2/3以上を時計回りのヘラケズリで調整しており、列点文が巡る。TK208型式

に属する。

295は口径 18.8cmの布留式系甕の口縁部で、日縁端部は内傾して面をもつ。体部外面はハ

ケ調整、内面はユビオサエのあとナデが施される。色調は暗灰色である。296・ 297はSE712

最下層で出土した直口壺で、296は口径8.9cm、 器高 16。 lcmで、297は口径 10。 lcm、 器高 16.1

cmである。いずれも口縁部が外傾して伸び、体部最大径は上半にあり、296の方が下半がや

や張りぎみの形態である。296は外面および口縁部内面はナデ調整で、体部内面はケズリ状

のナデが施されている。297は体部外面は4～ 5条/cmのハケ調整が、内面の上半部はヘラ

ケズリが施され、下半部にはユビオサエが施される。胴部外面および口縁端部に煤が付着

している。いずれも灰白色を呈する。これらの土師器は共伴の須恵器からみて、 5世紀後

半代に属すると思われる。

(2)土墳SK713(図 92・ 97)

同じく5区でSE712に よつて切られた土墳SK713を 検出した。SK713は 幅80cm、 深さ30

cmの凹みで調査地の西壁にかかつた状態で検出されているので全容は不明である。埋土は

褐灰色粘土で火山灰偽礫を含んでいた。出土遺物はなかつた。
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_______> lv6

10cm

1:4

図100 SK714出 土の土師器実測図

X-155,328

0  釧  |
1 :20

図99 土壊SK714内 の土器出土状況

(3)土墳SK714(図 99、 図版32)

6区北端で土墳SK714を 検出した。平面形が直径70cmの不整円形で、深さは14cmであつ

た。埋土は赤黒色粘土であった。

SK714出 土遺物 (図 100、 図版53)298は 土師器高杯の杯部で口径 12.6cm、 残存高は4.8cm

である。内面には放射状の暗文が施される。外面はナデ調整で、脚部との接続部付近には

タテハケが残る。色調は橙褐色である。 5世紀後半頃のものと思われる。

3.包含層出土遺物

1)長原 2層出土遺物

図101の316は土師器鉢である。日縁部はやや強いヨコナデが施されており、内湾ぎみで

ある。遊離資料である。

2)長原 4層 出土遺物

(1)長原 4A層出土遺物 (図 101、 図版51・ 52)

299。 300。 302～ 305は、口径 13～ 14cmの土師器椀Aである。299・ 300は口縁部の調整

が粗く、やや外反している。302～305は口縁部をていねいにナデ調整し、あまり外反させ

ない。いずれも体部外面はユビオサエのあとナデ、それ以外はナデ調整である。色調はに

ぶい黄橙～橙色である。平安時代Ⅱ期古段階である。301は口径16.2cmの土師器皿Dである。

体部は上方へ伸び、日縁端部は丸くおさめている。体部外面はユビオサエのあとナデ、そ
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図101 η②次調査地の包含層出土の土器実測図

長原 2層 (316)、 長原 4A層 (299～ 305。 308～ 311・ 314・ 315。 317・ 318)

長原 4Bi層 (306。 307・ 312・ 313・ 319・ 320)、 長原 6Ai層 (321)、 長原 6A五 層 (322)

れ以外はナデ調整である。色調はにぶい黄橙色である。平安時代Ⅲ期新段階である。314・

315は土師器鉢である。314は日縁部がやや内湾している。315は口縁部を短く外反させて

おり、内面には煤が付着している。314は平安時代 I期、315は平安時代Ⅲ期に相当する。

308～311は口径15～ 17cmの土師器大皿である。日縁部はナデによって斜め上方に伸びる。
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底部外面はユビオサエのあとナデ、それ以外はナデ調整である。平安時代Ⅳ期中～新段階

のものであろう。317・ 318は土師器甕Bである。317の口縁部上端には強いナデによる凹

みが、肩部と頸部との境には強いヨコナデによる段が見られる。318は口縁部を外反させて

おり、上端部は平らである。平安時代Ⅱ期である。

(2)長原 4Bi層出土遺物 (図 101、 図版51)

306は口径14。 2cm、 器高4.Ocmの 土師器椀Aで、体部は丸みを帯びており、口縁端部は丸く

おさめている。平安時代Ⅱ期古段階である。312は口径18.2cm、 器高2.3cmの土師器皿Bであ

る。日縁部は短く外反しており、体部外面はユビオサエのあとナデを施している。平安時

代 I期である。307は土師器椀Bの底部で、高台はややタト側にふんばっている。平安時代Ⅲ

期古段階であろう。

319は須恵器の壺A蓋で、日径18.7cmである。天丼部は平坦で、口縁部はほぼ垂直に下る。

320は須恵器甕の口縁部と思われ、口径19.8cmで ある。口縁端部はヨコナデによって上下に

拡張する。313は平瓦で、須恵質である。凸面は縄ロタタキ、凹面は布目がある。319は平

安時代 I期、320は MT15型式に属する。

4)長原 6層出土遺物

(1)長原 6Ai層出土遺物 (図 101)

321は須恵器杯蓋で、日径15.8cm、 器高4.3cmで ある。天丼部は丸みをもち、日縁部との境

界には稜線は見られない。天丼部の約 2/3に逆時計回りのヘラケズリを施す。TK43型式

に属する。

(2)長原 6A五 層出土遺物 (図 101)

322は須恵器壺の口頸部と思われる。稜線の上下に波状文が施される。TK208型式に属

するものと思われる。

C88-27次 調査

調査地は船形埴輪を出土した長原高廻り1。 2号墳の南に接する東西道路であり、中央

付近の電柱を挟んで東区、西区と呼び分けた。

1.層序

本調査では現場独自の番号を付けて調査地の地層を13層 に区分したが、近隣地域との対
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作掲l∬
NG4B面層中部下面

十 畦畔状高まり

NG6B層 内

ξ F,
SK602群

図102 88-27次調査地の地層断面と遺構の分布

比および出土遺物の検討を行った上で、長原遺跡の基本層序名を用いて記載する(図 102)。

なお、地層の対比に一部問題を残しており、問題点は当該個所に示した。

調査地には長原 0。 1層以下に、 2、 4A、 4Bi、 同 五i、 6AH、 6Bi、 7、 9-13B、

13C層 以下の地層が分布した。

長原 2層 は灰オリーブ色 (5Y5/2)砂礫混り中粒砂層であり、層厚は約15cmであつた。機械

で掘削したために遺物の詳細は不明なので、層相だけで対比した。なお、本層は、近隣調

査の結果からは、長原 4Bi層 に対比される可能性もある。

長原 4A層 はオリーブ黄色 (5Y6/3)細 粒砂～シルト層からなる氾濫性の地層であり、層厚

は20cm以下であつた。調査地東部に分布した。須恵器・土師器・瓦器・黒色土器などが出

土した。なお、本層は、長原 3層、あるいは 4B五 層に対比される可能性もある。

十

十

十

作鵠酬

'炉跡?

NG6B層上面
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長原 4Bi層 は暗灰黄色 (2.5Y4/2)粗粒砂混リシルト層で、層厚は20～ 30cmであった。上面

では水田畦畔が検出された。土師器 。瓦器・黒色土器、特に須恵器大甕 。瓦片が多く出土

した。

長原 4Bili層 は上部 。中部 。下部の3層 に区分された。上部層は灰オリーブ色(5Y5/1)粗

粒砂混リシルト層で、層厚は10cm以下で西区に断片的に分布した。中部層は灰色(5Y5/1)粗

粒砂混リシルト層で、西区では厚くて層厚は最大30cmであったが、東区では薄くなり尖減

した。瓦・須恵器・土師器・黒色土器などが出土した。下部層はオリーブ黒色(5Y3/1)粗粒

砂混リシルト層で、層厚は15cm以下であつた。中部層と同じく西区に分布し、東区では消

滅した。瓦・須恵器 。土師器・黒色土器などが出土した。なお、本層の下部層は、出土遺

物との関係から問題が残るが、層序および層相からは長原 6Ai層 に対比される可能性もあ

る。

長原 6AH層は浅黄色 (2`5Y7/3)粗粒～細粒砂層であつた。層厚は最大40cmであつた。

長原 6Bi層は黒色(7.5YRl.7/1)シ ルト質粘土からなる作土層であり、層厚は10～ 20cmで

あった。東区では本層上面に畦畔が検出された。埴輪 。須恵器が出土した。

長原 7層 は黒色 (10Rl.7/1)粘土層で、層厚は10cm以下であつた。上位層の攪拌によって

上面は著しく凹凸していた。須恵器・土師器が出土した。

長原 9-13B層 は暗灰黄色 (2.5Y5/2)シ ルト質粘土層で、層厚は10cm以下であつた。本層

の下半部には、長原 13B層 に由来する火山ガラスを多量に含有する部分があつた。

長原 13C層以下の地層は、灰白色 (10Y7/1)シ ルト質粘土層であった。

2.遺構 とその遺物

1)長原 4Bi層上面検出遺構

長原 4A層で覆われた東区の4Bi層上面では、水田面と東西方向の畦畔が良好な状態で

保存されていた(図 102)。 検出した1条の畦畔はほぼ東西方向で東で少し北へ振った。畦畔

は残りのよい所で上幅40cm、 下幅80cm、 高さ6cm程度であつた。西区ではこの畦畔が連続す

る位置に畦畔を検出できなかったが、南落ちの段があった。段の南と北の面の比高は約20

cmであり、低い南側の4Bi層上面には4A層の砂が堆積していた(図 103)。

2)長原 4B面 層の中部層下面検出遺構

図102の遺構分布図中段に示した調査地中央付近の破線から西側では4Bili層下部層の上
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TP 90m

13C以下    913B o           1           2m

1 : 40

図103 27次調査地の西壁断面

面を検出したが、東側には4Bili層 下部層は分布せず、 6Aii層の上面が露出した。西区で

は畦畔を検出した。この畦畔は側溝にかかって南半分しか発掘できなかったが、西壁面で

下幅約70cm、 L幅約50cm、 高さはlocm程度であった(図 103)。

東区の西部では 5個の花商岩礫がまとまって出土した(写真9)。 礫には火を受けた状況が

観察できたが、炉として使用されたかどうかは明らかにできなかった。また東区では2基

の土壌を検出した(図 102)。 土墳SK411は 最大径1.5m以上あり、深さは0.3m程度であった。

もう一つの土墳は最大径0.8m程度で、深さは0.2m程度であった。 2基とも調査地外に続い

ており、形状は確定できなかったが、検出した部分から類推すると、おそらく円形であろ

うと思われる。SK411か らは土師器片が数点出土した。

3)長原 6B層上面検出

遺構

6Ah層 で覆われてい

た東区では、畦畔を伴

う水田面を検出した(図

102、 図版33)。 西寄り

の畦畔は「く」の字に屈

曲するようにみえるも

ので、おそらく「Y」字

か十字に畦が交わるの

であろう。東寄りの畦写真9 炉跡 ?の花尚岩礫検出状況
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Z―
め
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×

畔はY字に交わるものであった。

どの畦畔もよく似た大きさで、上

幅が約30cm、 下幅が約70cm、 高さ

は10～ 15cmであった。

4)長原 6B層 内検出遺構

西区において、平面形が不整な

楕円～長方形を呈する土墳が並列

する2列の土墳列SK602群を検出

した(図版33)。 西の土墳列は北北

東一南南西方向に並び(図 104;k Y-39,020

1～ 4)、 東の土墳列は北北西―南

南東方向に並んだ(同 ;k6。 7ほ

か)。 これらの土墳は大きいもの

で長軸125～ 130cm、 短軸40cm前

後あり、深さは5～ 10cm程 度で

あつた(同 ;k2・ 4・ 6)。

土墳列の正体は不明であるが、

東南地区29次調査地のビット列

211の例があるように、この層準

から上位で、条里地割の方向とは

調和しない並びのある土墳やピッ

トの群がしばしば見つかってい
Y-39,024

る。                ~~

3.包含層出土遺物

1)長原 2層出土遺物

近世陶磁器のほか、土師器など

の中世土器が出土した(図 105、 図

版
")。
352は口径33.Ocmの東播系
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図105 27次調査地の包含層出土の遺物実測図 (そ の 1)

長原 2層 (326・ 352)、 長原 4A層 (323～ 325。 327～ 341・ 343・ 350・ 351・ 354・ 355)

長原 4Bi層 (344)、 長原 4B ili層 (342・ 345～ 349・ 353)
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第4節 長原中央。西地区の調査結果

須恵器鉢である。体部は直線的に伸び、口縁端部に外傾する面がある。山仲 (1989)の 分類

A2類に相当する。326は土師器小皿Dである。ともに平安時代Ⅳ期のものと思われる。

2)長原 4層 出土遺物

(1)長原 4A層出土遺物 (図 105、 図版53)

323～325は、日径9.Ocm前後の土師器小皿Cである。「て」の字状口縁をもつが、屈曲はや

やにぶい。327は口径9。2cmの土師器小皿 Gである。328は口径9.Ocmの 土師器皿Bで、体部

はやや深く、日縁部内端に面がある。329は口径14.8cmの土師器皿Dで口縁端部は外反して

いる。330は土師器皿で口縁部を丸くおさめる。335は高台の付く土師器皿Eで、高台はタト

側にやや拡がる。350。 351は土師器高杯の脚部である。350は 9面に、351は 14面に面取

りしている。350。 351は平安時代 I～ Ⅱ期、それら以外は平安時代Ⅲ期新段階～Ⅳ期にか

けてのものであろう。

331～333は黒色土器A類の椀で、いずれも高台がややふんばるもので、内面には粗いミ

ガキを施している。平安時代Ⅲ期のものであろう。334は黒色土器B類の椀で、高台の断面

は台形状で外側にわずかに開く。平安時代Ⅳ期古段階に属する。

336～ 338は瓦器椀である。336は口縁部内端に面があり、内外面にミガキを施している。

337・ 338は椀底部で、高台は径の大きなしっかりしたものである。内底面に密なミガキを

施し、337は螺旋状を呈する。これらはいずれも平安時代Ⅳ期のものと考えられる。

343は須恵器杯 Bで、高台は底部と体部との境よりやや内側に付く。平城宮土器 I～ Ⅱに

属するものである。

339～341は緑釉陶器である。339は碗の口縁部である。須恵質に焼き上がった硬陶で、

釉は淡緑色を呈する。340。 341は皿の底部で、高台部をヘラケズリ調整する。340は軟陶

で、高台は蛇の目状を呈する。341は硬陶で、輪高台である。内底面および高台の内側に三

叉 トチンの痕が残る。これらはいずれも平安京近郊産と考えられ、平安時代Ⅲ期のもので

ある。

354は輔の羽口である。先端部で、外面には鉱滓が付着している。

355は丸瓦で、側面と端面が残る。内面には布目が残り、外面はナデ、側面はヘラケズリ

で調整する。

(2)長原 4Bi層 出土遺物 (図 105)

344は日径 18.lcmの須恵器杯 Bの蓋、日縁端部は下方に伸びる。平城宮土器 Iである。
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図106 27次調査地の包含層出土の遺物実測図 (そ の 2)

長原 4B Ⅱ層 (358)、 長原 6B層 (356・ 357・ 359～ 367)
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第4節 長原中央・西地区の調査結果

(3)長原 4B面 層の中部層出土遺物 (図 105)

346は口径9.Ocmの土師器皿で、やや器形が深く口縁部内端に面がある。347は口径13.Ocm

の土師器椀の口縁部である。345は口径 19.Ocmの土師器鉢で、日縁端部は内側に肥厚してい

る。348・ 349は土師器甕Bである。日縁部は外反し端部は丸くおさめている。日縁部はナ

デで仕上げている。345。 348・ 349は平安時代 I～ Ⅱ期、346・ 347は平安時代Ⅲ期のもの

であろう。

342は製塩土器である。口縁部はややタト反し、端部に平坦な面がある。日縁部のみをナデ

で調整する。胎土に長石やチヤートを大量に含んでいる。平安時代 I期に比定できるもの

と思われる。

353は朝顔形埴輪の頸部で、土師質の焼成である。外面はタテハケ、内面はヨコハケを施

している。外面には赤色顔料が残る。遊離資料である。

(4)長原 4B面 層の下部層出土遺物 (図 106、 図版53)

358は釜形の杯身である。日径 10。 8cm、 器高4.5cmで 、立上がりは低く内傾しており、底部

は平底である。口縁端部は丸く、体部の2/3以上を静止ヘラケズリで調整する。色調は灰

色で、焼成は良い。TK73型式に属する。遊離資料である。

3)長原 6B層 出土遺物

東区中央付近で多数の埴輪片が出土した(図 106、 図版54)。

356・ 357は朝顔形埴輪の口縁部片である。356は外面が細かいタテハケ、内面を細かい

左上がりのハケを施したあとナデている。タガは断面が台形で突出しており、・357は外面を

やや粗いタテハケで、内面を斜め方向の断続的なハケで調整している。ともに色調は黄橙

色で、胎土中には長石粒のほか、雲母片を含む。焼成は野焼きによっており、Ⅱ期に属す

るものである。

359～367は円筒埴輪の破片である。367は底部径が16.6cmで 、断続的なヨコハケおよび

ユビオサエで整形したあと、左上がりのやや粗いハケを施しており、内面は縦方向のユビ

ナデで仕上げている。タガは断面三角形で、断続ナデ技法で付けられている。362・ 363・

365。 366は外面を左上がりのタテハケで、内面をユビナデで調整しており、366の外面に

は一次調整のやや粗いタテハケが施されている。タガの形態は低い台形で、361・ 362は円

形スカシ孔が見られる。364は一次調整の粗いタテハケのあと、二次調整の左上がりのユビ

ナデを施しており、内面は縦方向のユビナデである。以上の埴輪の色調は363・ 364が黄褐
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図107 高廻り1号墳出土の盾形埴輪に接合した埴輪片

色で、ほかのものは黄橙色

を呈しており、胎土中に極

粗粒砂サイズの長石粒のほ

か、雲母片・シヤモット粒

を含む。焼成はいずれも害

窯によっており、器表面に

ヘラ記号の見られる360を含

めてV期 に属するものであ

る。

368。 369は盾形埴輪の破

片である。368は本調査地の

北側で発掘された高廻 り 1

号墳出土の盾形埴輪 (高橋

L=OCm工 、 1991)の 盾の中央部 に接
1:16

合した(図 107)。 また、369

も同じ盾形埴輪の図107に 示

した盾の右下の位置にほぼ復元される。

いずれの埴輪も長原 7層層準からの遊離資料であるが、調査地は高廻り1・ 2号墳のす

ぐ南にあり、また、出土した多くの埴輪が高廻り1。 2号墳とは時期を異にすることから、

別の古墳が隣接しているとも考えられる。

D88-17次 調査

調査地は20次調査地の北に延びる路線である。約40mの区間を4個所試掘した。

1.層序

調査深度が浅かつたため、十分な検討は行えていないが、長原 0。 1層以下に次の地層

が分布した(図 108)。

長原 1層の下位には、全試掘坑に細粒砂～砂質シルト層が層厚10～ 25cmで分布した。土

師器、須恵器、瓦器が出土した。層相から長原 2層に対比されるものと思われる。

その下位には、最南端の試掘坑で、細礫混り細粒砂層が層厚約15cmで分布した。長原 3
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図108 88-17次調査地の地層

層 に対比 されるもの と思われる。

さらに下位には、全試掘坑に氾濫性の粗粒砂～シルト層が層厚50cm以上で分布した。須

恵器、土師器、埴輪の破片が出土した。層相から長原 4A層 に対比されるものと思われる。

E88-54次 調査

調査地は古墳時代に長原遺跡の中央部を南から北へ延びていた低い台地の稜線上にあり、

周辺は長原古墳群に属する小規模古墳が数多く見つかつている地域である。調査範囲のう

ち、南北に長い部分を南から 1、 2… 6区 と呼び、 3区から東に延びる部分を4区 と呼ん

だ(図 109)。

1.層序

本調査では 1・ 2区の地層を現場独自の番号を付けて 22層 に区分したが、 4区では 18

層に、 5。 6区では 15層に区分したため、地区相互の関係がわかりづらく煩雑であるので、

近隣地域との対比および出土遺物の検討を行った上で、長原遺跡の標準層序名を用いて記

載する。なお、現場での記載が十分でない部分があるため、遺物の出土層準の認定に問題

を残しており、問題点は当該個所に示した。
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Ⅲ章 調査の結果、前編

調査地には、長原 0。 1層以下に、長原 2、 3、 4A、 6A、 6B、 7A、 7B層 、および

13層以下の地層が分布した。

長原 2層は上部が灰色 (7.5Y4/1)シ ルト質細粒砂およびにぶい黄褐色(10YR5/3)礫 混リシ

ルト質細粒砂からなる作土層であり、層厚は10～ 20cmであり、下面の遺構内では厚くなっ

た。SK206の埋土をはじめとして、全域に分布した。2層の下部は灰オリーブ色 (7.5Y5/2)

中礫混り細粒砂層であり、SD303を 埋積した。なお、2層下部は長原 3層の中の河成層の

一つに対比される可能性がある。

長原3層 は灰黄色(2.5Y6/2)シ ルト質細粒砂層であり、層厚は約10cmであった。SD303に

削り残された4～ 6区 に分布した。

長原 4A層 は浅黄色(5Y7/4)砂層であり、下半部に粗粒物質が優勢であつた。平均層厚は

35cmであつた。 6区の溝SD412を 埋積した。

長原 6A層 は灰オリーブ色 (7.5Y6/2)極細粒～中粒砂層であり、層厚は35cmであつた。本

層の下半部には灰オリーブ色(5Y5/2)シ ルト質細粒砂薄層が挟まれ、踏込みによる変形が観

察された。

長原 6B層 は灰オリーブ色(5Y5/2)シ ルトからなる作土層であり、層厚は20cmであつた。

5区以南に分布した。

長原 7A層 はオリーブ黒色 (5Y3/1)～ 灰色 (5Y4/1)の シルト層であり、層厚は10cmで あっ

た。5区以南に分布した。南口古墳の周溝内では黒褐色(2.5Y3/1)を 呈し、層厚は20cmであつ

た。

長原 7B層の上半部は周濠内堆積物として分布した。その上部は最大層厚25cmの植物遺体

を含む黒褐色(10YR3/1)シ ルト層、中部は層厚数cmの攪乱を受けたオリーブ灰色(2.5GY5/1)

シルト層、下部は最大層厚35cmの 7B層下半部以下の地層に由来する偽礫層であつた。上部

には埴輪、須恵器、土師器のほか、本製品、植物遺体、動物遺体などが多数包含されてい

た。

長原 7B層の下半部は一部にシルト偽礫を含む黒色 (5Y2/1)シ ルト層であり、層厚は15cm

以下であつた。

長原 13層 以下は上部で緑灰色(7.5GY5/1)シ ルト、下方で礫混り明緑灰色(5G7/1)シ ルト

からなる地層であつた。

2.遺構 とその遺物
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1)長原 2層下面 。3層上面 。3層基底面検出遺構

(1)島畠状遺構 。耕作溝 。土墳 (図 109)

1～ 4区では2層 のシルト質砂を埋土とし、北で東に少し振れる島畠状の遺構SK206や

耕作溝を検出した。SK206は 幅3m以上、長さ約0.2m、 深さ数cmであった。そのすぐ南にも    、

よく似た概形の遺構があり、底面には幅20～ 30cm、 深さ数cmの小溝数条が、遺構の輪郭に

沿うように分布した。畑の畝間のようである。

これらの耕作に係わる遺構の下からは、同じく2層上部の礫混

リシルト質砂で埋った不定形な土墳を検出した。土取り穴のよう

である。 0 lOcm

SK206出 土遺物 (図 HO)370は 口径 12.8cm、 器高3.Ocmの 須恵     1:4

器杯Aである。体部は丸みを帯びて外反しており、日縁端部は丸 図110 SK206出土の須恵器
実測図

くおさめている。内面には自然釉が付着している。底部外面はヘ

ラケズリのあとナデ、体部外面および内面はていねいなヨコナデ調整である。平城宮土器

Ⅱ～Ⅲのものと思われる。遊離資料である。

(2)流路SD303(図 109)

4～ 6区では3層の上面で南東から北西方向に向う流路SD303を 検出した。埋積層は長

原 2層下部の礫混り砂層であつた。溝幅は4～ 8m、 深さ0.4～ 0.8mで 、下方および側方を著

しく削剥していた。SD303を 埋める河成堆積物は、調査地東部を南から北に流れる旧東除

0

10cm

川の氾濫に起因するものであろう。

(3)溝SD412(図 109)

6区北端で見つかつた4A層 を埋土とする溝であり、幅は4m以

上、深さは0.6mであうた。SD303と 同様に、旧東除川の氾濫によっ

て埋積されたのだろう。

SD412出土遺物 (図 Hl)溝 底から出土した371は口径 H.4cm、      1:4

器高2.8cmの 瓦器皿で、ほぼ完形品である。日縁端部は丸くおさめ 図Hl 
鶏 旨

出土の瓦器

ている。体部外面はユビオサエのあとナデを行っており、内面は

ミガキを施している。C― Ⅱ-2～ 3期 に比定される。

2)長原 6B層 上面検出遺構

1～ 2区で東西方向の畦畔 2条を伴う水田と、長原 6A層の砂で埋没した踏込み痕を発掘
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Ⅲ章 調査の結果 前編

した (図 109、 図版42)。

南の畦畔は下幅50～ 60cm、 上幅15～ 30cm、 高さ約10cm、 北の畦畔は下幅60cm、 上幅10～

25cm、 高さは10～ 15cmであり、断面はともに台形状であつた。両畦畔の距離は約8。2mであつ

た。北の畦畔は後述する南口古墳の南周濠外堤を利用して造られていた。この水田は周堤

を越えて前方部南側の周濠上まで続いたが、周濠上では水田面が外堤の外側に比べて10数

cm低 くなっていた。

3)長原 7B層 下半部上面検出の南口古墳

(1)古墳の形態と構造

古墳の規模 長原古墳群 181号墳は、墳丘の平面形態は前方部が小さな帆立貝形の前方

後円墳であり、その周囲には、後円部側は円孤を描き、前方部前面側は直線的な周濠が巡

る(図 H2、 図版34)。 この古墳を旧地籍名をとって南口古墳と呼称する。

墳丘 。周濠の一部を調査したに留まり、周辺部を古代の水田耕作により削られているの

で正確な大きさは不明であるが、周濠内外の下端、周濠外側の上端、および、これらの傾

斜角と墳丘が客土された当時の古地表面との交わる線 (旧地表線)を もとに推定した古墳の

規模は次の通りである(図 H2)。

周濠を含めた全長(中軸を通る周濠外側の上端間の長さ) 34.3m

墳丘部分の長さ(中軸を通る旧地表線間の長さ)

後円部の直径 (旧地表線の円周の直径)

くびれ部の幅(旧地表線間の最小の長さ)

前方部前面幅(旧地表線での長さ)

前方部側の周濠幅(旧地表線と周濠外側上端間の長さ)

後円部側の周濠幅(同上)

24.lm

17.lm

5.8m

8.3m

4.9m

4.9m

図109。 H2の墳丘斜面にある平坦面は、主として長原 6B層の水田耕作に伴う攪拌と削剥

を原因とするものであり、墳丘築造時の段築やテラスではない。実際に発掘した周濠の幅

は、上位の水田で壊されている部分を除いて、北周濠で4.Om、 東周濠で4.5m、 前方部前面

の南周濠ではやや狭く3.9mであった。周濠の深さは、南周濠でもっとも深く0.7～ 0。9mであつ

た。また、残存する墳丘客土の最大層厚は約0。 8mであった。なお、図109に 見られる墳丘上

の 2層基底面の凹凸は、染付を伴う江戸時代頃の攪乱によるものである。

墳丘盛土の構成(図 H3、 図版39)墳丘の中軸方向とは外れるが、調査地中央に入れたト
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X-155,290 メ

周濠外側上端線

″
／

(|[::l:::メ
D         5        10m

1 :250

図H2 南口古墳の復元形態

レンチで行った墳丘盛土の断面観察によって、盛土には3つの段階が認められた。

第 1段階は後円部と前方部の中心に近い側に、黒～灰黒色を呈する長原 7B層堆積物を主

体とする偽礫を客土して高まりをつくっていた。盛土の基底には長原 7B層下半部が断続的

に分布していたが、かなりの部分に若千ではあるが長原 13層堆積物の灰色シルト偽礫が含

まれていた。
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第2段階は最初の盛土の上には電層堆積物と13層以下の

堆積物とが混りあった偽礫が客土されていた。周縁部ではこ

の段階で最初に13層 以下の地層の堆積物を主体とする堆積

物が客土され、次に7B層堆積物を主体とする客土が積まれ

ていた。

第3段階では前段階で積まれた客上の上に、さらに13層

以下の地層のより深部にある礫混リシルトを主体とする偽礫

を客土し、墳丘を高く盛り上げていた。

なお、墳丘盛土の周縁部では、盛土の開始面は当時の地表

であった7B層下半部上面やその近似的な地形面ではなく、

それを周濠側に20～ 30cmの深さで削りとつた幅約3mの低い

地形面上に客土されていた。

周濠底の形態(図版40)北 。東 。南の3個所の周濠底の調

査では、一部で周濠底にある加工時形成層を切るように、周

濠内縁に沿う溝が検出された。各溝は幅0。 6～ 1.8m、 深さ

0。 3～ 0.4mで断面が浅いU字形を呈しており、一連の溝と考

えられた。(図 109;遺構分布図の中段)。 この溝をSD728と

呼ぶ。SD728の埋土は、墳丘盛土とは区別ができなかったこ

とから、これと連続する客土であるとみられた。

南周濠外堤の構造(図 H4。 115、 図版35)南周濠の外側に

ある堤は、周濠に沿って1.6～ 2.Om幅で溝状にごく浅く掘下

げ、長原 13層 堆積物の偽礫を若干含む黒色シルト(7B層堆

積物)な どの堆積物を、その溝の上に客土して盛り上げてい

る。円筒埴輪が残っていた。また、客土は叩きじめつつ盛り

上げられたように観察された。

この外堤は6B層 の水田作土層の畦畔として再利用されて

いたおかげで、幸いにも畦畔の下に3基の円筒埴輪417～419

の基底部が残っていた。円筒埴輪の間隔は約40cmであった。

埴輪の周囲に掘形が認められなかったので、これらの埴輪は

客土の過程で樹立されたと考えられた。埴輪はいずれも南周
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第4節 長原中央・西地区の調査結果

④黒褐色シ/1/ト
⑤灰色細礫混リシルトTP

100m

①灰オリープ色シルト
②オリープ黒色シルト
③黒色シルト

SA722-P12 13以下

図H4 南周濠外堤断面

濠側に少し傾いていたが、据えられたときに傾けていたのか、水田の耕作のために傾いた

のかはわからなかった。

南周濠のタト堤は調査範囲を越えて東と西に続くが、長原 2～ 4層堆積期のSD303やSD412

の氾濫による削剥が著しかった東周濠および北周濠では、外提の痕跡は認められなかった。

(2)周 濠内の遺物の出土状況

南周濠内の長原 7B層上半部の上部から多くの遺物が出土したが、同層上半部の下部や同

層下半部からも出土している(図 H5、 図版36)。 また、上位の 6B層 内にも耕作によって遊

離したと考えられる埴輪が含まれていた。

土師器 。須恵器・韓式系土器などは、主として前方部側に偏って出土した。また多くの

円筒埴輪や形象埴輪などが出土し、墳丘側だけでなく、周濠外堤側にも散在した(図 H5)。

13以下
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図H5 南周濠の遺物出土状況
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図H8 くびれ部の遺物出土状況

第4節 長原中央・西地区の調査結果

X-155,308

0               1 2m

1 :50

図‖7 東周濠の遺物出土状況

周濠底付近からはウマの肢骨をはじ

め、動・植物遺体も出土した。

北周濠からは後円部よりで須恵器

と円筒埴輪が出土 したが、少量で

あつた(図 H6、 図版37)。 東周濠か

らは後円部側から陶質土器や円筒・

形象埴輪のほか、本製品が出土した

(図 H7、 図版38)。 くびれ部では墳

丘上の攪乱層から墳丘斜面および下

部にかけて須恵器が多数出土 した

(図 H8、 図版37)。 また、盛土内か

らは須恵器・土師器が出土した。盛

土内の出土遺物は、本来は墳丘築造

時かそれ以前の遺物である。

植物遺体は長原 7A層および長原

7B層上半部の上部から多く出土し

た。南周濠ではバラ科モモ (Prunus

Persfca Batsch)の 核 2点、北周濠で

く
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0                   1o                  20cm

l:4

4∞

図H9 南口古墳ほか出土の土器実測図
2区南周濠 (397～ 399・ 405・ 406・ 412・ 413)、 2区 くびれ部 (402・ 407～ 409)

4区東周濠 (395・ 401・ 403・ 414)、 3・ 5区北周濠 (396・ 400・ 410・ 411・ 415)、 SE723(404)
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第4節 長原中央・西地区の調査結果

はモモ核 1点、マツ科マツ属 (Pinus spo indet)の 毬果 21点が認められた。また、上位の長

原 6A層および長原 6B層からも遊離したと考えられる資料が含まれており、南周濠上では

モモ核 4点、マツ属毬果 1点、北周濠上では誓歯目動物による噛痕のあるモモ核 1点、マ

ツ属毬果 2点が包含されていた。南周濠ではモモが、北周濠ではマツ属が多い傾向が認め

られる。なお、植物遺体の和名および学名は(J断す四郎 。村田源、1979)に 従った。

4)南 口古墳出土の土器

南口古墳では東 。南 。北周濠および南周濠外堤上から埴輪とともに土師器・須恵器が出

土した。これらの土器の多くは堆積物とともに移動した資料であり、原位置を留めるもの

は見られない。また、周濠内や墳丘の斜面から出土した土器の中には古墳の築造時期より

明らかに古い時期のものも含まれていたが、ここでは出土地点を重視して地区ごとにまと

めた。

(1)2区南周濠 。南側墳丘斜面出土の土器 (図 H9。 120、 図版56・ 57)

土師器甕397～ 399お よび須恵器子持ち壺413。 高杯405。 406。 甕412、 韓式系土器416

などが出土した。

土師器 397・ 398は南周濠外堤上から出土した。398は口径20.6cm前後の甕の口縁部片

である。日縁部の内外面をヨコナデ調整するが、内面には一部にヨコハケメが残る。色調

はにぶい黄橙色で、胎土中に長石粒を含む。397は口径 16.6cm前後の甕の口縁部片で、口縁

部は緩やかに外反する。色調・胎土は398と 同じである。399は口径20.8cmの甕で、日縁部

は緩やかに外反しており、体部の外面を左上がりの細かいハケで、内面を時計回りのヘラ

ケズリで調整する。色調は灰黄色で、胎土中に長石・石英・角閃石粒を含む。

須恵器 413は口径5.9cm、 器高8.5cmの子持ち壺の一部とみられるものである。形態は直

口壷に類似しており、下端には親に当る壺の肩部の形跡が残っている。

405。 406は高杯の脚部片である。405は底部径 10.2cm、 柱状部が裾部に向って直線的に

開く。柱状部にカキメ調整のあと縦長のスカシ孔を穿つ。406は底部径9.Ocm、 柱状部は裾

部に向って大きく開き、脚端部を上下に拡張する。柱状部にはカキメ調整のあと3方に三

角形のスカシ孔を穿つ。色調は406が暗オリーブ灰色、405は灰色で、焼成は良い。

412は口径38。 4cm、 日縁部が緩やかに外反する頸部から短く開いた甕である。日縁端部を

上下にわずかに拡張しており、頸部の上端には細かいカキメが残る。色調は明紫褐色で焼

成は良い。416は口径 16.8cm、 器高30.6cmに 復元された直口壺である。わずかに内傾した日
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o                   lo                  20cm

l:4

図 120 南口古墳南周濠出土の韓式系土器実測図

縁部の上端は丸い。球形に近

い体部の外面を縦長の平行タ

タキで整形したあと、粘土紐

を継ぎ足して平行タタキを施

して平底ぎみの底部を成形す

る。体部の内面は横方向のナ

デで整えられているが、一部

に当て具の痕跡が見られる。

色調は茶褐色を呈しており、

軟質である。胎土中に角閃

石 。雲母を含むことから、河

内地域で作られたものと思わ

れる。類例は国内では確認さ

れなかったが、韓国の慶尚南

道西部や全羅南道の三国時代

の陶質土器の中に形態の近い

ものがある。共伴した須恵器

からみて6世紀中葉以前の韓

式系土器と思われる。

以上の土器のうち、405。

413は TK10型式、406は TK23型式に属するものである。

(2)2区 くびれ部出土の土器 (図 H9。 121、 図版55～ 57)

くびれ部では墳丘上から墳丘斜面および下部にかけて、須恵器の杯378～ 380、 有蓋高杯

381・ 382・ 402・ 407～ 409、 蓋372～377が出土した。

須恵器 375は 口径 16.Ocm、 器高6.6cmの有蓋高杯の蓋で、天丼部と口縁部の境界ににぶい

凹線が巡る。口縁部の内面はわずかに凹んでおり、天丼部の 2/3を 時計回りのヘラケズリ

で調整する。天丼部に中央が凹むつまみがつく。色調は灰色で、焼成は良い。376は口径15.6

cm、 器高6.8cmの 有蓋高杯の蓋で、天丼部と口縁部の境界にはにぶい稜線と凹線が巡る。日

縁端部は内傾しており、天丼部の約 1/2を ヘラケズリで調整する。天丼部を欠損した372・

373・ 377も 375。 376に形態が酷似することから有蓋高杯の蓋の可能性がある。374は口径
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図 121

2区 くびれ部 (372～ 382)

南口古墳出土の土器実測図

、墳丘上面 (383)、 墳丘盛土内 (384～ 394)
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12.2cm、 器高4.7cmの やや小型の蓋で、口縁部は外方に開き、端部は内傾する。天丼部と口

縁部の境界の稜線は突出しており、天丼部の2/3以上を時計回りのヘラケズリで調整する。

382は口径 14.6cm、 器高13.lcmの有蓋高杯で、立上がりはわずかに内傾する。体部外面の

約 1/2を時計回りのヘラケズリで、内面は全体をヨコナデで調整する。脚部は短脚で裾部

は外方に開き、脚端部の設置面は水平におさめている。柱状部にはカキメのあとバチ形の

スカシ孔を3方に穿つ。色調 。胎土は375と さほど変らない。381も 脚部を欠損しているが、

口径 14.6cmの 有蓋高杯で、杯部にはスカシ孔の切込みの痕がある。立上がりは一旦内傾 し

たあと直立しており、口縁端部は丸い。体部の約 1/2を カキメで調整する。

407は径H.8cm前後の高杯の脚裾部片で、柱状部の下端にはにぶい稜線が巡つており、 3

方にスカシ孔を穿つ。402は口径 13.5cm、 立上がりはわずかに内傾し、日縁端部は丸い。体

部の外面は受け部の近くまでヘラケズリで、内面はヨコナデで調整する。409は底径 12.2cm、

外方に大きく開いた高杯の脚裾部片で、裾部にはにぶい 2条の稜線と櫛描波状文が巡る。

色調・胎土力沼02に酷似しており同一個体の可能性がある。408は口径 13.7cm、 器高12.5cm、

底部径 12.6cmで 、杯部の立上がりはわずかに内傾し、口縁端部は丸い。体部の約 1/4をヘ

ラケズリで調整する。脚部は柱状部が裾部に向って緩やかに下がつており、裾部は短く開

く。柱状部にはカキメ調整のあと、長方形スカシ孔を3方に穿つ。

380は口径13.6cm、 器高4.8cmの杯で、立上がりは内傾しており、日縁端部は丸い。体部の

2/3を 時計回りのヘラケズリで調整し、内面中央には当て具痕が残る。378・ 379は口径

12.9cm前後の杯身とみられる破片で、ともに立上がりは内傾 し、日縁端部は丸い。

以上の須恵器のうち、日径が小さくTK47型式に属する374以外は、TK10型式に属する

ものである。

(3)4区東周濠 。東側墳丘斜面出土の土器 (図 H9・ 122、 図版55～ 57)

土師器 395は口径 10.Ocm、 口縁部が直立ぎみに開いた小型丸底壺である。体部の外面は

左上がりのハケ、内面は中程以下を時計回りにヘラケズリする。口縁部は粗いヨコナデを

施しているが、内面にはヨコハケメが残る。色調は浅黄橙色で、胎土中に長石 。石英・角

閃石粒を含む。584～ 587は口径 13.4～ 24.2cmの甕で、日縁部は頸部から外反する。587は体

部の外面が左上がりのハケ、日縁部の内面はヨコハケで、585は外面をタテハケのあと横方

向の粗いハケ、内面をヘラケズリで調整し、586は体部の内面を左上がりのハケで、内面を

左上がりのハケのあとヘラケズリで整えている。日縁端部はいずれも丸い。

須恵器 401は口径 12.6cmの杯身で、立上がりは直立して端部は丸い。底部をヘラケズリ
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1:4

図122 4区東周濠出上の土器実測図

している。403は口径 15.6cm、 器高6.7cmの有蓋高杯の蓋である。天丼部と口縁部の境界に凹

線が巡り、日縁端部は内傾する。天丼部をヘラケズリし、中央が凹むつまみがつく。414は

陶質土器壺の体部片と思われるもので、外面には細かい平行タタキのあと螺旋状の沈線が

巡る。色調は暗青灰色を呈しており、焼成は良い。589は口径 12.Ocm、 日縁部の内端面は凹

面をなし、日縁部と天丼部の境ににぶい稜線がつく杯蓋である。590は口径 H.4cm、 立上が

りが直立する杯身で、日縁端部は内傾している。592は口径 15.Ocmの無蓋高杯で、口縁部は

体部から直立したのち端部の近くでわずかに内湾する。日縁部の直下に 2条の稜線、体部

には櫛描波状文が巡っており、体部の下半をヘラケズリで調整する。591は高杯の脚部で、

柱状部は裾部に向って大きく開き、 4方に三角形スカシ孔を穿つ。588は口径8.Ocm、 器高

5。5cmの短頸壺で、口縁部は扁平な体部から外上方に開く。最大径は体部の上半にあり、こ

こに櫛描波状文を施している。

以上の土器のうち、401・ 403は古墳時代後期のTK10型式に属するものである。また、

588～ 592は TK23型式に属し、土師器も須恵器に伴う時期のものと考えられる。後述する

古墳時代中期の遺構に伴つていたものであろう。

(4)墳丘上面 (長原 2層 )出土の土器 (図 121、 図版56)

墳丘の上面は長原 2層 を埋土とする遺構によって攪乱されていたため、墳丘上で見つかっ
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た遺物は 2層下半部から出土 した遺物である。

383は 2区の墳丘上から出土した須恵器逸である。日縁部を欠損しているが、器高 14cm

前後に復元されるもので、外上方に開く頸部の中程には 2条の凹線が巡る。球形に近い体

部の上半には 1条の凹線が巡っており、ここに円孔を穿つ。体部の下半は逆時計回りのヘ

ラケズリで調整する。TK10型式に属するものであろう。

(5)墳丘盛土内出土の土器 (図 121、 図版55)

墳丘盛土内の出土遺物は基本的には墳丘築造時かそれ以前の遺物である。土師器甑(389)。

高杯 (387・ 388)。 甕(384～ 386)、 須恵器椀 (390)。 甕(391～ 393)・ 器台 (394)が出土し

た。

土師器 384～ 386は口径H.6～ 19.5cmの 甕で、いずれも口縁部は外上方に開き、端部は

丸い。384。 385は体部から頸部にかけてタテハケが施され、色調は黄橙色を呈している。

389は甑の破片で、口縁部は外上方に伸びる体部から短く開く。体部の外面は左上がりの

タテハケ、内面はヨコハケのあと粗いナデを施す。

387・ 388は高杯の破片で、ともに脚部を成形したのち上端に粘土紐を継ぎ足して杯部を

成形する。杯部の裏面には棒状の工具による穴がある。色調は黄橙色を呈しており、焼成

は良い。

須恵器 390は口径7.6cm、 器高4.lcmの 椀である。日縁部は体部から直立しており、端部

は丸い。体部の約 1/2を ヘラケズリで調整する。

391～393は口径 16.2cm～ 17.4cmの甕の口頸部片で、391・ 392は口縁端部を上下に拡張す

るが、前者の口縁部はわずかに内湾する。393は口縁部の下端に2条のにぶい突帯が巡る。

391・ 393の頸部には櫛描波状文が巡っており、392の頸部には縦方向の平行タタキのあと

カキメ調整が施されている。

394は高杯形器台の脚台部片で、 2条 1単位のややにぶい突帯の間に 1帯あるいは2帯の

櫛描波状文を巡らせたのち、長方形および三角形のスカシ孔を穿つ。以上の須恵器はTK

23型式に属するもので、すべて墳丘の築造時に混入したものと思われる。

(6)3・ 5区北周濠・北側墳丘斜面出土の土器 (図 H9、 図版56・ 57)

土師器 396は墳丘の北斜面から出土した口径8.6cm、 器高9.Ocm前後の小型平底壺で、日

縁部は短く開く。調整は体部の外面が粗いナデで、内面の下半は時計回りのヨコハケを施

す。色調は灰黄色で、胎土中に長石・角閃石 。雲母粒を含む。

須恵器 杯蓋400。 甕410・ 411・ 器台415が出土した。400は口径 14.2cmの杯蓋で、天丼
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部は丸みがあり、 1/2ほ どをヘラケズリしている。ヘラ記号がある。410は口径20.Ocmで、

日縁端部をわずかに拡張する。頸部をにぶい稜で区画して、 2帯の波状文を施している。

411は 日径32.Ocmで、日縁端部は丸みを帯びる。端部直下ににぶい凹線が巡る。415は器台

の脚部片とみられるもので、端面にはにぶい 2条の凹線が巡る。色調は灰色で焼成は良い。

410は TK23型式、415は TK10型式、411は 8世紀代のものと思われる。

5)南 口古墳出土の埴輪

南口古墳では円筒をはじめ、人物・馬 。家 。盾 。衣蓋 。甲冑など多数の埴輪が出土した。

埴輪は調査地全域で見つかつたが、元の位置を保つていたものは南周濠外堤上の円筒埴輪

だけであった。そこでここでは、埴輪がまとまって出土した南周堤 。周濠、およびくびれ

部のある2区 を中心に、区ごとに埴輪の様相を記述していく。なお、古墳の後円部が壊さ

れた3区は、埴輪の数がほかの 2・ 4・ 5区に比べて少ないため、出土位置を考慮した上

で形象埴輪は4区、円筒埴輪は5区で述べることにする。

(1)2区南周濠外堤出土の埴輪 (図 123、 図版58・ 59)

南口古墳の前方部南周濠の外側には、堤状の遺構が築かれていた。その上部には3個体

の円筒埴輪の底部 (東から417・ 418・ 419)が約40cmの間隔で並んでいた。

417は底部径H.6cm、 残存高21.Ocmで、タガより上の部分にはスカシ孔がある。外面はタ

テハケで調整しており、最下段はさらに板状の工具でケズリを施したあと、ナデを縦方向

にかけている。内面の調整は縦方向のナデを基調にする。粘土紐の継ぎ目を中心にユビオ

サエが施され、器面は凹凸が顕著である。特に基部はある程度製作が進んだ段階で上下を

逆にし、粘土を付加したのち強いユビオサエで整形しているため水平でない。タガの断面

形は低い台形を呈するが、円筒部に付ける際のユビナデ、ユビオサエの度合で場所により

若干かたちが異なっている。また、タガを水平に付けることに対してあまり留意がされて

いなかったようで、タガは上下に波うっている。

418は底部径13.6cm、 残存高18.Ocmで 、調整はほぼ417と 共通するが、内面に左上がりの

ハケを部分的に施している。417・ 418と もにタガを貼付する位置が基底部から約15～ 16cm

と高く、最下段の長い新しい様相が伺われる。

419は底部径約12cm、 残存高13.5cmで ある。調整技法をみると、外面はタテハケを施した

あとナデで仕上げている。内面は全体に左上がりのナデを行い、タガの裏や基部にはさら

に横方向にユビオサエを施している。タガは低く、断面は三角形を呈する。419と 420と は
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図123 南口古墳2区南周濠外堤出土の埴輪実測図

ほぼ同じ位置で出土しており、調整や色調、胎土が共通するため同一個体の可能性が高い。

417・ 418と 比較して、最下段の調整やタガの形態が異なることやタガの位置も低いことか

ら、少なくとも2つの技法が存在すると思われる。しかし、基部がユビオサエのため薄く

かつ水平でないことや、タガが歪んだ上、その上下には粘土が不均一に付いていることな

ど粗雑化がすすんでいる点は共通する。

421・ 422は円筒埴輪の口縁部片である。前者は417の東側で、後者は418と ともに出土し

た。421の回縁端部はつまみ上げるようにナデを施しているため、ややタト側に低くなってい

る。一方、422は口縁部の内面をナデ、外面を左上がりのハケで調整しており、端部は平坦

である。

南周堤の埴輪はすべて焼成が良好で、色調は灰白～にぶい黄橙色を呈する。胎土中に長

石・石英・雲母・角閃石粒を含む。

(2)2区南周濠 。南側墳丘斜面出上の埴輪 (図 124～ 128、 図版58・ 59。 61～ 63・ 65～ 67)
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南周濠の埋土および南側墳丘斜面から出土した埴輪片の数は、今回の調査で得られた埴

輪片の過半数を占めており、接合できる資料も多かった。中でも423は唯一、日縁部から基

底部までを復元することができ、南口古墳の円筒埴輪の形状を知る上で基準資料となる。

円筒埴輪 423は口径28.5cm、 底部径13.6cm、 器高45.6cmである。タガは3条で、上 2条

はヨコナデで低い台形を呈するが、最下段のタガには断続ナデ技法が用いられ断面は三角

形である。外面の最下段は縦方向にナデおよびヘラケズリを施したのち、上下を逆さにし

下半分を板状の工具で削り上げている。それより上段はタテハケで調整している。内面の

上半部は左上がりのナデとユビオサエを施しているが、下半部は右上がりのナデの痕がめ

だつ。また、下半部はナデを施しているにもかかわらず、粘土紐の継ぎ目が顕著である。

基部は粘土を付加したのち、横方向のユビオサエで整形しており、凹凸が著しい上に薄い

作りになっている。以上から423は、いわゆる底部調整を用いて作られていることがわかる。

口縁端部は南周堤で出土した421に類似し、内側につまみ上げられやや尖つた形状をしてい

る。スカシ孔は上から2・ 3段目に対向する位置に穿たれている。最上段がほかの段に比

べて短いことや、スカシ孔が大きくまた数も多いことも特徴的である。畿内ではあまり見

られないタイプの円筒埴輪である。

このほかにもかなり復元できた資料に424。 434。 435がある。424は日径25.6cmで、調整

や口縁部 。タガの形態は423と 類似している。しかし、最上段力沼23よ りも長く、また蝶の

羽のような三角形のヘラ記号が刻まれている。434は口径25.2cm、 残存高30.Ocmである。外

面の調整は粗いタテハケで、タガの突出度は低く、付け方も粗雑である。口縁部は端部の

中央がやや凹んでおり、対向して「>く」形ともう一つヘラ記号が施されている。スカシ孔は

上から2・ 3段目に穿たれているが、下段のスカシ孔はひどく歪んでいる。歪みが生じた

のが製作時か、焼成時かは不明である。435は口径24.6cm、 残存高32.4cmで、最上段が短い

ことと、低い台形のタガの上下に広く付く粘土が特徴である。スカシ孔は上から2・ 3・

4段目にあり、外面調整は各段ともにタテハケである。今回南口古墳から出土した円筒埴

輪の基底部でスカシ孔をもつものはなく、また外面調整はナデおよびケズリを施すものが

大半を占めることから、435は タガが 4条で基底部が失われている可能性が考えられる。

425～ 433は円筒埴輪の回縁部片である。日縁端部の内側がつまみ上げられてやや尖って

いる430・ 433、 中央がやや凹んでいる431、 日縁端部が丸くおさまる425。 432の 3種類は

南口古墳で広く見られるものである。一方、日縁部が外側に大きく外反する426、 日縁端部

が外側に肥厚する427、 日縁部直下にタガを付けた429は数が少なく、円筒埴輪の口縁部か
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図124 南口古墳 2区南周濠出土の円筒埴輪実測図 (そ (の 1)
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図125 南口古墳 2区南周濠出土の円筒埴輪実測図 (その2)
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図126 南口古墳2区南周濠。南側墳丘斜面出土の円筒埴輪実測図

どうか考慮する余地がある。429の類例としては詳細な出土位置は不明であるが、同じく2

区で見つかつた428がある。

436～ 438、 440～445は円筒埴輪の体部片である。調整は夕1面が縦あるいは左上がりのハ

ケ、内面は縦方向のナデを主に用い、部分的にハケやユビオサエを施している点で共通す

る。しかし、タガの断面形態に注目すると、しっかりした台形の440。 441、 低い台形の

436・ 443・ 444、 三角形を呈する437・ 438、 ほとんど円弧に近い442・ 445に分けることが

できる。またハケの粗密をみてみると、444の ように粗いもの(3～ 4条/cm)と 440。 441の

ように細かいもの(10～ 11条/cm)、 445の ように、その中間の粗さのもの(6～ 7条/cm)が

ある。ハケの原体と前述した日縁部の分類を加えて分析を行えば、製作技法が限定でき、

また場所によって技法の偏 りが現われてくると思われる。

439は円筒埴輪の基底部片で底部径 12.4cm、 残存高15.2cmで ある。外面はかなり風化が進

んでいるが、工具で削り上げた痕が部分的に残っており、上方にはタテハケメも確認する
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“
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ことができた。内面は縦方向のナデで仕上げているが、一部稜が生じている。基部の調整

はユビオサエである。

形象埴輪 南周濠で出土した形象埴輪には、盾 。石見型盾・甲冑・家 。馬 。人物などが

ある。

446～ 448・ 452・ 453は盾形埴輪の破片である。446と 447は文様構成や胎土、色調から

みて同一個体と思われる。内区は横線で区画したのち、斜格子文で充填している。外区は

下方の一部に鋸歯文が残る。448は、円筒部にわずかに盾面が付着した破片である。盾面を

支える補助粘土の量は少ない。盾面には外形に沿った線とそれに斜行する線が刻まれてい

る。452は盾面の破片で、2重の三角形の中を直線で充填した鋸歯文が施されている。453

は石見型盾の破片である。表面には外郭線と内部を埋める弧線を半裁竹管で刻んでいる。

450・ 451・ 455の各破片は石見型の盾、あるいは靭の上部中央付近に付く矩形の飾りと

思われる。いずれも両面をナデで平滑にしたのち、表側は半裁竹管で線刻を行つている。

456～458は 冑形の埴輪の破片と判断した。 2本が一組になっている弧線が平行でないの

で、橿原市四条古墳から出土した鶏形埴輪がもつような大きな尾羽の可能性もある。しか

し、458に剥離面があることを重視して、冑形埴輪の一部と考えた。調整は内外面ともナデ

で仕上げている。

449は家形埴輪の屋根の部分である。下から上へ粘土紐を積み上げ、外面をタテハケ、内

面をナデで調整したのち下部に粘土の帯を貼付け、上から穿孔している。おそらく石見型

の四柱式の家形埴輪と思われる。

460は馬形埴輪の鐙の軸部である。粘土紐を貼付け、さらに線刻を施している。

454・ 459。 461・ 462は種類を特定できない埴輪である。459は 2本の縦方向の線刻がさ

れている。円筒部に付着していたと考えられる剥離面があり、また傾きを考慮すると草摺

形埴輪の可能性がある。454は 459と 胎土や色調が似ており、2本が一組になった縦方向の

線刻の間に横方向の線刻を施している。462は外面に四角いタガが付き、それより上がドー

ム状に狭まっていく。朝顔形埴輪とも思われるが、タガの下がタテハケで、それより上は

ナデでていねいに仕上げられていることや、ほかに朝顔形埴輪の破片がないことから、現

在のところ形象埴輪を上に置く台座の一部と考えている。461は長さが約6cmの棒状の埴輪

片で、断面は円形を呈する。表面にはユビオサエの痕が顕著に残り、一端は工具で切り落

とされている。人物埴輪の美豆良の可能性が考えられる。

463は人物埴輪の顔と肩の部分である。日は杏仁形でやや日尻が下がつている。頭には粘
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第4節 長原中央・西地区の調査結果

土の剥がれた痕があり、頭

髪あるいは帽子や冠などの

表現がされていたことが考

えられる。肩部は工具で傷

を付けた痕(図版63右下)が

見えるが、装飾品や衣類の

具体的な表現は認められな

い。

(3)2区 くびれ部出土の

埴輪 (図 129～ 133、 図版

59・ 61～ 65)

くびれ部からは円筒埴輪

のほか、盾・石見型盾・衣

●佃

‐勒晰
‐

佃

図128 南口古墳 2区南周濠出上の形象埴輪実測図 (その2)

蓋 。家 。人物 。馬などの形象埴輪が出土した。

円筒埴輪 464～ 467は円筒埴輪の口縁部片である。いずれも外面はタテハケ、内面はナ

デで仕上げている。日縁端部に注目すると、上面が平坦で中央がやや凹んでいる464・ 465

と、内側がやや尖り、外倶1に向って低くなっている466・ 467に分類でき、前者のハケメは

粗く、後者は細かい。

468。 469・ 471～475は円筒埴輪の体部片である。タガの断面は469・ 474。 475がしっか

りした台形で、471～473は低い台形を呈する。外面の調整は、後者が粗いハケメと細かい

ハケメの両方を用いているのに対し、前者は細かいハケメだけである。468は タガの部分が

欠落しており分類することはできないが、外面には細かいタテハケが施されている。内面

はいずれもナデで仕上げている。

470は円筒埴輪の基底部片である。内外面ともナデで整形しており、基部内面はユビオサ

エの痕が明瞭に残る。これらの円筒埴輪の胎土中には、長石・石英・雲母・角閃石・シヤ

モット粒が含まれ、色調は浅黄～灰白色である。

形象埴輪 476～ 479は盾形埴輪の破片である。476・ 478。 479は 2区の上位層で検出さ

れたが、南口古墳に伴うと考えるのでここで取上げることにする。476は調整や線刻の向き

から考えて、盾面の左上の部分に相当する。外郭線として櫛歯文を施し、外区の文様には

鋸歯文を用いる。鋸歯文は二重の三角形の中に短線を充填している。477・ 478は盾形埴輪
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図130 南口古墳 2区 くびれ部ほか出土の形象埴輪実測図
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図131 南口古墳 2区 くびれ部出土の人物埴輪実測図

の外区の部分で、いずれも円筒部から剥離した面をもつ。区内の文様は両方とも鋸歯文で

あり、特に477は二重の三角形の中にさらに小さな相似形の三角形を刻み、その間を内外区

の分割帯に対して垂直な直線で充填している。479は盾形埴輪の円筒部で、盾面との接着を

よくするために施された線刻が観察できる。

480～489は石見型盾の一部である。いずれも半裁竹管で文様を刻んでいるため、線刻は

2本 1単位である。488・ 489に は、石見型に特有な穿孔がある。483は円筒部を伴う石見

型盾の破片で、鰭部が剥離している。盾面には、基準線となる直線とその中を満たす弧線

が半裁竹管で刻まれている。484は格子目文が施されていることから、石見型盾の下部と考

えられる。線刻の切合い関係をみると、横方向を先に施文している。円筒部から剥離した

面をもつことから、これは鰭部に比定される。

490は衣蓋形埴輪の笠部の破片である。表面はハケ、裏面はナデで整形している。円筒部

に貼付ける際に用いた補助粘土が部分的に残っている。

491は切妻造の家形埴輪の破風板片で、一部残っている粘土の突帯は棟木と思われる。表

面の状態が悪く、調整は不明である。突帯の付いた側から穿孔がされている。

492は武人埴輪の左手である。手には篭手(手甲)がはめられ、上からそれを留める紐を粘

土で表現している。工具でていねいに削り出された5本の指が、篭手の間から見える。手

の先は粘土が詰まっているが、腕の部分は中空になっている。南周濠で出土した甲冑形埴

輪と草摺形埴輪は、武人埴輪に付随するものと考えたほうがよいかもしれない。
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図 132 南口古墳 2区 くびれ部出土の馬形埴輪実測図 (そ の 1)
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図133 南口古墳2区 くびれ部出土の̀馬形埴輪  
に粘土紐で表現し、面繋の革紐など細かい

実測図 (その2) 部分にはさらに線刻が施されている。素環

の鏡板に引手、半球形の座と板状の短い足を四方に出す辻金具などの表現も認められる。

鼻先はまっすぐで、線刻によって鼻孔や口を表わしている。顔の全体の作りかたなどをみ

ると橿原市四条古墳や磯城郡三宅町石見遺跡の出土例に類似する。しかし、493に見られる

蹄はむしろ堺市陵南赤山古墳の出土例に近く、馬形埴輪自体の時期設定はむずかしい。形

象埴輪の胎土や色調は、円筒埴輪と差はない。

(4)4区東周濠 。東側墳丘斜面出土の埴輪 (図 134～ 136、 図版60・ 62・ 63・ 65)

東周濠 。東側墳丘斜面では円筒埴輪をはじめ、盾・石見型盾 。家 。馬などの形象埴輪が

出土した。

円筒埴輪 495・ 496・ 499・ 500は円筒埴輪の口縁部片である。日縁端部の形態はくびれ

部と同様、上面が平坦な495・ 500と 、内側につまみ上げる496・ 499に三分できる。特筆さ

れるのは、外面に残るハケメが細かいものが多く、粗いハケメほほとんど用いられていな

いことである。内面は500が ヨコハケを用いている以外はナデで整えている。

497・ 498・ 501は円筒埴輪の体部片である。498の タガが断面がしっかりした台形である

ほかは、低い台形あるいは円弧のような粗雑な作りである。501は タガを挟んで隣接した位

置にスカシ孔が穿たれている。

形象埴輪 502・ 504～ 512は石見型の盾あるいは靭の破片と考えられる。502は石見型盾

の下部である。くびれ部から出土した484と技法や胎土、色調の面で類似することから同一

個体と思われる。504・ 505の表面の文様構成は、外郭線と割付の基準となる横線を刻んで

から、内部を弧線で埋めている。これはほかの506～ 512と も共通する。しかしほかのもの

と比べて形態が曲線的で、特に504は半裁竹管とヘラの併用が認められることから、羽曳野

市茶山遺跡で出土した靭の類例とも考えられる。503は 2本の沈線が平行に施されているが、

破片が小さくて種類は特定できない。
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_ノ ぃ゙;

図134 南口古墳4区東周濠。東側墳丘斜面出土の円筒埴輪実測図

513～ 516は 3区から出土した形象埴輪である。513は盾形埴輪の破片で、盾面が円筒部

に補助粘土を使って取付けられているようすが観察できる。盾面の線刻は半裁竹管を用い、

まず横線を施したのち斜線を加えて大きな斜格子文を描いている。514は石見型盾の破片で、

外郭線と内部を埋める直弧文の一部が見られる。515は種類を断定できない形象埴輪片であ

るが、細かい櫛歯文で縦横に区分している。516は家形埴輪の堅魚木である。表面が風化し

ており調整は不明である。

517～ 519は馬形埴輪である。517は鞍の破片で、正面からみると中央部に粘土が剥れた

個所がある。これはおそらくたてがみが外れた痕と思われ、このことから前輪と考えるこ

とができる。粘土紐をドーム状につなぎ、内面はナデとユビオサエ、外面はヘラケズリで

整えたあと前輪を取付けている。518は障泥の一部である。表裏ともナデで整形し、表面に

櫛歯文を刻んでいる。類例としては、伝仁徳陵古墳出土の埴輪がある。519は脚の破片であ

７
几
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図135 南口古墳 4区東周濠 。東側墳丘斜面・

る。くびれ部から出土した493同様、蹄の部分は粘土を継ぎ足して表現している。しかし、

大きさが一回り小さく、焼成も異なることから別個体である。

(5)3・ 5区北周濠・北側墳丘斜面出土の埴輪 (図 137・ 138、 図版58・ 60・ 66・ 67)

北側墳丘斜面および北周濠からは、円筒埴輪は大きな破片も出土したが、形象埴輪は今

回の調査では見つからなかった。

円筒埴輪 520・ 521は口縁部から2条 目のタガの上部まで残存している。520は歪みが

ひどく、正確な口径はわからない。残存高は19。2cmである。外面は左上がりのタテハケを
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図136 南口古墳4区東周濠出土の馬形埴輪実測図

施し、内面はナデで仕上げているが、随所に工具の当った痕や粘土の継ぎ口が観察される。

日縁端部は上面の中央がやや凹むタイプで、タガは上下に蛇行しており、その断面は低い

台形を呈する。521は口径24.8cm、 残存高25.4cm、 口縁端部は継ぎ足した粘土が顕著で丸く肥

厚している。タガの断面は台形である。内面は左上がりのナデ、外面は粗いタテハケで調

整している。タガの少し上には、紐を丸く結んだようなヘラ記号が刻まれている。南口古

墳には、このほかにもさまざまなヘラ記号がある(図版66)。

522～ 525は日縁部片である。日縁端部は523のみ内側につまみ上げられるタイプで、残

りは上面が凹むものである。いずれも外側に少し肥厚する。調整は内面がナデとユビオサ

エ、外面はハケを施すが、原体は522・ 523は細かく、525は粗い。524はその中間である。

526・ 528～ 530は体部片である。タガの断面形態に注目すると、上端の突出度が少し高

くてしつかりした台形を呈する529、 低い台形の530、 三角形の526・ 528に分類することが

できる。529に施されたハケメは細かく、タガも水平に貼付されて上下に付着する余分な粘

土も少ない。一方、ほかの 3片 は529に比べてハケメが粗く、タガも歪んでいる。

527は底部片である。ほかの底部片とは異なり基部が厚く、また、工具の当った痕が見ら

れる。外面はタテハケで調整している。

以上の埴輪の胎土は他の区と差がなく、色調はにぶい黄橙～灰白色である。ここで特に

注目されるのは525に赤色顔料が残っていることである。
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Ⅲ章 調査の結果 前編

5区北周濠・北側墳丘斜面出上の円筒埴輪実測図 (そ の 1)

これまで南口古墳の埴輪について概観してきた。円筒埴輪は、すべてV期のものである。

しかし、口縁部やタガの形態、ハケメの粗密を考慮するといくつかのタイプに分けること

ができる。また、馬形埴輪をはじめ一部の形象埴輪は古い様相を残している。これらは、

南口古墳の築造年代に係わるとともに、埴輪の生産集団と被葬者の関係を示す問題である

ので、特に製作技法に着目してV章で考察を試みることにする。

6)南口古墳出土の刀形木製品 (図 139、 図版38)

542・ 543は ともに東周濠の埋土内から出土した。542は先端をわずかに欠損するものの

lIszt
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3・ 5区北周濠・北側墳丘斜面出上の円筒埴輪実測図 (そ の 2)

完形である。長さ約161cm、 刃部の最大幅4.2cm、 同最大厚2.Ocmで 、先端に向って徐々に狭

く、また薄く作られている。一方、末端から2～ 9cmの 間には、台形の制り込みが左右に設

けられている。例り込みの深さは511mほ どである。これは把の表現であろう。刃部の断面は

縦長の三角形を呈しており、刃と背の区別がなされている。刃部は全体として背側に若干

反っており、オ巴の長さに比べて不釣り合いなほど長い。543は刃部の切先付近の破片である。

542と 同様に先端をわずかに失う。残存長約20cm、 最大幅3.2cm、 最大厚1.8cmである。背側

を厚く、刃側を薄く作つている。

7)長原 7B層下半部下面検出遺構

部分的な調査であるため、いずれも全体の規模は明らかでないが、掘立柱建物 7棟、柵

1列、井戸 1基および溝 4条などを検出した。各建物と柵、溝は北で東に10～ 30° 振るか、

これに直行する方向を示した。

(1)掘立柱建物・柵 (図 140、 図版41)

‐ ‐ ５２５
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1:8

図139 南口古墳東周濠出土の

刀形木製品実測図

ｍ
５４３

1区 で見つかった掘立柱建物SB715と SB716、 および

SB717と SB718は 、ほぼ同位置での建替えを示していた。

SB715は 南北 2間 (1.8m× 2)、 東西 1間 (2.2m前後)も しく

はそれ以上の建物で、建替えられたSB716は南北 2間 (1.5m×

2)、 東西 1間 (2.lm)も しくはそれ以上の建物であった。

SB717と建替えられたSB718は 南北 1間 (1.2m)、 東西不明の

建物であつた。これら4棟の柱穴は角丸方形で、その規模

は、SB718の 北東角の柱穴P7を 除いて、 1辺45～ 60cm、 最大

でSB716の柱穴P4の長軸が約70cmあ つた。深さ50～ 60cmと 深

く、柱痕跡の直径も約15cmであつた。P7は20cmの深さであつ

た。

一方、墳丘に近い 1区のSB719や 3区のSB720。 721は掘

形の規模、深さともやや小さかつた。SB719は 南北 1間

(1.Om)も しくはそれ以上、東西不明の建物であった。SB721

は南北 1間 (1.5m)も しくはそれ以上、東西 1間 (1.4m)も しく

はそれ以上の建物であった。柱穴は隅丸方形で、一辺が20～

40cmと 比較的小さく、SB721の 北角の柱穴P17だけが40cm×

60cmと 大きかった。深さは10～ 35cmで不揃いだつた。柱痕跡

の直径は10cm前後であった。SB720と したものは、 3区で見

つかつた不整形な2つの柱穴であり、穴の深さや柱の大さは

他の建物と大きな違いはなかった。南北 1間 (1.2m)も しくは

それ以上の建物であつた可能性がある。

墳丘に近い 1区の柵SA722は 3つの比較的小さな柱穴が直

線的に並んだ遺構である。柱穴は隅丸方形で、一辺20cm足 ら

ず、深さは5～ 20cmであったが、柱痕跡の直径は上述の建物と

同様に10cm前後あった。

これらのほかにも、構造物を推定できなかった柱穴がいく

つかあった。これらの柱穴の埋土は共通しており、長原 7B

層、 13層以下の上半部のシルト、同下半部の礫混リシルト

の偽礫が混りあつた客土であつた。
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皿章 調査の結果 前編

なお、墳丘に近い1区のSB719や SA722、 墳丘盛土の下で見つかつたSB721な どの柱穴

が比較的浅く、また、掘形の大きさの割に遺存状況が悪いことを考慮すると、古墳築造に

際して集落の生活面がかなり削られていると考えられた。しかし、SB719や SA722の すぐ

近くにあるSB717・ 718は相対的に大きな柱穴をもっていたし、墳丘盛土の下で見つかつた

柱穴P19。 20は40～ 50cmの深さがあり、柱痕跡の直径は10～ 15cmであつた。したがって、柱

穴の深さや遺存状況は元の構築物との関係での検討がさらに必要だろう。

SB720の柱穴P13出土の土器 (図 141)須恵器の壺544お よび土師器の甕545・ 546が出土

した。

544は器高約7cmの短頸壺である。体部は球形で最大径は中央にあり、同上半部はカキメ、

底部はヘラケズリで調整する。TK23型式に属するものと思われる。

545。 546は日径17.4～ 20.7cmで、口縁部力汐卜上方にわずかに開いた甕である。545の口縁

部の内面にはやや粗いヨコハケメが残る。色調は545がにぶい赤褐色で、546はにぶい黄色

を呈する。

以上の土器は5世紀後半代に属するものであろう。遺物が柱穴の柱痕跡に入っていたの

か、掘形埋土に入っていたのかは明らかではないが、SB720は古墳時代中期かそれ以前の

ものと推定される。

(2)井戸SE723(図 140、 図版41)

1区で見つかつた平面形が長径2.8m、

りの井戸である。断面形は図140の よう

45

10cm

1:4

図 141 SB720柱 穴P13出土の土器実測図

短径1.5m以上の楕円形を呈し、深さ約1.9mの素掘

に中段から低部に向けて急にすぼまり、底部の径は

約50cmと 狭い。埋土は6枚の薄層に区分されたが、

上半部の 4薄層力t柱穴と同じ長原 7B層 と13層以下

の堆積物が混りあつた客土であるのに対し、下半部

の 2薄層は 13層 以下の地層の堆積物を主体とする

客土であった。

SE723出 土遺物 (図 142、 写真 10、 図版68)土師

器甕 。甑 。鍋や須恵器の蓋 。無蓋高杯 。高杯脚部 。

把手付椀・製塩土器などが出土した。

土師器 547・ 548は口径13.2～ 14.8cm、 口縁音5が

頸部から緩やかに外反した甕である。548は体部の

外面を左上がりのハケ、内面を左上がりのヘラケズ
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卸

電王ン『
10

1:4

図 142 SE723出土の土器実測図

りで調整している。549は口径29.8cm、 日頸部が上方に開いた甑で、日縁部の上端面は浅く

凹む。体部から口縁部の外面をタテハケ、内面を左上がりのハケを施したあと縦方向のナ

デで整えている。550は口径25。 3cm、 張りのある体部から口縁部がわずかにタト反した鍋であ

る。口縁端部は丸く、体部の中程にやや扁平な一対の把手が付 く。体部の外面はやや粗い

左上がりのハケで、内面は左上がりのハケのあと斜め方向のナデを施している。

須恵器 552・ 553は口径 12.6cmの杯蓋で、ともに天丼部の大半を失っているが、口縁部

は端部の近くで短く開き、天丼部と口縁部の境にはシャープな稜線がつく。554は口径 14.0

cm、 脚部を欠損した無蓋高杯である。口縁部の直下にはにぶい 2条の突帯が巡っており、

ここに一対の飾り耳が付 く。日縁部はわずかに内湾しており、端部は丸い。体部下半をカ

キメで調整する。555は高杯の脚部で裾端部は丸く、柱状部にはカキメ調整のあとバチ形の

スカシ孔を4方に穿つ。556は口径6.3cm、 器高5.5cm、 蓋受けのある把手付椀で、体部に環
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SD724は幅25～ 45cm、 深さ約20cmを 測る断面が浅い

U字状を呈する素掘りの溝であった。SB715や 716に付

属する排水溝であろう。 6区のSD726は一部を検出し

たに留まるが、幅約0.5～ 1.Om、 深さ0.2～ 0.3mを測る断

面が浅いU字状を呈する溝であり、同様の溝SD727と

T字形に交わった。これらの溝の埋土は長原 7B層 の

灰～黒褐色シルトであり、須恵器・土師器の小片が出

土した。

第4節 長原中央・西地区の調査結果

く[≡≡≡≡ヨ

~~~~「

)194

95

10cm

SD726出土遺物 (図 143)須恵器杯蓋(593)が出土し 図143 SD726・ 727出土の土器実測図
た。日径13.3cm、 器高4.3cmで、口縁部と天丼部の境界  sD726(593)、 SD727(594・ 595)

に稜線が、口縁端部ににぶい凹線が巡る。TK208型式に属する。

SD727出土遺物(図 143)須恵器杯身(594)・ 甕(595)が出土した。594は口径10.8cmの杯

身で、日縁端部を丸くおさめる。TK47型式に属する。595は甕の口縁部で、日径18.Ocmで

ある。口縁端部は上下に拡張して、タト側に面をもつ。TK23型式に属するものと思われる。

SD726・ 727か ら出土した須恵器の型式はTK23型式、土師器の年代観は5世紀後半代

であり、ともによくまとまっている。したがってこれらの溝は古墳時代中期のものと推定

される。

3.包含層出土遺物

1)長原 2層出土遺物

図144の599は底径約6cmの緑釉陶器の底部片である。高台は貼付けられており、明オリー

ブ灰～明緑灰色の施釉がなされている。平安時代中期に属するものとみられるもので、遊

離した資料である。

2)長原 3層出土遺物

土師器の小皿596・ 598が出土した(図 144)。

596は口径9。 2cm、 器高1.2cmである。「て」字状の口縁部を有しており、色調は灰白色を呈

する。平安時代Ⅳ期古段階～新段階に属するものであろう。598は日径8.8cm、 器高0.9cmで 、

日縁部は直線的に大きく開く。色調は浅い黄橙色を呈する。平安時代Ⅳ期に属するもので

あろう。以上の土師器は遊離した資料である。
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図144 54次調査地の包含層出土の土器実測図

長原2層 (599)、 長原3層 (596・ 598)、 長原 4A層 (597・ 600・ 60卜 618・ 622)、 長原 6A層

(602・ 604～ 607・ 609～ 614・ 621)、 長原 6B層 (603・ 608・ 615～ 617・ 620)、  長原7層 (619)
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3)長原 4A層 出土遺物

土師器・須恵器が瓦器とともに出土した(図 144、 図版69)。

土師器 597は口径8.lcm、 器高 1.3cm、 底部の中央が薄く作られた小皿である。色調はに

ぶい黄橙色を呈しており、平安時代Ⅲ期に属するものである。

600は口径9.Ocm、 器高6.2cm、 体部の下半から底部にかけて器面が剥落した小型の壺であ

る。日縁部は張りのある体部から外反しており、端部は丸くおさめている。色調はにぶい

黄橙色を呈している。601は口径 12.2cm、 器高9.8cmの 甕で、日縁部は頸部から直立ぎみに開

く。体部から底部の器面調整は、外面がユビオサエで、内面は横方向にナデている。色調

は浅黄～橙色を呈している。

須恵器 618は径H.4cmの 高杯脚部で、端部を丸くおさめている。柱状部から裾部にかけ

てカキメ調整を施したあと、 4方にバチ形のスカシ孔を穿つ。622は口径約21cmの甕で、口

縁部は頸部の中程でわずかに屈曲して開く。日縁端部の下端および頸部の中程ににぶい突

帯が巡っており、上下に櫛描波状文が施されている。618・ 622と もに色調は灰～青灰色を

呈 しており、ON46段階に属するものと思われる。

以上の土師器はおおむね平安時代の後期、須恵器は古墳時代中期に属するもので、いず

れも遊離した資料である。

4)長原 6A層 出土遺物

土師器、須恵器が出土した(図 144、 図版69)。

土師器 602は 口径9.6cm、 体部の下半をヘラケズリで調整した土師器の杯である。604は

日径約 13cm、 土師器の長頸壺の口頸部とみられるもので、口縁部外面の下半以下をタテハ

ケで調整している。605は口径 10。4cmの土師器の把手付椀で、日縁部は張りのある体部から

わずかに内傾したのち端部は立つ。体部の中程に上方に屈曲した棒状の把手を挿入してお

り、外面を左上がりのハケのあと、横方向のヘラミガキで調整している。606は日径17.5cm、

器高14cm前後に復元された土師器の甕で、日縁部は丸みを帯びた体部から一旦外反したの

ち開く。体部の外面を右上がりおよび縦方向のハケで調整している。607は口径 19.lcm、 口

縁部が頸部からわずかに開きながら立上がる土師器の壷で、体部の外面をやや粗いタテハ

ケ、内面を左上がりのヘラケズリで調整している。以上の土器の色調は灰黄褐～橙色系で

あり、焼成は総じて良い。606は奈良時代、602・ 604・ 605は飛`鳥 I～ Ⅱ、607は古墳時代
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中期に属するものであろう。

須恵器 609～ 612は口径10.6～ 14.8cmの須恵器の杯蓋である。610・ 609の天丼部と口縁

部の境界にはにぶい稜線が巡るが、611・ 612には稜線は見られない。609～611の口縁端部

は内傾するが、612は丸くおさめている。613・ 614は口径10.3～ H.Ocm、 立上がりが内傾す

る須恵器の杯身で、ともに体部外面の 1/3をヘラケズリで調整している。621は口径21.9

cmの甕で、日縁部は緩やかに外反する頸部から一旦水平に屈折したのち、上下に肥厚する。

日縁部の外端面は上下が強いヨコナデによって凹面をなす。以上の土器の色調は灰～青灰

色を呈しており、613は TK217型式、614は TK209型式、611・ 612は 1〔田5型式、621は

MT15型式、610は TK47型式、609は TK23型式に属するものであろう。

以上の土器のうち、出土した地層の時期を示す606以外は、遊離した資料と思われる。

5)長原 6B層 出土遺物

土師器、須恵器が出土した(図 144、 図版69)。

須恵器 615・ 616は口径10.0～ 10.6cm、 立上がりがわずかに内傾した杯身である。とも

に口縁端部はにぶい段をなす。617は底径9.2cm、 裾部が直線的に開いた高杯脚部である。

脚端部は下方に屈曲しており、裾部にはカキメ調整のあと、4方にスカシ孔を穿つ。620は

日径23.2cm、 日縁部が緩やかに開いた甕で、口縁端部の下方ににぶい稜線および稚拙な櫛

描波状文が巡る。以上の土器の色調は灰～暗灰色である。615・ 616は TK47型式、617・

620は TK23型式に属するものである。

土師器 603は 口径10.8cm、 器高3.Ocm、 口縁部は体部からわずかに内湾しながら開く。内

面には正放射暗文が密に施されており、色調はにぶい黄橙色を呈する。飛鳥Ⅱ～Ⅲに属す

る杯Cであろう。608は口径28.Ocm、 口縁部が外上方に開く甑である。体部の外面をタテハ

ケ、口縁部の内面をやや粗いヨコハケおよび横方向のナデで整えている。日縁端部は浅い

凹面をなす。色調は灰白色を呈する。古墳時代中期の土器である。

以上の土器のうち、本層の時期を示す飛鳥時代の土師器603以外は遊離した資料である。

6)長原 7層 出土遺物

図144の 619は日縁部、底部を欠損しているが、体部に張りのある須恵器の壺である。頸

部の下端には稜線下に櫛描波状文が、体部の上端には列点文が施されている。色調は灰色

で、TK208型式に属するものと思われる。本来は長原 7Bi層準の遺物であろう。
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7)石製品

古墳時代中期の遺構群に伴うか、その有離資料と考えられる石製品が出土した(図 145、

写真H)。

635は掘立柱建物SB718を 構成する北東角の柱穴(図 140;Pllのすぐ南の柱穴)から出土

した質の悪い碧玉製の管玉である。約 1/2を 欠損

しているが長さは2.35cmあ り、両面から御 .20cnl前

後の孔を穿つ。

636は 2区南周堤の盛土内から出土した滑石製の

自玉である。直御 .54oll、 厚さ0.19cmあ り、中央に

径0.20cmの子Lがある。

637は 1区南端の長原 1層から出土した最大長

2.81cm、 最大幅1.90clll、 厚さ0.34～ 0.48cIIlの 滑石製

双孔円板である。2個所にO.15clnの孔があり、表裏

面ともに粗い擦痕が見られる。638は 2区南周濠の

上層から出土した滑石製の双7L円板の破片で、厚

さは0.32～ 0.41cmある。表裏面ともに粗い擦痕があ

田
――――
―――‐
Ш

◎

~⑩ ~3 m7
ロ

◎ 6%

0                      5on

2:3

図145

瓢 恣 曰 雨

―

蒻

―

〕

TS

I「

Sヲ

ミ

ン

ー

思

IIXN M

石製品実測図

由
Ξ
日
國
囲
岡
脚
Ｕ

肉 638

鼈 i:9

写真H 石製品

-227-



Ⅲ章 調査の結果 前編

り、一端に径0.17cmの孔を穿つ。639は 4区東周濠上の長原 6B層 から出土した滑石製の双

孔円板の破片で、厚さは0.45cm前後あり、2個所に径0.20cm前後の孔を穿つ。

640は 4区墳丘盛土内から出土したやや大型の勾玉形滑石製品と思われるものである。残

存部は最大長3.80cm、 最大幅2.32cm、 厚さ0.40～ 0.50cmあ る。頭部とみられる位置に径0。 20

cmの孔があり、表裏面および背 。腹の残存部に粗い擦痕が残る。

以上の石製品のうち、管玉以外の自玉・勾玉 。双孔円板などは全体に扁平に作られてお

り、形状からみて古墳時代中期の滑石製模造品と思われる。

F88-16次 調査

調査地は長原西地区の中央付近にある南北路線であり、周辺ではNG83-53次、85-16②

次、87-89次などの調査が行われている。調査は南北41mの範囲で開始したが、期間中の

頻繁な降雨のために安全確保が危ぶまれたため、北半部の調査を中止し、南半部20mの範

囲で調査を行った。

1.層序

調査地には長原 0・ 1層の下位に、長原 2、 3、 4Bi、 同五i、 6-7層 および13層 以

下の地層が分布した(図 146)。

長原 2層は暗オリーブ灰色粗粒砂質シルト～シルト質砂層であり、層厚は約20cmであつ

た。空隙があり、締まりが悪かった。須恵器や土師器のほか、土師質の小皿、青磁、白磁、

布目瓦などが出土した。

長原 3層は3部層に区分された。上部は灰褐色～灰オリーブ粗粒砂質シルト層であり、

東壁で約10cm、 西壁では約30cmの層厚があった。土師器が出土した。中部は灰オリーブ砂

質シルト層であり、層厚は約15cmであった。土師器の小皿が多く出土した。下部は灰褐色

粗粒砂質シルト層であり、基底付近に砂礫を伴つた。層厚は約20cmであった。須恵器や土

師器が出土した。

長原4Bi層は暗黄灰色粗粒砂質シルト～砂質粘土層であり、層厚は約20cmであった。土

師器が出土した。

長原 4B面 層はSD604の埋土上半部として分布し、漸移関係にある2部層に区分された。

上部は砂混り淡灰色シルト質粘土層であり層厚は最大約40cmであった。須恵器や土師器が

出土した。下部は灰色シルト質粘土層であり、最大層厚は約30cmであった。
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図146 88-16次調査地の地層断面と遺構の分布

長原 6-7層 はSD604の埋土下半部として分布し、層相の異なる2部層に区分された。

上部は半固結の青灰色シルト質粘土 。砂質シルトの偽礫と、粗粒砂の基質からなる偽礫層

であつた。最大層厚は約40cmであった。土師器の椀や皿が多く出土した。下部は青灰色粘

土薄層と粗粒砂層の互層であり、層厚は最大約70cmであった。須恵器が出土 した。

長原 13層以下はTP+9.o～ 8.4m間では褐色～淡黄色シルト質粘土層であり下部に砂層を含

んだ。またTP+8.4m以下は褐色～緑灰色粗粒～中粒砂層であり、下方ほど礫を多く含んだ。

2.遺構 とその遺物

1)長原 3層下部上面検出遺構

溝SD304は緩く蛇行しながらほぼ南北に延びた溝であり、幅は約35cm、 深さは数cmであっ

た(図 146)。 第3層 中部に覆われた。埋土は灰色粗粒砂質シルトであり、下部に粗粒砂から
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なる水成のラミナがあつた。この溝は現代の用水路の位置と重なったことから、その前身

であつたと考えられる。また溝の下位には分布が重なる遺構がなかったことから、当地の

区画整理以前の水田区画は、長原 3層の形成期にさかのぼると考えられる。

2)長原 13層上位の 4Bi層基底面検出遺構

(1)溝SD603(図 146)

東西方向の溝であり、幅1.3～ 1.6m、 深さは0.5mであつた。埋土は13層 以下に由来する

黄灰色～青灰色シルト質粘土偽礫と、暗灰色シルト質極細粒砂～細粒砂の基質からなり、

下底に層厚3cmの灰色極細粒砂質粘土薄層 (水成)を伴つた。静水あるいは緩慢な流水状態の

ところへ客土され、埋立てられたと考えられる。

(2)溝SD604(図 146)

東西方向の溝であり、幅は約6m、 深さは1.6～ 1.9mであつた。埋土は明瞭な境界面をもっ

て三分された。埋土の上半部はシルト質粘土(4B面 層上部～下部)であり、下半部は偽礫

層と砂泥互層(6-7層上部～下部)であつた。この溝は、埋土の層相および境界面の特徴

から、流水による砂泥互層の堆積の後、偽礫によって埋立てられ、さらに幾度かの浚渫を

へて、緩慢な流水による4B面 層が堆積したと考えられる。この溝は、本調査地東側のNG85

-1、 87-89次調査でも検出されており5世紀後半以降 7世紀前半の間に存在したと報告さ

れている。また本調査地西側のNG83-53次調査では、東から西へ下る谷状の落込みが検出

されており、この溝と連続するものと推定される。

SD604出土遺物 (図 147)埋土上半部の上部(4B面 層上部)から出土した623は土師器の

椀で、器形からみておそらく高台をもたないA類 と思われる。日径12.8cmで ある。平安時

代Ⅱ期とみられる。627は黒色土器A類の椀である。内面には乱雑なミガキを施している。

平安時代Ⅱ～Ⅲ期古段階のものであろう。

埋土上半部の下部(4B面 層下部)から出土した624は口径15.8cmの土師器椀で、高台をも

つB類である可能性がある。内外面にナデを施している。平安時代Ⅱ期とみられる。630は

須恵器高杯の脚部である。4方に長方形のスカシ孔を設けている。TK208型式のものであ

ろう。

埋土下半部の偽礫層(6-7層上部)から出土した631は須恵器の甕である。日縁は外反し、

端部外面は凹線状に凹む。外面には格子状のタタキを施し、内面の当て具痕はナデのため

不明瞭になっている。TK47型式～MT15型式のものであろう。
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(図 146)

径 15cm前後のビットであ

る。深さは30cmと 18cmで あつ

た。構造物との関係はわから

なかった。

3.包含層出土遺物

各包含層から出土したおも

な遺物を図147に 示す。

1)長原 3層 出土遺物

上部から出土した633は瓦質

土器羽釜である。鍔は横方向

に伸び、日縁部はやや内傾

し、外面には凹線で段を設け

ている。体部の内面は横方向

の断続的なハケ調整をし、外

面は下半をヘラケズリしてい

る。 15世紀代のものと思われ

る。

中部から出土した625は瓦器

皿で、内面には乱雑なミガキ

を施す。 C一 Ⅲ-1～ 2期

で、遊離資料である。

628は土師器椀Bの底部であ

第4節 長原中央・西地区の調査結果

▼ 刊 ィ′4::4 l:r:l<628

耽
0                  1o                 20cm

l:4

図 147 16次調査地出土の土器実測図

長原 3層 (625。 626・ 628・ 629・ 633)。 長原 4Bi層 (632)

SD604内 4BiH層 上部 (623・ 627)、 同 4Bili層下部 (624・ 630)

同 6-7層 上部 (631)

る。高台は断面台形のしっかりとしたものである。平安時代Ⅱ期とみられる。下部から出

土した626は口径15.2cmの瓦器椀である。内面には乱雑なミガキを施している。C一 Ⅲ-1～

2期に比定できる。629は白磁碗の底部である。高台周辺にはヘラケズリを施しており、台

形状の高いものである。横田・森田(1978)の 分類の白磁碗V類 と思われ、平安時代Ⅳ期以
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降のものであろう。

2)長原 4Bi層 出土遺物

632は口径24.8cmの土師器甑である(図 147)。 体部はやや外傾し、日縁端部は上面がわず

かに凹む。内外面をナデ調整する。残存部の下端が把手の貼付け部分である。奈良時代の

もので、遊離資料である。
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第 5節 動物遺体の調査結果

1.資料の概要

本節で報告する動物遺体は長原東南地区 6調査地、同中央地区2調査地、計 8調査地か

ら出土したものであり、古墳時代中期～江戸時代の 19件 79点である (表 8)。 資料はいず

れも調査中に発掘したものである。動物遺体の種類は哺乳類の骨や歯のみである。

2.調査の方法

1)資料の取上げと保存処理

一般的に、動物遺体が貝塚や洞窟遺跡以外の場所から出土したばあい、それをそのまま

放置しておくと劣化が進行する。劣化の状態はさまざまで、骨のばあい、埋存していた環

境が乾燥していたばあいには骨全体が脆くなったり表面の剥落が生じ、一方、湿潤で水分

を多く含む粘土質の地層であったばあいにはそのまま乾燥させるとひび割れ・変形・表面

の剥落などが生じる。こうした劣化が進行しやすい動物遺体が長原遺跡でもしばしば発掘

されている。そこで、近年では劣化を防ぐためにアクリル樹脂 (パラロイドB72)の 5～

10%の アセトン溶液を含浸させる保存処理を行っている。また、資料の形状がよく残つて

いても脆弱でそのままでは取上げが困難なばあいには、発掘現場でこの溶液を塗布した後

に資料をガーゼと濃い溶液で固定し、さらに補強を要するばあいにはウレタンフォームや

石膏で包み込んで取上げを行っている。

今回報告する資料のうち長原東南地区SD402出土のウマの下顎骨 (NQ2)と 肛骨 (No4)、

同SD207出土のウマ頭骨 (NQ20)は 上記のような方法で現場で処理をして取上げたもので

ある。一方、他の資料は発掘後放置されたままであったために劣化が進行していた。特に

長原中央地区SD728か ら出土したウマの肢骨 (NQ51～ 60)は乾燥によって縦に割けるとと

もに各破片が骨表面方向に反つてしまっていた。このようになってしまうと修復は非常に

困難である。本報告書作成を機会として、資料の今後の劣化を防ぐとともに、整理作業を

円滑に進めるためにも、全資料にパラロイドの溶液を含浸させた。

2)同定 。分析の方法

資料の同定には、現生骨格標本と骨格図集 (加藤嘉太郎、1970;競争馬総合研究所、1979)
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表 8 動物遺体一覧表

む掘次究 層準 遺構 時期
(C;世紀 )

大分類 Jヽ分類 部位 左右 部分 備考 料
号
資
番

古墳中期～後期

(5C後半～6C前半)
哺乳類 不 明 不 明 不明 不明 破片

NG4C SD402 平安(10～ 12C) 哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺手L類

哺乳類

ウマ

ウマ

ウマ

ウシ

ウマOrウシ

ウマOrウシ

ウマOrウシ

ウマOrウシ

不明

不明

不明

不明

不明

下顎骨

下顎骨

肛骨

上顎遊離歯

下顎骨?

上腕骨

軸椎

四肢骨

不明

不明

不明

不明

不明

右

右

左

不明

不明

左

明

明

明

明

明

明

不

不

不

不

不

不

切歯欠

M2～ M,付近の舌側体部

近位端欠

臼歯

下顎枝?

遠位骨幹

骨端

骨幹

骨端

骨端

不明

不明

不明

歯根形成,5才強

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

2

3

4

5

6

7

8

9

10

ll

12

13

14

NG7 SX705 古墳中期～後期

(5C後半～6C前半 )
哺乳類 ウ マ 上顎遊離歯 不明 臼歯 破 片

88-15C NG2・ 3 SD304・
305・ 306

至口J～江戸 ‖尋テL天員

哺乳類

哺乳類

哺乳類

ウ マ

不明

上771遊 離日

上顎遊離歯

上腕骨

四肢骨

右

左

不明

MI

M2

遠位骨幹

骨幹

歯供発運 ,10～ 15オ

歯根発達 ,10～ 15'

破片

l

88-22③ NG2 江戸(18C以 前 ) 哺7L類 ウ マ 頭骨 左右 顎のみ 歯根形成.5～ 10才

NG4A SD403 鎌倉(13C) 哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳類

ウマ

ウマ

ウマ

ウマ

上顎遊離歯

上顎遊離歯

上顎遊離歯

上顎遊離歯

右

右

右

不明

P4?

Ml

M2

Fl歯 .三 ケ月

歯根形成,:0才弱

歯根形成,!0才弱

歯根形成.10才弱

21

22

23

24

NG2・ 4A Ｄ２。７
Ｗ

鎌倉～江戸

(13～ 18C)
哺乳類

哺乳類

哺乳類

マ
　
　
　
マ
　
　
　
マ

上顎遊離歯

上顎遊離歯

上顎遊離歯

右

　

左

　

左

げ

　

口

　

”

4才以下

歯根形成初期
5才前後

歯根形成,!0才弱

88‐42 NGl・ 2 江戸～現代 哺乳類 ウ マ 下顎遊離歯 右 M:orM.r 歯根未形成
崚耗初期.5才以下

江戸～現代 哺乳類 ウ マ 下顎遊離歯 右 歯根形成,5才前後

NG2 江戸 哺乳類 ウマ 下顎遊離歯 右 M, 破片

NG4Bii 鎌倉初期(12～ i3C) 哺乳類 ウ マ 切歯 不明 不明 破片

平安後期(12C) 哺乳類 ウ マ 大腿骨 左 遠位骨幹 破片

88‐ 20 鎌倉(13C) 哺乳類 ウ シ 下顎遊離歯 不明 自歯 破片,歯根未発達

l区NG6・ 7 古墳中期～飛鳥 哺乳類 ウ マ 上顎遊離歯 左 MlorM2 歯根形成,5才強

NG7B上 半

上部

南口古墳
南周濠

墳丘裾

古墳後期(6C中 葉) 哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳類

ウマ

ウマ

ウマ

ウマ

ウマ

上顎遊離歯

上顎遊離歯

上顎遊離歯

遊離歯

撓骨

左

左

不明

不明

左

P'

P4。 rMl

自歯

臼歯

近位端+骨幹

歯根形成,5才前後

歯根形成.5才前後

7本分,破片+圧痕

12本分.破片+圧痕

南口古墳
南周濠

中央

古墳後期(6C中葉 ) 哺乳類

哺乳類

マ
　
　
　
マ

上顎遊離歯

上顎遊離歯

右

　

右

才

　

才

約

　

約

南口古墳
南周濠

古墳後期(6C中葉 ) 類

　

類

哺

　

哺

マ
　
　
　
マ

上顎遊離歯

上顎遊離歯

左

　

右

Ｆ

　

　

Ｐ

約5才

歯根形成,5才強
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を利用した。同定作業と並行して、解体痕・加工痕や歯の萌出と咬耗の状態・形質などの

特徴についても観察し、DHesch(1976)に 準拠して計測を行つた。ウマの年齢は歯の咬耗

や歯根の発達の程度による方法 (Goody、 1983)に よって推定した。また、ウマの体高 (前

脚先から肩までの高さ)推定は骨長を用いた方法 (林田重幸・山内忠平、1957)に よって

行い、必要な骨長計測点が残つていないばあいは他の計測値から骨長を推定する方法 (西

中川駿・松元光春、1991)を 用いた。在来馬との比較に際しては林田重幸 (1974)の 分類

を参考にした。これによると、日本の在来馬は木曽馬 (体高 124～ 142 cm)や御崎馬 (体高

125～ 140 cm、 平均 132 cm)に代表される中形馬と、トカラ馬 (体高 108～ 121 cm、 平均 H5

cm)に代表される小形馬の2つ に分類される。ちなみに、今日よく眼にするサラブレッド

の体高は150cmを 越える。以上のデータをコンピュータに入力し、検索。集計の便をはかっ

た。

3.調査の結果

1)出土動物種の概要

哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳類

ウマ

ウマ

ウマ

ウマ

マ
　
　
マ
　

　

ｒゥ

ゥ
　
　
ゥ

　
　
マ。

下顎遊離歯

下顎遊離歯

下顎遊離歯

下顎遊離歯

下顎遊離歯

下顎遊離歯

四肢骨

左

左

左

右

右

右

利

Il

12

1,

11

12

11

骨幹 破片

44

45

46

47

NG7B」二半

下部

SD728 古墳後期(6C中葉 ) 哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳類

ウマ

ウマ

ウマ

ウマ

ウマ

ウマ

ウマ

ウマ

ウマ

機骨

撓骨

有頭骨

第3中 手骨

第3中 手骨

第2中 手骨

基節骨

基節骨

中節骨

中節骨

左

右

右

左

右

右

左

右

左

右

遠位端+骨幹

遠位端+骨幹

破片

51

52

53

54

55

56

57

59

60

NG7BT半 SE723 古墳中期(5C末 ) 哺乳類

哺乳類

ウマ

ウマ

上顎遊離歯

上顎遊離歯

不明

不明

自歯

自歯

歯根形成,5才以上

歯根形成,5才以上

61

62
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Ⅲ章 調査の結果 前編

同定の結果、以下の 2種が判明 した。学名は北隆館編集部編 (1981)に 拠つた。

ウマ E9“us caba〃 us Linnacus

ウシ Bοs raurus dOr2eSruicus Gmelin

表8で「ウマOrウ シ」としたものは大きさや緻密質の厚さから両種のいずれかと考えら

れるものである。また、「不明」としたものも共伴した動物種から両種のいずれかに属する

ものと推測されるが、断定できる根拠を欠くため当該表記に留めた。

2)資料の記載

ここでは比較的まとまったものについて産状も合わせ記載する。断片的な資料について

は個々の記載を省いたので表 8を 参照されたい。

(1)88-1・ 88-59次調査地 (図版 94)

平安時代の坪境溝SD402か らはウマ・ウシあるいは両種のいずれかに由来すると思われ

るものが 13点出土した (NQ 2～ 14)。 SD402には埴輪・土師器・須恵器など古墳時代の遺

物が多量に含まれているが、NQ 2の ウマ下顎骨は歯列を良好に保っていたので、遺構機能

時のものと推定される。NQ2の各部位の計測値は表9に示す通りで自歯列長 (基部)は 17.55

cmである。この値は西中川駿 。松元光春 (1991)に よると、在来馬では木曽馬よりやや大

きい。臼歯列長から推定した下顎骨の最大長は42.82 cmで、体高は約 140 cmと 推定される。

年齢は5才 よりやや上と推定される。解体痕は骨表面が劣化していたためその有無を観察

できなかった。

古墳時代の窪地SX705か らは須恵器。土師器とともにウマの自歯などの破片が出土した

(NQl・ 15)。 長原東南地区における古墳時代のウマの出土例はNG82-41次調査地SE301

(久保和士、1993b)のみであったので、本資料は貴重な追加例となった。

(2)88-15①次調査地

SD304～ 306は室町～江戸時代の島畠溝で、これらのいずれかからウマの自歯とウシの

上腕骨が出土した (NQ 16～ 19)。 ウマの臼歯には歯根が発達し、年齢は 10～ 15才と推定

される。

(3)88-22③次調査地 (図版 94)

SD207・ 403は いずれも同位置の坪境溝で、前者が江戸時代、後者が鎌倉時代のもので

ある。動物遺体はすべてウマで、前者から歯列を保つた状態の上下。左右の自歯 (NQ 20)

が近世陶磁器とともに、後者からは遊離した臼歯 (NQ 21～ 24)が多量の瓦器椀とともに出
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資料番オ 左右 日歯ダリ長 (歯 10部 )

下顎 右 (310)× 13.9 28.4× (15.5) 27.0× 157 25.3× (13.8) 24.7× (14.0) 29.9× 12.4 175.5

上顎 右

下顎 右 164

上顎 右 258× (26.8)

上顎 左 26.0× 25.1

下顎 右 23.9× 13.2

第 5節 動物遺体の調査結果

表 9 ウマの自歯計測値

歯冠咬面の長さ×幅 mn、 括弧を付 したものは現存値を示す。

土した。NQ20は歯根部に骨が残存 していたので、本来は頭骨全体があり、その骨質部分が

分解したものと推測される。自歯列長 (基部)は上顎が 16.l cm、 下顎が 16.4 cmで ある (表

9)。 この値は西中川駿 。松元光春 (1991)に よると在来馬では御崎馬と木曽馬の中間くら

いである。臼歯列長から推定した頭骨の最大長は49.27 cm、 下顎骨の最大長は40.16 cmで 、

下顎から算出した体高の推定値は約 128 cmで ある。年齢は 5～ 10才と推定される。

(4)88-54次調査地

もっとも多量の動物遺体が出土し、これらは 6世紀中葉に築造された南口古墳に関連す

る資料 (NQ 35～ 60)と それ以外の資料 (NQ 34。 61・ 62)に大別される。前者は量的に多く、

出土状態も注目されるので次項で詳しく述べる。一方、南口古墳よりも古い 5世紀末の

SE723は集落内の井戸で、人為的な埋戻し土の最上層からウマの臼歯 (NQ61・ 62)が 2点

出土している。両者とも上顎遊離歯の破片で、年齢は 5才以上と推定される。また、この

周辺の長原 6～ 7層 からもウマの左上顎遊離歯が出土している (NQ 34)。

(5)南口古墳 (長原古墳群 181号墳 )

南口古墳の動物遺体は南周濠底の SD728。 長原 7B層上半部上部 。同層下部から出土し

た。

SD728出 土資料 (図 148右、図版 36。 95、 写真 12・ 13)本資料 (NQ51～ 60)は溝SD728

の南寄りで人為的に埋戻された偽礫層中から出土したと調査時点では判断された。その後、

整理作業に平行して出土状況を検討したが、この埋土を切る長原 7B層上半部の上部が混る

ような掘込みは確認できないので長原 7B層上半部の上部堆積前のものでまちがいない。た

だし、SD728が人為的に埋戻された直後に、埋められたか踏込まれた可能性は残るので、

古墳築造中か完成後間もない時期に埋められたか踏込まれたものとやや幅広く考えておく。

資料はウマの左右の榜骨から末節骨までの前肢で、左右それぞれが交連した状態であっ
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Ⅲ章 lJ司 介の結果 前lnl

たt しかし、調査後の適切な処理が欠けていたため、プI:第 2中 千骨、手根骨の人 11、 第 4

中手骨・末節骨・種 ル皆のすべては損失している。左イfの位置は生体と同じでほは
｀
14行 し

て揃っており、両者の間隔は約 30 cmで、ともに墳丘側が近位である.左イiと も末節骨の先

端は地山面にほぼ接するが、足底面は上を向いていた。末節骨から中千4=ま ではほぼ直線

的に交i上 し、すべて前側が ドを向いていた。中手11・近位端は末節骨よりもレベルが 4 cmほ

ど高い.そ して、これ島は撓骨 手根関節で尾側に折れ曲った状態にあり、桂11'と の角度は

左側はほぼ直角、イ「側はそれよりもやや鈍角であったぃつまり、桃骨は近位を 11に して立1つ

ていたて、撓′‖・は遠位端から約 12 cmのみがあり、近位側は欠lliし ていた。欠損 lll所 と木節骨

の比高は約 20 cmで、欠損個所は長原 7B婿 11｀ 11部の L部 を完掘 した際に既に周溝底に現わ

れていたぃたイfの同 ・部位はサイズが同じであるので、1司 ・個体と考え′)れ る.想定され

る体lln方位はN54° Wで、rif墳の主軸方位 N25° Wに対して 29° 北で西に振っている.イ f
ll:手骨の最大骨長は21 lcmと 復元でき、これから推定した体高は 129 cmであるぃいわゆる

写〕'(12 1朽 ll占墳ウマ肢骨出 L状況 (束から)
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第 5節 動物遺体の調査結果

NG7B層上半部上部 NG7B層上半部下部

墳丘 ヽ
、

X-155,322

X-155,327

図 148

中形馬に相当し、長原遺跡を含む古墳時代の遺跡でもっとも一般的な大きさのウマである。

年齢は撓骨の遠位端が癒合している・ことから3.5才以上であるが、これより詳しい推定は

できない。解体痕は現存する骨表面には認められない。

く
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況南口古墳南周濠のウマ遺体出土状
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零げ

NG7B層上半部下部下面の落ち込み
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皿章 調査の結果 前編

南周濠長原 7B層上半部の上部出土資料 (図 148左、図版 36・ 95)本資料は、出土地点

を3個所に区別できる。第 1地点は墳丘裾で、ウマの自歯 (NQ 35～ 38)と 若干の骨の破片

がまとまって周濠底から約 10 cm浮いて出土した。歯は直径約 40 cmの範囲に散らばってお

り、本来の歯列を保つていなかった。付近には埴輪破片が多く見られ、その出土レベルは

歯と同一であつた。臼歯は少なくとも21本あり、左上顎の第 2前臼歯 P2と 第4前臼歯P

4ぁ るいは第 1後臼歯Mlと 考えられるものが 1点ずつ含まれるが、他のものについては調

査後の適切な処理が欠けていたため、細かに破砕し部位が明らかでない。ただし、周溝埋

土ごとに粗く切り取つて持ち帰つていたため、歯の圧痕を検討した結果、上顎歯が 7本含

まれていることがわかった。下顎歯らしきものもあるが断定はできなかった。年齢は5才

前後と推定される。

第 2地点は周濠中央部で、墳丘裾からは約2.5m、 周堤の裾からは約 1.3m、 第 1の資料か

らは2.7mの位置である。ここからウマの右上顎切歯が 2点 (No40・ 41)出土した。詳細な

状況は明らかでないが、円筒埴輪の大きな破片と伴出した。右上顎の第 1切歯 11と 第3切

歯 13で、両者とも年齢は約 5才で同一個体の可能性が高い。

第 3地点は墳丘裾から0.7mほ ど離れたところで、ウマ左撓骨の近位側の破片 (NQ39)が

周濠底から約 10 cm浮 いてほぼ水平な状態で出土した。骨軸の方位はN49° Wである。遺存

状態は非常に悪く、形質などを明らかにすることができなかった。

以上の3個所のほかに、詳細な位置が不明のものが 9点 (No42～ 50)あ つた。ウマある

いはウシの四肢骨骨幹 (NQ 50)のほかはすべてウマの遊離歯で、その内訳は表8の通りで

ある。左上顎第 2切歯 12は約 5才、右上顎第 3前臼歯P3は 5才強と推定される。

南周濠長原 7B層上半部の下部出土資料 (図 148右、図版 36、 写真 12・ 13)本資料は現

存しないが、SD728出土資料と関連するため、調査時の記録をもとに記載する。SD728南

側で周濠底に堆積する長原7B層 上半部の下部の偽礫層を掘削した際に見つかつたものであ

る。本層は周濠底の加工時形成層で、層位的にSD728よ り下位である。資料は2点あり、

南側のものをA、 北側のものをBと 呼称する。それぞれSD728左右前肢の骨軸線上の南東

に位置し、Aと 左前肢の末節骨先端との距離は0.75m、 手根関節との距離は 1.15m、 Bと右

前肢のそれは0.75mと 1.lm、 AB間の距離は0.4mであつた。Aは骨の基底のみが残存して

いたようで、その形状は長径 7 cmほ どの楕円形である。これが地山上に5 cmほ ど踏込まれ

たような状態であつた。Bは長骨で、骨幹部が 8 cm以上残つておりそれが地層中にやや北

西方向に傾いて立ったような状態であった。下方は調査区外に続くため、完掘されていな
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第 5節 動物遺体の調査結果

い 。

4.小結

以上各調査の動物遺体について記載を行ったが、平安時代から江戸時代の資料は坪境溝

や作土層から出土したものが多かった。特に坪境溝では、88-59次調査地のSD402か ら

はウマ下顎骨などウマとウシの遺体が、88-22③次調査地のSD207・ 403か らは頭骨な

どウマの遺体が多く見つかつた。前者からは四肢骨や脊椎骨が含まれ、後者には含まれな

いが、これは遺存条件の違いである可能性が高い。このように坪境溝では頭骨を含む部位

がまとまって見つかるので、意識的に牛馬 (骨 )を ここに投棄したものと考えられる。良

好な類例が池島・福万寺遺跡の 12世紀代の坪境溝から出土しており、松井章 (1995)は こ

の動物遺体の分析を詳細に行い、文献資料や民俗資料を援用して農耕祭祀や雨乞祭祀といつ

た農耕儀礼の行為の結果であることを推察している。本例に対してもこのような解釈が可

能と考える。

南口古墳の出土資料については、動物遺体に対する管理が良好ではなかったため、遺物

の記載を十分にできなかったことは悔やまれる。しかし、検討の結果、単に古墳から馬が

出土したというだけでなく、古墳での葬送儀礼で馬がいかに関与したかを知る貴重な資料

であることが推察される。これに関してはV章で考察を行う。

最後に、長原遺跡で検出される動物遺体の代表格であるウマとウシについてまとめてお

きたい。両者は共に家畜であるが、長原遺跡においては両種の遺体の様相がやや異なって

いる。出現層準はウマが長原 7Bi層で最古の資料の年代は5世紀中葉 (TK73型式期)で

ある (NG16次調査SD04;未公表)。 一方、ウシは長原 7A層 から出現し、年代は7世紀前

半頃である(近年の調査結果による)。 出土数は本書のシリーズでも報告してきたように時

期を通じてウマの方が圧倒的に多い。また、出土状況はウマが古墳時代の集落では必ずと

いってよいほど出土するのに対して、同時期の墓域での出土はまれである。飛鳥時代以降

になると、両種とも集落内からの出土数は減じ、水田耕土や灌漑用水路からの出土がめだ

つようになる。このような種および時期による考古学的な様相の違いは人間の動物利用や

認識の相違と変化にほかならないものであろう。
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Ⅲ章 調査の結果 前編

第 6節 堆積物の粒度・組成分析

1.試料と分析方法

1)試料

分析した試料は、長原東南地区にあるNG88-22③次調査地の北壁で、長原遺跡の標準層

序がほぼ連続して観察された長原8A層以下の層準から、連続で採取した65試料である(図

TP
120m
長原層序

0

1

2

8A

8B

8C

l10

9A'

9A

9B

9C

-10・ 11
12A――一―
12B 13A

13B

13C

14

100

15

1/20

図149 試料採取柱状図

149)。 試料1が長原 8A層、2～ 5が 8B層 、6～ 10が 8C層 、H～ 14が

9A′ 層、15。 16が 9A層、17～ 25が 9B層、26～ 30が 9C層、31～ 36

が 10。 11層 、37・ 38が 12A層 、 39。 40が 12BC層 、41～ 43が

13A層、44～ 46が 13B層、47～ 49が 13C層、50～ 52が 14層 、53～

65が 15層からそれぞれ採取した。試料の厚さは1～ 6cmであつた。

2)粒度分析

各試料とも湿潤重量約60gを 自然乾燥させ、乾燥重量を測定後、超

音波洗浄機を用いて洗浄し、極細粒砂サイズ以上の砕屑物を回収し

て乾燥させた。乾燥した砕屑物試料は標準飾を用いて、礫 (≧ 2nlm)、

極粗粒砂 (2～ 1皿 )、 粗粒砂 (1～ 1/2111m)、 中粒砂 (1/2～ 1/4nlm)、 細粒砂

(1/4～ 1/8nlm)、 極細粒砂 (1/8～ 1/16nlm)に飾別し、重量を測定した。

シルト・粘土 (泥、1/16nlm>)は全砕屑物重量から極細粒砂サイズ以

上の重量を差し引いて求めた。また、各粒度の重量%を計算した(表

10)。

3)組成分析

粒度分析と合わせて、火山ガラスの濃集層準を明らかにし、火山

灰の降灰層準を予察するために、火山灰分析の一部として組成分析

を行った。粒度分析で得られた極細粒砂サイズの試料をプレパラー

トに封入し、偏光顕微鏡下で火山ガラス、長石、石英、角閃石、斜

方輝石、単斜輝石、雲母、ジルコン、燐灰石、不透明鉱物を同定し

た。極細粒砂サイズの 1プ レパラートにつき200粒以上、多くは
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層準 含水 粒度組成 % 鉱物組成 %l全 砕屑物中 l火 山ガラス型 %l褐色 重鉱物組成 %

!F%l gr vcs cs ms fs vfs mud I Cl LM HMlGlib HMibl H C T lcl%l Am Opx Cpx Bi Zr Ap Opq

O O
O
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表10 NG88-22③試料の粒度組成。岩石記載的性質
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400粒以上は同定し、試料中の火山ガラスと重鉱物の粒数%、 および全乾燥重量に占める

極細粒砂サイズの試料中の火山ガラスと重鉱物の粒数%を計算した。また、一部の試料で、

火山ガラスの型を分類した。なお、重鉱物組成については粒数の少なかったものについて

は、傾向を示すに留めた(表 10)。

2.分析結果

粒度組成(図 149)を みると、試料65～ 61は粗粒砕屑物が優勢であり、上方に細粒化の傾向

があつた。全砂粒サイズともよく似た割合で混りあっていた。60～ 35は全般にシルト・粘

土が卓越するが、45と 36に砂の小さなピークがあった。44の砂は上下の試料の砂粒組成と

あまり変らないが、36は極細粒砂が優勢であった。34～ 15はシルト・粘土が圧倒的に多く、

きわめて泥質であった。特に25～ 16は シルト・粘土が99%を 占めた。14～ 12は極細粒砂が

やや多くなり、Hで小さなピークがあった。10ではシルト・粘土が再び増加し、98%に達

した。9～ 7は砂が急激に増加し、6～ 3では砂が50%以上を占め、細礫が混った。2～ 1では

砂が減少傾向を示した。

火山ガラスは試料65～ 53では極少量含まれただけだが、52～ 46で増加し、45～ 37で高率

に含まれた。特に43と 40では極細粒砂サイズでの粒数%と 全砕屑物中での粒数%がともに

高率であった。36から上位では全般に漸減するが、30に小さなピークがあった。また、全

砕屑物中の粒数%で Hの火山ガラスが小さなピークを示し、9では高率となった(図 150)。

火山ガラスが比較的多い46～ 37について、火山ガラスの型と褐色透明ガラスの含有率を

みると(図 151)、 大半が扁平型であるが、中間型と多孔質型ガラスは46～ 44で増加し、43～

39で30%前後を占めた。褐色透明ガラスは45以上で確認され、41～ 37で多かった。特に40

には小さなピークがあり、38では全火山ガラス中9%と突出した。また30と 27では中間型と

多孔質型ガラスが30%前後を占めた。

重鉱物は新鮮なものはほとんどなく、大部分が角閃石であった。46～ 39。 27の重鉱物組

成は多量の角閃石と少量の不透明鉱物、斜方輝石であり、46で角閃石がやや低く、不透明

鉱物がやや高いのを除けば、どの試料もほとんど変らなかった(表 10)。 重鉱物の鉱物組成

に占める比率は火山ガラスの分布傾向とよく似た傾向を示した。極細粒砂サイズでは46～

39で、全砕屑物中では46～ 39と 36で比較的高率であった。なお、42では火山ガラスは少し

減少したが、角閃石は逆に少し増加した(図 150)。
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図151 試料37～ 46の火山ガラス型 。褐色透明ガラス含有率

3.考察

1)堆積環境

試料65～ 61は長原 15層下半部の粗粒部から漸移してくる層準であり、上方細粒化は現場

での観察と一致する。全般的に風化が著しい層準であり、本来の粒度組成が相対的に細粒

化していると思われる。

60～ 35は 15層上半部の細粒部から 10・ 11層 下半部までの層準であるが、この中で砂

分の小さなピークがある45は 13B層の層準である。現場では 13C層 と13B層 との境界面に

不整合を確認できなかったが、45で増加した砂は不整合面の直上に二次堆積したものかと

思われる。もう一つのピークがある36は 10。 11層 の最下部であり、特に増加する極細粒

砂は、河川 (古川辺川)が氾濫した最初の混濁流に由来するものと考えられる。

34～ 15は 10。 11層から9A層 までの層準であり、複数の暗色帯を挟んでいる。その中

でシルト・粘土が圧倒的に高率な25～ 16は 9C層最上部から9A層下部までの 9B層 を中心

とする層準である。後背湿地の緩慢な堆積環境が永続したと考えられる。

14～ Hは 9A′ 層の作土層であり、増加した細粒砂は灌漑水によって運ばれてきて耕作に

よつて攪拌されたものと考えられる。

10は 8C層の最下部である。シルト・粘土が高率なのは、水田の水が落とされたか、干上

がった際に、水に混濁していた泥が水田面に堆積したものかもしれない。

9～7は最下部を除く8C層 であり、粗粒物質の増加は河川の氾濫が再開されたことを物語つ
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ている。これに引き続く6～ 3は 8C層最上部から8B層下部の層準である。氾濫性の粗粒堆

積物と考えられる。 8B層 は 8C層 を母材にした古土壌であるが、土壌の形成が弥生時代中

期後葉の短い時間に限られ、また、 8C層が粗粒堆積物であったため、土壌化があまり進行

せず、もとの堆積物の組成を残したものと思われる。

2～ 1は 8B層上部から8A層最下部の層準である。シルト・粘土が堆積したが、 8B層下

部から再堆積した砂が混つたと考えられる。

2)火山灰層の層準

Ⅱ章で述べたように、平安神宮火山灰層の降灰層準は長原 13B五 層であり、西大路火山

灰層の降灰層準は 12/13層漸移帯付近にあると推定される。両火山灰層はともに扁平型

火山ガラスが主体であり、後者には褐色透明ガラスが含まれている。また、両火山灰層に

挟まれて、 1 3Aii層 中には結晶質で中間型～多孔質型ガラスを多く含む阪手火山灰層があ

る。さらに、 9C層 の下部にはBB7火山灰層が挟まれる。

試料採取地点では、火山ガラスが試料45か ら上位に高率に含まれている(図 150)。 扁平型

ガラスが主体であり、褐色ガラスを含まないことから、平安神宮火山灰層の降灰層準は45

付近にあったものと考えることができる。また、 12BC層の40に 火山ガラスが高率に含ま

れることと、褐色ガラスが小さなピークをもつことから、西大路火山灰層の降灰層準は40

付近にあったものと考えることができる(図 151)。 各試料に含まれる褐色ガラスの多くは西

大路火山灰層に由来するものと思われる。また、中間型～多孔質型の火山ガラスが43以上

で比較的高率を示すが、角閃石を主とする重鉱物も42・ 43で増加している。42・ 43は 13A

層の層準であり、結晶の豊富な阪手火山灰層の降灰層準に近いものと考えることができる。

さらに、火山ガラスの小さなピークがある30は 9C層下部であり、中間型と多孔質型ガラス

が比較的高率であることから、BB7火山灰層の降灰層準に近いと考えられる。

なお、 8C層準の試料9の火山ガラスが全砕屑物中での粒数%が高率となったのは、極細

粒砂が27%、 細粒砂が21%と 両サイズで過半数を占めていることによる偏りの結果であろ

う。また、 12A層 下部の38で褐色ガラスがピークをもつのは、 12A層 の堆積環境に影響さ

れているものかと思われる。

分析した層準では、上記の火山灰層のほかに、鬼虎川火山灰層や港火山灰層 (吉川ほか、

1986)が知られているが、この地点では積極的に識別できる結果は得られなかった。
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4。 まとめ

調査地点における上述の予察は、大阪平野における上部更新統から完新統の堆積環境の

変遷と火山灰層序とうまく調和しているように思える。一方、火山灰層が地層として識別

できず、地層の堆積後に著しい擾乱があつたと推測されていたが、分析結果からもこのこ

とが裏付けらた。

火山灰層の正確な対比には、鉱物組成や重鉱物組成の検討に加えて、火山ガラスや結晶

の屈折率の測定が重要であると指摘されていることは改めていうまでもない。したがって、

上述の予察は、今後、検証されなければならない。しかし、今回の粒度分析と鏡下での観

察を併用した分析によつても、ある程度の見通しをもって地層と火山灰層の関係を知るこ

とができるといえるだろう。

言主)

(1)財 団法人八尾市文化財調査研究会の原田昌則氏のご好意により、試料を採取させていただいた。

記して謝意を表する。
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第 1節 石器遺物の出土状況

1.調査結果の概要と出土層準の認定

1988年 の長原東南地区では多くの石器遺物を発掘した。遺物の可能性のある礫を除い

て524点であった。そのうち、出土地点を記録した石器遺物は410点であった。全石器遺

物の内訳は、石剣 1点、石槍 1点、石匙 1点、石棒 1点、削器4点、右錐 2点 (接合後の実

数 1点 ;以下同様に、実数とは接合後の個体数を示す)、 石鏃 H6(実数 108)点、有茎尖

頭器 2点、角錐状石器 1点、ナイフ形石器 9点、石核 18点、クサビ関連資料 13点、叩き

石 3点、細部調整剥片 22点、使用痕をもつ剥片 10点、石刃状剥片 4点、 細石刃状剥片
7点、刃部形成剥片 2点、その他の剥片407点であった。また、 これ以外に遺物の可能
性のある礫は32点以上あった (表 H・ 12)。

これら石器遺物の出土層準の大半は、長原 12～ 13層 の後期旧石器～縄文時代中期の地

層を対象に石器遺物の目的的調査を実施した長原東南地区のNG88-29・ 36。 37・ 59・ 69次

調査地から出土したものであり、9層以上の石鏃の多くもまた同地区から出土したもので

ある。この地区の調査では石器が密集する個所が 9個所認められた。29次調査地では12層

層準に2個所、37次調査地では13層層準に3個所、69次調査地では13層層準に4個所で

あつた。これらの石器が密集する範囲と、その周辺から持ち帰った土壌 (土嚢袋で約2,15

0袋 )か ら水洗 。飾別作業によって捕集した微細な石器遺物は3,017点 、総重量は55.47gで

あった(表 13)。 一方、長原中央地区からも相当数の石器遺物が出土したが、層準の不確か

なものや遊離資料が多い。

ところで、Ⅱ章で述べたように、長原 12/13層漸移帯は長原 12BC層 と13A層 とに挟

まれた地層の部分であり、上位の 12BC層 とも下位の 13A層 とも漸移的で、厳密な層理面

を識別しがたい。しかも、異なった調査地点から出土した遺物の年代観は特定されず、全

体として後期旧石器時代後半のある時期から縄文時代前期までの年代幅をもっている。ま

た、出土層準が 121E層 か 13層かの判定が困難なものに対して 12/13層漸移帯出土とし
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たものもある。後述するように、 12A・ BC層や 12/13層漸移帯と13層 の石器遺物の密

集個所は重なることが多く、かつ、両層から出土した遺物どうしが接合する場合があるこ

ともわかってきた。このような原因には、13～ 12層 の形成に深く係わつている土壌化が

影響しているものと考えられる。すなわち、複数の火山灰の降灰こそあれ、 13～ 12層は

長期に渡ってほとんど堆積物が供給されない当時の地表にあった地層であり、もっぱら地

層堆積後の土壌化によつて現在の姿が形成されたと考えられるからである。したがって、

12/13層漸移帯には、調査地ごとの土壌化の開始時期や進行程度の違いによつて、さま

ざまな時期の遺物が包含されているように見えていると推測される。そこで本書では、石

器遺物の記述に当たっては、機械的との謗りは免れないが、 13層 に石器密集部が認められ

ればそれに重なる12/13層漸移帯の石器遺物も下位の石器密集部に含めて13層層準の石

器遺物とし、同様に12A～ К 層に密集部があればそれが重なる12/13層 漸移帯の石器遺

物も上位の石器密集部に含めて 12層層準の石器遺物として記述することにする。また、接

合資料には石器密集部の遺物と異なる密集部や密集部をはずれて出土した遺物が接合する

ものがいくつかあつたが、主要な遺物が出土した密集部とその層準に所属を含めた。

次節以降では、長原 12～ 13層 で目的的調査を実施し成果を上げた調査地の石器遺物に

ついて、出土数の多かった69。 37・ 29次調査地の順で報告する。なお、微細遺物の分布と

石器遺物の密集する個所が重なった場合、本書ではその個所を石器密集部 (Lithic

Concentradon;略記号LC)呼んでいる。

2.88-69次 調査地 (調査記号88AE)

1)石器遺物の出土状況

(1)地区割り(図 152・ 153)

調査地を5m間隔で地区割りし、西側からA・ B… T区と呼んだ。石器遺物の調査に当つ

ては、各地区をさらにlm単位のグリッドに分け、西北隅から東方向へ① o②…⑤グリッド、

①グリッドの南のグリッドから東方向に1・ 2… 5グ リッド、 1グ リッドの南のグリッド

から東方向へ 6・ 7… 10グ リッド、同様にして順次番号を与え、 30グ リッドまで設定し

た。各グリッドは地区と番号を合わせて、A-1グ リッドの例のように呼んだ。

(2)石器遺物の分布 (図 152・ 153)

長原 13層層準に前身の古川辺谷が復元される長原 12層層準の古川辺川を挟んで、両岸

から石器遺物がまとまって出土した。
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13層準では東岸のQ～ T区にかけて3個所の石器密集部LC1304～ 1306を 含んで多数の

遺物が出土した。捕集微細遺物の集中度と重ならなかったので石器密集部とはしなかった

が、T区東部にも13層 の石器遺物がまとまる傾向が認められた。西岸ではH～ J区に1個

所の石器密集部LC1307を含んで遺物が散在した。

12層 の石器遺物も、石鏃を除けば下位の13層層準の石器密集部に重なる傾向があり、

下位層から遊離した可能性がある。石鏃は古川辺川左岸の低地を除いて全般に散在した。

Q・ RoS区には未製品も含めてやや多いようである。 S区出土のチャート製石鏃や I区

出土の石英製石鏃が注目される。

洗浄 。飾別による捕集作業は石器密集部を中心にして63グ リッドで行い、 2,525点 、

43.74gの微細遺物を捕集した。

(3)石器密集部LC1304と その周辺 (図 152)

S-7～ 8グリッドを中心にして、調査地外へ拡がる半径約2.7mの範囲から出土した62

点の石器遺物を石器密集部LC1304の石器群とした。多数が長原 13層 から出土したもので

あり、図154の近似等高線のTP9.80mの平坦面と北側の緩斜面にかけて分布した。石器遺物

の内訳は、ナイフ形石器 1点、石錐 2点 (実数 1点 )、 細部調整剥片 5点 (実数 3点 )、 使用

痕をもつ剥片 1点、クサビ本体 2点 (実数 1点 )、 石核 2点、石刃状剥片 2点 (実数 1点 )、

剥片 50点である。接合資料は6組であつた。器種ごとの分布に顕著な傾向は認められなかっ

たが、3点の石器や比較的小さな剥片が密集部の北半部に、石核や比較的大きな剥片が密

集部の南半部にやや多く分布した。なお、LC1304に重なる位置の 12層層準からも2組の

接合資料が出土している。

土壌の洗浄捕集による微細遺物はS-7区 グリッドでもっとも多く320点、S-8区 グ

リッドでは約半分の面積しか発掘できなかったにもかかわらず 197点が捕集された。この

2グ リッドの北側の緩斜面にあるS-1～ 3グリッドでも相対的に多数の微細遺物が捕集

された。また、S-18グ リッドでも68点と比較的多数が捕集された。密集部の範囲から

ははずれるが、石核と剥片が出土したT-21グ リッドからも92点が捕集された。V章で

述べるように、LC1304の石器群は石器生産工程の全工程の要素をもっており、微細遺物の

集中個所が複数あることはその反映であると思われる。

(4)石器密集部LC1305(図 152・ 154)

S-21区 を中心にして調査地タトヘー部拡がる半径1.4～ 2.5mで R-18方向へ楕円形にの

びる範囲から出土した26点の石器遺物と1点の搬入礫を石器密集部LC1305の石器群とし
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(石器遺物の凡例の自ぬき印は長原 12層層準出土、黒印は長原 13層 層準出土を図154 石器密集部LC1304～ 1306の状況

た。大半が 13層 から出土したものであり、図154の近似等深線のTP9.75mの小さな張出し

とその南の緩斜面に分布した。石器遺物の内訳は、使用痕をもつ剥片 1点、クサビ1点、

石核 1点、その他の剥片 23点である。接合資料は3組であつた。器種ごとの分布に顕著な

傾向は認められなかったが、S-21・ 26グ リッドに比較的小さな剥片が多かった。なお、

1組の接合資料はPoQ区 とLC1304に またがるものである。

土壌の洗浄捕集による微細遺物はS-21区でもっとも多く199点、西側のR-25グ リッ

ドで39点、東側のS-22グ リッドで35点が捕集された。V章で述べるように、LC1305

の石器群は石器生産工程の目的的剥片剥離段階に当ると予想される。

(5)石器密集部LC1306(図 152・ 154)

Q-5～ R-1グリッドを中心にして、半径2.5mの範囲からやや散漫な集中度で出土し

た 12点の石器遺物を石器密集部LC1306の石器群とした。大半が 12/13層漸移帯から出
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S区

342
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/ 1｀  LT305

示す。等高線は接峰面の要領で作成した近似等高線図 ;以下同様)

土したものであり、 13層からの出土は少数であった。図154の近似等高線のTP9。 65～ 9.35

mの緩斜面上に分布した。石器遺物の内訳は、使用痕をもつ剥片 1点、その他の剥片 11点

である。接合資料は 1組であった。器種が少なく、分布傾向を検討するにはいたらなかっ

たが、密集部に重なる12層からも4点の剥片と4点の石鏃・石鏃未製品が出土している。

土壌の洗浄捕集による微細剥片はR-1グ リッドで 348点 と1988年度の調査地の中では

もっとも密度が高く、Q-5グ リッドでも76点が捕集された。 12層 に遺物が多く石鏃の

未製品が混じることから、 12層層準の密集部とも考えられたが、微細遺物の74%が 13層

の土壌から捕集されていることから 13層層準の密集部とした。V章で述べるように、

LC1306の石器群は石器生産工程の原石の分割 。整形剥離段階にあたると予想される。

(6)石器密集部LC1307(図 153。 155)
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図155 石器密集部LC1307の状況 (石器遺物の凡例は図154を 参照)

3.Omで東西に楕円型にのびる範囲から、やや散漫な集中度で出土した 25点の石器遺物を石

器密集部LC1307の石器群とした。多くは 12/13層 漸移帯から出土したものであり`、 図155

の近似等高線の9。70～ 9。30mの東傾斜の緩斜面に分布した。石器遺物の内訳は、ナイフ形石

器 1点、使用痕をもつ剥片 1点、石核 1点、その他の剥片 22点である。接合資料は 6組で

あった。資料数が少なかったために器種ごとの分布に顕著な傾向は認められなかったが、

比較的大きな剥片が多く、 I-18グ リッドから北西H-5グ リッド方向に近似等高線に平

行して接合資料が分布する傾向が認められた。なお、この地域は、縄文時代中期末か後期

初頭の地震により地形が著しく変形していることを留意しなければならない。

土壌の洗浄捕集による微細遺物は I-17グ リッドの 12層準から30点が捕集された。

V章で述べるように、LC1307の石器群は石器生産工程の目的的剥片剥離段階に当ると予想

される。

448~― 、
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第 1節 石器遺物の出土状況

3.88-37次 調査地

1)石器遺物の出土状況

(1)地区割り(図 156)

29次調査地から連続した地区割りを用いて、調査地

を5m間隔で区画し、南側から14・ 15。 16。 2̈7区

と呼んだ。石器遺物の調査に当っては、各地区をさら

にlm単位で東から西へA・ B… G列に細分し、各列は

南から北ヘア・イ…オの記号を与えてグリッドを区

切つた。各グリッドは列と記号を組合せて、23B一

イ・グリッドの例のように呼んだ。

(2)石器遺物の分布

長原 13層層準では調査地北部の弥生時代の自然流

路 N R901を 挟んで、南側の 23区 に石器密集部

LC1301、 北側の 26～ 27区 に 2個所の石器密集部

LC1302・ 1303を 検出した。その他に、微細剥片の顕

著な集中個所とは重ならなかったので、ともに石器密

集部とはしなかったが、 13層 から23C一 ウ・グリッ

ドを中′亡ヽにして 2組の接合資料を含む 6`点の剥片が比

較的まとまって出土し、また 12/13層漸移帯から23F― ア・グリッド付近を中心にして

1組の接合資料やナイフ形石器を含むた 14点の石器遺物が出土した。また、炭化物の密集

個所が 20区 と26区で見つかり、 26区のものは 27区にかけて拡がる土墳状の凹みの中に

あつたが、本の株が朽ちた痕の可能性があり=、 ともに遺構とは即断できなかった。

長原 12層層準では29点の石鏃が出土した。調査地の全域から出土したが、 20区以南で

は特に多かった。また 16区 12/13層 漸移帯の基底付近からは有茎尖頭器が出土した。

土壌の洗浄・飾別による捕集作業は石器密集部を中心にして42グ リッドで行い、 343

点、9.32gの 微細遺物を捕集した。

(3)石器密集部LC1301(図 157)

23区のB～ C一 ろグリッドを中心にして、調査地外ヘー部拡がる半径 1.9～ 2.7mの南北

に延びる楕円型の範囲から出土した 39点の剥片と 1点の礫を石器密集部LC1301の石器群

珈
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第 1節 石器遺物の出土状況

とした。過半数が長原 12/13層 漸移帯から出土 したもので、図157の 近似等高線の

TP10.50～ 10.40m以 下の東に傾むく斜面にかけて分布した。接合資料は3組であつた。石器

遺物が剥片であるため、器種ごとの分布を検討するにはいたらなかったが、比較的小さな

剥片が多かった。また、叩き石の可能性は低いと考えられたので石器群には含めなかった

が、直径3cm以下の小さなチャート礫が多数出土した。なお、LC1301が分布する東斜面は、

自然流路NR901への流路方部の 9A層以下の地層が垂れ込んだことに起因するものであり、

当時の地形面とはいえない。

土壌の洗浄捕集による微細遺物は主として 13層 から23区のC― イ・グリッドで 26点、

C一 アグリッドでは 18点、B一 イ・グリッドで 17点、C― オ・グリッドでは 11点が捕

集された。微細遺物の数は69次調査地に比べて多いとはいえないが、その周辺では数点で

あったことから、相対的に集中するといえる。また、密集部からははずれるが、24D― イ・

グリッドからも18点が捕集された。V章で述べるように、LC1301の石器群は主として石

器生産工程の目的的剥片剥離段階に当ると予想される。

(4)石器密集部LC1302(図 158)

26区のB― ア・グリッドを中心にして、半径2.lmの範囲から出土した 23点の剥片を石

器密集部LC1302の石器群とした。大半が長原 12/13層 漸移帯から出土したもので、図158

の近似等高線のTP10.40m付近の平坦面に分布した。石器遺物が剥片であるため、器種ごと

の分布を検討するにはいたらなかった。接合資料は 2組であった。

土壌の洗浄捕集による微細遺物は、 13層から26C― ア・グリッドで 19点、26B― ア・

グリッドでは 10点、 26B― イ・グリッドで 12点が捕集された。微細遺物の数は69次調

査地に比べて多いとはいえないが、その周辺では 1～ 2点であったことから、相対的に密

集するといえる。V章で述べるように、LC1302の石器群は石器生産工程の原石の分割～石

核の準備・整形段階に当ると予想される。

(5)石器密集部LC1303(図 158)

27区のB一 ウ。グリッドを中心にして、半径約2.2mの範囲から出土した 21点の石器遺

物と5点の礫を石器密集部LC1303の石器群とした。すべてが長原 12/13層 漸移帯から出

土したものであり、図158の近似等高線のTP10.45～ 10.30mに あるドーム状の低い高まりの

周辺に分布した。石器遺物の内訳は、クサビ1点、石核 1点、剥片 19点である。また、礫

には比較的大型のものがある。資料数が少なかったために器種ごとの分布に顕著な傾向は

認められなかった。接合資料は 3組であった。
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土壌の洗浄捕集による微細遺物は、主として 13層から27B一 ウ・グリッドの 29点が

もっとも多く、ついで27C― ウ・グリッドの 21点が捕集された。微細遺物の数は69次調査

地に比べて多いとはいえないが、その周辺では数点であったことから、相対的に密集する

といえる。V章で述べるように、LC1303の石器群は石器生産工程の原石の分割～石核の準
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第 1節 石器遺物の出土状況

備・整形段階に当ると予想される。

4.88-29次 調査地

1)石器遺物の出土状況

(1)地区割り(図 159)

37次調査地と同様に、調査地を5m間隔で区画し、南側から1。 2… 13区 と呼んだ。石

器遺物の調査に当つては、各地区をさらにlm単位で東から西へA・ B… G列に細分し、各

列は南から北ヘア・イ…オの記号を与えてグリッドを区切つた。各グリッドは列と記号を

組合せて、 8B一 ア・グリッドの例のように呼んだ。

(2)石器遺物の分布 (図 159)

長原 13層層準では調査地の全域から少数の石器遺物が分布し、北部の 11～ 12区では

やや多い傾向があった。

長原 12層層準では7～ 8区に石器密集部LC1203、  H～ 12区 に石器密集部LC1204を

検出した。また、 12点の石鏃が調査地全域にまばらに出土したが、 1～ 2区 と5～ 6区に

ややまとまりがある。

土壌の洗浄・飾別による捕集作業は石器密集部をはじめとして52グ リッドで行い、147

点、2.41gの微細遺物を捕集した。石器密集部のほか、ナイフ形石器が出土した5D一工・

グリッドからも周囲よりやや多11点が捕集された。また、剥片が2点出土した8区 E一工 。

グリッドでは、4点の微細遺物が捕集された。

(3)石器密集部LC1203(図 160)

7区のC一 オ・グリッドを中心にして半径2.4～ 2.2mで 8区 D一 ウグリッド方向へ延びる

楕円形の範囲から出土した 19点の石器遺物と礫 1点を石器密集部LC1203の石器群とする。

多数が 12層 から出土したものであり、図160の近似等高線のTP10.8m付近の平坦面に分布

した。石器遺物の内訳は、石核 1点、刃部形成剥片 2点、剥片 16点である。資料数が少な

かったために器種ごとの分布に顕著な傾向は認められなかった。接合資料は3組であった。

なお、密集部の範囲からはナイフ形石器が出土したが、地層の年代観とは合わなかったの

で、密集部の石器群からは除外した。

土壌の洗浄捕集による微細遺物は剥片集中個所では34点であった。この数はグリッド単

位ごとの微細遺物の数とは単位面積が異なるが、面積比で比例配分し、グリッドから捕集

した微細遺物に加算すると、7C一 オ・グリッドで 18点、B― オ・グリッドでは 12点、
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8B一 ア・グリッドで 11点 となる。微細遺物の数は69次調査地に比べて多いとはいえない

が、その周辺では数点であったことから、相対的に密集するといえる。V章で述べるよう

に、LC1203の石器群は石器生産工程の石核の準備 。整形～目的的剥片剥離段階にあたると

予想される。

(4)石器密集部LC1204(図 161)

1lF一 オ・グリッド付近を中心にして、半径1.7mの範囲から出土した 10点の石器遺物

を石器密集部LC1204の石器群とした。すべて 12/13層漸移帯から出土したものであり、

図161の等高線のTP10。 75～ 10。70m付近の平坦面に分布した。石器遺物の内訳は、細石刃状

剥片 1点 (AB86)、 剥片 9点であった。資料数が少なかったために器種ごとの分布に顕著な

傾向は認められなかった。接合資料は2組であつた。

土壌の洗浄捕集による微細遺物は、密集部の範囲を網羅して土壌を採集できていないが、

12区 F一 ア・グリッドで9点、その周辺で4～ 6点が捕集された。微細遺物の数は他の石

器密集部と比べて甚だ少ないが、その周辺ではごく小数であつたことから、密集部として

扱った。また、LC1204の範囲では 12層からの出土遺物は無いが、洗浄捕集された剥片が

LC1203の剥片と接合したので、 12層層準の密集部とした。V章で述べるように、LC1204

の石器群は石器生産工程の石核の準備 。整形～目的的剥片剥離段階にあたると予想される。

なお、ナイフ形石器は 5。 7区の長原 12層層準から出土しているが、 13層から遊離し

たものと考えられるため、この地区の 12～ 13層 が薄く、かつ漸移的であることから、 2

個所の石器密集部が全体として遊離した密集部の可能性もある。
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第 2節 石器遺物の観察

1.観察の目的

長原東南地区のNG88-29。 37・ 69次調査地では、多数の石器遺物と土壌の洗浄・飾別の

よって捕集された微細な石器遺物の分布が重なる石器密集部を9個所で検出した。それら

の密集部のうち少なくとも7個所は旧石器時代の石器生産に係わる場所を示していると考え

られる。また、二上山周辺の遺跡としては、瀬戸内技法との係わりも興味深いところであ

る。本節の記載は、各密集部の石器群がもつ石器生産工程の姿を明らかにし、製作技術を

復元するための基礎資料を提供することを目的としている。

石器遺物の観察にあたっては、剥離面の構成と剥離順序に留意するとともに、接合関係

にある資料を選別する作業に多くの時間をさいて行つた。接合資料はいかなる解釈よりも

確実に剥離過程を示してくれるからである。一方、剥離技術と剥離目的を明らかにするた

めには、観察から得られた基礎資料を統計的に処理するための統一的な観察基準が必要で

あるとも考えられた。その作業には実に多くの時間を要したが、本書では敢えてもっとも

観察項目の多いといわれる山中一郎 (1994)の剥片分析にその基準を求めた。山中(1994)の

方法を基準にすることによって、他の基準で行われた分析の項目が網羅されると考えたか

らである。剥片の属性分析の結果とその考察はV章で述べることにする。

しかしながら、接合資料の不十分さもあって、現段階では長原遺跡における石器生産工

程や製作技術を具体的に復元し得るほどの資料が蓄積されたとはいいがたい。資料の蓄積

は、今後、さらに進めていかなければならない課題である(表 H～ 13)。 また、今回扱った

石器遺物のほとんどがサヌカイト(サヌキトイド)製であり、その中には明らかに母岩の異

なるものがあった。母岩の違いが資料の分類に有効であることは改めるまでもないが、全

ての資料を同定 。分類するには、サヌカイトであるが故に限界があった。そのため、本書

では石材の母岩分類は割愛した。

2.記載のための用語と表記方法

石器遺物の観察の記述は、接合資料、個別資料の順で行う。個別資料では各種の道具

類、石核、剥片の順で記載する。

道具として使用された石器のうち、クサビについては清水和明(1991)で留意した諸点に
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基づいて観察した。クサビには使用の結果残存する本体と、本体から剥落した剥片がある。

しかし、特に剥片のばあいはクサビとして使用して生じたものか、意識的に垂直割れによっ

て行う剥片剥離技術に由来するものか、両者の区別が困難な場合がある。本書ではこのよ

うな問題のある資料を、とりあえずクサビあるいはクサビ剥片としてまとめた。

剥片は石器製作技術の特性を勘案して、特に「石刃状剥片」
。障田石刃状剥片」を別項目と

し、「横形剥片」。「剥片」と区分した。これらの用語は山中(1994)の分類に因つている。さ

らに、横形剥片 。剥片のうち「板状剥片」。「有底剥片」を抜き出して記述しているが、やは

り石器製作技術を考えるためである。したがって、本文では「剥片」の意味として、いわゆ

る広義の剥片と、形態分類上の「剥片」とが混在しているが、文脈によつて把握されたい。

なお、本節では資料の左 。右の側縁は、実測図を見た通りに呼びわけたが、V章の剥片の

属性分析では山中(1994)に従って基端部を手前にして右縁 。左縁と呼んでいるので、資料

表面の左 。右が本節の記述とは逆転することを留意されたい。

本書では、山中(1994)の分類用語に加えて、さらに以下の用語を用いる。

「石核面」とは、石核の剥片剥離に係わる作業面、および石核の調整に係わる剥離面以外

の石核を構成する剥離面をさす。「板状剥片」とは、原礫を分割した結果えられる比較的大

型の剥片で、石核素材などに利用されたものやその可能性があるものをさす。「有底剥片」

とは、剥片素材の石核から剥離される際に、その石核の底面を剥片の表面先端に取込んだ

ものをさす。ただし、石核から剥離される第一剥片は、剥片表面のほぼ全面が底面となる。

接合資料(Reitted mateHJ)の 記述に当っては、それぞれの調査地の調査記号に、conJoing

の」を加えて、たとえば、NG88-69次調査地(調査記号AE、 表2・ 3)の接合番号1の接合

資料をJ88AE-1と表記するのを原則とし、混乱がない場合には88を省略することがある。

また、接合の状況の理解のために、個々の記述の冒頭に剥離順序を示した。順序図の左側

が古く、右へ向うにつれて新たに剥離された剥片であることを示す。石核は []で表記し、

一 は剥片剥離を、+は剥離時の垂直割れや折れを、一 から分岐するT卜 Lは、石核が

分割され、それぞれで剥片剥離作業が行われていることを示す。なお、一連の剥離に係わ

る剥片のグループ、または、一枚の剥片が剥離時に同時折れを起したものについて、接合

資料番号の末尾に便宜的に○番号を追加したものがある。

3.88-69次 調査地 (調査記号88AE)の石器遺物

1)石器密集部LC1304内
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(1)遺物の器種と接合資料

LC1304内では総数62点の石器遺物が出土した。そのうち、ナイフ形石器 1点 (AE520)、

石錐 2点 (実数は接合資料JAE-5の 1点 )、 細部調整剥片 5点 (実数はJAE-17、 AE485。

470の 3点 )、 使用痕をもつ剥片 1点 (AE368)、 クサビ本体 2点 (実数はJAE-20の 1点 )、

石核2点 (JAE-9の 331・ 405)、 石刃状剥片2点 (実数はJAE-9①の1点 )、 剥片50点で

ある。剥片には板J犬剥片(AE383・ 323)、 有底剥片(JAE二 9② 。」AE-7の 537・ 319+369、

AE460。 434・ 371・ 398)な どがある。なお、剥片AE409は LC1304内 で出土したが、JAE

-13に 関連して、LC1305の項で記述する。

接合資料は8組確認されたが、剥片剥離に係わるものが 3組 (」AE-9・ 7・ 21)で、ほか

は剥片の折れに起因するものである。

(2)接合資料 (図 162・ 163、 図版77。 78)

接合資料JAE-9

剥離順序 :[も との石核]-540T(421+538;JAE-9① )

卜[405]

L(365+426+376;JAE-9②
)一・[331]

原面を残すもとの石核から偶発的に生 じた大型の剥片を、さらに、石核 として利用 した

ものである。AE540と石刃状剥片JAE-9①はどちらももとの石核の調整を意図したもので

あり、いずれも同時に剥離されたものである。さらに、先行する打撃によって生じた割れ

傷に沿って、この打撃時にAE405・ 331を主体とする大型の剥片が石核から剥落している。

それは、AE405。 331の主剥離面と」AE-9①の折れ面とが一連の剥離面であることからう

かがえる。この大型の剥片(AE405。 331)の打点側からAE405が剥離され、さらに、打点を

側縁に移動して有底剥片JAE-9②が剥離されたが、打点付近から3つに折れている。ちな

みに、大型剥片(AE405。 331)の表面側の剥離面は、もとの石核の剥離に由来するものであ

り、特に、表面中央のネガティブな剥離面は、原石の分割時に形成されたものと考えられ、

もとの石核が板状剥片を取得したものであった可能性が考えられる。また、AE405も 剥離

したのち、裏面左側面に 1回の剥片剥離が行われ、石核に利用されている。AE331。 405は

ともに 1枚の剥片を剥離したのちに廃棄されている。

接合資料JAE-7

剥離川頁序 :  537-428-319+369

石核面と考えられる平坦な剥離面を打面とし、連続して剥片剥離が行われている。打面
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の側縁には調整剥離が行われ、AE537～ 319に残されている。有底剥片であるAE537の剥

離に先行して、この調整剥離面を打面とした大きな剥離面がAE537の表面からAE369の表

面先端部にわたり残っている。AE537～ 319ま での間には、同じ打面から未検出の剥片が

剥離されている。AE319は 有底剥片で、剥離時に剥片が複数個に折れ、AE369はその一部

である。

接合資料JAE-5

剥離)頂序 : 469+342

板状剥片の先端部に平行して縦方向に裁断した結果、断面が三角形となった縦長剥片を

利用して、基端部側に深形極厚形細部調整を加えて石錐を製作したものである。AE342は、

その先端部が折れたものである。細部調整は三角形の剥片の 2面に対して行われ、石核素

材の主剥離面に対し、両側縁から対向方向に施されているほか、石核素材の表面にもわず

かながら細部調整が認められる。

接合資料JAE-11

剥離)1頁序 : 310+327+552

1枚の縦長剥片が 3つに横折れしたものである。打面は点状打面であり、石核内部の傷

から生じたバルバースカーが打面の大半を欠損させている。表面は剥片が剥離される直前

段階に同一打面から行われた剥離痕のほか、相対する方向の剥離があり、周縁から求心的

な剥離が行われている。

接合資料」AE-12

剥離川頁序 : 307+505

原面上打面の剥片が縦方向に折れたものが、さらに横折れしてAE307・ 505に分離して

いる。剥片の表面には、石核面と推定される広く平坦な剥離面の一部が残っている。それ

を切る同一打面の剥離が 2回行われている。これらは主剥離面形成の直前に行われたもの

であろう。どちらもフィッシャーが発達し、先端部がステップ 。フラクチャーを起してい

るため、打撃角が直角に近いと考えられる。主剥離面の打撃角も同様である。折れ面は主

剥離面の打点部付近から始まっている。こうしたことから、AE307と 505の接合面が主剥

離面形成時に横折れした結果であると考えられる。

接合資料JAE-21

剥離川頁序 :  515--315

AE515は横形剥片の先端部が折れ残ったものである。AE315は 原面上打面の横形剥片で、
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剥離川頁序 : 541+453+542

細部調整剥片が 3つに折れたものである。浅形薄形細部調整力濱E541の 裏面左側縁に表

面から施され、のちに折れている。

接合資料JAE-20

剥離順序 : 499+549

剥片を素材としたクサビの本体がいくつかに横折れしたものである。

(3)個別資料 (図 164・ 165、 図版78079)

ナイフ形石器 AE520は 基部に深形極厚形細部調整を施した二側縁調整のナイフ形石器

である。有底剥片を素材とし、表面には同一方向の先行剥離面が 2面見られる。基部の調

整は表面側が先に行われ、のちに裏面からも行われた錯行剥離である。

細部調整剥片 AE470は原面と剥離面がなす稜付近を叩いて剥離した二面剥離面打面の

横形剥片である。表面には同一打面のフイッシャーが収東しない剥離面が見られる。先端

部に先行剥離面の一部が残る。裏面先端部に裏面側から浅形平形細部調整を施し、刃部を

形成している。AE485は 板状剥片の先端部に浅形平形細部調整を連続して施したものであ

る。原面上打面で、表面は原面に覆われ、同一打面 。同一方向の小さな先行剥離面が見ら

れる。裏面の左側は折れている。

使用痕をもつ剥片 AE368は原面上打面で、裏面の右側縁にかけて原面が続く板状剥片

である。表面にも同一打面の大きな剥離面があり、先端部には、それに切られる平坦な剥

離面の一部が残り、先行する剥離面の一部と考えられる。剥片素材石核の分割に係わるも

のであろう。裏面右側縁には微細な剥離痕があり、使用痕と考えられる。

板状剥片 AE383は原面上打面片である。表面には広く平坦な剥離面があり、左側縁に

はそれに切られた剥離面が残っている。さらに、右側縁にはこの平坦な剥離面を切る横長

の先行剥離面がある。石核の分割に係わるものである。AE323は 板状剥片の折れたもので、

側縁に原面が残る。

有底剥片 AE460は 剥離面打面である。表面には同一方向の剥離面が 3面並ぶ。AE434

は打面が欠損している。裏面の左佃1縁には石核面と考えられる平坦な面が 2面取込まれ、

石核から初期の段階に剥離された剥片であろう。AE371は 点状打面で、表面にも同一打面

の剥離面が並ぶ。AE398は多面調整打面である。表面は全体が石核面で構成され、板状剥

片を素材とした石核からの第一剥片であろう。

その他の剥片 AE452・ 459。 483は原面上打面である。AE452は 裏面が流理構造に沿っ
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ている。表面は石核面であり、石核の整形に係わるものであろう。AE459は 横形剥片で、

表面は裏面と同一打面 。同一方向の剥離面で構成され、先行する打撃の影響を受けてリン

グ・フィッシャーが発達した複雑な面となっている。裏面の左側縁と先端部は折れている。

AE483の 表面には石核面と考えられる主剥離面と対向方向の剥離面が見られ、石核の整形

に係わる横形剥片であろう。AE486は 二面剥離面打面の調整剥片である。AE403は剥離面

打面で、表面左側縁に原面が残っている。表面には同一方向の平坦な剥離面が 2面ある。

さらに、それを切って打面付近に小さな剥離面が並び、作業面の調整を行ったものと考え

られる。AE378は横形剥片の調整剥片であろう。ポジティブな表面は石核の素材となった

剥片の裏面であったと考えられる。AE366は 剥離面打面の横形剥片で、打面に調整による

剥離痕が見られる。AE391・ 382は多面調整打面である。AE391は 横形剥片で、表面は同

一打面から剥離された剥離面と、それを切る小さな剥離面で構成される。先端部は折れて

いる。AE382表面の左側縁には石核面と考えられる剥離面、右側縁には原面が残っている。

また、AE325は 点状打面の剥片、AE518は剥離面打面の横形剥片で、ともに調整剥片と考

えられる。

|

―

AE382

2:3
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2)石器密集部LC1305内

(1)遺物の器種と接合資料

LC1305で は総数 26点の石器遺物と 1点の搬入礫が出土した。使用痕をもつ剥片 1点 (接

合資料」AE-13の 396)、 クサビ1点 (AE320)、 石核 1点 (AE341)、 剥片 23点である。剥

片には、板状剥片(JAE-8② )、 有底剥片(JAE-8③ oJAE-8の 394・ 318、 AE424)があ

る。

このほか、出土位置は異なるが、接合資料に含まれるためここで記述するものに細部調

ハ
＝
リ
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整剥片 1点 (」AE-8の 404:LC1304～ 1306周辺 )、 石核 1点 (JAE-8の 381:LC1304～

1306周辺 )、 剥片 (JAE-8③の332・ JAE-13の409:と もにLC1304)が ある。

接合資料は3組が確認されているが、剥片剥離に係わるものが 2組 (」AE-8・ 13)で、ほ

かは 1枚の剥片が折れたものである。なお、前述の通り、JAE-8は一部が異なる場所で出

土しているが、大部分がLC1305に 含まれているため、一括してここで記述する。

(2)接合資料 (図 166・ 167・ 168、 図版80。 81)

接合資料JAE-8

剥離順序:[も との石核]一 1387-394-(332+430;JAE-8③ )-318-

―[381];」 AE-8① l― (404+333+[341];JAE-8② )

」AE-8①の板状剥片の表面には、先行する大きなネガティブな剥離面が残されており、

JAE-8① o②の2枚の板状剥片は原石を輪切りにするように剥離したものである。また、

JAE-8②の板状剥片は、JAE-8①の板状剥片を剥離した打点から横位に90° 移動して剥離

されている。」AE-8①は打面側を主剥離面側から欠損しており、その折れ面は平坦である。

そののち、主剥離面を打面とし、その右側縁側から剥片剥離を開始しており、AE387を 剥

離している。AE387は 剥片の先端部であり、残りの部分は欠損している。そののち、再び

打面側の折れ面を作業面とし、AE394、 JAE-8③、AE318の有底剥片が連続して剥離され

ている。ただし、AE394と 」AE-8③の間に 1回剥離が行われている。JAE-8③ を剥離し

たのちに作業面の調整が行われている。AE318の剥離に先立って主剥離面の打面左側に調

整剥離が行われている。AE318の剥離時に石核が打点付近で 2つ に折れている。AE381は

その一方で、残りは欠損している。JAE-8②は剥離時に数個に折れ、うち3片 (AE404・

333・ 341)が接合している。AE404は その基端部側にあたり、裏面打面側に細部調整を施

している。AE341は 先端側の一部で主剥離面を作業面として剥片を 1枚剥離している。

接合資料」AE-13

剥離順序 : 396+409

二面剥離面打面の稜付近に打点が位置する剥片である。表面は平坦な剥離面で石核面で、

AE396と AE409の 接合面は折れ面である。表面の右側縁は折れ面であるが、それを切って

裏面から表面へ小さな剥離面が形成され、さらに、それを打面としたごく小さな剥離面が

裏面へ剥離されている。AE409が折れたことを含めて、これらが剥片の整形を意図したも

のであるか偶発的なものかは不明である。また、AE396のやや内湾した打面縁部には、表

裏両側に小さな使用痕を認めることができるが、AE409の折れとの先後関係は不明である。
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接合資料」AE-6

剥離順序 : 425+324

剥離面打面の剥片の先端部の一部が横折れしたものである。表面には打面に先行する剥

離面が見られる。この剥片は、さらに打点部を半裁するように表面側から横折れしている。

(3)個別資料 (図 168、 図版81)

クサビ AE320は剥離面打面の剥片を素材としたクサビ本体である。側縁に原面をもち、

素材の表面は横方向の剥離面である。主剥離面は、上方からの打撃により打点付近でリン

グが強く屈曲している。さらに、主剥離面を切る折れ面が存在する。これらの面によって

構成される剥片を素材とし、下方を刃縁としたクサビに使用し、裏面の先端部、表面の打

点側・先端部側にステップ 。フラクチヤーを起した剥離面が形成されている。

有底剥片 AE424は点状打面である。表面には同一方向の剥離面が 3面並び、主剥離面

の打面は表面の稜上から剥離された剥離面につながっている。打面縁に表面を打面にして

打点の残る先行剥離面が認められ、交互 。並列剥離が行われたと考えられる。石核調整剥

片の可能性がある。

その他の剥片 AE395は剥離面打面である。剥離時に打点から垂直割れを起こしてして

いる。

3)石器密集部LC1306内

(1)遺物の器種と接合資料

LC1306で は総数 12点の石器遺物が出土 した。使用痕をもつ剥片 1点 (AE449)、 剥片

11点である。剥片には板状剥片 (AE308)がある。

接合資料は 1組確認されたが、剥片の折れに起因するものである。

(2)接合資料 (図 168、 図版81)

接合資料」AE-16

剥高性力1頁序 : 358+359

粉砕打面の縦長剥片が横折れしたものである。表面には裏面と同じ方向の剥離面があり、

側縁は垂直割れ面である。AE359の先端部には、先行する打撃によって生じた傷から拡

がった面のほか、主剥離面を切る対向方向の微細な剥離面がある。

(3)個別資料 (図 168、 図版81)

使用痕をもつ剥片 AE449は板状剥片の基端部が折れて欠損したものである。表面は裏
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面と同一方向の平坦な剥離面で構成されている。表面の先端部には原面が残っている。剥

片の一方側縁に主剥離面を切る小さな剥離面が 1面あり、使用痕の可能性がある。

板状剥片 AE308は板状剥片の基端部が折れて欠損したものである。表面には裏面と同

一方向の剥離面がある。側縁に原面を取込む。

その他の剥片 AE465は剥離面打面の横形剥片で、調整剥片と考えられる。AE360は多

面剥離面打面の横形剥片である。表面の平坦な剥離面は石核面である。板状剥片を剥離し

ようとして失敗 したものか、または石核の整形を意図したものの可能性がある。AE513の

打面は剥離時に欠損している。側縁に原面を取込む。表面には、石核面とみられる平坦な

剥離面が残り、それを切る剥離が剥片の先端部方向から見られる。

4)石器密集部LC1304～ 06周辺

(1)遺物の器種

LC1304～ 06周 辺の長原 13層 からは総数 30点 の石器遺物が出土 した。削器 1点

(AE406)、 細部調整剥片 2点 (接合資料JAE-8の404:ただしLC1305内 で記述、AE536)、

使用痕をもつ剥片 1点 (AE379)、 クサビ剥片 1点、石核 5点 (」AE-8の 381;ただしLC1305

内で記述、AE441・ 524・ 361・ 433)、 細石刃状剥片 2点 (AE436・ 523)、 剥片 18点であ

る。剥片には板状剥片(AE525・ 372・ 353)、 有底剥片 (AE522)な どがある。

(2)個 別資料 (図 169。 170、 図版81・ 82)

削器 AE406は 板状剥片素材である。表面にはほぼ同一方向の剥離面が並列している。

刃部は剥片の先端部側から表面左側縁の基端部にかけてあり、裏面側から表面側に極厚形

細部調整が施されている。

細部調整剥片 AE536は原面上打面である。表面にも同一打面 。同一方向の剥離面が残

る。母岩の分割に係わるものであろう。先端部の表面側から深形厚形の細部調整を施して

いるが、表面先端の右側縁は細部調整ののちに折れている。

使用痕をもつ剥片 AE379はポジティブな剥離面打面で、表面先端に微細な剥離痕があ

り、使用痕と考えられる。

石核 AE441は 原面をもつ。石核の周縁から求心的に剥離を行っている。石核のもっと

も新しい面は2つの折れ面で、石核が折れたことによって廃棄されたと考えられる。AE524

は原面を残す石核である。表裏面および側面にわたって複雑に打面を転移して剥片を剥離

している。AE361は 板状剥片を素材とし、その両面に対し剥片剥離が行われた石核である。
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おもに裏面倶1で剥離を行ったのち、最終的に表面右側縁に剥離を行って、石核上面の大き

な剥離面や、石核側縁の折れ面などが形成されている。AE433は 側縁に原面をもつ板状剥

片を剥離した石核を分割し、再び石核に利用したものである。分割前、後ともに、剥片剥

離が行われているが、下半部を除く部分で、表裏から両面にわたって剥片剥離を行ってい

る。

細石刃状剥片 AE436・ 523は剥離面打面である。どちらも、その表面右の平坦な剥離

面は打面形成以前の石核面と思われ、板状剥片の小日面から剥離されたものと考えられる。

板状剥片 AE525・ 372は原面上打面である。AE525の表面は 2面の平坦な剥離面で構

成されている。AE372の表面先端部には自然面が小さく取込まれ、また、主剥離面と同一

方向の並列剥離を行った剥離面が 2面並び、その稜を取込んでいる。さらに、それに先行

する剥離面が下部に残っている。AE353も 原面上打面と思われるが、打面は剥離後欠損し

ている。

有底剥片 AE522は剥離面打面である。交互・並列剥離の痕跡を明瞭に残す。

その他の剥片 AE321は表面が原面で、表面の左側縁が折れている。主剥離面の打点付

近にある小さな剥離面は主剥離面と同時に剥離された可能性がある。AE450は複数の剥離

面で構成された口唇状打面の横形剥片である。表面下半は原面で、それを切る同一方向の

複数の剥離面が見られる。主剥離面の右佃1縁と先端部は折れている。AE348は原面上打面

で、先端部は折れて欠損 している。表面には同一打面で、先行する剥離面が残っている。

AE535は 粉砕打面の調整剥片であろう。表面には主剥離面とほぼ同一打点の剥離面がある。

5)石器密集部LC1307内

(1)遺物の器種と接合資料

LC1307では総数 25点の石器遺物が出土した。ナイフ形石器 1点 (接合資料」AE-3の

490)、 使用痕をもつ剥片 1点 (AE446)、 石核 1点 (AE447)、 剥片 22点である。剥片には

板,大剥片 (」AE-1の 502・ JAE-l①・JAE-15)、 有底剥片(JAE-2、 AE322)な どがある。

接合資料は 6組確認されているが、剥片剥離に係わるものが 3組 (JAE-1。 10。 23)で 、

ほかは剥片の折れに起因するものである。

(2)接合資料 (図 171・ 172、 図版83・ 84)

接合資料JAE-1

剥離順序 : 502-(445+415;JAE-l① )

-285-



Ⅳ章 調査の結果 後編

晰

Ｑ
剛

ハ
＝
ソ
一‐虜
一

一

―
傘 ぐ″
~         AE400

A巨313

ffi4e @(w
4 AE517 + AE439

rl

wlw P\p
4 AE516 L>

-286-



第 2節 石器遺物の観察

板状剥片の剥離作業に係わるものである。接合資料全体が側縁に原面を残す。AE445の

打面は石核面であり、AE502の表面に残る平坦な剥離面から連続して板状剥片が剥離され

たと考えられる。AE445と AE415は 石核から剥離された板状剥片が折れて複数個に分割さ

れたものの一部である。それに先行した剥離がAE445の表面に見られ、そのうちの一つの

剥離面の先端部からもとの石核の流理構造に沿ってAE502が剥離されている。AE502は剥

離時に複数個に折れており、薄い剥片であるが板状剥片の可能性が高い。

接合資料JAE-10

剥離川頁層,:  417-444

AE417の 主剥離面とAE444の打面が接合したものである。AE417は AE444の打面形成を

目的として剥離されたものと考えられる。AE444の表面右側に残された平坦な面は、AE417

にも続き、石核面とみられる。AE417の 剥離以前の剥片剥離は、AE417の表面からは把握

しがたいが、石核に複雑な凹凸をみせる剥離面で構成された部分を除去し、新たに平坦な

面を打面として形成するためにAE417が剥離されたものであろう。

接合資料JAE-15

剥離力順序 : 504+489

表面が原面の板状剥片が折れたものである。打面はAE504に 見られる剥離面で石核面と

考えられる。AE489と AE504の接合面は主剥離面の打点から始まる垂直割れ面で、AE489

は、さらに折れ面が横方向にも拡がって打面側が欠損している。

接合資料」AE-3

剥離順序 : 416+490(折れののち深形極厚形細部調整)

AE416に 残る調整打面から剥離された剥片が、打点部から垂直割れしたものである。剥

片」AE-3は、目的的な剥片と思われる。主剥離面の左側に、先行する打撃によって生じた

バルブを取込んだツイン・バルブの剥片である。折れののち、AE490は 打面側に深形極厚

形細部調整をほぼ直線状に連続して行い、ナイフ形石器としている。

接合資料JAE-2

剥離力贋序 : 314+414

打点から垂直割れした有底剥片が接合している。剥片の打面は剥離面打面である。表面

の剥離面も、おおむね同じ方向から剥離されている。

接合資料JAE-23

剥離川頁層|:  448-438

-287-



Ⅳ章 調査の結果 後編

調整打面で連続して剥離された剥片で、AE438は横形剥片である。AE448の表面下部に

石核面が残り、その上に打面調整に先行した剥離面が見られる。AE448の 裏面右側は打点

から拡がる垂直割れ面で、剥離と同時にいくつかの剥片に折れたようである。また、表面

の同じ打点から始まる剥離面も、主剥離面と同時に剥離したと考えられる。

(3)個別資料 (図 172、 図版84)

使用痕をもつ剥片 AE446は 剥離面打面の有底剥片で、表面には、同一打面 。同一方向

の剥離面が数枚並び、有底剥片の並列剥離が行われたものと考えられる。表面先端に微細

な剥離痕があり、使用痕と考えられる。

石核 AE447は板状剥片を剥離した石核を転用して、小さな目的的な剥片を剥離した石

核である。母岩から交互・並列剥離によって板状剥片を剥離したのち、石核の側縁、小日

面から剥片剥離が行われている。最終の剥片剥離によって、先行する剥離面を底面とする

有底剥片が取られている。

有底剥片 AE322は剥離面打面である。表面に同一打面の小さな剥離面が 2面並び、そ

れらに切られる剥離面が両側縁に位置する。主剥離面の両側縁には、石核面とも考えられ

る平坦な面が残されている。

その他の剥片 AE399は剥離面打面の横形剥片である。表面左側の平坦な剥離面は石核

面である。AE440。 344は石核の整形に係わるものと考えられる。AE440は 剥離面打面の

横形剥片で、表面はすべて石核面と考えられる。AE344は原面上打面の横形剥片で、表面

は石核面である。AE313は 剥離面打面である。先端部は折れて欠損している。表面には同

一打面の剥離面があり、それに切られる右側縁方向からの剥離面が見られる。AE400は粉

砕打面、AE517は点状打面の横形剥片、AE439は 点状打面、AE516は 原面上打面で、いず

れも調整剥片と考えられる。

6)石器密集部LC1307周 辺

(1)遺物の器種と接合資料

LC1307周辺の長原 13層 からは総数 16点の石器遺物が出土 した。ナイフ形石器 2点

(AE393・ 477)、 細部調整剥片 1点 (AE385)、 使用痕をもつ剥片 1点 (AE478)、 細石刃状

剥片 1点 (AE388)、 剥片は 10点で、板状剥片(AE413・ 384・ 410)、 有底剥片 (AE380)な

どがある。ほか、サヌカイトのごく小さい原石 (搬入礫)1点が出土した。

(2)個 別資料 (図 173、 図版85)
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第 2節 石器遺物の観察

ナイフ形石器 AE393は 有底剥片を素材とする二側縁調整のナイフ形石器である。中央

付近で横折れし、先端部を欠損してる。剥片の打面側の側縁に基部から極厚形の細部調整

を施し、その上半を刃部としている。他方の側縁も極厚形の細部調整を施しているが、基

端には及ばず底面を残している。AE477は 一側縁調整のナイフ形石器である。有底剥片の

打面側に裏面から極厚形の細部調整を施している。素材の打点付近では深く調整しないた

め、長さの割りに幅広のナイフ形石器となっている。

細部調整剥片 AE385は横折れした剥片の先端部側で、裏面の右側縁をおもに表面から

の打撃で浅形薄形細部調整を施している。そののち横折れを起している。

使用痕をもつ剥片 AE478は二面剥離面打面の板状剥片である。打点は稜上にある。表

面の打面側には主剥離面と同一方向の剥離面が認められる。これらは打面に認められる前

段階の板状剥片剥離に先立って行われた打面調整の可能性がある。表面右側縁に交互・並

列剥離の痕跡が認められる。なお、裏面左側縁と先端部に微細な剥離痕が見られ、使用痕

と考えられる。

細石刃状剥片 AE388の基端部・先端部ともに、剥離後折れて欠損している。表面はす

べて同一方向の剥離で、2本の平行する稜を取込んでいる。

板状剥片 AE413は多面調整打面である。表面は石核周縁から求心状に行われた複数の

剥離面で構成される。主剥離面左側縁の剥離面は、先行する板状剥片剥離に係わるもので、

交互剥離の状況を示している。AE384は 稜上に打点をもつ二面剥離面打面の板状剥片であ

る。剥片の先端部に位置する折れ面は石核段階ですでに生じていたものである。打面に交

互・並列剥離の痕跡が認められる。AE410は剥離面打面の板状剥片の剥離を意図して、失

敗したものであろう。石核の流理構造に沿って剥離されている。表面にも同一方向の剥離

面などが見られ、並列剥離を行ったものである。

有底剥片 AE380は二面調整打面で、表面右側縁の剥離面も石核面と考えられる。

その他の剥片 AE531は原面上打面の横形剥片が折れて基端部が残ったものである。表

面はすべて石核面で、石核整形に係わるものであろう。

7)長原 12層出土の石器遺物

(1)遺物の器種と接合資料

NG88-69次調査全体では、長原 12層から総数 62点の石器遺物が出土した。石鏃 15点、

石鏃未製品 11点 (実数は」AE-14。 18、 AE309。 418の 4点 )がある。細部調整剥片 3点
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第 2節 石器遺物の観察

(AE471・ 532、。147)、 使用痕をもつ剥片 2点 (接合資料JAE-4の495、 AE503)、 クサビ 1

点(AE455)、 石核 1点 (AE340)、 石刃状剥片 1点 (」AE-4の 367)、 細石刃状剥片 3点

(AE443・ 389)、 剥片 25点である。剥片には板状剥片 (AE407)な どがある。

(2)接合資料 (図 174、 図版75。 86)

接合資料JAE-14

石鏃の未製品である。押圧剥離の事故によってAE451・ 457・ 543～ 545に折れている。

接合資料JAE-19

剥離順序 : 496+357

粉砕打面の調整剥片である。先端部はステップ 。フラクチャーを起している。

接合資料」AE-22

剥離順序 : 326+550

原面上打面の剥片が、打点付近で横折れしたものである。表面には同方向の先行剥離面

が見られる。

接合資料JAE-4

剥離川頁序 三 367+495

原面上打面の石刃状剥片が横折れしたものである。表面には同一打面の大きな剥離面が

残り、それを切つて調整作業が行われている。AE495は 先端が尖つた形状であり、先端部

の表面に微細な剥離痕が認められ、使用痕の可能性がある。

(3)個別資料 (図 174、 図版86)

細部調整剥片 AE471は表面に原面をもつ縦長剥片が横折れし、剥片の打面側が欠損し

たものである。原石の分割か石核整形の初期段階に係わる剥片であつた可能性がある。横

折れとの先後関係は不明だが、先端部の表面原面に対し、主剥離面から深形厚形の細部調

整を直線的に行っている。AE532は点状打面の横形剥片の周縁に細部調整を施したもので

ある。表裏両面から浅形薄形細部調整を施して刃部を作っている。AE147は 板状剥片が折

れたものを素材とした細部調整剥片である。剥片の打面は剥離後欠損 している。表面の右

佃1縁に表裏両面から深形薄形細部調整を施している。

使用痕をもつ剥片 AE503は粉砕打面の縦長剥片である。打面に対して垂直に近い角度

で打撃された結果、剥片の側縁にも剥片の剥離に由来する細長い剥離面が延びている。板

状剥片剥離に起因するものであろう。主剥離面の右側縁に微細な剥離痕が連続し、使用痕

と考えられる。
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第2節 石器遺物の観察

クサビ剥片 AE455は 全面が垂直割れによってできた剥離面で構成される。ポジティブ

な剥離面はなく、剥離面の構成上はクサビ本体に相当するものであるが、剥片が垂直割れ

を起した際に偶発的に生じたものと考えられる。

石核 AE340は 板状剥片を剥離した石核と考えられる。表裏両面に周縁から剥離が行わ

れている。石核の二辺は折れている。

細石刃状剥片 AE443は線状打面で、先端部は折れている。AE389の打面は欠損 してい

る。表面には主剥離面に先行する平行な 2面の剥離面があり、それらの構成する稜を取込

んでいる。形態的には細石刃であるが調整剥片の可能性もある。

板状剥片 AE407は原面上打面である。表面の打面から先端部にかけて原面が残ってい

る。原石の分割に係わるものである。

その他の剥片 AE500は原面上打面である。剥片の先端部側は折れて欠損している。表

面に同一打面の剥離面が 2面並列し、それらに切られた側縁方向からの剥離面は石核面と

思われる。AE530は 表面に原面を残す横形剥片で、打面が折れて欠損している。石核の整

形に係わるものであろう。なお、表面の原面がなす稜上に叩き傷が並び、そこから小さな

剥離面が拡がっているが、原石の段階で偶発的に生じていたものの可能性が高いと考えら

れる。AE339は 原面上打面で、表面は多方向から剥離された剥離面で構成されるが、右側

縁にも原面が残されている。周縁から求心状に剥片剥離を行う石核から剥離されたものと

考えられる。AE456・ 488は調整剥片であろう。AE456は 原面上打面の横形剥片で、表面

にも同一打面の小さな剥離面が 2面並列している。AE488は 点状打面で、表面にも同一打

面 。同一方向の剥離面が見られる。

4.88-37次 調査地 (調査記号88AC)の石器遺物

1)石器密集部LC1301内

(1)遺物の器種と接合資料

LC1301か らは39点の石器遺物と1点の礫が出土した。石器遺物には剥片が 39点ある。

剥片には有底剥片 (接合資料」AC-3の 218・ 156、 AC202・ 163)が含まれる。

接合資料は 3組確認された。うち、剥片剥離に係わるものが 1組 (」AC-3)あ る。ほかは、

剥片の折れに起因するものである。

(2)接合資料 (図 175、 図版87)

接合資料JAC-1
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剥離順序 : 138+183

表面左側縁に原面が取込まれた横形剥片で、主剥離面の形成と同時に垂直割れしたもの

である。表面は複数方向の剥離面で構成されている。石核の調整剥片と考えられる。

接合資料JAC-3

景J離川頁層書:  185--162--218--156

石核の同一の作業面に対し、ほぼ同一方向から打点を左右にずらしながら並列して剥片

を取得したことを示す接合資料である。 4点の接合資料のうち、AC185。 162は打面が剥

離時に欠損している。AC185は先行した剥離が抜けきらずに石核中の割れ傷となっていた
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第 2節 石器遺物の観察

ものがAC218の剥離時に剥がれたものである。AC218。 156は剥離面打面の有底剥片であ

る。これらの剥片は、石核の素材である板状剥片の小口面や側面に相当する部分を打面と

して剥離された可能性が強い。

接合資料JAC-4

剥離順序 : 214+222

薄い剥片が表面側から縦方向に折れたのちに、さらにそれぞれが横折れしたものである。

AC214の側縁には原面が残っている。

(3)個別資料 (図 175、 図版87)

有底剥片 AC202の打面は剥離時に欠損しているが、裏面左側に残る平坦な剥離面が、

打面であつたと考えられる。表面には主剥離面と同一打面の2つ剥離面が見られることか

ら、打面と作業面を固定してほぼ連続して剥片剥離を行つたと考えられる。AC163も 線状

打面の有底剥片である。表面は右側縁に原面が残り、主剥離面と同方向の複数の剥離面が

並列している。

その他の剥片 AC196は二面剥離面打面のほぼ稜上を打撃した横形剥片である。表面側

に同一打面から連続して加撃された剥離面が複数残されている。石核の調整剥片と考えら

れる。AC201は粉砕打面の剥片で、打面調整剥片と考えられる。AC170は原面上打面の横

形剥片で、調整剥片であろう。先端がヒンジ・フラクチヤーを起している。表面の剥離面

は石核面であろう。AC225は粉砕打面の調整剥片で、表面は石核面と原面で構成されてい

る。原石の分割段階か石核の初期の整形に係わるものであろう。AC194は線状打面の横形

剥片で、表面の一部に石核面とみられる剥離面が認められる。調整剥片であろう。AC249

は原面上打面の横形剥片で、表面は平坦な石核面である。調整剥片であろう。原石の分割

段階か石核の初期の整形に係わるものと思われる。

2)石器密集部LC1301周 辺

(1)遺物の器種と接合資料

LC1301周辺の長原 13層からは総数 20点の石器遺物と7点の礫が出土した。石器遺物

はナイフ形石器 2点 (AC136・ 246)、 細部調整剥片 1点 (AC232)、 使用痕をもつ剥片 1点

(AC148)、 剥片 16点である。剥片には有底剥片(接合資料JAC-9、 AC171・ 206・ 207)が

ある。また、礫のうち比較的大型のものが 1点ある(AC147:図版90)。

接合資料は4組確認され、うち剥片剥離に係わるものは1組 (JAC-8)の みであり、ほか
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は剥片の折れに起因する。

(2)接合資料 (図 176、 図版88)

接合資料」AC-5

剥離順序 : 227+231

剥片の一部で、全体に風化が進み細部の状況が不明瞭である。折れ面で接合している。

接合資料」AC-6

剥離順序 : 234+235
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第2節 石器遺物の観察

AC235は剥離面打面の横形剥片である。剥片の先端部が強いヒンジ。フラクチャーを起

しており、AC234と は、この部分の割れ傷が剥離時にはじけた面で接合する。表面には同

一打面からの複数の剥離面が並列している。

接合資料」AC-8

剥l稚順序 :  251--250

連続して剥離された 2つの剥片が接合する。AC250は点状打面で、表面左側縁に原面を

残す横形剥片である。AC251は打面が剥離後に欠損 した横形剥片で、表面先端部に原面が

残されている。

接合資料」AC-9

剥離川頁序 : 155+270

平坦な石核面を先端部にもつ有底剥片である。石核の縁辺にあった割れ傷を取込んで剥

離されたために、剥離時に複数に分割されている。

(3)個 別資料 (図 176、 図版88)

ナイフ形石器 AC136・ 246は どちらも横形剥片を素材としたナイフ形石器である。

AC136は一側縁調整のナイフ形石器で、基部を欠損している。背部調整は裏面側から加え

られている。表面には原面と石核面を取込んでいることから、石核から初期の段階で取得

された有底剥片を利用していることがわかる。AC246は二側縁調整のナイフ形石器である。

剥片の打面側を基部としている。表面右側縁を背部として裏面側から深形極厚形細部調整

が施されているが、表面左側縁にも剥片先端のわずかな部分を残しほぼ連続して深形極厚

形細部調整が施されている。

細部調整剥片 AC232は基端部を欠損する。表面左側縁に石核面が取込まれている。剥

片の先端部に主剥離面側から浅形薄形細部調整を行っている。

使用痕をもつ剥片 AC148は原面上打面の横形剥片が中央で折れたものである。折れの

方向は表面倶1から裏面側に向っている。表面の平坦な剥離面は石核面である。石核整形に

係わる調整剥片の可能性がある。折れ面に微細な剥離痕が見られ、使用された可能性があ

る。

有底剥片 AC171は剥離面打面で、表面は平坦な石核面で構成されている。AC206は線

状打面であり、表面には、主剥離面と同一打面から加撃された複数の剥離面が並列してい

る。AC207は剥離面打面である。石核面を先端部と基端部 (打面部)に残している。

その他の剥片 AC188は原面上打面の横形剥片で、調整剥片であろう。表面にも、主剥

-297-



1     143

″

¶ シヽ
AC211

Ⅳ章 調査の結果 後編

」AC-2

０

・‐３

（川＝ＨＨＨ＝Ｖ　ＪＡ

tuOA e-hg- \{ H<w\wx \ A.lso ffiDc
,Dn^CAc208

Vt(V ffile
c> AC215 > . ACi89

r. l-

\\/\v-,-
-= 

Ac233 a- Ac173

蒻

ＡＣ‐７４

Ｖ

ＡＣ‐４５

麒

ＡＣ‐６６

図177 LC1302内 の接合資料および個別資料実測図

離面と同方向の剥離面が見られ、原石を輪切りするように剥離するような作業が推定され
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3)石器密集部LC1302内

(1)遺物の器種と接合資料

LC1302か らは総数 23点の石器遺物が出土し、すべて剥片である。剥片には板状剥片

(AC93・ 238)、 有底剥片(AC166・ 233)が含まれる。接合資料は 2組確認され、いずれも

剥片の折れに起因するものである。

(2)接合資料 (図 177、 図版89)

1妾合資本斗JAC-2

剥離順序 : 142+211+143

剥片の基端部AC142か らはじけた横形剥片AC211と 、剥片の先、端部が折れたAC143が接

合する資料である。打面は剥離面打面である。表面の左側縁は原面を残している。原石の

分割段階か石核整形の初期段階'に取得された剥片と考えられる。

接合資料JAC-13

剥離順序 : 175+271

AC271は、AC175に先行する剥離によって石核中に残つた割れ傷が、AC175剥離時に剥

落したものであろう。AC175は原面を打面とした剥片である。表面には石核面と考えられ

る平坦な剥離面が取込まれている。

(3)個別資料 (図 177、 図版89)

板状剥片 AC93は剥離面打面の板状剥片である。表面は打面側に原面が残り、大きく平

坦な剥離面とそれを切る剥離面で構成されている。打面には前段階の板状剥片を剥離した

際の打点が残されており、交互剥離によって連続的に板状剥片が取得されたことがうかが

える。AC238も 剥離面打面の板状剥片である。先端部はステップ 。フラクチャーを起して

いる。主剥離面の左側縁部には原面が残されている。打面には、AC93同様に表面の平坦な

剥離面を打面とした前段階の剥離面が認められ、交互剥離による板状剥片剥離をうかがわ

せる。

有底剥片 AC166は剥離面打面である。ただし、目的的剥片というより調整剥片として

剥離されたらしい。AC233の打面は剥離後に欠損している。石核面を表面先端に大きく取

込んでいる。

その他の剥片 AC173は表面右側縁に原面を残す横形剥片である。剥離面打面で、表面

にも同一打面からの剥離面があり、表面左側縁に石核面とみられる平坦な剥離面がわずか
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に残っている。AC208は表面のほとんどが原面の横形剥片で、その緩く湾曲した部分を打

面としている。原石の分割段階か石核整形の初期の段階で剥離された調整剥片であろう。

AC174は剥離面打面で、打面をわずかに欠損している。表面は全体が原面で、AC208と 同

様に原石の分割段階や石核整形の初期の段階の調整剥片と考えられる。AC215は打面は剥

離後に欠損している。表面はすべて石核面であり、石核整形の初期段階に係わる調整剥片

であろう。AC189は剥離面打面の横形剥片で、表面のほぼ全面に石核面が残されている。

AC215と 同様に石核整形の初期段階に係わる剥片であろう。AC190は剥離面打面の調整剥

片である。表面の左側縁は石核面で、主剥離面形成時に石核の縁辺が取込まれたものと考

えられる。全体にやや磨耗している。AC145は多面調整打面の横形剥片で、調整剥片であ

ろう。

4)石器密集部LC1303内

(1)遺物の器種と接合資料

LC1303か らは総数 21点の石器遺物と5点の礫が出土した。石器遺物は、クサビ1点

(AC107)、 石核 1点 (接合資料」AC-11の 111)、 剥片 19点である。剥片には板状剥片 1点

(」AC-7)が含まれる。また、礫には比較的大型のものがある(AC109:図版90)。

接合資料は3組確認され、剥片剥離に係わるものには」AC-11があり、ほかは剥片の折

れに起因するものである。

(2)接合資料 (図 178、 図版90)

接合資料JAC-7

景J副訓頁「再:  240-卜 269+268+108

1つの板状剥片が複数に折れたものである。表面先端部の大きな剥離面はポジテイブ面

であり、この板状剥片がかなり分厚い剥片素材の石核から剥離されたことがわかる。表面

には主剥離面と同方向の剥離面が並列しているが、これらは板状剥片の剥離面ではなく、

石核整形に由来するものであろう。表面の右下方には打撃による古い割れ傷があり、主剥

離面の剥離時に、この傷に影響されてAC240。 268が同時折れを起している。同じように

AC269。 108も この段階で折れている。

接合資料JAC-10

剥離)順序 : 120+159

表面左側縁に原面を残す横形剥片が剥離時に折れたものである。打面は剥離面打面で平
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坦な石核面である。表面の剥離面も主剥離面と同一打面である。

接合資料」AC-11

剥離順序 : 111-121

AClllは板状剥片素材の石核であり、原面を大きく残していることから、原石の分割段

階の中でもかなり初期の段階に取得されたものであろう。表面には自然面のほか、先行す

る平坦な剥離面が残されている。石核利用に先立って、若干の打面調整が行われており、

そののち 1、 2枚程度の横形の有底剥片が剥離されている。AC121は 、表面の剥離面が

AClllの主剥離面と接合することから、AClllを 剥離した石核から後続して剥離されたも

のであることがわかる。基端部が欠損しており、全体の形状は不明であるが、石核の整形

時に剥離されたものか、あるいはAClllに後続して剥離された板状剥片から剥離されたも

ののどちらかである。いずれにしても、小型の剥片であることから石核整形に係わるよう

な調整剥片であつた可能性が強い。

(3)個別資料 (図 178、 図版90)

クサビ AC107は クサビ本体である。基端部は線状打面となっている。裏面の右側は横

折れしている。また、裏面の先端は打面側に対向する先端側からの加撃によって、剥片の

内部に割れ傷が拡がっている。

示1片 AC259は剥離面打面の横形剥片、AC124は粉砕打面の横形剥片で、どちらも調整

剥片であろう。AC124の表面には、主剥離面と同じ方向で加撃された剥離面が拡がつてい

る。剥離時に垂直割れしている。

5)長原 12層 出土の石器遺物

(1)遺物の器種

NG88-37次調査全体で、長原 12層 からは総数 36点の石器遺物と4点の礫が出土した。

石器遺物は、石鏃 28点、有茎尖頭器 1点、細部調整剥片 1点 (AC247)、 使用痕をもつ剥片

1点 (AC254)、 剥片 5点である。剥片には有底剥片 (AC229)がある。接合資料は確認され

ていない。

(2)個 別資料 (図 178・ 163、 図版90)

細部調整剥片 AC247は原面上打面の有底剥片で、表面に同方向の複数の剥離面が並ん

でおり、これらの剥離面は作業面の調整に係わるものであろう。表面の左佃1縁の中央部に、

裏面から浅形薄形細部調整が連続 して直線状に施されている。
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使用痕をもつ剥片 AC254は剥離打面の調整剥片で、表面右下の折れ面の先端に微細な

剥離痕が認められ、使用痕と考えられる。

有底剥片 AC229は剥離面打面の有底剥片である。底面部は2面の石核面で構成されて

いる。主剥離面側の基端部左側縁にも石核面が見られる。打点付近で縦方向に折れている。

その他の剥片 AC253は二面調整打面の剥片で、調整剥片である。AC152は点状打面の

調整剥片である。両側縁に原面が残つている。

5.88-29次 調査地 (調査記号88AB)の石器遺物

1)石器密集部LC1203内

(1)遺物の器種と接合資料

LC1203か らは石器遺物 19点 と礫 1点が出土した。石器遺物では石核 1点 (接合資料JAB

-1の 67)、 刃部形成剥片 2点 (JAB-3の 74・ 72)、 剥片 16点があり、剥片には調整剥片が

めだつ。

接合資料は3組が確認されt剥片剥離に係わるものは2組 (JAB-1。 」AB-3)で、ほか

は剥片の折れに起因するものである。

(2)接合資料 (図 179、 図版91)

接合資料JAB-1

剥離‖順序 : 73-139+[67]

剥片素材の石核AB67に 、2点の剥片AB73。 139が接合したものである。AB67は周縁に

自然面をもつ板状剥片を剥離した石核である。AB67の表面の左上側縁に原面が残存してお

り、表裏両面には石核の素材となった剥片の剥離段階に由来する平坦な剥離面が残されて

いる。剥片の形状からみて、石核の素材となったのは、原石を分割するようにして剥離さ

れた板状剥片と考えられる。裏面側にポジテイブな剥離面が残されていることから、こち

ら側が板状剥片の主剥離面であろう。この石核の剥片剥離は、素材となる板状剥片のおも

に末端側を、適宜、表裏両面に打面と作業面を交互に入れ替えながら行っている。ただし、

裏面側 (板状剥片の主剥離面側)の剥離は、総じて薄く平坦な剥離で、表面側とは異なって

いる。おそらく、剥片剥離を意図した作業面はおもに表面側に設定され、裏面側の剥離は

打面調整としての意味があったのだろう。また、表面右側縁には石核の剥片剥離作業以前

の折れ面があり、素材となった板状剥片を分割して(あ るいは剥離時に同時折れを起した板

状剥片を使用して)石核として利用していたことがうかがえる。接合関係にあるAB73の剥
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片は、石核裏面の下縁側 (板状剥片の打面側)から石核裏面の平坦な剥離面を取込むように

剥離されているが、基端部を剥離時に欠損している。AB139の剥片は、AB73の剥離に先行
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する剥離作業によって生じた割れ傷がもとで、AB73の剥離時に同時に剥がれたものである。

この割れ傷は石核裏面からの打撃によって生じたもので、剥片の先端はステップ 。フラク

チャーを起している。

接合資料JAB-3

景J離川頁序 :  74-72

AB72・ 74そ れぞれの剥片の打面側縁部には、これらの剥片の剥離に先行する細部調整痕

が残されている。細部調整は深形厚形剥離がほぼ直線状に連続して施されている。細部調

整はさらに連続するとみられることから、これらの剥片は、石器刃部の形成を意図した調

整剥片であると考えられる。これらの細部調整痕には使用された痕跡は認められない。AB74

は剥離面打面、AB72は打面を大きく取込んだ口唇状打面となっている。細部調整の調整角

度などから類推すると、類似する刃部角度をもつものは削器の類であろう。

オ妾合資本斗JAB-6

剥離順序 : 116+125

ABl16と AB125は折れ面で接合する 1枚の横形剥片である。剥片の表面には先行する 3

つの剥離面がある。いずれも打面側から剥離されている。また、表面下半部には原面が大

きく残されている、AB125は 、ABl16剥 離の前段階に同一打面上で行われた打撃によって

生じた打点付近の割れ傷がもとで、ABl16剥 離時に同時にはがれたものである。ABl16の

剥離時には、この前段階の打撃によって形成されたバルブを裏面右縁部に取込んでおり、

ツイン・バルブとなっている。原面を大きく残すことやツイン・バルブがみられることか

ら、かなり大型の石核から剥離されたことが推定される。おそらく原石の分割段階か、初

期の段階に石核から剥離されたものであろう。

(3)個別資料 (図 179、 図版91)

剥片 AB71・ 77・ 80・ 81。 118は いずれも調整剥片と考えられる。AB71は点状打面の

横形剥片で、表面に平坦な剥離面を残している。板状剥片などを素材とした石核の石核面

である可能性がある。ABl18も 同じく点状打面で、表面の剥離面の打撃方向は主剥離面と

同方向のものが優勢である。いずれも石核の整形や調整に係わるものであろう。AB77・ 80。

81は小型の調整剥片で、表面には微細な剥離痕が残されている。石核調整の最終的な段階

や、剥片剥離進行段階の石核調整、あるいは石器製作時などに係わる調整剥片であると考

えられよう。AB77・ 80は剥離面打面、AB81は 粉砕打面である。
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2)石器密集部LC1204内

(1)遺物の器種と接合資料

LC1204か ら出土した石器遺物の総数は10点である。細石刃状剥片 1点 (AB86)、 剥片 9

点がある。

接合資料は2組があり、剥片剥離に係わるものは 1組 (接合資料JAB-2)で、ほかは剥片

の折れに起因するものである。

(2)接合資料 (図 180、 図版91)

接合資料JAB-2

剥離川頁序 :  88-109-114

表面に原面を残す剥片が 3枚接合する。原面の除去を目的とした初期の段階の調整剥片

であろう。横形剥片ABl14の主剥離面左側縁に平坦な剥離面が一部残されていることから、

これら3枚の剥片剥離に先行して原石の分割作業が行われた可能性がある。 3枚の剥片の

中で最初に剥離された。AB88は表面ほぼ全面が原面で被われた横長剥片で、原面のやや屈

曲する部分を打撃している。打面は線状打面である。ABl14の表面には打面側に主剥離面

に先行する小さな剥離面が幾面か認められるが、いずれもABl14の剥離の直前段階に行わ

れたもので、原面の除去を意図したものである。AB109は、AB88やABl14と は異なり、打

点を9o° 横位に移動して剥離されている。表面にはABl14と 同様に原面を取込んだ小さな先

行剥離面が見られる。ABl14と AB109剥離の先後関係は不明である。

接合資料JAB-4

剥離順序 : 93+137

点状打面の剥片が中央で横折れしたものである。表面には主剥離面とほぼ同方向の剥離

面が 2面並列して認められ、うち表面中央のものは、主剥離面と同一打面から剥離された

ものである。おそらく石核整形などの調整剥片であろう。

(3)個別資料 (図 180、 図版91)

細石刃状剥片 AB86は剥離面打面の縦長剥片で、先端部は欠損するものの、長幅比は2:

1以上になると思われる。表面の先行する剥離面も同方向であり、連続して同形の剥片が

剥離された可能性が考えられるが、石核などの剥離作業の過程で偶発的に生じた調整剥片

の可能性も否定できない。

その他の剥片 AB87は原面上打面の横形剥片で、表面には主剥離面と同方向、対向方向

の剥離面がそれれぞれ 1面ずつ見られる。主剥離面は先端部分がステップ。フラクチャー
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を起している。原石の分割段階や、石核の初期整形段階に係わる調整剥片と考えられる。

横形剥片AB96、 剥片AB121は いずれも石核整形に係わる調整剥片と考えられ、剥片表面は

複雑な剥離面構成となっている。調整剥片でも最終段階のものであると考えられる。AB96

は調整打面、AB121は 粉砕打面である。

3)石器密集部LC1203・ 04周 辺

(1)遺物の器種と接合資料

LC1203・ 04の周辺で、 12層および 12/13層からは石器遺物 26点と礫 3点が出土した。

石器遺物は石鏃 13点、削器 1点 (AB100)、 細部調整剥片 1点 (AB85)、 石刃状剥片 1点

(AB92)、 剥片 10点である。剥片には有底剥片 (AB123)がある。

剥片剥離に係わる 1組の接合資料 (」AB-7)がある。

(2)接合資料 (図 180、 図版92)

接合資料JAB-7

剥i稚順序 :  84--83

AB83の剥片は先端部を欠損している。二面剥離面打面で、表面の打面側には主剥離面に

先行して頭部調整とみなしうる小剥離痕が複数認められる。ほとんどがステップ 。フレイ

キングとなっている。また、フィッシャーの発達したかなり大きな剥離面の一部が残され

ている。これは石核の素材となった板状剥片の剥離面であろう。AB84は剥片の打点側が新

欠によって失われているが、AB83の剥離直前の頭部調整作業時に剥離された剥片の一部が

弾けたものと考えられる。

(3)個 別資料 (図 180、 図版92)

削器 AB100は 板状剥片素材の石核を転用した横形削器である。表面右側縁には原面を

残している。削器の転用に先立つ石核の剥片剥離は、板状剥片の表面側から主剥離面を石

核底面として行われている。基本的に主剥離面側のみに作業面が設定され、表面側に残さ

れた複数の剥離面は打面調整によるものである。作業面裏側には 2面の剥離面が残されて

いる。石核の末端部にほぼ直線状に浅形の細部調整を施すことによって刃部が形成されて

いる。

細部調整剥片 AB85の剥片も同じように先端部に石核の平坦な剥離面を取込んだ有底剥

片である。表面の右縁先端部側の底面に接する先行剥離面は、この剥片と同じように有底

剥片の剥離によって形成された剥離面である可能性が強い。そのほかの表面の剥離面は主
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第 2節 石器遺物の観察

剥離面と同方向で、作業面の調整や補正に係わる剥離によって形成されたものと思われる。

細部調整は裏面基端部 。先端部縁に施されている。打面側は浅形薄形の細部調整を連続的

に行い、先端側は深形厚形の細部調整を非連続的に行っている。

石刃状剥片 AB92は表面の右側縁に原面を残す石刃状剥片である。表面は原面のほかに

大きな平坦な剥離面が認められ、この剥片が剥離された石核が板状剥片のような大型の剥

片を素材としたものであったことをうかがわせる。打面は粉砕打面であるが、原面上を直

接加撃した可能性がある。表面や原面の状況からは目的的剥片の取得を意図した剥離では

なく、石核整形のために板状剥片の側縁部を剥離した調整剥片であったと思われる。

有底剥片 AB123は 基端部が欠損 している。剥片表面は石核の素材となった板状剥片の

剥離面とみられる平坦な剥離面だけで構成されている。両側縁は折れによって欠損してい

る。おそらく、石核から最初に剥離された剥片であろう。

その他の剥片 AB97も 基端部が欠損している。さらに、中央付近で横折れしている。表

面の平坦な剥離面は石核面と考えらえる。

4)長原 13層 出土の石器遺物

(l)遺物の器種と接合資料

NG88-29次調査全体では、長原 13層 に帰属する石器遺物 12点、礫 2点がある。石器遺

物にはナイフ形石器 2点 (AB134。 115;た だし、ともに 12層層準出土)、 細石刃状剥片 1

点 (AB126)、 剥片 9点がある。剥片には板状剥片 (AB135)、 有底剥片(ABl19。 130)な どが

ある。また、礫には比較的大型のものがある(ABl12:図版90)。

接合資料は 1組が確認されたが、剥片剥離に係わるものは未確認である。

(2)接合資料 (図 181、 図版92)

接合資料JAB-5

剥離川頁序 : 99+138

剥片の基端部側が欠損したもので、剥片の中央部分で横折れした際に主剥離面側の一部

が同時に弾けたものが、剥片本体に接合したものである。剥片表面の剥離面は複雑で、多

方向から行われている。

(3)個別資料 (図 181、 図版92)

ナイフ形石器 AB134、 ABl15は ともに横形の有底剥片を素材としたナイフ形石器であ

る。AB134は 基端部が欠損している。二側縁調整で、刃部は表面の右側縁先端側に設定さ
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図181 NG88-29次調査地 (88AB)長原 13層 出土の接合資料および個別資料実測図

れている。ABl15は 先端部が欠損する。素材となった剥片の基端部側に背部調整を施すと

ともに、表面右倶1縁の基端部にも若干の細部調整を施している。

細石刃状剥片 AB126は 細石刃状の縦長剥片である。剥片表面には主剥離面に平行する

3面の剥離面で構成されている。基端部と先端部をともに欠損している。意図的に剥離さ

れた細石刃かどうかは明確にし得なかった。

板状剥片 AB135は表面右側縁に原面を残した板状剥片である。剥片表面の右側縁下半

には先行する板状剥片の剥離面が残されている。そののち、左側縁の原面側から複数の剥

離が連続して行われているが、板状剥片の剥離に際してその作業面の形状を整えるための

調整剥離であったと思われる。同様の微細な剥離痕が基端部側にも認められる。こうした
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第2節 石器遺物の観察

一連の作業ののち、AB135の板状剥片が剥離されたものと思われる。

有底剥片 ABl19は二面調整打面の有底剥片である。剥片表面には、同一打面からの先

行剥離面が並列している。中央部の剥離面は、ステップ・フラクチャーを起しており、そ

の割れ傷が底面側に潜り込んでいる。AB130は調整打面で、表面の中央部に石核面とみら

れる平坦な剥離面を残している。

その他の剥片 AB132は剥離面打面の横形剥片で、板状剥片のような大型剥片の小日部

を利用して縦長に剥離されたものであろう。剥片表面の剥離面からみると、この剥片に先

行して同形の剥片が剥離されたものと思われる。先端部を欠損する。横形剥片ABl13は石

核の調整剥片であろう。自然面打面で、剥片表面はやはり同じように石核面とみられる平

坦な剥離面を残している。

以上の観察を踏まえて、Vtt l節では剥片の属性分析を行うこととする。
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Ⅳ章 調査の結果 後編

第 3節 長原遺跡出土の有茎尖頭器およびその他の石器

大阪市内出土の有茎尖頭器については田島富慈美(1993)が集成し、剥離技術の検討を行っ

ている。本節では1988年度の長吉瓜破地区土地区画整理事業関連で出土した2点の形状 。

加工 (調整)の記載を田島(1993)か ら抜粋し、一部の用語を2節の用語と統一した上で引用

することにする。また、前節までで紹介しなかったいくつかの石器についてものべる。

1.有茎尖頭器

88AH47は 36次調査地長原 12B層基底から出土したと記録されている。現在の知見では

12/13層漸移帯の下半部にあたる。最大長60.8nlm、 最大幅27.7111m、 最大厚7.8111m、 重さは9.47

gである(図 182、 原色図版 1、 図版75)。

形状 :体部は薄く幅広でずんぐりしており、側辺は外湾気味である。茎部は幅が広く短

い。先端はA面では右に傾いている。逆刺の末端はさほど鋭くない。風化のためフィッ

シャー・リングとも不明瞭である。

調整 :先端から体部にかけ、両面ともに左斜め下方、右斜め上方への細長い剥離面が規

則的に並んでいる。茎部では体部の剥離に似た剥離がA面 (実測図の右図 ;以下同様)右側

とB面 (実測図の右図 ;以下同様)左側に見られ、もう一方には両面とも幅広の剥離が施さ

れていたと思われる。B面右側の逆刺とA面の逆刺は、大きな剥離の後の細かい剥離数回

で作られる。

両側辺の側面観はA面右側辺の逆刺付近以外では直線的である。先端は両面から細かく

調整されている。体部側辺の調整は両面とも右側辺では比較的丁寧であるが、左側辺は一

部のみに調整が施されている。茎部は両面から調整されている。逆刺の一方の調整は磨減

のため不明、もう一方は両面ともに細かな調整が見られ、末端の調整は風化のため不明瞭

である。

88AC5は 37次調査地の長原 12B層基底から出土したと記録されている。現在の知見では

12/13層 漸移帯の基底付近にあたる。最大長62.l llm、 最大幅29.2nlnl、 最大厚6.811m、 重さは

14.47gである(図 182、 原色図版 1、 図版75)。

形状 :体部の上半は折れで失われるが、推定すると全長は10cm以上になると思われる。

体部の厚みは約0.7cmで、長さと幅に対して薄いといえよう。茎部も折れによって失われる
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第3節 長原遺跡出土の有茎尖頭器およびその他の石器

AH47

―

2:3

図182 有茎尖頭器実測図

が、調整の様子から短く終るものと思われる。逆刺の末端は新しく欠けている。

調整 :B面中央はネガティヴ面で、素材の面に当る可能性がある。これが素材の面とす

ると、打点の位置は不明だが、B面は横長の素材の表面側になると思われる。またB面の

先端方向からの折れは茎部近くまで及び、末端はフェザーで終っている。この折れ面に力

を加えた剥離はA面右側上端とB面右側上端に見られ、A面左側辺の調整はその後に行わ

れている。しかしこれらの剥離によってこの個体の形状そのものを変えようとする意図は

見られない。

A面体部全体は幅約lcm未満の幅広の剥離で作られている。左側の調整は先端から下方に

向っており、右側の一部でも下方向への調整が推定される個所がある。なおA面右側の先

端付近には、体部の調整と思われる右方向からの幅広の剥離面がある。この剥離の末端は

ステップで終り、傷となって体部の中に入込んでいる。先端の折れはこの傷が要因と考え

られるが、折れが調整の際に起ったものかどうかは断定できない。B面では折れのため、

体部左右の剥離の切合い関係は判断できない。体部右側下半の剥離は左斜め下方への規則

的な剥離で、この剥離は体部中央にまでとどいている。左側では幅広で浅い剥離が加えら

れている。これらは側辺に近いところで終っている。

またA面では体部を調整した後に、体部より細かい剥離を両側から加えて茎部を作って

いる。B面 もA面 と同様の剥離であるが、茎部の調整後に体部が調整されている。両面と

も茎部を作る剥離は打点が少しずつ変化しており、茎部調整の際には逆刺を作り出すこと

-313-



Ⅳ章 調査の結果 後編

が意図されていたと考えられる。

体部の傾1面観は両方ともに細かく屈曲している。この側辺の調整には 2種類の剥離が認

められる。まずおおよその側辺の形は、幅 。長さともo.3～ 0.5cmの やや大きな剥離で作られ、

一部ではその後、幅0.2cmの 細かな剥離によって側辺の形が修正されている。茎部右側辺に

並ぶ細かい剥離には、形を整えるとともに逆刺を作る目的があつたと思われる。この剥離

は逆刺の末端にまで及んでいるが、両面ともに右側辺では体部調整の際の剥離面が残され

ている。またA面茎部左側辺のもっとも端に近い部分では、剥離の末端が素材の中に入込

んで傷を作っている。同様の傷はB面茎部左側辺の末端付近にも見られる。茎部の折れは

前者から始まり、後者に抜けている。しかし先端の折れと同様、この折れが調整の途中で

あるかはわからない。先端と茎部の折れが同時である可能性も考えられる。

2。 その他の石器

最後に、そのほかの特徴のある石器について略述しておく(図 183、 図版76・ 93)。

ナイフ形石器 l次調査地の長原 8C層から出土したAL227は横形剥片を素材としている。

一側縁加工で、素材となった剥片の打面側に深形極厚形の細部調整を施して背部を形成し

ている。表面右側の大きな剥離面は石核面でネガティブ面となっている。刃部側先端を欠

損 している。

角錐状石器 57次調査地の長原 2層から出土したAM16は横形剥片を素材としており、表

面中央部先端側に原面を残している。素材となったもとの剥片は、その器厚から判断して、

かなり大型で分厚いものであったと思われる。表面左側縁に施された細部調整は侵形極厚

形で、先端部、中央部、基端部付近の調整角度はそれぞれ83° 、93° 、91° とほぼ垂直に近い。

表面右側縁は厚形で、調整角度は60° 、65° 、63° である。基端部右側縁にはやや風化の浅い

剥離面が認められ、この部分が後に欠損した可能性が高い。

石匙 22①次調査地の長原 4B層から出土したAG3は縦型石匙で先端側を欠損している。

基端部の両側縁に細かな調整を施して、扶りを入れることによりつまみ部分を形成してい

る。表面右側に原面を残すことや、側縁の細部調整が連続的に行われていないことなどか

ら未製品かもしれない。遊離資料であるが、風化が著しいことをから縄文時代の所産であ

る可能性が高い。

石槍・石剣 69次調査地の長原 8C層から出土した石槍AE304は 、表裏両面に深形平形の

細部調整が施されている。中央断面形はレンズ形を呈している。細部調整は裏面より表面
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Ⅳ章 調査の結果 後編

側の方がていねいに行われており、表面右側縁中央部は敲打によって縁部が潰れており、

その際に生じたと思われる微細な剥離痕が表裏両面に認められる。基端部、先端部ともに

わずかに欠いているが、これが製作時あるいは使用時の事故に由来するものかどうか判然

としない。表面を構成する剥離面の多くが階段状剥離となっていることから未製品の可能

性もある。1次調査地の長原 8B層 から出土した石剣AL238は、両端を欠損している。非常

にていねいな深形平形の細部調整が表裏両面にほぼ均等に施されており、断面形は均整な

レンズ形をなしている。出土層準からみて、AE304・ AL238はいずれも弥生時代中期の所

産であると考えられる。

削器 37次調査地の長原 9C層から出土したAC97は板状剥片を素材としている。剥片の

先端部に表面から裏面に深形厚形細部調整を加えることによって凸形の刃部を形成してい

る。一方で表面右佃1縁は裏面から浅形厚形の細部調整を施している。

細部調整剥片 20次調査地の長原 9-13A層 から出土したAP187は 、表面に大きく原面

を残す大型の剥片を素材としている。表面右側縁に沿つて表裏両面から浅形薄形の均整な

細部調整を連続して施している。石匙などの何らかの石器素材として利用する意図があつ

たのかもしれない。1次調査地の長原4-7層 から出土したAL214も 、表面が原面で構成さ

れる大型の横形剥片を素材としている。表面左側縁下半に細かな細部調整を連続して施し

ている。裏面側には素材となった剥片の主剥離面を取込むような剥離が基端部、先端部側

から行われている。おそらく剥片剥離を意図したものであり、石核の転用品であつたこと

がうかがえる。

クサビ0クサビ剥片 1次調査地の長原 7層から出土したAL201は、表裏両面ともに深形・

侵形平形の剥離面で構成される。表面の基端部、先端部の一部に原面が残されており、中

央断面形は不均整な菱形を呈する。両側縁のほとんどは敲打によって縁部が潰れており、

その際に生じた不連続の微細剥離痕が表裏両面に認められる。先端部が欠損している。石

槍未製品をクサビに転用したものと考えられる。20次調査地の長原 4B面 層から出土した

AP175は 、大型の板状剥片を利用したもので、基端部の表面側、先端部の表裏両面に薄形

の剥離面が認められる。剥離の進行した先端の縁部は直線状になっており、一部に潰れ痕

が観察できる。

叩き石 1次調査地の長原 9層 から出土したAL223は 、やや歪んだ紡錘形の砂岩円礫を

利用している。両端に打撃痕があるが、風化のために器壁の大半が剥離している。長原遺

跡では、この種の叩き石は縄文時代晩期～弥生時代前期の土器に伴うことが多い。

-316-



第3節 長原遺跡出土の有茎尖頭器およびその他の石器

表H 1988年度出上のおもな石器

石器遺物

番号

地  区 出土層位 器 種 石 材 石器密集部 接 合
No
重 量
(9)

最大長
(mm)

最大幅
(mm)

最大厚
(mm)

備  考

88AL227

88ABl15

88AB134

88AC136

88AC246

88AE393

88ノJE477

88AE490

88AE520

30F再

07-Cオ

05-Dエ

24-E7

19-Dオ

Ci8

D06

106

S08

12(-12/13)

(12-)12/13

12/13

13A

12ノ 13

13A

12A

13

ナイフ形石器

ナイフ形石器

ナイフ形石器

ナイフ形石器

ナイフ形石器

ナイフ形石器

ナイフ形石器

サイフ形石器

サイフ形石器

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

1301周 辺

1301周 辺

1307周 辺

1307周 辺

1307

13“

JAE‐3

(45.7)

(24.4)

(15.4)

(21.0)

(31.2)

(280)

29C

31(

335

204

8.3

8.6

(H5)
103

212

156

236

:39

き部欠frt

先端部欠損

基部欠lil

基部欠損

先端部欠損

先端部欠損

88AM 16 角錐状石器 58.4

88ABl(Ю

88AH45

88AC97

88Aレ 06

7N

15‐ Cウ

T24

12/13

12

)C

13A

器

器

器

削器

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

1203・ 04周 辺

1304-06周 辺

1334

3.85

3165

334

(236)

489

584

34.3

(327)

49.0

262

H.C

59

!35

10.3

88AE342

88AE469

J88AE‐ 5

SO
S08

S08‐③

12

13A

13

雛

錐

錐

有

石

石

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

1304

1304

1304

JAE‐5

JAE-5

JAE‐5

02(

51Z

53Z

( 106 )

(11.5)

65.l

(45)

13.5

135

J88AE‐5参 1〔

J88AE-5参 !l魚

88AL2:4

88AP187

88AP198

88AC35

日

３

Ｎ

　

Ｓ

０

６

4‐ 7

9‐ 13A

4Bi

撹乱

測部副竪刺片

細部調整剥片

細部調整剥片

細部調整剥片

細部調整剥片

細部調整剥片

細部調整剥片

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

1481

2562

2285

:067

662

545

63.3

51.2

56.2

(379)

(309)

(383)

324

50.3

384

(308)

(253)

(257)

:IC

10C

108

6C

88AL193

88AC107

88AE320

88AE499

88AE549

J88AE‐ 20

88AL201

88AF38

88AG77

88AH3:

88ADi53

88AE533

27-Eイ

R20
ｕ

Ｓ０８

Ｓ０８

Ｓ０８

３。

西

Ｈ‐Ｊ

ｌｌＳ

Ｓ

Ｓ０３

12/13

i3

13A

13A

13

7

8C

9A

9‐ 12

13A

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

:303

1305

(1306)

1304

13“

1304

:304‐06周 辺

JAE‐20

JAE-20

JttE-20

2.42

588

079

165

017

22.59

163

1867

350

16.63

089

(282,

51.7

252

147

4.9

202

(698)

226

408

311

383

88

(255,

68(

15(

26〔

20(

ll f

20(

22`

15.〔

21〔

30〔

→J88AE-20参 照
→J88AE‐ 20参 11

石檎未製謂1の転用

88AL:36

88AL:54

88ALi86

88AB67

88AC Hi

88AQ39

88AD148

88AE331

88AE340

88AE341

88AE361

88AE405

88AE433

88AE441

88AB“ 7

88AE524

21南

281ヒ

23

08‐Cア

27‐Cエ

Ⅱ―B

3

Si3

122

R25

Q:4
P16

S23

T21

Q:7
H7
T23

7

12

12/13

-括
4Bi

13

12

:3

13A

13A

13

12/13

13

石核

石核

石核

石核

石核

石核

石核

石核

石核

石核

石核

石核

石核

石核

石核

石核

石核

サヌカイト

サヌカイト

サヌカイト

サヌカイト

サヌカイト

サヌカイト

シルト岩

サヌカイト

サヌカイト

サヌカイト

サヌカイト

サヌカイト

サヌカイト

サヌカイト

サヌカイト

サヌカイト

サヌカイト

1203

1303

1304

(1307)

1305

13“‐06周 辺

1304‐06周 辺

!3“

13“‐06103辺

:304‐06周 辺

i307

13“-06周辺

JAC-11

JAE-9

6082

37.22

25.88

2342

1656

4279

38.09

710

1244

2481

2059

614

3726

1197

4946

577

(439)

527

365

40.5

(696)

473

37.7

190

33.9

378

47.2

207

423

351

310

M.(
54.t

30.1

4t.(
4t.t
2t.(

48.:

40.t

66.(

(3r.1)

37.:
(40.2)

(rz.s)

34.t

58.{

25.8

143

:62

172

210

153

106

86
14.7

123

8.9

!8.5

103

204

H2
88AG3

88AL238

88AE304

88AL132

88AC62

88AL223

88AL226

北

　

南

26Jヒ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

４

石剣

石槍

石棒

叩き石

叩き石

叩き石

サヌカイト

サヌカイト

結晶片岩

安山岩

結品片岩

砂岩

466

4516

3056

44068

6871

23871

(372,

(692)

988

2092

982

130

139.9

●

３。
．
２

２

巴

ル

４

54
14.3

109

32.4

650

203

362

先端部・基部欠lil

38AE374 12ノ :3 搬入礫 (原石 ) サヌカイト 1307周 辺 1070
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Ⅳ章 調査の結果 後編

遺物番号 1  器 糧 層 準 l地 区 l 遺 ll l接 合1石 材 1備 考

表 12-1 1988年度出土の全石器遺物 (そ の 1)

クサビ関連資料

田AO"|ク サピ  INα η3 127 Eイ ILOЮ 3 1 1剛 卜
|

石  器

削器 LC1203 4周 辺

S③

LC1307周 辺

LC i307周 辺

石棒 ”
　
８Ｃ
　
８Ｂ

¨
２

遺物番号 石  材

石鏃

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｐ

い

Ｓ‐８

Ｒ２。

Ｓ０３

Ｃ‐２

醐

Ｄ‐９

Ｄ‐７

炒

Ｒ０２

ｍ

Ｓ０７

Ｓ０７

Ｓ０８

Ｑ‐０

０

』

Ｓ０７

蝸

Ｓ０８

Ｓ０８

Ｓ０８

Ｗ

Ｓ０７

鰤

¨
西

北

北

北

北

北

洗浄抽出

洗浄抽出

洗浄抽出

洗浄抽出

洗浄抽出

洗浄抽出

洗浄抽出

石鏃

α

α

Ｑ５

有茎尖頭器・石鏃

有茎尖頭器

石鏃

石鏃
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石  材

Ｒ２０
叩

０５

％

第3節 長原遺跡出土の有茎尖頭器およびその他の石器

表12-2 1988年度出上の全石器遺物 (そ の 2)

遺物番号 石  材

剥片

LC1203 4周 辺

洗浄抽出

洗浄抽出

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

使用痕をもつ剥月

剥片

剥片

27‐Cイ

LC:301周辺

石  核

_Ct3餌・6周辺

.C13“‐6周 辺 洗浄抽出

石核

石核

剥  片

剥片

剥片

剥片

LC1203 4周 辺

LC1203 4周 辺
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遺物番号 層  準 l■  構 石  材 備  考

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

24東半

LCt30l

LCt30l

LCr30l

LCt30l

LCl30r

LCl30l

LCl30lEil
LCl30lEil
LCl302

LCl302

LCl302

LCl302

(LCr 30r )

LCl30l

LCt302

LCl30l

LCr 301

LCr30l

LCr 301

LCl30l

LCt 301

LCl30l

LCr 301

LCr30lIAU

LCl30lE^!
(LCl30t El.i0)

Lcr30r Liil
LCt30tt4.D

LCl30l ErZ
LCl30?

LCr30rISU

LCt30t t&;D

LClt02

LC 1302

LCr302

LCr303

(LCl30ltatr)
(Lcl30l,;ifl)
LCll0l
LCl30l

LCl30tmi.4

LCl30lEU
LCt30l
(LCt30ltail)
(Lcr30lt6il)

LCr30l

LCt30l

LCt30l

LCr303

LCI303

LC|]0rE.A
LCt 303

LC | 303

LCt30tElil

!s.119?.........

sDr02

sDr02

sBr02

sDr02

sDr02

s8102

sD402

sDr02

srxn2

Ⅳ章 調査の結果 後編

表 12-3 1988年度出土の全石器遺物 (そ の 3)

遺物番号 遺 18

安山岩

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

石刀状剥片

剥片

Ｓ‐７

Ｒ‐８

Ｓ‐５

Ｓ‐４

Ｓ‐４

Ｓ‐８

Ｒ‐５

Ｓｉ３

騒

Ｓ２２

Ｓ２‐

Ｓｉ３

翻

Ｔ‐２

Ｓ０３

Ｈ‐４

ｂ

Ｓ０３

も

い

い

⑬

Ｂ‐２

ｕ

Ｓ０２

Ｓ０２

鯛

ψ

Ｗ

Ｓ‐２

⑩

Ｃ‐３

Ｓ‐‥

Ｓ‐４

Ｓ‐５

LC!307周 辺

LCi3∝・6周辺

(LC1304・ 6周 辺

LC13∝・6周辺

LC t304・ 6周 辺

(LC!307周 辺 )

LCi304・ 6周 辺

LC13“‐6周 辺
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遺物番号 層  準 接  合 石  材

¨̈
¨̈
¨̈
¨̈
¨̈
¨̈
¨̈
¨̈
¨̈
８８ＡＥ４５３̈
¨̈
¨̈
¨̈
¨̈
¨̈
¨̈
¨

使用痕をもつ剥片

使用痕をもつ剥片

細部調整剥片

剥片

剥片

剥片

細石刃状剥片

剥片

S②

ゆ

Ｓ０８

Ｓ０８

Ｓ０８

Ｓ２６

Ｓ２‐

Ｓ２‐

「

Ｑ１５

Ｒ２５

Ｓ２‐

駆

醐

Ｒ２５

螂
ｕ
ｍ
ｍ
期
期
ｍ
３。７周辺
３０５
ｍ
鵬
期
ｎ
３。５
３。５
３０５
助
期
３。７
３。７
ｍ
期
ｍ
則
鍛
ｕ
ｍ
ｍ
３０７
３。７
３。７
瑚
ｍ
期
期
畑
３。５
３０５
期
期
ｕ
３。５
３０５
螂
取
ｍ
ｍ
ｍ
３。７
３。７
３０７
¨
期
期
３。７
　
　
側
　
　
＞
＞
　
　
　
＞
　
硼
　
　
　
　
胸

３。７
螂
聾
期
期
邸
剛
理
期
３０５
‐３０５
３。５
聾
螂
３０５
３０５
期
田
３０５

」Ｃ‐

」Ｃ‐

」Ｃ‐

」Ｃ‐

」Ｃ‐

」Ｃ‐

」Ｃ‐

」Ｃ‐

」Ｃ‐

」Ｃ‐

に

」Ｃ‐

」Ｃｔ

」Ｃ‐

」Ｃｉ

」Ｃ‐

に

」Ｃｔ

」Ｃ‐

」Ｃ‐

」Ｃ‐

」Ｃ‐

」Ｃ‐

に

」Ｃ‐

」Ｃ‐

」Ｃ‐

田

田

」Ｃ‐

」Ｃ‐

」Ｃｉ

」Ｃ‐

」Ｃ‐

口

」Ｃ‐

」Ｃｔ

」Ｃ‐

」Ｃ‐

」Ｃ‐

」Ｃ‐

」Ｃ‐

」Ｃ‐

」Ｃ‐

」Ｃ‐

」Ｃｉ

」Ｃ‐

」Ｃ‐

」Ｃ‐

」Ｃ‐

」Ｃ‐

に

」Ｃ‐

」Ｃｉ

」Ｃ‐

」Ｃｉ

」Ｃ‐

口

」Ｃ‐

」Ｃ‐

“

∝

」Ｃ‐

」Ｃｔ

」Ｃ‐

∝

」Ｃ‐

」Ｃ‐

」Ｃ‐

」Ｃ‐

」Ｃ‐

」Ｃｔ

∝

」Ｃ‐

Ｅ
・
６

　

Ｅ
・
９

　

　

　

Ｅ
・
７

　

　

　

Ｅ
・
８

第3節 長原遺跡出土の有茎尖頭器およびその他の石器

表12-4 1988年度出土の全石器遺物 (その4)

遺物番号 層  準 備 考

¨

¨

¨

］

¨

¨

８８ＡＥ５５‐

¨

一
８８ＡＦ‐８

呻

８８ＡＦ５６

一
８８ＡＣ‐９

８８ＡＣ２３

８８ＡＣ３２

８８ＡＣ４３

８８ＡＣ７６

８８ＡＧ７８

８８ＡＣ８‐

８８ＡＣ８４

８８ＡＣ８７

一
８８ＡＨ３６

８８ＡＨ３９

８８ＡＨ４０

８８ＡＨ４‐

８８ＡＨ４２

８８ＡＨ４３

剥片

剥片

剥片

使用痕をもつ剥片

剥片

剥片

剥片

２

３

冽

２Ｂ

３Ａ

３

３

４

η

η

２

３

３

３

４

３

３

３

３

２
．
‐

２

２

３Ａ

２

２

３Ａ

３Ａ

３Ａ

３Ａ

３

３Ａ

３Ａ

３Ａ

２Ａ

３Ａ

３Ａ

ＮＣ

ＮＣ

ＮＣ

ＮＣ

ＮＧ

ＮＣ

ＮＣ

ＮＣ

ＮＣ

ＮＣ

ＮＣ

ＮＧ

ＮＣ

ＮＣ

ＮＧ

ＮＧ

ＮＧ

ＮＧ

ＮＣ

ＮＣ

ＮＣ

ＮＧ

ＮＧ

ＮＧ

ＮＣ

ＮＣ

ＮＣ

ＮＣ

ＮＧ

ＮＧ

ＮＣ

ＮＣ

ＮＣ

ＮＣ

ＮＣ

ＮＧ

LC1305   1

LC 1307周辺

'AE‐

:5

洗浄抽出

洗浄抽出

洗浄抽出

洗浄抽出

洗浄抽出

洗浄抽出

洗浄抽出

洗浄抽出
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石  材 備  考

洗浄抽出

細部調整剥片

細部調整剥片

細部調整剥片

l10部調整剥片

Ⅳ章 調査の結果 後編

表12-5 1988年度出土の全石器遺物 (そ の 5)

接合No l  器 種 層 準 1地 区 l 遺 ll 接合遺物番号

接合資料

石核―剥片

S08‐③

石核―剥片

剥片

剥片

田部調整剥片

剥片―剥片

註)

1)接合資料の「器種」は、複数の石器遺物が接合するものおよびその
複合体を「一」で結んで示し、 1つの器種に復元されるものは単独の器
種名で示した。

2)「遺構」の ( )内の石器密集部番号は、その密集部がある地点か
ら出土したが、密集部とは層準が異なるものを示す。

3)接合資料の「遺構」の十印は、その石器密集部以外の地点から出土
した石器遺物も接合することを示す。

器 種 遺  構 石 III 備 考

]口 き石

礫

叩 き石・凛

頁岩

石英セン岩

砂岩

_C1307周 辺搬入礫 (原 ll)

島島i■
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地  区 層  準 地区別合計

宿載1壺
=[

平均

重さgfuel m ee fitHrl ilr eg 面数1壼さ

NG88‐ 29次調査地 (88AB)

第3節 長原遺跡出土の有茎尖頭器およびその他の石器

表13-1 土壌の洗浄・飾分による捕集石器遺物の個数と重さ (そ の 1)

地 区 騒  準 地区8U合計

価劃壺き:

平均

重さg{EHlifiag ffiftlifrae 個数1董き
233‐ イ

23C‐ オ

23C‐イ

23D‐ オ

23D‐イ

:3E‐ イ

24東側半分

263‐ イ

26C‐ イ

13A(-3?)

27B‐ イ

27C― イ

271E‐アイウ

27E‐ イウ

27西 側半分

合  計

〕61〕‐イ

)6D‐オ

)6E‐ イ

〕6「イ

)7:〕‐オ

釧

　

鋼

∞

　

０２

‖G‐ オ

121■ オ

12G‐イ

合 計
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Ⅳ章 調査の結果 後編

表13-2 土壌の洗浄・飾分による捕集石器遺物の個数と重さ (その 2)

地  区 層  準
地区別合計 ir均

面薮1董ぎL 面数1壼き1 面数1壼き1 面数1壺き1 重さg
Hlt,rfl,J

０２
　
∞

lトレンチ内

Q04

Q05 ０３
　
６３
　
∞

Q07

Q09

“
　
”

“
　
餌

０５
　
”

地  区 層 準
地区別合計 平均

石数1壺きl 面測壺き: 面数liき : 面数1壺きt 重さg

０‐
　
個

‐３
　
　
　
∞
　
∞

‐３
　
　
　
”
　
餌

０５

　

４０

s}レンチ内

∝
　
６３
　
η

Tト レンチ内

合 計

詢       
総計巨51"`7

個数が1以上で重さが0003とあるものは、重さが0005g未満である。
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第 1節 剥片の属性分析

1.は じめに

Ⅳ章で述べたように、長原遺跡における1988年度の発掘調査では、長原東南地区の全調

査地・全層か610余点の石器資料が出土した。これらの大半は出土位置を記録した資料で

あり、このほかにも旧石器出土層準での土壌の洗浄・飾別作業によって 3、 000余点の微細

石器資料が捕集されている。この資料点数は、これまでの長原遺跡の調査と比較しても圧

倒的なもので、より詳細な石器群の分析作業の前提が整ったといえるだろう。

こうした資料点数の数量的な安定に留まらず、今年度の調査では、それらの石器群が平

面的にいくつかの集中部を形成しているということも重要である。本書ではこの集中部を、

微細石器資料の出土密度との相関を勘案した上で、石器密集部(LIhた Concentration)と 呼称

している。この石器密集部 (略号LC)は 、NG88-29次調査地(石器調査記号88AB)で 2個所

(LC1203・ 1204)、 NG88-37次調査地(同 88AC)で 3個所(LC1301～ 1303)、 NG88-69次

調査地(同 88AE)で 4個所(LC1304～ 1307)の 合計 9個所である(以下、調査記号をもって調

査地とその石器群を示す)。 これらを構成する石器資料は、長原 13～ 12層 の後期旧石器～

縄文時代中期に対応する2つの地層にまたがって出土している。

88AB石器群と88AC・ AE石器群でそれぞれLC番号が1200と 1300に分れたのは、各石

器資料の集中した出土層準の違いに依拠しているが、同時に各調査地ともに 12・ 13両

層に旧石器資料がまたがって出土していることにも注意しておく必要がある。本書では、

12A・ I℃層や 12/13層漸移出土であっても、明らかに旧石器と認められる資料や 13

層出土の資料と接合するものは、本来 13層 に帰属するものとして扱ったが、それ以外のも

のは出土層準に帰属させている。こうしたやや機械的ともいえる分離原則を採用せざるを

えなかったのは、 12/13層漸移帯から石鏃や有茎尖頭器などの縄文時代に属する石器が

ある程度出上していることを考慮したからである。したがって、その平面的な出土位置が

-325-



V章 遺構と遺物の検討

各石器密集部の中にあっても、出土層準が異なれば、先の原則から外れる資料は、それぞ

れの石器密集部の組成から除外してある。こうした資料自体の一括性に問題があって、石

器群の定量分析や空間分析を行うには厳密さを欠くことは否めない。しかしながら、88AC。

AE調査地において、石鏃を除く12～ 13層 出土石器資料を合わせて平面分布を検討してみ

ると、両者は各石器密集部とその周辺に集中する傾向が見られる。これは、石鏃などが調

査地全域に散在的に分布する傾向があることと状況を異にしており、石鏃以外の石器資料

の多くが、本来は13層 に帰属していたことを強く示唆させるものである。後述するように、

12～ 13層 出土資料には剥片剥離技術に明瞭な差異を見い出すことはできない。こうした

ことも12A・ BC層～ 12/13層 漸移帯出土資料の大半を13層 に帰属させることを問接的

に支持するものである。

同様のことは、 12A・ BC層～ 12/13層 漸移帯出土資料が多数を占める88AB石器群で

も指摘できる。石器密集部LC1203の ほぼ中央で、 13層からナイフ形石器(88ABl15、 図

181)を はじめ数点の剥片が出土している。石鏃が調査区全体に散漫に分布することと比較

するなら、88AB石器群も旧石器時代の所産である可能性を否定できないだろう。

以下の剥片分析はそうした問題も考慮したうえで進めている。数量的な安定を図つたう

えで作業を進める必要もあって、まず、88AB o AC o AEの 各調査地において出土した剥片

をそれぞれ一括して比較 。検討を行い、その全般的な傾向を把握することに努めた。次に

各調査地ごと、最終的には各石器密集部ごとに生産された剥片の性向を捉え、それらの結

果を吟味したうえで、これらの石器群の石器生産について言及することを目的とした。

2.石器群の組成

88AB o AC o AEの 各調査地で出土した石器資料の総点数は442点である(表 14)。 このほ

かに旧石器出土層準で採取した土壌から水洗 。飾別によって捕集した微細石器資料が総計

3015点 ある。微細石器資料の出土点数の詳細については表13を参照してほしい。その大

半は最大長 。最大幅ともに5nlmに満たない細片(Chip)であり(註 1)、 整理作業の過程で確認

された剥片やtool類は別途抽出して表14の組成表の点数に反映さた。石器密集部の組成には、

88AB調査地においては12層 層準出土資料を、88AC o AE調査地においては13層 層準出土

資料を、それぞれ確実に各石器密集部へ帰属させうる資料としてとらえ、それ以外は除外

した。それは、第一に確実な帰属層準の資料を把握する必要があるからである。

まず、全般的な傾向をみると、各調査地ともに石鏃とナイフ形石器が出土している。し
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表14 NG88-29・ 37・ 69次調査地出土の石器組成

たがって、各調査地で出土した石器資料にはそれぞれ旧石器～縄文時代の異なる時期の石

器群が含まれていることは疑いない。ただし、石鏃は12層層準以上で出土し、ナイフ形石

器は13層 層準以上で出土しているので、少なくとも13層 層準出土の石器資料に関しては

後期旧石器時代後半の段階に位置づけることが可能である。ナイフ形石器は3調査地で 8

点、石鏃は56点出土している。同様に石鏃未製品は11点 (接合による実数は4点 )である。

定型的な石器としては石鏃が数量的にもっとも安定して出土している。しかし、その分布

傾向は前述したように石器密集部とは異なっている。たとえば、 12層層準でLC1203・ 1204

の2個所の石器密集部を確認した88AB石器群でも、その密集部と石鏃の分布が一致すると

いうわけではない。同様のことは88AC石器群でもいえる。88AE石器群では、石鏃のみな

らず、石鏃未製品も出土しており、さらにそれらの一部がLC1304～ 1306に 偏る傾向が見

られるが、これら石器密集部の石器資料の多くは13層層準から出土したものである。石鏃

未製品の中には2組の接合資料も存在するが、いずれも未製品そのものが破損したもので

あり、未製品自体が他所から搬入された可能性もある。この場所で石鏃の製作が行われた

という可能性をまったく否定するわけではないが、上述の状況からみれば、縄文 。旧石器

時代両方の石器製作址が重複しているという推定は支持しづらい。いずれにせよ3調査地

NG88‐ 29次調査地(38AB) NG88‐ 37次調査地 (88AC) NG88‐ 69次調査地(88AE)
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V章 遺構と遺物の検討

を通 して共通することは、石鏃とその未製品は、他の石器資料が石器密集部に集中する傾

向があるのに対し、調査地全域に散漫に分布する傾向をもっていることである。

石鏃とその未製品を除いた他の石器組成は、全体的に定型的な石器が少ないということ

がわかる。ナイフ形石器のほかには削器 2点、石錐 2点 (接合資料で実数は1点 )、 他に剥

片の縁辺に加工を施した細部調整剥片が 14点 (う ち接合資料が 1組あり、実数は 11点で

ある)と 使用痕をもつ剥片が 10点である。そのほかに88AB石器群では、削器かそれに類す

る石器の刃部を整形する段階で生じたとみられる刃部形成剥片が2点 (接合資料J88AB-3、

図179)出土している。しかし、88AE石器群を除けば、88AB o AC石 器群ともに石鏃のほか

は殆どが剥片で占められていることがわかる。

分析対象の総数は88AB・ ACoAEの調査地で出土した剥片 305点 と、形態や剥離技術か

ら他の剥片類と技術基盤が異なる可能性のある石刃状剥片(長幅比が2.0以上で剥片の両側

縁がおよそ平行なもの)4点、細石刃状剥片 (石刃状剥片の中で最大幅が1.2cm未満のもの)

8点、それに上述した細部調整剥片と使用痕をもつ剥片の計 341点である。ただし、接合

資料などによって、復元できる剥片が 25点存在し、この接合総数は56点である(一部石

核を含んでいる)。 差し引きした実際の分析点数は313点である。各調査地ごとの点数は、

88AB調査地(12層層準)で 38点、88AC調査地(13層層準)で 90点、88AE調査地(13層層

準)で 137点、 12層全体で 76点、 13層全体で237点である(表21)(註 2)。

3.剥片の分析

1)剥片の形態

3調査地で出土した剥片の形態についてみてみると、完形剥片(完形とほぼ完形の両者を

指している)は、総数313点中 164点 (52%)であり、横形剥片 110点、剥片49点、細石刃

状剥片 3点、石刃状剥片 2点で構成されている。完形剥片の中では横形剥片が全体の67%

を占めており、近畿地方における旧石器時代のサヌカイト石器群の基本的な特性をそのま

ま反映したものといえよう。ちなみに、88AB調査地(12～ 13層 出土資料)では完形剥片25

点中横形剥片は16点 (64%)、 88AC調査地(12～ 13層 出土資料)では46点中30点 (65%)(

88AE調査地(12～ 13層 出土資料)では93点中64点 (69%)と 、やはり全体の傾向とほぼ一

致しており、3調査地のサヌカイト石器群が石器生産の上ではほぼ共通した技術基盤を有

していたものと思われる。

次に、完形剥片 164点 を対象として、剥片の中央断面形、縦断面形、平面形について検
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討してみる。中央断面形の内訳は、不等辺三角形 77点、四角形 40点、弓形 29点、等辺

三角形 8点、部分円形 6点、多角形 4点である。不等辺三角形、四角形、弓形の三者が全

体の多数を占める構成は、各調査地の 12・ 13層 出土の石器資料でも共通している。さら

に縦断面形をみると、三角形 87点、四角形 63点、多角形 8点、弓形 5点、部分円形 1点

で、これも三角形と四角形が大半を占め、やはりこの傾向は各調査地ごと、および 12・ 13

層出土資料のそれぞれも同様の傾向をみせている。一方、平面形は多様である。その内訳

は、多角形 51点、四角形 50点、楕円形 22点、三角形 20点、部分円形 12点、台形 9点

であり、四角形と多角形が多数を占めるが、圧任1的 とはいえない。横形剥片が多いにもか

かわらず、平面形が三角形ではなく、四角形と多角形の比率が高いのは、剥離面打面など

の平坦な打面が大きく取込まれているためかもしれない。こうした3調査地を合わせた全

体の傾向は、各調査地の石器群、 12・ 13層 出土石器資料のそれぞれでも看取できる。平

面形の多様性は、剥片剥離の種々の段階で生産された剥片が混在した状況を示唆している

ものと思われる。この点を追及するために、次項では剥片の大きさについて検討してみる。

2)剥片の大きさ

大きさを比較するために、ここでもその対象を完形剥片 164点 に限定しておく。まずこ

れらの最大長・最大幅・最大厚の3つの属性を用いて分析対象とする剥片形状の傾向を検

討することにする。図184(上 )は 3調査地における完形剥片の長幅グラフである。 13層層

準出土資料を●印、 12層層準出土資料を○印で表わしてある。 12層 層準出土の剥片と、

13層層準出土の剥片にはそれほど大きな違いは見られない。また、両者ともにおよそ正比

例分布の傾向を示していることがわかる。剥片は大きなものでも長幅ともに6cm以内のもの

がほとんどを占めており、全体として小ぶりなものが多い。これはおそらく用いられた原

石の大きさを反映したものとみられる。出土した石器資料の中で原面を観察した限りでは、

ほとんどのサヌカイト原石は両拳程度かそれよリー廻り大きくした程度であったと推測さ

れ、その表面は円磨したものが多い。いずれにせよ、二上山北麓遺跡群などで瀬戸内技法

に用いられたような原石よりはかなり小さなものであったようだ。

剥片の分布傾向は細部をみると正比例分布であるが、いくつかの群別が可能である。ま

ず、剥片の多くが最大長3cm未満、最大幅4cm未満の枠内に含まれていることがわかる。ま

た、最大長3cm以上、最大幅4cm以上になると、一部の剥片が長幅比 1:1に近似する傾向を

もつことも注目される。これは、石核の素材となりうる板状剥片の剥離が関与している可
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最
大
長
（
肥

能性を示している。すなわち、こう

した剥片は、原石を輪切りするよう

に剥離されるため、長幅比が 1:1

に近似することが予測されるからで

ある。さらに、最大長3cm未満、最

大幅4cm未満の一群の中でも長幅と

もに2cmを境にグループの分離がで

きそうである。そのほかにも全体を

通してみて、長幅比2:1と 1:2に

それぞれ近似する一群がある。石刃

状剥片や細石刃状剥片のような縦長

の剥片が、全体の剥片生産の中でい

かなる技術的基盤の中で取得されて

いたかを別途追究する必要がある。

次に、88AB o AC o AE石 器群ご

とに剥片の傾向をみてみる。図184

(下 )は88AB石器群の 12層層準出土

資料 (22点 )と 88AC o AE石 器群の

13層層準出土資料 (42点 。93点 )

の完形剥片 141点の長幅グラフであ

る。基本的には出土層準別の長幅グ

ラフと大差はなく、出土層準の違い
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図 184 剥片の長幅グラフ
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による剥片の形状に根本的な違いを認めることはできない。ただし、各調査地それぞれの

剥片に大きな違いはないものの、88AB石器群と88AC石器群の剥片は88AE石器群の剥片と

比較すると、全体として最大長3cm、 最大幅4cmを越える大型の剥片が僅少である。原石の

分割段階の剥離作業が希薄であつたことを暗示しているのかもしれない。

図185は 、それぞれ剥片の長幅比と最大長、最大厚の相関を示したグラフである。長幅比

の1.0未満が横形剥片、2.0未満が剥片、2.0以上が細石刃状剥片か石刃状剥片のいずれかと

なる。分析対象は88AB石器群の 12層層準出土の完形剥片と88AC o AE石器群の 13層層準

出土の完形剥片である。まず図185(上 )の剥片長幅比と最大長の相関をみると、最大長3cm
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第1節 剥片の属性分析

以上のものが長幅比1.0に近似する傾向があることがうかがえる。また、長幅比2.0以上の一

群は3点あり、2.0の比率に近いものを含めても、いずれも最大長が3～ 4cm程度である。全

体的にみて、やはり3cm前後を境として剥片剥離のあり方が異なる可能性がありそうである。

次に、最大長2cm以内の剥片に注目すると、長幅比 1.0を 越える剥片が増加する傾向を看取

できる。長幅比であるから、1.0を 越えるものは最大幅も2cm未満のものである。およそ最

大長2cmを境として、それ以上になると長幅比 1.0未満の横形剥片が大勢を占めていること

からも、最大長・最大幅ともに2cm未満の剥片とそれ以上の剥片とは何らかの剥離作業の違

いが前提となっている可能性がありそうである。

同じような視点

で、図185(下 )の

長幅比と最大厚の

相関をみてみる。

一見してわかるこ

とは、最大厚およ

そ6nlmを境として

2群に分離が可能

なことである。こ

の最大厚6nlm以上

の剥片は、長幅比

0.5～ 1.0の枠内に

集中している。こ

れは前述したよう

に、大型剥片が長

中冨上ヒ1.0に 1又倉たし

ていくことが反映

されている。さら

に、およそ311m以

内になると、最大

長との関係の中で

指摘したように、
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V章 遺構と遺物の検討

長幅比1.0を越える剥片が増加する。図185(上 )と の関係でいうなら、おそらく最大厚3alm以

内の一群に含まれる剥片の大半は、最大長 。最大幅ともに2cm以内の剥片ということになる

のであろう。一方で、最大長ではある程度のまとまりをみせていた長幅比2.0以上の一群は

最大厚で比較するとばらつきが大きい。これは図185(上 )のデータからみるとやや矛盾する

側面をもっている。つまり、形態上は細石刃状剥片や石刃状剥片であつても、それぞれが

連続的な剥片剥離によって剥離されたのではなく、各種の石核調整や剥片剥離段階を含め

た複数の工程の中で偶発的に取得されたものであることを示唆している。ただし、出土点

数は少ないが、かなり均整のとれた石刃状剥片、細石刃状剥片が存在しており、これらは

意図的な剥離によって取得された可能性がある。

ちなみに図185(上 。下)のそれぞれの相関を調査地ごとの出土剥片で比較しても大きな相

違は認められない。長幅比2.0以上の一群が88AE石器群のものに偏つているが、上述のよう

に意図的な剥離によるものでない可能性を考慮すれば、3つの調査地の出土剥片、および

12。 13層 層準出土剥片のあいだに基本的な相違はみられないと理解しておいて問題はな

いだろう。

以上のような観察から、剥片の最大長、最大幅、最大厚の3者の違いをもとにして、剥

片をいくつかのグループに分類することができる。その分類の基準となる数値は次の通り

である。

1類 : 最大長3cm以上あるいは最大幅4cm以上で最大厚が6nlm以上の剥片

2類 : 最大厚が6nlm以上の剥片で 1類以外のもの

3類 : 最大長3cm以上あるいは最大幅4cm以上の剥片で厚さが6nlm未満のもの

4類 : 最大長、最大幅ともに2cm以上で、かつ最大厚3.I IIlm以 上6111m未満のもので3類

以外のもの

5類 : 最大長、最大幅ともに2cm未満で最大厚が3.l IIlm以 上6nlm未満のもの

6類 : 最大厚が3111m以 内のもの

7類 : 長幅比が2.0以上もの

最大長・最大幅とともに最大厚を考慮しながら分類をしてある。分類基準が最大厚だけ

のものがあるが、それは出土した剥片をできうる限り分類することを意図したからである。

たとえば、欠損によって本来の最大長・最大幅より小さい数値のものが多数あるが、その

ばあいも最大厚の数値は有効とおもわれる資料は多い。そうしたものは2・ 3・ 6類に帰

属させている。むろん欠損した剥片を含めて分類するため、それぞれの中には本来属すべ
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第1節 剥片の属性分析

き類とは異なるものが含まれていることも想定されよう。そうしたデータの誤差をある程

度は含んでいることを前提としなければならない。ただし、完形品の最大長・最大幅・最

大厚の検討を経た上での分類であるので、それぞれの基準は剥片全体を対象としてもおよ

その整合性を有していると思われる。また、この基準とともに他の属性を掛け合わせた上

でその全般的な傾向を言及していくように努めたい。

7類はほかとは分類基準が異なるが、細石刃状剥片 。石刃状剥片が取得された剥離技術

の存在を考慮に入れる必要があつたため、あえて分類基準に長幅比を用いた。また、すべ

ての類型において、欠損が著しいものは不明として除外 した。

上記の 1～ 7類を分類したものが表15である。88AB o AC o AE石 器群の 12・ 13層層準

出土剥片全体では、 1類 38点、2類 36点、3類 7点、4類 61点、 5類 15点、6類 120

点、 7類 11点、不明 25点で、総数は313点である。全体を通して、 4類と6類が卓越し

ているが、これは、調整剥片や目的的剥片の大半がこの類型に含まれるからであろう。ま

た、大型剥片である 1類 も、 38点/313点中と、全体の12%を 占めていることも注目して

おきたい。この 1類に関しては調査地ごとの格差が著しいからである。88AE石器群が 28

点/137点 と20%を 占めるのに対し、88AC石器群では4%(4点 /90点 )、 88AB石器群で

は0点 と、 1類全体の大半が88AE石器群の13層 層準出土資料で占められている。 1類に

は、原石の分割、石核素材となる板状剥片を剥離する段階で生じた剥片が多く含まれてい

ると考えられ、こうした 1類の偏在は、各調査地ごとで行われた石器生産の内容が異なる

ことを示唆している。ほかに、完形品では、88AE石器群に偏る傾向のあった長幅比2.0以上

の 7類の剥片が、欠損品(欠損品には、長幅比2.0を越えると予測されるものも含まれてい

る)を含めるとほぼ各調査地にわたって出土していることがわかる。

以上のように、剥片の大きさだけを主眼に検討してみても、各調査地で生産された剥片

それぞれに共通する要素、あるいは他とは異なる要素の双方が剥片剥離作業復元の手がか

りとなる側面を顕在化させていることがうかがえるのである。

3)打面形態

次に剥片の打面形態について検討してみる。表15は先ほどの剥片類型と打面形態の関係

を示したものである。88AB・ AC・ AE石器群の12層 。13層 出土資料をあわせた総数 313

点の中で打面形態による分類の内訳は、原面上打面 36点、剥離面打面 76点、二面剥離面

打面 14点、多面剥離面打面 6点、打面剥ぎ取り1点、日唇状打面 4点、線状打面 16点、
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V章 遺構と遺物の検討

点状打面 33点、粉砕打面 32点、剥離時欠損 24点、欠損 66点、不明 5点である。これら

の中で欠損などによって打面形態が不明なものは総数 95′点で、全体の30%を占めている。

このうち49点は剥片基端部側の欠損であり、整理作業の段階で判明した接合資料以外にも

接合関係をもつ欠損品が存在すると想定するなら、実際にはこの30%と いう値はさらに縮

小するものと思われる。打面形態が半J明 したものの中では、剥離面打面がもっとも多く、

表15 剥片類型と打面形態 次いで原面上打面、点状打面、粉砕打面

の順となっている。剥離面打面が多いの

は、石核が板状の大型剥片を素材として

おり、その大型剥片の剥離面を打面とし

て取込むばあいが多いことが影響してい

るのであろう。また点状打面や粉砕打面

の卓越は、やはり石核整形や打面調整な

どの作業が遺跡内である程度行われてい

たことを示しているのであろう。各調査

地ごとにみると、小型の剥片が多かった

88AB石器群(12層層準出土資料)では点

状打面、粉砕打面などの比率 (14点/

38点、37%)が高くなっている。88AC。

AE石器群(13層層準出土資料)ではこれ

らの占める割合はそれぞれ17%(88AC石器

群、15点/90点 )、 20%(88AE石器群、

28点/137点 )と ほぼ近似した数値を示

している。

この剥片類型 1～ 7類 と打面形態の関

係をグラフ化したものが図186である。剥

片類型と打面形態の関連をみるために資

料数を安定させる必要もあるので、 12

層 。13層 出土剥片をあわせた分析対象の

すべての剥片を対象とした(表 15中の総計

項の数値)。 また、グラフをわかりやすく
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するために、打面形態の中で点状打面をはじめ、線,大、日唇状、粉砕打面を一括してある。

これはこうした打面形態が各種の調整作業など同じ作業段階で出現しやすいことが予測さ

れるからである。

グラフの中で特に注目されるのは、 1類 と2類、 4類、 6類である。 1類では原面 L打

面と剥離面打面で70%近 くを占めている。 2類は欠損品が多いが、やはり景1離面打面の比

率が高い。ところが、 4・ 6類では点状打面をはじめ、日唇状、線状、粉砕打面の占める

比率が逆に高くなっている。つまり、剥片が小型化するにつれて点状打面や線状、粉砕打

面の比率が増大するとみなしうる。 3・ 5・ 7類は分析点数が少ないため、剥片類型と打

面形態の相関が実態そのままに反映しているとみなしがたいが、それぞれ前後の類型の比

率と大きな岨齢は見られないようである。 4類 と6類は、ともに口唇状、線状、点状、粉

砕打面の比率が高いが、 4類は6類 とは異なり、原面上打面とほぼ拮抗 した状況をみせて

いる。このことは、 6類には各種の調整作業の中でもより後段階に剥離された調整剥片が

大半を占めているとみなしうるのに対し、 4類にはそうしたもののほかに、初期段階の調

整剥片や目的的な剥片が含まれていることが反映されているのであろう。一方で 1・ 2類

の6mln以上の厚さをもつ剥片と、これら4・ 6類の違いもかなり明瞭なものとなっている。
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V章 遺構と遺物の検討

これは、 1。 2類には石核素材となるような大型の剥片や目的的な剥片が多く含まれるこ

とによるのであろう。いずれにせよ、 1類、2類、4類、6類の順で、剥片が小型化する

中で、原面上打面が減少し、点状打面や粉砕打面が増加することは、原石の分割工程から

石核整形、目的的剥片の剥離工程にいたる作業の中で生み出された各種の剥片が、ほぼ順

当にそれぞれの類型に含まれていることを示唆している。

次にこうした各剥片類型の性格をいっそう明らかにするため、剥片表面の属性との関係

を検討してみる。

4)原面および石核面の残存状況

表16は剥片 1～ 7類 と剥片表面における石核面および原面の残存状況について示したも

のである。分析対象とした資料は、各調査地の12層 層準出土剥片と13層 層準出土剥片の

双方を合わせた313点である。

まず、全体を通してみると、剥片表面を原面がほぼ全面に残されているものは 11点で、

石核面がほぼ全面に残されているものは72点である。原面がほぼ全面のものは1類、4類、

6類で各3点、2類が 2点で、とくに集中する剥片類型は見られない。一方で、石核面を

ほぼ全面に残すものは、 1類 24点、2類 6点、3類 2点、4類 19点、5類 2点、6類 13

点、不明6点である。剥片類型との相関を考えるなら、 1類は原面がほぼ全面にあるもの

が 3点、石核面がほぼ全面にあるものが 24点 と、両者を合わせた比率は実に71%(27点

/38点 )に もなる。これは、 1類が大型の剥片でかつ石核の素材となるような、原石を分

割するように剥離された板状剥片などを多く含んでいるからであろう。

一方で、 1類以外にも石核面がほぼ全面に残されている剥片が少なからず認められる。

これらは板状剥片の一部 (た とえば欠損品など)の可能性もあるが、 4・ 5・ 6類のような

最大厚が6nlmに満たない薄い剥片の多くは、おそらく板状剥片などを素材とした石核から初

期段階に剥離されたものか、板状剥片の剥離段階である原石分割作業の中で生み出された

調整剥片である可能性が高い。

同じように、剥片表面に原面がほぼ全面に残されているものや、剥片表面のかなりの部

分を占めるもの(原面残存位置の「表面」に相当)は、剥片類型にかかわらず、つまり剥片の

大小にかかわらず、原石の分割作業や原面表皮の剥ぎ取りなどの際の生産物であると評価

できるだろう。これに該当する剥片は全体で20点 (1類 4点、2類 4点、3類 2点、4類

6点、6類 3点、 7類 1点 )で、各類型に偏ることはない。したがつて、原石分割段階の中
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でも初期に剥離される調整剥片にはさまざまな大

きさのものが存在していたことがうかがえる。

また、剥片表面に原面、石核面をともに残さな

いような剥片もかなり多い。これは全体で 133点

に達する。ただし、小型の剥片の中には、石核面

か、後の剥離による剥離面かを明確にしがたいも

のもあって、それらは「石核面なし」に分類してい

るので、実際はもうすこし少なくなるものと思わ

れる。内訳は 1類で 1点、 2類 10点、 4類 12

点、5類 9点、6類 79点、7類 6点、不明 16点

で、 1類が僅少で、6類が多数を占めている。 1

類が少ないのは前述のような石器生産の初期工程

の剥片を多く含むためで当然といえるが、 2類が

36点中 10点 (28%)と 高率になるのは、 2類が板

状剥片だけでなく、それを石核として剥離された

目的的剥片も含んでいる可能性を示唆している。

7類は原面、素材面をともに残さない剥片が 11点

中 6′点を占めるが、残り5`点はおもに側縁に石核

面か原面を残す剥片であり、打面形態のあり方も

勘案すれば、かなリバラエテイがある。やはり、

形態的には石刃状、細石刃状を呈していても、そ

の剥離は各種の調整作業に付随して偶発的に取得

されたものが含まれているようである。

第1節 剥片の属性分析

表16 剥片表面における原面と

石核面の残存状況

以上のように石器表面の原面と石核面の残存状況が、原石の分割から目的的剥片の剥離

にいたるまでの剥離作業工程のそれぞれの段階と相関する可能性が高くなってきたといえ

る。そこで以下の項で剥片の打撃角度と打面形態、原面・石核面残存状況との関係を明ら

かにし、それぞれの剥片類型にどのような性格を与えうるか、さらに検討してみたい。

5)打撃角度について

図187は剥片の打撃角度の度数分布図である。図187(上 )にはほかに剥片先端事故が認め

剥 片 類 型

石 核 面
残 存位 置

原 面 残 存 位 置 総

　

計
ぼ
面
ほ
全 表面 側縁 先端 不 明

1類

輌

面

縁

端

し
一計

ぼ
　
　
　
　
　
　
一
ヽ

ほ

表

側

先

な

４̈

Ю

２

０

０

１

‐̈３

４

３

２

４

５

2類
画

面

縁

端

し

全ほ

表

側

先

な

３

１

３

８

‐０

２̈５

６

３

３

８

‐６

小 計

3類

面

面

縁

端

し

全ぼほ

表

側

先

な

小 計

4類
面

面

縁

端

し

全ほ

表

側

先

な

‐９

７

３

‐４

‐８

小 計

5類

面

面

緑

端

し

全ほ

表

側

先

な

小  計

6類
錮
面
縁
端
し
明
一計

雌
表
側
先
な
　
小̈

‐３

２

２

４

７９

０

‐３

４

３

５

９２

３

7類
面

縁

端

し
一計

表

側

先

な
一ィ

不  明

面

面

し

全ほ

表

な

０

３

‐６

２̈５小  計

総   計
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られる剥片の個数を図示し、図187(下 )には各打撃角度単位ごとの打面形態の構成を個数で

表している。ほかに剥片表面における原面および石核面の残存位置や1～ 7類の剥片類型

を打撃角度単位ごとに分類したものを表17に示した。対象とした剥片は、各調査地の 12・

13層準出土剥片の中で計測可能なもの 134点である。打撃角度の度数分布は5° 単位にま

とめてある。また、表17中の剥離時事故というのは、剥片先端部の事故のことで、ヒンジ・

フラクチャー、ステップ。フラクチャー、ウットラ。パセの3者を指している。これらの

剥離時事故を抽出したのは、いずれも石核がある程度大型であるばあいや、板状剥片の剥

離時など、原石分割等の初期の剥離作業おいて出現する確率が高くなることが予測される

からである。また、原面と石核面の残存状況は、原面が「ほぼ全面」と「表面」、石核面が「ほ

ぼ全面」に該当するもののみを示している。原面や石核面が剥片表面の大部分を占める剥片

も、総じて石器生産の初期の段階に剥離されるばあいが多く、剥片の性格づけに有効であ

ると考えたからである。

まず、図187(上 )をみてほしい。ここで注目しておく必要があるのは、特定の打撃角度ヘ

の集中である。およそ91～ 95° 、lH～ H5° 、121～ 125° と3つの単位でピークを認めること

ができる。とくに全体の中心をなすのは後の2者である。山中一郎(1994)が東京都四葉地

区遺跡で行った剥片分析でも、同じように90° 、HO° 、125° の付近で打撃角度のピークが

認められた。今回の分析でもほぼ同様の結果が得られたわけである。山中(1994)は 、こう

した特定打撃角度への集中を、剥片剥離の物理的特性と捉えたうえで、この3つのピーク

表17 剥片の各種属性と打撃角度との関係

打 撃 角 度

点 数 鵬
轍・
櫛
辮”

面

存
・

原

残
．

剥 片 類 型 打 面 形 態

1類 2類 3類 4類 5類 6類 7類 不 明 原面上 nll離 面
多 面

不 明

* 剥離時事故とはヒンジ・フラクチャー、ステップ。フラクチャー
**石核面残存状況は「ほぼ全面」、原面残存状況は「ほぼ全面」と

ウットラ・パセの三者を指している。

「表面」のものだけを抽出している。
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の中で、90° 前後

のものと、Ho°

および 125° 前後

のものの 2者は意

図の異なる示1片剥

離が反映された結

果ではないかと指

摘 している。

こうした指摘を

考慮して、これら

の打撃角度の各

ピークと前述した

剥片の先端事故の

関係をみてみると

(IX11 87(11))、 求J

片求1離時の先端事

故は、91ヽ 145°

の範ljH内でほぼ万

遍なく出現してい

ることがわかる。

個
　
数
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0
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日 ltt■ lttlftll「籠i

■ 多面業1離讚i打由i

□ 不 りl
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18
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イ固 12
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8

6

4

2

0
嚇
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卜

％
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７
101～ 1∞～111～ 116～ 121～ 126～ 131～ 1%ヽ 141～
1∞  110 115 1∞  125 1∞  135 140 145

打撃角度

図187 求J片の1「撃角度分布図

しかし細かくみると、特に91ヽ 100° の範囲内では、総数 23点中8点と35%を 占めるのに

対し、lH～ 115° では22点中4点、121ヽ 130° では28点中5点 と、それぞれ18%であり、

打撃角度が小さくなるほど事故率が高くなっている。

次に、打撃角度と打面形態の関係をみてみる(|』 187(ド ))。 ここでは原由i上打面の分布傾

向に着日したい。打撃角度では3つのピークを認めることができたが、原面 L打面は打撃

角度が小さくなるほど集中する傾向にある。特に86～ ‖0° では原面上打山iの点数が増大し

ている。これはほぼ91ヽ95° の第1の ピークと関係しているものと思われる。

このように、打撃角度が小さい求1片の中で景1片先端の事故率や原面 11打面の出現率が増

大するということは、山中(1994)の指摘するように、打撃角度のピークの違いはそれぞれ

異なる剥片剥離の意図を反映しているものと思われる。特に、打撃角度が小さい剥片は、

339



V章 遺構と遺物の検討

原石の分割段階や石核整形の初期の段階に係わる剥離作業の中で生み出された剥片と考え

ておいたほうがよい。それは、十分な打撃角度が確保されないような初期の剥離作業の段

階と、剥片先端の事故率は何らかの相関を保持しているのであろうし、原面上打面が多い

という事実もまた、原石の分割工程などの初期の剥離作業と密接に関連していると考えら

れるからである。

以上のように、剥片の打面に原面を残している剥片の多くは、石器生産工程の中でも、

初期の段階に位置づけることが可能であり、それは打撃角度の違いからも裏づけられそう

である。そこで次項において、比較的分類の容易であった大型の板状剥片と石核底面部が

剥片先端に取込まれている有底剥片に注目して、剥片の性格を特徴づけるさらなる属性の

抽出とその検討を行ってみる。

6)板状剥片と有底剥片の抽出

ここでは剥片類型と各種の属性がどのように関連しているか、また、それぞれの関連が

が実際の剥片の性格づけに有効であるのかを検討する。第1に、板状剥片を取上げる。板

状剥片は、原石を分割する段階で取得された大型の剥片で、石核や削器のような大型の石

器の素材として供給された剥片である。88AB・ AC・ AEの石器資料を観察する限りでは、

板状剥片の取得は、原石を輪切りにするように剥離したり、あるいは瀬戸内技法第一工程

(松藤和人、1974)の ように、打面と作業面を交互に入れ換えながら剥離することによって

行われている。このような特徴から、板状剥片はほかの剥片からの分離がある程度容易で

あった。これらは出土した石核などを考慮したうえで、それらの値に近似する厚みや大き

さを有し、剥片表面がほぼ原面や石核面 (先行する板状剥片の剥離面に相当する)で構成さ

れている剥片を抽出した。第2に、板状剥片と同様の目的で有底剥片を抽出した。剥片の

表面先端に石核の底面に相当する剥離面を取込んだ剥片が該当し、それを剥離した石核は

板状剥片などを素材としたもので、剥片の剥離段階としては、二次的な段階といえる。し

たがつて、取得される剥片もより目的的なものが多く含まれていると考えられる。

まず、表18は抽出した板状剥片について、その剥片類型、打面形態、および原面と石核

面の残存状況についてそれぞれの相関を示したものである。分析対象としたのは88AB。

AC・ AE石器群の 12。 13層層準出土剥片で、総数は24点である。分類の基準のひとつで

ある剥片表面における原面、石核面の残存状況であるが、剥片表面が石核面でほぼ全面に

わたって構成されるものが大半を占め、原面が全体を被うようなものはわずかに2点のみ
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である。また、剥片の側面か先端に原面

が残されているものも半数認められる

(12点/24点 )。 剥片類型は 1。 2・ 4

類のものがあるが、 2類 と4類はそれぞ

れ 1点ずつで、いずれも欠損品であるの

で実際はもう少し大型の剥片であつた可

能性が高い。 したがって、板状剥片は 1

類のような大型で6111m以上の厚みを有す

るような剥片に限られるようである。打

第 1節 剥片の属性分析

表18 板状剥片の属性

石 核 面

残存位置

打 面 形 態

剥片類型および原面残存位置

総

計

l類 2類 4類

ぼ
面
ほ
全
側縁 先端 側縁 先端 計 側緑

ほぼ全面

原 面 上
剥 離 面
二面剥離面

多面剥離面

剥離時欠損

欠   損
計

表 面 欠   損

な  し

上

面

面

離

原

則

計

総   計

面形態は原面上打面、剥離面打面、二面剥離面打面の 3者で半数を超えている(15点 /
24点 )。 中でも原面上打面のものが突出している。この 24点の板状剥片以外でも、剥片

類型が 1類で、打面が原面上打面や剥片表面に原面を残すような剥片は、板状剥片かそれ

が剥離する際に生じた初期の調整剥片であった可能性が高いものと思われる。

次に有底剥片について検討してみる。有底剥片の分析対象も板状剥片のそれと同じで、

各調査地の出土資料を合わせたもので、総数は35点である。表 19に示した観察項目も板状

剥片と同じである。剥片類型では4類がもっとも多く、 2類がそれに次いでいる。両者を

合わせると35点中 24点 と全体の69%を 占めている。また、 1類も5点ある。しかし、板

状剥片とは異なり、剥片表面に原面を残すものは、側縁部のものが 2点だけで、ほかは原

面が認められない。同じように原面打面のものもわずかに 1点のみである。こうしたこと

は、目的的な剥片の剥離に際して、極力原面の付着を回避したことの現われと評価するこ

とができよう。打面形態の中では剥離面打面が半数を占めていることから、基本的には打

面調整をそれほど行っていないことがわかる。ちなみに石核面がほぼ全面という有底剥片

は、複数の石核面で底面と表面が構成されるもので、通常は石核から最初に剥離される剥

片にみられる特徴である。

板状剥片、および有底剥片の検討をもとに、これ以外の目的的剥片の有無についてさら

に論じてみたい。まず、目的的剥片が包括されている可能性のある剥片類型としては、 1～

4類の 4類型を挙げることができる。これらの剥片類型から板状剥片や有底剥片が生産さ

れている。有底剥片の中には 6類に属するものも存在するが、 6類の総数 118点からみる

とわずかに2点であり、 6類のような小型の剥片の大半は調整剥片の類であろう。また、

5類 も長幅2cm未満ということを考えるなら、 6類 と同様であろう。さらに、打面形態が原
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表19 有底剥片の属性

石 核 面

残 存 位 置

打 面 形 態

nll片類型および原面残存位置 総

　

　

計

1類 2類 3類 4類 6類 不 明

側縁 計

ほぼ全面 剥 離 面
二面剥離面

多面剥離面

欠   損
計

晏   面 欠   損

先  端 原 面 上
剥 離 面
二面剥離面

多 面 調 整

線   状
点   状
粉   砕
打面剥ぎ取り

剥離時欠損

欠   損
一計

総   計

面上打面であったり、剥片表面に原面を残

しているようなものも、 目的的な景」片とい

うよりは、多分に調整剥片としての意味合

いが強いものと思われる。ただし、そうし

た剥片は石器生産の中でも初期段階の剥離

作業で生じたものである。また、表面がほ

とんど石核面で構成される剥片も、大部分

が板状剥片の剥離段階で生み出された剥片

か、石核から初期の段階に剥離された剥片

である可能性が高い。

それ以外のこととして、7類について述

べておきたい。石刃状、細石刃状を呈する剥片がこの剥片類型の中に属しているのである

が、今回の調査ではこれらの剥片を剥離したとみられる石核は出土していない。しかし、

最大長や最大厚にばらつきがあることからみると、入念な調整を加えた石核の存在は想起

できない。生産された剥片が石器製作に反映されていないことからみると、細石刃状 。石

刃状剥片の剥片剥離はあくまでも副次的なものと思われる。おそらく、接合資料」88AE-9

(88AE421+538、 図162)の ように、連続的な剥片剥離作業や調整作業の過程で、偶発的に

こうした形状の剥片が生じる場合が多かったものと思われる。

4.剥片の定性的な分析

以上の検討結果をもとに、剥片それぞれの性格を明確にするため、 1～ 7類の剥片類型

を剥片の打面形態や剥離面構成をもとに次のように細分を行う。

まず、剥片全体を通して、板状剥片、有底剥片として抽出したものは、それぞれ剥片A

類、B類としておく。さらに、剥片表面を原面が大部分残存している剥片(原面残存位置の

「ほぼ全面」、「表面」に該当するもの)を C類 としておく。この剥片は、おそらく、原石分割

工程や石核整形のかなり初期の段階で剥離されたものと推定されるからである。また、表

面が原面で被われることから、形状の大小にかかわらず、ほとんどが調整剥片として剥離

されたものと考えられる。以下、剥片類型の1～ 7類のそれぞれを検討してみる。

剥片類型 1類 前述したように、 1類の中で板状剥片以外のもので剥片表面のほぼ全面

が石核面で構成されるものや原面と石核面で構成されるものは、C類などと同様に、板状
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剥片の剥離段階において作出された可能性が強い。また、原礫を分割しながら大型の板状

剥片を取得するだけでなく、その段階に石器などの素材を獲得するための目的的な剥片剥

離も介在させていたものとみられる。こうした点を考慮して以下のように細分する。

D類 :剥片表面のほぼ全面に石核面が残されているもの。板状剥片、調整剥片、目的

的剥片の一部が包括されているものと思われる

E類 :原面上打面あるいは剥片表面に原面が側縁、先端に残されているもの。調整剥

片の中でも初期段階に剥離されたものと思われる。板状剥片の失敗品などが含

まれている可能性がある。

F類 :それ以外の 1類。調整剥片のほかに、板状剥片以外の目的的な剥片などが包括

されているものと思われる

剥片類型 203類  これも 1類 と同じ基準で分類する。

G類 :剥片表面のほぼ全面に石核面が残されているもの

H類 :原面上打面あるいは剥片表面に原面が側縁、先端に残されているもの

I類 :そ れ以外の 2類、 3類

剥片類型 4類 これも 1類に準拠する。

」類 :原面上打面で剥片表面のほぼ全面に石核面が残されているもの

K類 :」 類以外で剥片表面のほぼ全面に石核面が残されているもの

L類 :J類以外で原面上打面あるいは原面力瀑J片表面の側縁、先端に残されているもの

M類 :」 類、K類、 L類以外で点状、線状、粉砕、口唇状打面のもの。ほとんどが調

整剥片と考えられる

N類 :そ れ以外の 4類。目的的な剥片が多数を占めることが予測される

剥片類型 5類 これはほとんどが調整剥片とみられる。

O類 :原面上打面で剥片表面のほぼ全面に石核面が残されているもの。これは調整剥

片の中でもかなり初期の段階に剥離されたものであろう

P類 :O類以外で剥片表面のほぼ全面が石核面で構成されるもの

Q類 :O類以外で原面上打面のもの

R類 :そ れ以外の 5類

剥片類型 6類 これもほとんどが調整剥片とみられる。

S類 :原面上打面で剥片表面のほぼ全面に石核面が残されているもの。これも0類同

様に調整剥片でも初期段階のものとみられる
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T類 :S類以外で剥片表面のほぼ全面が石核面で構成されるもの

U類 :S類以外の原面上打面のもの

V類 :そ れ以外の 6類

剥片類型 7類 最大厚を基準に611m以上は 2類を、3111m以 内は 6類を、それ以外は4類を

適用 して分類する。

上記のA～ V類の剥片は、板状剥片や有底剥片のような目的的な剥片を除けば、基本的

に打面形態が原面上打面であるもの、あるいは剥片表面に原面や石核面がある程度残され

ているものを抽出している。それは繰り返して述べるが、そうした属性は、剥片剥離の作

業内容と密接に関わつていることがこれまでの分析で明らかにしえたからである。つまり、

原石を加撃して大型の板状剥片を取得し、さらにそれらを石核に利用して剥片剥離を行い、

獲得された剥片にさらに細部調整を施して石器製作を行うといつた一連の剥片剥離工程の

中で、原面を有する剥片は、より早い段階の剥離作業で得られた調整剥片や目的的剥片で

あり、石核面を有する剥片は目的的な剥片剥離の段階に属する剥片、あるいは調整剥片で

あり、さらにより小型で、剥離面構成が複雑なものは後の段階の剥離作業による調整剥片

である可能性が高い。そうした点を考えるなら、このA}V類 の剥片を、石器生産工程の

中に順序立てて組み入れることによって、各調査地、あるいは各石器密集部での剥離作業

の内容を具体化させることが可能であろう。

まず、石器生産の初期段階を想定してみよう。たとえば、A類は板状剥片である。これ

は原石を分割し、石核を含めた各種の石器の素材となる剥片を剥離した段階のものである。

同じように剥片類型 1～ 3類 に属するDoG類 のような剥片表面のほぼ全面が石核面で構

成される大型の剥片も、この板状剥片剥離時に取得されたものであろう。また、剥片類型

の 4～ 6類に属する原面上打面の」・0。 S類の剥片も、この板状剥片の剥離時に付随し

て生じた調整剥片であると考えられる。ただし、 5・ 6類のような小型の剥片のばあいに

は、剥片表面が石核面であつても、必ずしも初期段階の生産物であるとはいいがたい。そ

れは、板状剥片を石核に整形する際にも、同じような石核調整剥片が生じることが予測さ

れるからである。だが、そうした剥片の中でも、原面上打面のものは、やはり原石の分割

段階や、石核の初期の整形段階に密接に関わつていると思われる。

次に、原面を有する剥片を検討してみる。C類は剥片表面に原面がかなりの部分残され

ている剥片で、原石の分割段階や、石核整形の初期段階に生じた剥片であると考えられる。

また、剥片類型 1～ 4類に属する剥片の中で原面を有する剥片も石核整形の初期段階を含
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めた石核調整剥片と考えられる。これらはEoH・ L類に相当する。 5類や 6類に属する

剥片の中でも、Q・ U類の原面上打面を有する剥片は、石核整形でも初期の段階に位置づ

けられる剥片であろう。それは、前述したように、板状剥片の大部分は剥片の先端や側縁

に原面を残しており、それらを整形する際に打面に原面を取込むことが予測されるからで

ある。小型の剥片のばあい、剥片剥離がかなり進行した段階でも、表面の一部に原面を取

込むことがありうる。したがって、原面上打面の剥片は石核整形でもおもに初期工程のも

のである蓋然性が高いと考えられる。そうしたこともあって、Q・ U類は特に打面形態が

原面上打面のものだけを抽出したのである。

剥片類型 5。 6類に属するR類とV類は、そのほとんどが調整剥片とみられる。原石分

割、石核整形、剥片剥離、細部調整のそれぞれの作業段階で生じた剥片が含まれているも

のと思われる。このR・ V類に属する剥片は、これらが遺跡内で行われた中核的な作業に

付随して生じた調整剥片として位置づけることが可能で、ほとんどのばあい目的的な剥片

の剥離段階に剥離された石核調整剥片とみなしておいてよかろう。

上記以外の剥片各類は、おそらく剥片剥離工程全体の中で生じた調整剥片と目的的な剥

片の双方を含んでいると思われる。剥片表面のほぼ全面が石核面で構成されるK・ P・ T

類は剥片剥離作業の中でも前半段階で剥離された剥片として位置づけることが可能であろ

う。剥片類型 4類に属するK類には石核から初期段階で剥離された目的的剥片も包括され

ていると考えられる。また、剥片類型 4類に属するM類は、その打面形態から考えると調

整剥片である可能性が強い。

B類の有底剥片はほとんどが目的的な剥片であろう。ただし、剥片先端に石核面を有す

る剥片という定義からみると、調整剥片もこれに含んでしまう可能性は否定できない。ま

た、剥片類型 1～ 4類に属するF・ IoN類の中にも、調整剥片ばかりではなく、目的的

剥片を含んでいる可能性がある。これらは、KoPoToM類 と同段階か、あるいは剥片

剥離の進行 した段階での調整剥片を含んでいるものと考えられる。

以上のように分類 した剥片類を、次項において、石器生産工程の中に位置づけ、その全

般的な傾向、あるいは各調査地、石器密集部ごとの特徴について検討してみたい。

5.プ ロダク ト・グループの分類

前述したように、88AB・ ACo AE石 器群ではそれぞれ平 。断面的な出土状況の検討から

9個所の石器密集部が設定されている。こうした石器密集部の中で、どのような剥片が剥
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離され、それらが石器生産工程の中でどの段階に属するのかということについて、上記の

分析結果を適用してさらなる検討を行つてみる。こうした分析を経て、はじめて遺跡内に

おける石器生産の構造を明らかにできるであろうし、もしそれらに偏差が生じうるのであ

れば、それは遺跡ごとに石器生産の異なる工程が分断的に行われていたことの証左となろ

う。これまでの研究では遺跡から出土した剥片は、それぞれ等価値的に一括して分類・評

価されるばあいが多かったが、今回はそういつた状況から一歩踏み込んで、各剥片の分属

を明確にし、その石器製作過程を明らかにすることを最終的な目標としている。そこで、

石器の生産構造を明らかにするために以下の段階を設定し、A～ V類の剥片をこの工程の

中に位置づけることを試みた。

1)石器製作の各段階

サヌカイト石器群のばあい、これまでの研究成果を勘案すれば、およそ石器の次のよう

な石器生産のための作業工程を想定することができる。

1段階 :原石→ 2段階 :原石の分割・整形剥離→ 3a段階 :石核の準備 。整形段階→ 3b

段階 :目 的的剥片剥離段階→ 4段階 :細部調整段階→ 5段階 :使用 。再生段階

これらの各段階で作出した生産物の総体 (残核、残片を含む)を プロダクト・グループと

ここでは呼んでおく(以下、略号をPGと しておく)。 各プロダクト・グループに帰属する

と思われる生産物は以下の通りである。

プロダクト・グループ 1:原石

プロダクト・グループ2:板状剥片、板状剥片石核、石核素材となる大型の剥片、原石

の分割過程で生じる調整剥片

プロダクト・グループ3a:整形された石核素材 (板状剥片の中で二次的な剥離痕をもつ

もの)、 整形に失敗した石核、石核整形剥片など

プロダクト・グループ3b:目 的的剥片、石核調整剥片 (打面調整剥片、作業面補正のた

めの調整剥片 )、 残核など

プロダクト・グループ4:細部調整の際に生じた調整剥片、ブランティング・チップ、

失敗品、未製品など

プロダクト・グループ5:各種の石器とその欠損品、使用痕をもつ剥片、細部調整 (加工

痕)剥片、刃部再生剥片、転用製品など

以上の各グループの生産物は、あくまでも想定される生産物であり、中には他者との分
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離が明確にしえないようなものもあることは否定できない。しかし、こうした各グループ

に実際の分析を進めてきたA～ V類を適用してその位置づけがある程度なされるなら、石

器生産の重点が遺跡内、あるいは石器密集部内でどの段階に置かれていたかを結論づける

こともできよう。

ただし、今回、各調査地において設定された石器密集部は、冒頭で述べたように、微細

石器資料の集中個所を基準のひとつとしたもので、石器製作の中核を点的に捉えることを

意図したものである。したがって、これまでの旧石器研究で適用されている石器ブロック

の解釈とはやや前提が異なっている。つまり、各石器密集部はかなりその分布範囲を絞り

込んだもので、各石器密集部を構成する石器資料だけでは、本来そこで行われた作業を復

元するにはおのずと限界がある。また、前述したように、石器の出土層準が 12～ 13層 に

またがっているため、それぞれの石器の帰属層準を確実に分離することも困難で、かつ、

石器密集部が調査区外に拡がるものが多く、その一括性にも制限があるということである。

分析を進める上での解消すべき問題も少なくはないが、各調査地ごとの石器群、各石器密

集部ごとの石器群の双方をそれぞれ比較・検討しながらより実態に近い石器群のあり方を

抽出するよう試みることとしたい。

表20は A～ V類と石器類を各調査地、各石器密集部ごとにその数量を示したものである。

プロダクト・グループとの関係を明確にしやすいように、それぞれの剥片属性の共通する

ものをグループ化してある。そのグループ化の根拠は前述した通りである。

表20の中で最上行の原石としたものは、88AE調査地 13層 層準出上の88AE374で、良質

のサヌカイト小礫である。実際にこの遺跡で利用された原石は、両拳程度の大きさをもっ

ているが、88AE374は最大長で3cm程度のものである。したがって、これを石核や何らかの

石器の素材として供給する意図はなかったと判断されるが、おそらく、他の原石とともに

遺跡内へ搬入されたものとみなしうる。遺跡内へ原石単位でサヌカイトが搬入されたかど

うかを検討する上で重要と思われるので表中に示しておく。

表中のA～ S類のグループは、A類の板状剥片をはじめ、その剥離段階に生産された調

整剥片、目的的剥片と考えられる一群である。88AB石器群では、LC1204か ら」類が 1点

出土しただけで、 12・ 13層 層準出土資料の双方を合わせても3点 と僅少である。88AC石

器群も13層層準から7点/94点 とさほど多くはない。逆に88AE石器群からは各石器密集

部から出土しており、13層 層準で25点 /157点、 12。 13層層準を合わせると28点 /

217点 (13%)が出土している(接合資料」88AE-8・ 9)。 88AC・ AE石器群ではA類 (板状剥
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表20 剥片および石器の定性的な分類

片)が卓越していることに注意しておきたい。

次のC～ U類はおもに剥片表面に原面を有する剥片のグループであるが、これも前述し

たように、石器生産工程の中でも前半の段階に生産された調整剥片や目的的剥片であると

考えられる。88AB石器群はこのグループの剥片も少ない。88AC・ AE石器群では、 12・

13層 層準を合わせたものでそれぞれ22点/129点 (17%)、 23点/217点 (11%)と 一定

量を占めている。比率からみると88AC石器群が多い。

K類～T類はおもに剥片表面に石核面を有する剥片のグループであるが、これは、各調

フ・ロタ・クト・ 剥片定性分類
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査地でもさほど多いものではない。しかし、ここでも88AC石器群が 10点/129点 (8%)と

比率の上では最多である。また、88AE石器群では全体で11点であるが、うち7点がLC1304

から出土している。

B～ N類は、B類の有底剥片をはじめとして、剥片素材の石核から剥離された目的的剥

片がもっとも多く包括されているとみられるグループである。このグループには比較を容

易にするため、石核 (板状剥片を剥離したと思われる石核も便宜上含めてある)も加えてあ

る。各調査地ともこのグループの剥片は多い。特に88AE石器群では全体の中では42点/

217点 (20%)を 占めている。また、石核も9点 と最多である(ただし、石核には 1、 2枚程

度の剥片しか取得していない生産性の低いものも含まれている)。

R・ V類は、前述のように、各段階の調整剥片が包括されたものとみられるが、そうし

た前提を裏づけるように、このグループの剥片が各調査地でもっとも多い。ただし、88AE

石器群では、目的的剥片が多く含まれるB～ N類のグループと数量的に拮抗している。こ

のことは逆に、88AE石器群ではかなり計画的な剥片剥離が行われていたことを示唆してい

るものと思われる。

このように、ここで示したグループはほぼ石器生産工程のそれぞれの段階で生産される

剥片を、その進行順に並列させたものである。表20では、具体的に、クサビや刃部形成剥

片を石器生産の細部調整段階の剥片として捉え(註 3)、 プロダクト・グループ(PG)4段

階に対応させ、石器類をPG 5段階に対応させようと意図している。こうしてみると、A～

S類はPG 2段階、C～ U類はPG 2～ 3a段階、K～ T類はPG 3a～ 3b段階、B～ N類

をPG 3b段階、そしてRoV類 をおもにPG 3b段階に属する調整剥片として対応させるこ

とができよう。

さて、上記のA～ V類とPG段階との対応関係を前提にグラフ化したのが図188である。

これは各調査地ごとの出土比率(%)の累積グラフである。各類の中で、傾斜の著しいもの

ほど点数が多く、平坦なものは少ないということである。換言すれば、傾斜の急なものほ

どその剥片の剥離作業が活発であることを示している。資料数の安定性や、各グルァプの

剥片の生産条件などが反映されていないという問題点もあるが、およその傾向を把握する

には有効であろう。また、それぞれの調査地の出土資料全体のグラフは、石鏃、石鏃未製

品、有茎尖頭器などを除外してある。それは、冒頭で述べたように、各調査地の石器群が

旧石器時代の石器群である可能性があることや、石鏃の分布が石器密集部とそれほど密接

に関連しないことなどを考慮したからである。ただし、88AB調査地の 12層層準出土資料
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全体のグラフでは、この石器群が縄文時代に属する可能性 も否定できないので、石鏃を含

めたグラフを作成している。

まず、図188(上 )の 88AB石器群のグラフであるが、LC1203。 1204それぞれが 18点、 9

点と資料数が少ないため、実態が性格に反映されていない可能性がある。LC1204で はC類

がめだつが、これは接合資料J88AB-2(図 180)の 3点 を含んでいるからである。これ以外

では、LC1203・ 1204に大きな相違は見られない。石鏃などを除いた88AB石器群全体のグ

ラフをみれば、PG2段階やPG3a段階の初期段階の剥片が少ないことがわかる。中心とな

る剥離作業は、B～ N類などの有底剥片を中心としたPG3b段階の目的的剥片の剥離作業

である。R・ V類などの調整剥片の比率も大きいことからもそれはうかがえよう。また、

石核 (88AB67、 図179)や削器(38AB100、 図180)、 13層層準からの出土であるがA類の板

状剥片(88AB135、 図181)な どの存在や、接合資料J88AB-2(図 180)の ように原皮の剥ぎ取

りを示すものがあることから、初期工程もわずかに行われている可能性もある。ただし、

そうした際に生じたとみられるD～ S類、E～ U類などの剥片が少ないことから考えると、

原石というより、板状剥片やそれに近い形態で石核の素材が持ち込まれている可能性が強

い。したがって、88AB石器群は、PG3段階の剥離作業がおもに行われたと考えることが

できる。

次に、図188(中 )の 88AC石器群のグラフを検討してみる。各石器密集部ごとのグラフも

近似しており、ほぼ右上がりとなっていることからも、剥片剥離の各工程が一貫して行わ

れた可能性がある。LC1302・ 1303のデータは、それぞれ22点、 17点 と少ないが、両者

は空間的に隣接しており、データの性向も似通つていることから、石器密集部としては 2

群として捉えられるが、その石器密集部の形成についてはかなり密接に関連している可能

性がある。また、LC1301と その周辺を合わせたグラフも両者に大きな違いが見られず、

LC1301の周辺に散らばる剥片類も、本来はLC1301に帰属するものと思われる。

LC1301お よびその周辺の一群と、LC1302・ 1303の一群の具体的な相違は、板状剥片を

含むかどうかである。C～ U類のような原面を有する剥片も少なくないことから考えれば、

PG2・ 3a段階の石器生産工程の初期段階の作業が行われていることがわかる。さらに、

やや増加傾向が鈍るものの、B～ N類などのようなPG 3b段階に属する剥片も見られる。

一方でPG4・ 5段階のような石器製作工程の存在を示す資料が希薄であることから、ここ

では、PG2・ 3a段階のような石器生産工程の初期作業に主体が置かれていた可能性が高

い。板状剥片が少ないのは、生産された後に他所へ搬出された可能性を暗示している。
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図188(下 )の88AE石器群のグ

ラフでは、各石器密集部ごとに

そのあり方ががかなり相違する

ことが うかがえる。 まず、

88AE石器群全体の傾向ともっ

とも近似するものはLC1304で

ある。また、LC1304～ 1306と

その周辺部を合わせた石器群も

これに近似している。これは、

LC1304の データがLC1305・

1306よ り数量的に優勢である

ことも影響 している。LC1306

は総数が 11点 ということも

あって、A～ S類のPG2段階

の比率が顕著に増加しているだ

けで、段階の作業を除けば不活

発である。ただし、LC1306の

範囲内では、 12層層準出土の

石器資料も多く、それらは実数

から除外しているので、実際は

こうした分析とは異なる構造を

もっていたのかもしれない。ま

た、LC1305も 同様で、B～ N

類のPG3b段階以外の剥片が少

ない。こうした状況と好対照な

のがLC1304で 、石器生産工程

のほぼすべての段階が一貫して

行われていることがわかる。

LC1304～ 1306が空FE5的には近

接 していることか らも、

第 1節 剥片の属性分析

図188 定性的な分類による剥片と石器の累積グラフ
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LC1304の石器密集部を中心として、その周辺で、LC1305。 LC1306の ようにある段階のみ

の剥離作業が行われたと解釈することもできそうである。LC1307と その周辺はまた異なる

傾向をみせている。LC1307と その周辺を合わせたグラフをみてみると、A類の板状剥片が

突出しており、これを除けばD～ S類の板状剥片生産に係わる剥片、C～ U類のような原

面を有する剥片などのPG2～ 3a段階に属するような剥片がほとんど見られない。一方で

B～ N類のようなPG3b段階に属するような剥片の比率が高くなっており、目的的剥片の

剥離作業が活発に行われたことがわかる。こうしたことから、LC1307で は板状剥片がおも

に搬入によって供給され、それを利用して剥片剥離が行われていた可能性がある。以上の

ことから、88AE石器群では他の調査地とは異なり、全般的に活発な石器生産活動が行われ、

それぞれの石器密集部ではさらに特定の剥離作業が行われたと推定しうるのである。

6。 まとめ

以上の分析から、88AB o AC o AE石 器群のそれぞれは、共通の技術基盤に立脚した石器

生産構造を有していたものと思われる。しかしながら、それらは原石の搬入から石器製作

にいたる一連の生産構造の中で、常に同次元の生産工程を保持しえたとはいいがたい。す

なわち、一連の石器生産工程がその時々の原石や石核の保有率等によって制限された石材

環境の中で変異している可能性を指摘できるのである。特に原産地と消費地の関係が対極

的に位置づけられるサヌカイト石器群の検討においては、こうした前提での分析は不可避

の課題であるといえよう。

今回は、上記の前提から、石器群を石器密集部という遺跡内の空間構造を加味して、石

器生産のあり方を追究した。その結果、各調査地それぞれの石器群において、必ずしも同

段階の石器生産が均等に行われていないことが明らかとなった。目的的な剥片の剥離作業

がおもに行われた88AB石器群や、剥片剥離とともに、原石の分割や初期の石核整形などが

おもに行われた88AC石器群、石器生産の中で、原石などとともに板状剥片等の素材剥片を

搬入し、一貫した剥離作業が行われた88AE石器群など、総体的には同質の技術構造をもっ

ていても、個々の場所においてはそうした生産工程が遺跡空間の中で分断的に出現してい

ることが理解できるのである。今回の石器資料は、組成の上でtool類が貧弱であることや、

一括性に制限があったため、より確実で詳細な分析は困難であった。また、こうした分析

結果は、石器の製作実験などを通して検証しておくことも必要である。だが、少なからぬ

問題点を有するものの、各石器群の分析からある程度の相違を導出することができた。こ
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うした問題を解決しつつ、より石器群の具体像に明らかにする分析方法を提示していくこ

とが今後に残された我々の課題である。

(絹川一徳・趙哲済 。清水和明)

言主)

(1)今回の剥片分析に供した資料は、剥片の中で最大長、最大幅ともに5nlm以上のものを対象としている(そ

れ未満の資料は細片(chip)と して扱うこととする)。

(2)今回の剥片分析は山中一郎によって提示された剥片分析のための観察属性項目(『石器研究のダイナミズ

ムーボルド型式学の革新のために一』1994)に 準拠している。これは、かつて山中によって『長原遺跡発

掘調査報告』(長原遺跡調査会1978、 大文協 1983)の 中で試行された剥片研究法を発展的に継承させるこ

とを目的の一つとしたからであるが、ほかに分断的な発掘調査によって出土した資料をできうる限り統

一的に観察・記述することを企図している。今回の剥片分析では、必要に応じていくつかの分析属性項

目の追加を行っている。追加した項目は次の9点である。①完形度の項目で、一部欠損するものの、各

種の計測にほとんど支障がなく、本来の剥片形態が損なわれていないと判断されるものを「ほぼ完形」と

して、「完形」とともに各種統計に用いた。②縦断面形の項目の中で「弓形」を追加した。バルブなどが発

達しており、ほぼ三角形に近いものを対象としている。③平面形の分類項目の中で「台形」を追加した。

翼状剥片などの底面(石核底面部)を剥片表面に残す剥片の中には三角形のみならず、打面部が平坦で台

形状になるものが存在するからである。④剥片の名称を本報告では山中氏の基準にしたがって「剥片」、

「横形剥片」、「石刃状剥片」とし、新たに「細石刃状剥片」を加えた。これは山中氏のいう「細石刃」と定義

は同一である。また、「石刃」に属するものも「石刃状剥片」に一括している。③打面の形態分類の中で、

粉砕打面を追加した。さらに、剥離時の縦割れなどによって、打面の形状が確認できないものを剥離時

欠損、同時折れによるものと確定しえないものや折れによる欠損を剥離後欠損とした。⑥景l片表面に原

面や石核整形段階の剥離面が残されているかどうかを検討するために新たな観察項目として「石核面残

存位置」、「原面残存位置」の2つを設定した。「石核面」とは剥片剥離以前の段階に形成された剥離面で、

従来、「石核素材面」などと呼称されたものである(翼状剥片の底面などが該当する。ここでは板状剥片

の剥離面も「石核面」として理解した。板状剥片が石核素材として利用されることを考慮したからである。

ただし、誤解を招きやすい名称であるので、将来的には改称するようにしたい)。「石核面」。「原面」残

存位置の分類項として、ほぼ全面(80%以上)、 表面、側縁、先端の4つを挙げた。ただし打面部は除い

てある。打面部を省略したのは、打面形態の中で原面上打面などの観察があるからである。また、「原

面の残存状況」の観察項目は、打面を含めた全表面の中での原面残存比率を示している。⑦剥離技術を

定性的に示す剥片の中で、石核面力瀑1片先端に取込まれた剥片を「有底剥片」と定義した((平口哲夫、1987)

の提唱した「有底横長剥片」という用語があるが、必ずしも有底の剥片が横形剥片になるとは限らないの

でここでは単に「有底剥片」と呼んでおく)。 ③剥離時事故の分類項に「ステップ・フラクチャー(階段状

剥離)」を付け加えた。⑨折れ面の観察は欠損位置の測定を中心とし、折れの原因を明確にしえないもの

は単に腺l離後欠損」として分類した。また、「新欠」もできるだけその欠損部位を表示するように努めた。
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(3)ク サビについて、これをプロダクト・グループ(PG1 4段階に分類することは若干の問題がある。なぜ

ならクサビ本体を石器とみなすのか、あるいは石核とみなすのか断定ができないからである。つまり、

石核であるなら、当然PG3b段階に属する。石器であるなら、使用時に加撃によって剥離・変形を伴う

であろうし、そうしたクサビ類はPG5段階に属することになる。逆に、使用以前にクサビの形状をあ

る程度整えるために加撃が行われていたのであれば、それはやはりPG4段階に属する。このように今

回の分析においては、クサビの機能を具体化することができなかったため、便宜上 4段階に含めている。

将来的な再検討が必要である。
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表21-1 剥片の属性分析 (そ の 1-1)
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＝
＝
輔
靴
　
斜
斜
斜
秤
秤
囲
斜
絆
秤
斜
＝
癖
離
離
秤
斜
　
斜
賦
　
秤
秤
糾
難
糾
斜
料
斜
＝
斜
秤
絆
疏
秤
鶴

Ｅ

一

一
東

東

　

劇

一

一
ｍ

　

一

師

ｔ
　
　
一　
一

榊
・
靱
靭
曲
・
・
二

東

¨
知
嗚
¨
０‐９
¨
¨
ｍ
ｍ
回
咄
ｏｏ‐
翔
００３
″
咄
曲
秘
剛
御
０２２
昭
”
輌
嘔
¨
嘔
ｍ
ｍ
“
嘔
円
崚
椰
螂
ｍ
呻
ｍ
口
ｍ
蜘
い
”
は
枷
田
嘲
¨
¨
』
婉ヽ

¨
知
‐３７
猜
い
崚
呻
ｍ
知
蜘
¨
岬
い
い
い
』
い
は
い
崚
¨
‐４３
¨
¨
』
¨
［
卿
い
崚
晰
い
崚
喘
¨
呻
¨
呻
咄
崚

¨
昴
翻
開
‐。９
８６
‐０４
”
６９
曖
”
“
３５９
６６
狙
Ш
卸
鰤
８６
“
園
回
¨
”
い
％
９‐
‐２９
い
瑯
¨
ｍ
２，４
“
鰤
】
‐６９
”
‐３９
］
暖
”

¨
』
知
‐５３
“
躙
‐９４
”
曝
］
】
‐５９
“
”
』
贈
睦
］
獅
‐９８
¨
¨
囀
昴
御
晩
‐７‐
螂
，７８
ｍ
珈

い
“
］
曲
６２
ｍ
７６
”
卸
”
師
“
“
“
‐７３
”
］
珈
“
‐４２
囀
“
嘲
猜
脱
“
卸
”
”
獅
“
ｍ
２２６
”
獅
“
‐‐‐
”
９４
‐８６
口
”
‐９３
］
Ш
枷
口
，］
６２
”
印
卿
４３４
‐２９
”
”
‐８３
‐８６
”
‐８６
Ю
い
］
‐７６
い
い
”

い
脚
”
”
“
囲
卸
‐４６
嘲
‐８８
田
］
‐５６
口
”
％
Ш
”
‐３４

印
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
師
卸
”
”
“
螂
“
‐フ３
廊
‐２３
翻
“
“
睦
“
”
曲
囲
“
卸
％
８７
瑯
“
‐２０
ｍ
知
”
“
‐６‐
２６２
い
曖
曖
”
‐９３
睦
魏
“
ｍ
‐３６
６６
”

ぃ
¨
疇
嘲
２４８
］
”
％
７９
”
”
』
‐３８
”
螂
”
岬
ｂ
‐４４
山
瑯
回
睦
壽
田
ｍ
８３
巾
ｍ
田

″
昴
”
‐８‐
“
８６
“
”
“
睦
師
“
¨
”
“
”
神
珈
“
‐４２
暉
‐０８
］
獅
口
９６
”
‐０８
‐‐６
２８８
ｍ
加
枷
２９８
鰤
“
‐‐―
¨
９４
園
ｍ
“
２３６
］
山
中
口
‐４９
“
‐５４
］
靱
瑯
型
”
ｍ
瑯
“
”
”
嵯
‐，。
‐６３
』
和
”
”
嘲
□
２‐２
］
２３８
い
‐２６
ｍ
］
“
団
』
岬
“

Ю

‐９

”

∞

”

い

「

“

ψ

口

”

“

“

¨
ｍ

”

●

‐６

”

”

”

“

”

“

６‐

“

¨

“

３３

卸

“

“

”

”

６６

”

ち

郭

％

”

“
２８

２６

２４

伸

‐３

¨

嘲
咄
咄
¨
口
い
い
中
¨
酬
咄
”
‐２２
晰
¨

』
ｍ
画
”
‐７２
‐２‐
嘲

嚇
綸
”

的
鯛
　
紺
酬
酬
曲
曲
　
　
　
剛
曲
的
鋤
翡
　
Ｍ
曲

酬
曲
酬
酬

冊
紺
躙
珊
鋤

猟
餃
蝶
峡
峡
　
蝶
畑
　
崚
喩
峡
崚
‐‐，央
峡
快
凛
瞭
瞭
峡
鎌
戦
峡
鵬
猟
峡
蹴
　
峡
喩



V章 遺構と遺物の検討

表21-2 剥片の 析 その 1-2

石器遺骸

番 号
剥片の形態 剥片剥離技術 裏 面 剥離技術

鋼
の開

打
無
輌
輻
価

鰤
殴
価

卿
ｏ
先ぁ男嵩

] 銀
痰
察準磐拝

¨̈
¨̈
¨̈
８̈８ＡＢ‐‐０８８ＡＢ‐‐‐̈
¨̈
輌̈
８８ＡＢ‐‐９

８８Ａ

臨

８８Ａ

８８Ａ

８８Ａ

８８Ａ

８８Ａ

８８Ａ

８８ＡＣ

飩

８８ＡＣ

８８ＡＣ

８８ＡＣ

瞑

眠

瞑

肛

飩

８８ＡＣ

８８ＡＣ

８８ＡＣ

，
”
，
，
，
‐９
”
，
＞
”
，
‐９
‐４．‐９
・
】
”
”
，

”
，
Ｄ
期
日

蜘
中
，
ｍ
ｍ
］

・
・
ｍ
ｍ
り
。
”
叫
ｏ
＝

水平
|

秤
　・・　彫
糾
　・

秤
膨　二
　
一　
　
秤
　一

評
・　
　
・　
・
癖
　
・

秤
　
・・
秤
秤
・

・
料
料
　
・
秤
　
・

一
二

　
糾
一
　
一
一
一
秤
・
秤
・
斜
糾
秤
秤
翻
秤
・
・
秤
・
癬
　
・

・
峡
・
蝶
・
戦
峡
・
・
右
一

峡
叡
　
・　
・　
・　
　
戦
　
・

蝶
峡
　
　
・　
峡

叡
・
喩
・
崚
軟
崚
戦
左
軟
一
一
喩
一
叡
　
・

．

２７‐

．

”

．

”

５‐

．

．

‐３６

一

一

”

一

一

２４

い

一

一

一
　

”

一

”

″

　

．

４８

２４

¨

２２

　

¨

．
”

．
¨

．
Ｌ

ｏ９

一

ｘｘ『ｘｘｘｘ×ｘｘＸ『』

卸鰤ｘ『ｘ　ｘｘい輌『
『ｘ　̈
『ｘ̈
ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

×

Ｘ

×

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

・

Ｘ

Ｘ

か

」

Ｘ

¨

　

Ｘ

幅

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

×

Ｘ

¨

Ｘ

Ｘ

か

¨

　

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

　

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

¨

か

　

Ｘ

Ｘ

Ｘ

¨

か

　

か

Ｘ

　

¨

¨

Ｘ

Ｘ

Ｘ

ｘ

か

Ｘ

ｘ

か

　

Ｘ

¨

　

Ｘ

Ｘ

か

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

か

Ｘ

か

饉

か

か

Ｘ

Ｘ

か

か

Ｘ

　

か

ｘ

船
酬
幹
船
鰤
検
検
ｍ
”
横
則
齢
・
齢
鰤
飴
・
剛
横
　
蛤
・
齢
齢
・
細
鰤
硼
船
鰤
横
筋
齢
　
剛
細
船
船
検
　
細
船
ｍ
鋼
蛤
齢

鰤
船
横
　
検
帥
　
則
検
柳
爾
飴

横

検

躙

細

わ

　

船

横

　

横

蛤

ｍ

ｍ

ｍ

齢

細

鋤

鈴

剛

・
幹

則

検

ｍ

”

船

剛

　

蛤

２
２
０
１
１
１
１
０
０
０
０
０
銀
一
翠
２
１
０
０
媒
　
２
０
媒
緞
０
０
０
０
３
０
２
１
２
　
０
媒
は
，
０
　
２
撃
媒
２
撃
３
　
こヽ

０
０
０
０
０
　
痢
‐
　
‐
痢
輌
‐
‐
‥
‐
０
０
‐
０
０
０
０
痢
０
‐
‐
　
‐
ｏ

1不規nl的

惧
動
・
わ
検
”
ａ
・
・
・
・
・
齢
・
齢
縦
経
・
・
縦
　
獅
一
船
船

鶴
縦
　
配
鶴
鶴
ａ
鵬
検
縦
・
鶴
継
・
鶴
二

鶴
一
席
縦
　
館
一

蛤
齢
齢
・
　
ａ
船
齢
縦
船
船
　
・
・
齢
船
わ
　
・

*iga L
TE

"+si8*Bt L
+"4il
si8a L
*ig/J L
,uisa L
eiga L
*isa L
++*it

"":o
ttrEit
fe*il
++4i8
r?rDd
fiiEA L
*il

*i!
r"r0i9
Tq

*iga L
TVI

Gi$tJ L
*i$tJ L
sigr L
ftiga L
Try
rq

++*is
.(,asl

*i8tr L
SigtJ L
sig

*ira L
4igtJ L

4,ry
*EA L
*UtJ L
++*ig
siga L
6ry

・螂い〔
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第 1節 剥片の属性分析

析 の 1-

石器遺り
番 号

欠 損 折 れ 磨 擦痕 風化度

¨̈
¨̈
¨̈
¨̈
¨

|

卜
ぽ

ぽ

ド

ド

Ｌ

牌

レ

Ｐ

Ｉ

”̈　
】̈
Ｘ
×̈
“̈
い̈
¨

¨
‐５．‐９
Ｘ
Ｘ
¨
］
Ｘ
“
］
Ｘ

ｒ̈
・̈（̈・中・・・欣・・̈̈
・̈・

|‖

離後欠投。
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V章 遺構と遺物の検討

析 (そ の 2-1)表21- 片の属性分 その2-

躙
号
硲
番

位

０

層

ぃ

器   種 重 fl

聯
”
■
ｔｍｒ

畳, 臆1臆1臆1甲

¨̈
］̈̈
］̈̈
中̈̈
¨̈
¨̈

」
飩
ば
」
は

障
障
臓
―…………
腱
ヒ
階
降
降
膠
版
―――
腫
眸
Ⅳ
ぽ
怪
順

御
度
“
度
２３．３
２３．Ｂ
”
２３．Ｂ
”
”

”
御
“
”
”
”
”
“
ゆ
”
”
卍レ
睡
レ
‐２３．Ｄォ四
ぃ

”
２３．Ｅ
御
質
震
ｍ

‐２
‐２
即

‐３
　
”
岬
”
ｍ
的
回
郎
‐２
”
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
岬
岬
四
‐３
四
‐２
四
‐３
‐２
‐３
‐３
‐２

鉢

η

η

３

３Ａ

印

‐３

‐３

‐３Ａ

”

」

‐３Ａ

‐３Ａ

”

』

‐３Ａ

”

岬

‐３Ａ

‐３Ａ

助
貼
断
絣
研
研
珊
絣
研
紺
研
研
研
鞘
研
紺
研
研
枡
研
研
研
研
絣
研
研
緋
絣
研
研
研
研

螂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　絣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　咄

憮

朧

障

ｌｌｉ

朧

朧

臨

朧

朧

朧

朧

朧

障

肌

陸

Ｗ

躊

ＩＩＩＩＩ

脱

出

臨

Ｈ

隣

Ｈ

脱

出
出
回
出
回
囲
川
囲
囲
田
口
囲
囲
囲
川
囲

朧

朧

ｒ

陛

匿

臨

隔

」

膿

朧

ぽ

¨
聴
噸
ｍ
剛
剛
劇
劇
剛
ｍ
ｍ
ｍ
剛
劇
¨
¨
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
馳
ｍ
ｍ
剛
画
剛
酬
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
¨
¨
¨
ｍ
ｍ‐蜃
Ｍ
Ｐ
四
Ⅳ
Ｐ
岬
¨
ｐ

¨
　

“

障
旧

障

障

階

―

障

膿

―

阻

日

ド

恥
ｍ
繊
　
血
皿
敵
　
繊
直
血
肺
継
ｍ
ｍ
ｍ
囲
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
　
細
絨
　
綱
　
恥
前

恥
耐
肺
　
ｍ
ｍ
鉦
ｍ
ｍ
敵
嚇
恥
繊
血

引
刊
―

「
「

『
呵

劇
劇

＝
国
判

南東
‐
‐

剥
判

翻
訓

輛

上

南

　

北

北

郡

北

向

上

師

南

酬

西

南
爾
麒
　
南
師

籠
上
西
北

劉

η

Ｊ

Ⅲ

割

剤

劇

釧

「

劃

劉

司

―

劃

剖

翻

「

副

秤
斜
　
　
斜

斜

瞬

斜

　

＝

＝

節

　

斜

ｍ

押

糾

斜

秤
秤
　
絆
斜
”
ｍ
秤
秤
範
秤
ｍ
斜
秤
糾
蔀
輔
絆
圏
節
料
斜
押
押

「
＝
「

・
ロ
ロ
ロ
‐
‐
‐
‐
‐
「
‐
‐

・
‐
‐

・ ‐
‐
＝
翻
側
劃
「
劇
‥
嗣
「
刷

・・・
‥
側
調
町
‐
‥
耐
「
酬

融

輌

　

東

　

　

　

西

南

一
南

輌

一
師

　

・

・
　

　

・

北

東

南

　

南

師

一
　

南

一

二

　
　
　
一　
　
晒
　
一

ｕ
０７５
”
ｍ
ｍ
¨
¨
呻
ｍ
”
¨
¨
嘔
¨
輌
］
い
０‐‐
ｍ
ｍ
の
ｏ‐‐
中
嘔
い
嘔
ｍ
¨
口
虚
虚
圃
”
¨
呻
い
崚
ｍ
ｍ
ゆ
い
い
¨
四
¨
』
呻
鰤
η
“
口
晰
”
ｍ
ｍ
呻
嘔
”
ｏ‐２
』
口
¨
呻
嘲
“
¨
麒
¨
口
独
翡
靱
“
い
螂
螂
８２３
ｍ
¨
ｍ
¨
４２２
２８７
剛
輌
輛
』
０４５
中
０５９
”
¨
艘
螂
¨

“
』
枷
”
５６
”
“
“
２２８
”
い
‐２９
瑯
‐３‐
邸
珈
妨
８６
Ш
‐３３
”
脱
却
』
“
嘔
５３
嘔
］
獅
¨
‐８６
¨
い
“
い
口
劉
】
ｍ
田
御
¨
”
‐ｏ９
４９８
嘲
２６９
２６‐
加
中
』
い
，２
］
嘲
Ы
卿
］
数
曖
鰯
Ⅸ
型
理
富
独
釧
潤
「
枷
‘
，
醒
２
劉
■
２３‘
加
ｎ
伽
颯
一
３３．
一
”
Ｐ
‐８
Ｌ
ｎ
‐７
‐６
２
笙
Ｌ

］
‐３７
崚
”
”
」
‐３５
７３
田
Ш
帥
』
』
嶼
口
劉
』
”
“
”
』
”
』
５７
獅
６６
“
”
］
い
‐９８
９４
”
嘲
］
５６
い
“
“
‐９２
”
卿
”
理
”
”
４９
独
獅
』
３９
口
９７
“
‐２６
７６
ｍ
ｍ
７８
‐９９
８‐
‐０８
“
］
″
‐２０
嘲
“
】
”
睦
“
独

い
‐９８
嘲
”
“
狙
］
‐０８

¨
¨
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｏ９５
晰
呻
い
口
¨
‐２‐
印
¨
¨
”
曲
¨
０８５
¨
口
は
睦
ゆ
ｍ
”
‐２９
¨
口
］
崎
。９‐
ｍ
ｍ
０６３
ｍ
ｍ
哺
い
け
ｏ７８
”
口
い
笏
呻
¨
ｍ
¨
口
ｍ
』
】
呻
ｍ
醸
嘲
中
口
嘲
閾
咄
口
”
］
『
呻
崚
ｍ
い
的
ｍ
螂
画
燎
］
ｍ
ｍ
ｍ
に
国
螂
”
「
口
Ю
颯
ｍ
‐３‐
％
ｍ
口
熙

”
３８
％
“
”
”
２２
“
”
”
』
‐２
”
‐８
“
引
５５
ち
口
”
¨
”
３。
１４
“
”
“
口
”
”
“
”
４７
”
Ю
”
¨
“
¨
７７
”
”
”
”
¨
”
１４
］
“
”
¨
“
”
口
４７
‐３
３４
４３
い
知
３２
”
‐０
４５
”
曖
“
％
５２
９２
“
“
“
”
瑯
”
８２
６２
知
“
“
８７
７３
Ю
“
”
“
“
枷
”
“
１６
“
”
”

“
”
中
“
５２
‐２９
‐５５
“
密
旧
い
い
卿
瞑
‐９‐
獅
田
５０
“
‐８３
哺
¨
‐５６
い
］
“
”
い
］
¨
開
』
”
ｍ
ｍ
５６
』
珈
】
蜘
由
３９２
８８
瑯
”
“
“
２３８
御
翻
噌
‐３８
ｍ
”
‐２６
嘲
ｍ
口
】
』
”
疇
“
如
２３３
”
“
仲
劉
珈
輛
御
鰤
ｍ
ｍ
い
畑
中
崚
９８
”
“
鰤
‐８０
”
２‐８
ｍ
ｍ
ｍ
‐２０
い
”
Ш
‐６４
囃

い
囲
園
３‐
“
い
い
崚
田
暉
田
”
”
ｍ
昴
″
”
“
Ш
”
９６
”
如
”
２３２
』
“
‐２‐
“
］
知
嘲
”
い
Ш
』
』
』
“
聴
，２
珈
６９
“
‐０９
瑯
い
¨
¨
い
３９
口
¨
“
］
「
Ш
鰤
「
”
‐０６
ｍ
９８
¨
珈
回
”
“
い
崚
初
壽
口
‐‐２
］
珈
螂
”
嘲
６４
”
密
‐７６
”
”
萄
閾
口
〕
‐２７
‐６６
】
‐６‐
が
９４

|::1形

赫
鰤
鰤
鰤
〕
螂
］
¨
”
¨
・
¨
〕
鰤
膚
〕
螂
］
碑
”
脚
］
腑
」
」
脚
』
」
ぽ
限
臓
げ
Ｐ
膨
」
に
ｒ
い
」
岬
レ
』
」
岬
”
臨
」
¨
¨
』

酬
酬
′ヽツヶ酬
曲
酬
鋤
　
曲
Ｍ
鋤

ll髯形

鰯
屁
　
　
　
筋
　
彫
彫
解
形
筋
　
筋
筋
筋

躙

誡

軍

』

Ｐ

Ｌ

瞭

阻

ｒ

臨

』

巳

艤

諄

し

Ｌ

¨

嚇

嚇

一

二

郷

一

姉

一

嚇

躙

卿

・

抑

獅

・

醜

醜

嚇

獅

　

・

珈

嚇

階
』
Ｐ
ト
ト
臨
Ｆ
酔
Ｆ
Ｐ
臨
Ｌ

|:I:

櫛̈
鰤
噺
¨
噺
螂
鰤
鰤
螂
噺
鰤
榊
鰤
螂
螂
螂
鰤
鰤
櫛
組
　
螂
螂
脚
鰤
鰤
螂
　
鰤
鰤
鰤
　
螂
螂
　
榊
蜘
・鰤
鰤
螂
瑯
　
鰤
螂
螂
鰤
鰤
噺
鰤
櫛
鰤
い
出
鰤
螂
螂
鰤

綺
鰤
鰤
榔
螂
鰤̈
碑
　
鰤
　
鰤
鰤
膚
　
螂
鰤
螂
鰤
蜘
鰤
螂
螂
　
鰤
　
　
櫛
瑯
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第 1節 剥片の属性分析

1 -5 剥片の属性分析 その 2-2

番 号
剥離技術

輌
輌

銅
熙

ｍ

師
献
』

鮒
餓
痰

Ｍ
Ｍ
Ｍ
３８Ａ

相
０
一
心
鰤

¨
‐９
”
‐９
畑
釧
‐９
枷

”

蜘
”
‐・７

い
。
。
‐９
０
９
０
畑

呻

ｍ
Ｏ
畑
。

‐９
¨
０
¨
¨
¨
０
‐９

昴
料
料
・

二

一

料

肺

二

紳

秤

　

一

一

癬

・

二

　

一

癬
一
　
二

一
料
一
醐
一
　
・
糾
・
料
・

二

秤
　
一
一
一
翻
絆
・
料
・
　
・
　
　
・
押
　
癬

“

９２
　

一

一
〇７

一

一

“

”
　

．

．

¨

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

×

×

Ｘ

Ｘ

Ｘ

か

×

×

幅

×

×

Ｘ

Ｘ

　

Ｘ

幅

か

Ｘ

Ｘ

Ｘ

　

Ｘ

¨

Ｘ

　

Ｘ

か

　

Ｘ

Ｘ

・

Ｘ

Ｘ

か

Ｘ

　

Ｘ

か

¨

か

か

か

Ｘ

Ｘ

ｘ

Ｘ

か

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

か

］

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

¨

か

　

か

　

か

幅

Ｘ

　

か

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

鮮

Ｘ

¨

　

Ｘ

　

　

¨

Ｘ

　

　

Ｘ

剛
剛
船
蜘
蜘
鞭
齢
横
船
船
剛
印
幹
齢
幹
綸

齢
齢
　
船
・
畑
齢
剛
蜘
　
蜘
齢
地
　
細
鰤
　
齢
剛
・
船
わ
蜘
検
　
齢
給
検
検
勒
鰤
蜘
蜘
蜘
・
齢
剛
綸
船
鰤

船
齢
即
”
幹
船
瓢
恥
　
剛
　
”
・
幹
　
船
・
ｍ
ｍ
ｍ
・
ｍ
検
　
わ
　
　
理
鋤

ｏ
‐
緞
０
０
０
‐
‐
颯
‐
２
１
１
１
颯
凛
０
０
０
‐
‐
　
１
０
ほ
１
０
０
　
ｏ
‥
‥
　
‐
０
　
１
１
一
撃
‐
０
０
　
‐
撃
ｏ
ｏ
‐
‐
「
‐
‐
。
‐
。
―
撃
０

一
感
撃
０
０
６
「
１
０
　
１
　
０
。
２
　
１
０
０
感
承
ｏ
撃
ｏ
　
２
　
　
０
２
　
　
０

・
霰
無

・
・
・
留
綱
軒
熙
熙
縦
辮
解
警
督

・
・
・
霰
饉
　
熙

・
書
餞

・

罐

縦

　

検

・
　

即

絆

・

解

崚

二

　

鯛

解

一

一

鯛

Ⅳ

霞

縦

鯛

一

検

一

鯛

解

・
“

解

・

・
解

横

軽

・
　

餞

　

・

一
軒

　

理

一

一
解

Ⅳ

・
解

・
　

鯛

　

　

・
蓄

　

　

・

貯
貯
知
畑
畑
」
知
卜
」
」
肝
貯
畑
単一
」
」
肝
貯
貯
」
　
」
」
」
畑
知
」
　
知
叶
畑

畑
」
・
凱
知
肝
畑
　
畑
』
知
」
貯
知
」
貯
」
知
卜
貯
』
一
時

・
」
叶
知
畑
一
知
」

知
　
貯
畑
」
　
」
貯
畑
』
」
知
」
畑

明

颯

明

不

魏

不

途

明

鏑

　

れ

逮

明

札

鑓

明

札

明

発

不

¨

　

魏

発

不

魏

臥

不

魏

不

麒
酬
　
劇
畑
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V章 遺構と遺物の検討

21-6 剥片の属性分析 その 2-3
石器遺り
番 号

使 用 痰 磨 擦痕 風化,

ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｕ

¨̈
］̈
］

¨̈
¨̈
¨̈
¨̈
¨̈
¨̈
¨

Ｘ

Ｘ

×

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ
　

　

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

×

Ｘ

　

　

Ｘ

Ｘ

Ｘ
　

　

Ｘ

Ｘ
　

　

鯉

Ｘ
　

・　

ｘ

ｘ

ｘ

ｘ
　

　

ｘ

脚

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

ｘ

ｘ

×

ｘ

ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

ト

ー‥‥―‥
Ｆ

脇

』

肛

卜

肛

Ｆ

ド

ー！―‥

輌
¨

Ｘ
　

Ｘ
Ｘ
　

Ｘ

矧

畑

畑

知

知

　

れ
畑

・職
・晦
欣
睡
・轟
・輝
・欣
晰
猥
・
・
l{Etl^rr
I

l;^
t_
I

l*naxm

t-
liln6^fl
lit|Efr^il

I

lilEcXr0
lirEe^'n
JilEe^'m
I

lEtl lF tr

lnce 
rm

I

l{E&^s
l'^
l-
{rEil^dl

llEftXil

i[Ett fil

ilEO^rl
fl8il1Xil

,tE$Xdl

!"
tlE&4il+fif
ltE&,(d
ttr&^{t
t|till,($
fix
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fix
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第 1節 剥片の属性分析

析 (その 3-の21-7

罰
号
硼
番

位

０
層
ぃ

器  極 石 材 接

Ｎ
ｍ
　
　
ｏ品‰
期
錫
螢

鼎
錫
輻
臥
饉
臥
厚

88AB353

師

‐‐‐４

螂

師

螂

い

い

⑬

Ｂ‐２

田

Ｗ

炒

ｕ

中

ｕ

ｓ‐２

ｕ

Ｃ‐３

Ｓ‐ｌ

Ｓ‐４

Ｓ‐Ｓ

Ｔ‐‐

Ｓ‐３

Ｓ‐３

”

』

“

Ｓ‐２

ゆ

餃

Ｔ‐３

”

Ｓ‐４

Ｓ‐●

Ｓ‐９

Ｗ

Ｒ‐８

ｍ
Ｓ２‐

”

Ｓｌ９

田

‐‐８
開

Ｓ‐９

ｕ
Ю

勁

勁

田

Ｈ２２

‐‐８

ｕ

‐‐８

‐‐９

勁

”

Ｗ

”

〕
Ｒ‐７

卿

Ⅷ

ワ

‘

］

枷
Ｏ

ｒ‐９

ｒ‐９

”

‐‐８

”

］

“

‐‐８

‐７

‐７

一

一
０

動

口

”

田

ｍ

２

３Ａ

３Ａ

Ｍ

Ｍ

鉢

２

３

４

冽

，

３Ａ

３Ａ

２

３

３Ａ

３Ａ

冽

η

卸

η

η

３

３

３

３

３

，

３

３

３

ぃ

，

３

３Ａ

３Ａ

， Ａ

３Ａ

冽

η

η

２

卸

冽

卸

３

４

冽

３

２

２

２

３Ａ

爾
ｕ
ｎ

螂
螂
螂
触
炒

ｎ
期
ｕ
ｎ
瑯
螂
驚

麟

”
　

】

”

細
ｍ
　
ｍ
ｍ
敵

ｍ
恥
　
恥
ｍ
　
ｍ
直
　
ｍ

工
融
　
東
南
　
蜘
標
上

踊
東
鰊
　
北
　
北
東
　
西
鰊
薔
師
細
東
師

輌
東
　
師
楔
曲
標
　
煉
下
　
東
師
繭

北
師
下

師

椒

南
敵

鰊
鰊

●
上

北

南

北

　

師

東

鞣
幅
願
椒
麒
　
北

斜

＝

料

鶴

斜

斜

斜

軸

料

斜

秤

斜

Ｎ

軸

料

料

＝

斜

斜

絆

鶴

斜

難

癬

秤

鶴

斜

田

斜

料

斜

鉦

斜

封

秤

瞬

斜

斜

”

糾

斜

翻

前

糀

斜

秤

斜

秤

秤

斜

＝

”

斜

糾

，

駈

斜

斜

斜

秤

糾

斜

斜

節

斜

斜

囲

載

離

敵

鶴

秤

斜

斜

斜

斜

斜

斜

秤

絆

斜

斜

秤

斜

秤

料

斜

押

秤

・

癖

斜

輌

＝

・　
醐
　
　
・

南

南

一

一

一

北

　

北

一

北

師

一

一

一

東

肺

椰

絆

南
　
　
北
北　
一一　
師
　
　
一

一

北

一

　

西

　

一

一

南

爾

一

棘

北

　

一

い
”
呻
】
崚
”
ｍ
ｍ
螂
噸
¨
蜘
昴
“
ｍ
‐４８
回
嘘
螂
¨
００３
‐‐５
咄
曲
”
卿
螂
¨
中
¨
¨
螂
回
鰤
４５‐
知
枷
ｍ
ｍ
“
¨
口
¨
口
”
口
¨
価
０‐６
螂
劉
呻
¨
“
ｍ
２２‐２
］
呻
崚
口
”
“
詢
癬
獅
ｍ
』
嘔
嘲
「
嘲
¨
口
“
艘
¨
‐７５
¨
口
９，３
哺
０４５
‐２７８
¨
知
御
嘲
洲
７３７
］
‐‐フ
い
”
曖
］

‐２６
】
”
３８６
い
巾
劉
疇
”
“
如
］
獅
卿
“
卿
口
‐８７
観，い
”
昴
％
昴
瑯
５９９
”
疇
黎
“
】
ｍ
”
“
獅
２７６
“
輛
中
３７９
２２３
ｍ
”
２‐６
２９２
ｍ
聴
“
］
螂
２７９
‐９４
囀
珈
卸
』
“
２３３
御
伽
螂
”
珈
姫
印
い
ｍ
獅
魏
４‐。
“
１５，
如
』
”
‐６９
“
ｍ
獅
瑯
２‐‐
ぃ
４２０
”
瑯
５３３
”
獅
姉
”
瑯
‐５０
囲
‐５２
”

¨
“
８７
３６５
曖
い
‐６４
”
い
ｍ

勢
い
］
田
岬
鯛
¨
Ш
］
”
“
い
壽
瑯
珈
”
Ш
６‐
″
Ш
壽
螂
‐３０
”
“
い
】
】
¨
壽
螂
”
‐９‐
‐１２
３９０
“
如
い
‐５８
畑
”
］
‐５‐
”
‐６２
”
２９３
‐２６
‐４８
囀
‐２６
“
口
”
‐０３
‐９４
‐２８
‐４５
珈
“
２６５
知
”
ｍ
ｍ

９４
８８
”
曖
”

％
‐５９
”
３５，
円
囀
』
”
］
“
“
７９
２３６
４５４
口
］
‐００
ｍ
昴
‐０６
”
２７５
２４６
囲
２６２
”
”
“
黎
“
”
動
郷
”
”
珈
誦
螂
瑯
２９２
］
］

』
”
３２９
‐９５
壽
“
い
開
“
‐４５
”
¨
螂
‐４６
２３３
岬
珈
珈
』
珈
３８３
”
］
‐７９
”
‐６２
珈
口
】
翻
”
¨
‐６９
‐９４
ｍ
秘
”
］
い
珈
岬
獅
卸
”
”
”

％
Ш
”
８９
”

螂
“
”
３３２
‐４６
口
‐６２
幌
３２６
“
”
‐６７
¨
３２７
い
知
”
”
”
‐３０
“
”
り
昴
２７５
枷
翔
‐３７
噌
４９６

２６０
翻
輛
４３３
”
瑯
６‐
４７
旧
４
３９８
‐２７
珈
］
瑯
魏
‐９４
崚
蜘
”
卸
“
‐‐２
４５３
価
”
”
‐５８
”
］
』
‐８８
”
“
”
珈
”
‐８８
囀
‐‐３
“
囀
８２
嘲
獅
「
い
４２０
“
劉
”
”
い
３８４
神
％
ｍ
ｍ
ｍ

“

”

７２

¨

７０

”

３４
昴

”

”

”

η

“

７８

¨

６２

¨

６０

“

３３

”

０５３
］
向
０４７
崚
曜
”
輌
“
鰯
田
¨
哺
獅
ｍ
ｍ
節
螂
¨
』
ｏη
‐‐‐
ｍ
ｍ
回
¨
瑯
価
晰
嘲
ｏ８３
口
嘲
嘲
ｍ
ｍ
”
¨
中
蝉
呻
¨
狐
¨
吻
口
嘲
］
‐８８
崚
¨
』
¨
”
咄
¨
螂

２２‐
獅
艘
０６‐
ｍ
呻
“
¨
呻
咄
嘲
ｍ
晰
和
¨
０７８
¨
“

っ

　
　
　
　
　
形
　
　
　
　
　
　
　
　
形

形

総

形

郷

鵬

織

形

形

形

峨

獅

形

郷

郎

螂

郎

雌

酬
曲
珊
的
　
酬
　
枡
酬
昭
酬
昭
ｍ

新
鋼
　
曲
酬
Ｍ
　
　
枡
曲
酬

昭
冊
曲
Ｍ
曲

監
|―

瞭
鎌
峡
婦
　
凛
　
絆
蝶
猟
嬌
慮
峡
　
鎌
繍
崚
触
凛
撫
猟
峡
峡
峡
漁
棟
ｔ，央
鯨
碑
　
峡
瞭
峡
蝶
雄
帳
　
総
蝶
　
峡
膚

震
震
　
嗽
畑
碑
　
　
凛
帳
齢
　
却
練
棟
蚊
練
盤
蝶
錬
嗅
蝶
　
線
峻
崚
嫌
瞭
　
瞭
練
蝶



V章 遺構と遺物の検討

21-8 剥片の属性分析 その 3-2
イi器遺嘲

書 号
利片の形態 剥片剥離技術 表 面 剥片剥離技術 裏 面 剥饉技術

製動̈
椰
の燃

ｍ概ｏ
ｍ
則
慎

団
帥
蜘
ｍ
田
醐
螂

¨̈
¨̈

］̈̈
中̈
¨̈
中̈

¨
呻
０
，
¨
‐‥・‐．¨
”
呻
呻
０
０
¨
０
¨
¨
¨
¨
ｏ
Ｏ
ｏ
蜘
”
Ｏ
ｍ
ｍ
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‐９
囀
。
，
０
“
ｏ
ｏ
“

期
‥
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V章 遺構と遺物の検討

表21-10 剥片の属性分析 (その4-1)
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表21-‖  剥片の属性分析 (そ の 4-2)
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表21-12 剥片の属性分析 (そ の 4-3)
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第 2節 石鏃資料の型式および製作技法の編年的検討

1. はじめに

長原遺跡における石鏃の出土層位と形態の関係については、高井 。櫻井(1993)の変遷的

研究がある。この研究では石鏃の外形に主眼がおかれ、調整加工を検討するには至らなかっ

た。そこで本節では、1988年度の発掘調査において出土した縄文時代早期から弥生時代中

期までの石鏃資料 Hl点のうち、調整加工を詳しく図化することのできた90点を対象に

して、現在までに進められてきた石鏃の型式学的研究や機能面での研究の成果(佐原、1964:

鈴木、1981・ 1983;、森本、1986)を踏まえながら、出土層位ごとにそれらの時期とその変遷

等について若干の考察を試みたい(表22)。 また、従前の研究ではあまり触れられることの

なかった製作技法面からの取り組みについても併せて行いたい。

2.型式分類およびその他の基本的事項

1)石鏃の各部位の呼称

本稿における石鏃の実測

図はすべて3面展開とし、

それに断面図を加えるもの

とする。石鏃の各部位は、

刺突する部分 (作用 。機能

する部分)を「作用部」、矢

柄を装着する部分を「基 図189 石鏃の各部位の呼称

音5」、その中間の部分を「体部」と呼称し、作用部の切先がなす角度を「切先角」、逆刺のなす

角度を「逆刺角」とする(図 189)。

2)型式分類の基準

石鏃において型式学的 。技術的特徴がもっとも反映される平面形態により、次の9型式

(小分類を含めると15型式)に分類する(図 190)。 なお、石鏃型式の呼称については、以下

の分類基準によるほか、大阪府池上遺跡の調査報告(石神ほか、1979)におけるの分類基準

を参考とする。
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V章 遺構と遺物の検討

図190 石鏃の型式分類基準

A類 :作用部倶1縁が直線的に調整され、切先角がおおむね50° 以上になる幅広の凹基無茎

式石鏃。平面形態は正三角形もしくは横に拡がる二等辺三角形またはそれに近い形となる。

基部の形態によってさらに2つに分け、逆刺が比較的鋭く尖るように仕上げられているも

のをA-1類 、逆刺が平らにまたは丸みをもたせるように仕上げられているものをA-2

類とする。

B類 :作用部側縁が直線的に調整され、切先角がおおむね45° 以下になる細長の凹基無茎

式石鏃。平面形態は縦長の二等辺三角形またはそれに近い形となる。A類 と同様、逆刺が

比較的鋭く尖るように仕上げられているものをB-1類、逆刺が平らにまたは九みをもたせ

るように仕上げられているものをB-2類 とする。

C類 :作用部側縁が緩やかに外湾する。ように調整された凹基無茎式石鏃。基部の形態に

よってさらに2つ に分け、凹基部のIA・ りが深く、逆刺が比較的長く仕上げられているもの

をC-1類、凹基部の袂りが比較的浅く緩やかに仕上げられているものをC-2類 とする。

D類 :作用部側縁が緩やかなS字を呈している凹基無茎式石鏃。基部の形態によってさ

らに 2つに分け、凹基部の決りが深く、逆刺が比較的鋭く長く仕上げられているものをD

-1類、凹基部の扶りが比較的浅く、逆刺が緩やかに仕上げられているものをD-2類 とす

る。

E類 :作用部側縁が直線的に調整され、平面形態が二等辺三角形になる平基無茎式石鏃。

基部の形態によりさらに2つ に分け、基部が殆ど直線的に仕上げられているものをE-1類、

基部が平基に近い凹基状になっているものをE-2類 とする。

F類 :作用部の切先に近い側縁に屈曲があり、平面形が全体として五角形を呈する平基

-368-



第2節 石鏃資料の型式および製作技法の編年的検討

無茎式石鏃。基部が若干凹基状になっているものや逆刺の形態が若干特殊なものも含む。

G類 :凸基無茎式石鏃。平面形態によりさらに2つに分け、尖基式で作用部から基部に

かけての側縁が緩やかに外湾するように調整され、全体としてやや幅広の木葉形を呈する

ものをG-1類、尖基式または円基式で作用部から基部にかけての側縁が緩やかに外湾する

ように調整され、全体として柳葉形を呈するもの、もしくは作用部と基部との境目が屈曲

するように調整され、全体として縦長の菱形を呈するものをG-2類 とする。

H類 :切先角がおおむね30° 以下で、全体として細長い柳葉形を呈する有茎式石鏃。

I類 :切先角がおおむね35° 以上で、作用部と基部の境目が逆刺状に大きく外側に張出す

形をした幅広の有茎式石鏃。

実際の出土資料では、以上の分類基準に収まらないような中間的な資料あるいは例外的

な資料も若干存在するが、本稿ではいずれかの基準に収めるように分類した。なお、畿内

を中心とした地域における縄文～弥生時代までの石鏃については、当該分類基準におおむ

ね収まるものと考えている。

3)成形技法における分類基準

石鏃の成形技法あるいは整形技法 (以

下一括して「成形技法」とする)について

は、作用部並びに基部に加えられた押

圧剥離の切合い関係により、次のよう

に分類する。ただし、この切合い関係

は、あくまでも資料の観察により確認

することのできた石鏃の成形技法に係

わる最終工程の結果であることを付け

加えておきたい(図 191)。

a型 :作用部に最終的に加えられる

押圧剥離が、左右両側縁とも一方の面

から施されるもの。基部に最終的に加

えられる押圧剥離の方向により4つ に

分け、基部の両側縁とも作用部と同じ

方向から施されるものをa-1型、基部

つ

◇

b型

燃

Ｏ

ｂ・３

燃

Ｏ

ｂ・２

燃

Ｏ

ｂ・‐

機燃燃燃
◇◇◇◇

燃

◇

″

燃

◇

闘
図191 石鏃の成形技法の分類基準
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の向って右側縁のみ作用部と同じ方向から施されるものをa-2型、基部の向つて左側縁の

み作用部と同じ方向から施されるものをa-3型、基部の両側縁とも作用部と反対の方向か

ら施されるものをa-4型 とする。

b型 :作用部に最終的に加えられる押圧剥離が、面に向って左側縁に施されるもの。基

部に最終的に加えられる押圧剥離の方向により3つに分け、基部の両側縁ども作用部と同

じ方向から施されるものをb-1型、基部の向って左側縁のみ作用部と同じ方向から施され

るものをb-2型、基部の向って右側縁のみ作用部と同じ方向から施されるものをb-3型

とする。

c型 :作用部に最終的に加えられる押圧剥離が、面に向って右側縁に施されるもの。基

部に最終的に加えられる押圧剥離の方向により3つに分け、基部の両側縁とも作用部と同

じ方向から施されるものをc-1型、基部の向って右側縁のみ作用部と同じ方向から施され

るものをc-2型、基部の向って左側縁のみ作用部と同じ方向から施されるものをc-3型

とする。

実際の出土資料では、側縁を細かく調整するために部分的にさまざまな方向から押圧剥

離を加えていることがしばしばあるが、本稿では裸眼による観察により、側縁のもっとも

広い範囲において見られる押圧剥離の痕跡に基づき、上記のいずれかの基準に収めるよう

に分類した。

3.各層位ごとの出土資料における石鏃型式および特徴

ここでは、層位的に出土した実際の石鏃資料について、前項の諸基準に基づいて分類を

行うとともに、出土層位ごとにそれらの型式および製作技法等の特徴について触れ、資料

の所属時期並びにその時期的変遷等について若干の考察を行いたい。なお、今回報告する

石鏃資料は、冒頭でも述べたように細心の注意を払つて取上げを行つているが、すべて包

含層中からの出土資料であり、遺構に伴うものはない。また、これらの素材となる石材は、

88AE345がチヤート、AE491が石英であるほかは、すべてサヌカイトである。これらのサ

ヌカイトは、裸眼により観察した限りでは、一部に金山産あるいはそのほかの地域産の石

材を利用しているようであるが、大部分は二上山産の石材で占められていると考えられる。

1)長原 8B層 出土石鏃

この層位から出土した石鏃(AB46。 AC92)は 、いずれも尖基無茎式のG-2類である(図
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192、 図版70)。 弥生時代中期・畿内第Ⅲ様式期以降に通有に見られる石鏃型式であり、和

泉市 。泉大津市の池上・曽根遺跡(石神ほか、1979)、 富田林市の喜志遺跡(森本ほか、1983)

において畿内第Ⅲ様式土器に伴う資料が類例として見られるほか、河内・和泉地域の諸遺

跡で数多く出土している。なお、この層位からは畿内第Ⅲ oⅣ様式の土器が出土しており、

年代観も矛盾しない。成形技法では、a-1型・a-2型が各1点でいずれもa類であるが、

資料の絶対数が少なく、技法の規則性あるいは型式との相関関係は不明である。

2)長原 9A層 出土石鏃

この層位から出土した石鏃は、G-2・ 1類 。E-2類に分類される(図 192、 図版70)。

G-2類 (AC96)は 円基無茎式であり、前述の池上・曽根遺跡をはじめ、弥生時代中期・

畿内第Ⅱ～Ⅲ様式期の諸遺跡で広く見られる石鏃型式である。

G-1類 (AQ49・ AE288・ AG80)は尖基無茎式のいわゆる木葉形石鏃であり、時期的に

は弥生時代前期末～中期前半 。畿内第Ⅱ様式期に限って見られる特徴的な石鏃型式である。

類例は、東大阪市の山賀遺跡で弥生時代中期・畿内第Ⅱ様式期の資料が出土している(西日

ほか、1984)ほか、河内・和泉地域の諸遺跡で見られ、AQ49・ AG80の ように作用部側縁を

細かく鋸歯状に仕上げたものも比較的多く存在する。

E-2類 (AC105。 AL133・ AH34)は 凹基に近い平基無茎式石鏃であるが、この石鏃型式

は縄文時代晩期～弥生時代中期にかけて広く存在しており、時期の特定はむずかしい。

AC105は型式からみて弥生時代前期のものである可能性が高い。類例は、神戸市の大開遺

跡で弥生時代前期前半の資料(前田、1993)が、前述の山賀遺跡で前期後半の資料(陣内ほか、

1991)が見られる。AL133は型式的には畿内地域よりも弥生時代中期の讃岐地域における石

鏃の特徴を有するものである。当該資料の石材は、裸眼による観察によれば金山産サヌカ

イトと考えられ、讃岐地域からの搬入品である可能性が高い。類例は、高松市の浴 。長池

遺跡で弥生時代中期前半の資料(山元、1993)が、善通寺市の矢ノ塚遺跡で弥生時代中期後

半の資料(渡部、1987)が見られる。

なお、この層位からは縄文時代晩期長原式土器および弥生時代前期の土器が出土し、当

該層上面で弥生時代中期・畿内第Ⅱ様式の土器が確認されており、年代観も矛盾しない。

成形技法では、c-1型が 2点、a-1型 ・b-1型・b-2型 。b-3型 。c-2型が

各 1点で、ややb型 (43%)に 偏る傾向が見られる。ただし、技法と型式との相関関係は見

られない。
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3)長原 9C層 出土石鏃

この層位から出土した石鏃はバリエーションに富み、E-1類・F類 ・D-2類 ・B-2

類・B-1類 に分類される(図 192、 図版70)。

E-1類 (AC98・ AB70。 AD191)は 平基無茎式であり、同石鏃型式は長原遺跡の縄文時代

晩期長原式土器に伴う資料 (森ほか、1983)を はじめ、縄文時代晩期～弥生時代中期にかけ

て広く存在するが、この層位で出土していることから縄文時代晩期のものと推測される。

AC98は平基式ではあるが、作用部と基部の境目に明瞭な屈曲をもつ特徴的な資料で、五角

形鏃の 1種 としてもよいものである。

F類 (ACl10。 ACl16・ AC106)は 作用部の切先側に近い部分に屈曲をもち、平面形が五

角形になるいわゆる五角形鏃である。縄文時代晩期前半の滋賀里式期に特有のものであり、

橿原市の橿原遺跡 (末永、1961)、 大津市の滋賀里遺跡 (吉川、1973)、 神戸市の篠原遺跡 (原、

1984)に おいて滋賀里Ⅲ～Ⅳ式土器に伴う類例が見られる。

D類は、作用部佃1縁が緩やかなS字を呈する凹基無茎式石鏃であるが、この層位から出

土するものは、全体としてやや幅広で、逆刺がやや丸みを帯びるD-2類 で占められ、切

先部分を細 く尖らせるような細部調整を有することが特徴的である(ACl12・ AE289・

AE292)。 この細部調整は、製作途中あるいは使用中の切先の欠損による再調整である可能

性もあるが、複数例が出土していることからひとつの型式として認識できるものである。

作用部側縁が緩やかなS字を呈する凹基無茎式石鏃は、縄文時代後期後半では奈良県吉野

町の宮滝遺跡で元住吉山式期 。宮滝式期の資料 (末永、1986)が、縄文時代後期前半では舞

鶴市の桑飼下遺跡で北白川上層式期の資料 (長谷川、1975)が類例として見られる。

B類は、縄文時代早～晩期まで広く見られる石鏃型式であるために所属時期の特定がむ

ずかしい。この層位から出土するB類は、逆刺がやや丸みをもつB-2類 (AG86)が比較的

多いことが特徴であり、前述の桑飼下遺跡、同じく縄文時代後期前半の和泉市の仏並遺跡

で中津式期・北白川上層式期の資料(岩崎ほか、1986)が類例として見られる。一方、B―

1類 (AE299・ ACl15。 AB65)も 若干見られるが、ACl15はこの層位の時期よりさかのぼる

可能性をもつ。

なお、この層位からは、縄文時代晩期前半の滋賀里Ⅳ式土器、後期前半の四ッ池式土器

が出土しており、年代観も一致する。

成形技法では、a-1型が 6点、c-1型が 3点、a-2型・a-4型・b-1型 。c-2型

が各 1点ずつで、a型 (62%)と c型 (31%)に 集中する傾向が見られ、特にa-1型 (46%)が
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めだつ。また、技法と型式との相関関係では、F類 3点がすべてa型、D-2類 3点のうち

2点が c型 となっているが、それ以外の型式では特に相関関係は見られない。

4)長原 12A層 出土石鏃

この層位から出土した石鏃は、B-2類 (AE386。 AB68。 AB69。 AB98。 AC129・

ACl14)お よびB-1類 (AB66。 AB133)に 限られ、縄文時代中期における一般的な石鏃型式

が中心となっている(図 193、 図版71)。

AE386。 AB69は作用部側縁は直線的になっているが、切先部分を細く尖らせるように細

部調整を行っており、前述の長原 9C層出土のD-2類につながる特徴を有している。AC129

は作用部にやや大きい単位で鋸歯状の調整を施しているのが特徴的である。前述のように、

B類は所属時期の特定がむずかしいが、AB66の ように逆刺を細く尖らせているB-1類が

存在する一方、逆刺を平らにまたは丸みをもたせるように調整しているB-2類が比較的多
いことから、長原 9C層で見られる縄文時代後期の石鏃型式に直接つながっていく要素を有

しているものと考えられる。AB98は切先が丸く調整されているが、これは製作途中あるい

は使用中に切先が欠損し、再度その部分を作り出した結果によるものとみられる。この層

位から出土した資料の類例は京都市の北白川追分町遺跡で縄文時代中期後半の北白川C式

土器に伴う資料 (森本、1985)が見られ、また、長原 12A層からは同じ型式の土器が出土し

ているので、年代観も一致する。

成形技法では、a-1型が3点、a-4型 。b-1型が各2点、c-2型が 1点で、a型 (63

%)に集中する傾向があり、特にa-1型 (38%)が多い。また、技法と型式との相関関係で

は、B-2類 6点のうち3点がa型、2点がb型、B-1類 2点がいずれもa型となっている。

5)長原 12BC層出土石鏃

この層位から出土した石鏃は、B-2類・B-1類 。A-2類・A-1類・D-1類があり、

A類がはじめて登場する(図 193、 図版71)。

この層位においては、逆刺を丸く調整しているB-2類 (AB94・ AE328)も 見られるが、

逆に逆刺角が鋭角で鋭く調整しているB-1類 (AB95 0 AC144・ AC172。 AC154)が多く、

縄文時代中期前半の石鏃組成の特徴を示していると考えられる。一方、切先の角度が大き

く平面形が幅広であるA-2類 (AB120)。 A-1類 (AB91)は 、縄文時代早～中期にかけて広

く見られる石鏃型式であり、時期的な特徴の変化はあまり見られないので、時期的にも矛

-375-



V章 遺構と遺物の検討

盾しない。B-2類・B-1類・A-2類 。A-1類 とも、類例は寝屋川市の讃良川遺跡 (塩

山、1991)(註 1)、 大津市の栗津湖底遺跡(岩橋、1992)等で縄文時代中期前半の船元式土器

に伴う資料が見られ、また、長原 12B層からは船元Ⅱ式土器が出土していることから、年

代観も一致するものと考えられる。

この層位で出土しているD-1類 (AD157)は、長原 9C層のD類へは直接つながるもので

はなく、むしろ下層すなわち後述する縄文時代早～前期に属するD類が 2次堆積等により

混入したものと考えられる。

成形技法では、a-1型が 3点、c-1型が 2点、a-3型・a-4型 。b-1型が各 1点

で、a型 (56%)に 集中する傾向が見られ、やはりa-1型 (33%)が比較的多い。また、技

法と型式との相関関係では、B-1類 4点のうち3点が a型となっているが、それ以外の型

式では特に相関関係は見られない。

6)長原 12/13層 漸移帯出土石鏃

この層位から出土した石鏃は、B-1類およびA-2類があるほか、有茎尖頭器とみられ

る石器がある。B-1類 (AQ50。 AE373・ AC94・ AQ48)お よびA-2類 (AB104)は 、前述

のように縄文時代早～中期にかけて広く見られる石鏃型式であるが、この層位におけるB

-1類は、逆刺を比較的長く鋭く整形していることが特徴の一つであると考えられ、縄文時

代早～前期にかけて普遍的に見られる石鏃型式に類似する(図 193、 図版71)。

AC94は非常に薄く作られているが、全体として大形で、押圧剥離技法が縄文時代草創期～

早期の有茎尖頭器に通ずるものがあり、長く鋭い逆刺をもつ特徴的な形態を有している。

類例としては、神戸市の雲井遺跡において縄文時代前期の羽島下層Ⅱ式土器に伴う大形の

資料 (丹治、1991)、 京都市の北白川小倉町遺跡において同じく前期の北白川下層式土器に

伴う大形の資料 (梅原、1935;矢野、1991)がそれぞれ出土している。

AE491は 作用部の形状および押圧剥離技法の特徴により有茎尖頭器と考えられる。体部

下半が欠損しているため原形はわからないが、欠損部分の断面がやや薄く感じられ、それ

ほど長大のものには復元できないと思われる。あるいは大形の石鏃である可能性もあるが、

重量・技法とも石鏃とは若干異なる(註 2)。 石材は石英であり、長原遺跡ではすでに 10数

点の有茎尖頭器が出土しているが(田 島、1993)、 その大部分がサヌカイト製であることか

ら、きわめて珍しい資料である(註 3)。

成形技法では、有茎尖頭器を除き、c-1型が 2点、a-1型・a-4型・b-3型が各 1
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点で、一定の技法に集中する傾向は見られない。なお、有茎尖頭器はb型により製作され

ている。技法と型式との相関関係では、B-1類 4点のうち2点が a型となっているが、特

に一定の傾向は見られないものと思われる。

7)長原 12A～ 12/13層 漸移帯一括出土の石鏃

長原遺跡においては、発掘調査地点により層の厚さに差があり、長原 12A層から長原 12

/13層 漸移帯までの分層が困難な個所もある。当該層から出土した石鏃は、一括して長原

12A～ 12/13層漸移帯一括出土の石鏃として取り扱う。しかし、出土資料には時期的に

分類できる可能性をもつものも少なくない。そこで、既に4)～ 6)の項で述べてきたそれ

ぞれの特徴に基づいて分類および考察を行いたい(図 194・ 195、 図版72・ 73)。

長原 12A～ 12/13層漸移帯から一括出土した石鏃は、F類 。D-2類・D-1類 。C一

2類・C-1類・B-2類・B-1類・A-2類・A-1類があり、主として縄文時代早～中

期までの資料が混在しているものと考えられる。

F類 (AC139。 AC132)は 、既述の通りいわゆる五角形鏃で、縄文時代晩期前半の滋賀里

式期に多く見られるものである。仮にこの資料がこの層準でもっとも上部層である長原 12

A層から出土したと仮定しても、当該層位は縄文時代中期後半頃と考えられるので時期的

に合致しない。五角形鏃は縄文時代早期にも存在し、奈良県山添村の大川遺跡において押

型文大川式土器に伴う資料 (松田、1989)が出土していることから、これらの資料が縄文時

代早期にさかのぼる可能性をまったく否定できるものではないが、早期の資料とは形態的

にやや異なっていると考えられ、上部層からの混入資料ではないかと推測される。

D類は、作用部側縁が緩やかなS字を呈する凹基無茎石鏃であるが、縄文時代中期後半

に属すると考えられるD-2類 (AC99。 AC140)と 縄文時代早～前期に属すると考えられる

D-1類 (AD151。 AF53・ AC257・ AC262)に 分けられる。既述の通り縄文時代中期後半に

属すると考えられるD-2類は、全体としてやや幅広で、逆刺がやや丸みを帯びているも

のが多いことが特徴であり、AC99お よびAC140はその範疇で捉えられるものである。一

方、縄文時代早～前期に属すると考えられるD-1類は、全体としてやや細身で逆刺が鋭

くやや長めに仕上げられているいわゆる長脚鏃が多いことが特徴であり、前述の長原 12B

C層から出土しているAD157のほか、AD151。 AF53・ AC257・ AC262はすべてこの範疇で

捉えられる。類例としては、前述の大川遺跡において縄文時代早期の大川式土器に伴う資

料が、東大阪市の神並遺跡で同じく早期の神宮寺式土器に伴う資料(下村ほか、1987)が出
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土 している。これらD-2類 とD-1類 は時期的には途中で断絶することから、今後充分な

検討が必要ではあるが、系統的にたどれる可能性は低いと考えられる。

C類は、作用部側縁が緩やかに外湾している凹基無茎式石鏃であるが、縄文時代中期に

属すると考えられるC-2類 (AC104・ AC130。 AB107)と縄文時代早～前期に属すると考

えられるC-1類 (AE412・ AE345。 AC236)に 分けられる。前者は、全体として細長で凹

基部の袂りが小さいことが特徴であり、前述の讃良川遺跡等で類例が見られる。一方、後

者は全体として幅広で凹基部の袂りが深く逆刺が鋭いことが特徴であり、前述の大川遺跡

および神並遺跡で大川式・神宮寺式土器に伴う資料が、滋賀県米原町の磯山城遺跡で同じ

く早期の高山寺式土器に伴う資料 (中川、1986)がそれぞれ類例として見られる。なお、

AE345は チヤート製であり、河内地域では珍しく、他地域からの搬入品である可能性をも

て)。

B-2寿IAE476・ AC135。 AC242・ AE492)。 B-1券:(AE442・ ACl13・ AC165。

AE392・ AF54・ AC186。 AC243・ AE526)。 A-2類 (AB108・ AD154)。 A-1類

(AC244。 AE401・ AF51・ AC245。 AC131)は 、既述のように縄文時代早～中期にかけて広

く見られる石鏃型式であり、個別に時間軸上に分類するのはむずかしく、それぞれの時期

の石鏃が含まれているものと思われる。ただし、A-2類 。A-1類の凹基無茎式石鏃は縄

文時代早期の神宮寺式期から前期の北白川下層式期にかけての諸遺跡で多く見られる傾向

があり、相対的に古い時期のものである可能性が高い。AE526は全体として大形で凹基部

の扶りが深く、長くて鋭い逆刺をもつ特徴的な形態を有し、長原 12/13層漸移帯で出土

したAC94に も類似しているので、縄文時代前期以前の資料であると考えられる。

次に当該層位から出土した資料の成形技法について触れておきたい。

縄文時代晩期の資料と考えられる2点 (AC139・ AC132)は、いずれもc型であり、長原

9C層出土の類とは趣を異にしている。しかし、資料数が少なく、また上位層からの混入の

可能性もあるので、技法の規則性および型式との相関関係について語ることはむずかしい。

縄文時代中期の資料と考えられる 13点 (AC99。 AC140。 AE476。 AE442・ ACl13。

AC165。 AC135。 AC104・ AC242・ AC130。 AC107・ AE492・ AC186)に ついては、 a一

1型が 6点、 a-4型が 3点、 a-3型・b-1型 。c-1型 。c-2型が各 1点で、特に a

型 (77%)に 集中する傾向があり、その中でもa-1型 (46%)が多く見られる。また、技法

と型式との相関関係では、B-1類 4点のうち3点、B-2類 3点のうち2点、C-2類 3

点すべてがいずれもa型 となっている。
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図195 長原 12A～ 12/13層 漸移帯層準出土の石鏃 (その2)

V章 遺構と遺物の検討

縄文時代前～中期の資料と考えられる11点 (AE392・ AF54・ AC244・ AC243・ AB108・

AE412。 AE401・ AE345。 AE51。 AC245・ AD154)に ついては、 a-1型が 5`点、 b-1型

が4点、a-4型・b-2型が各1点で、a型 (55%)と b型 (45%)に集中する傾向が見られ、

特にa-1型 (45%)、 b-1型 (36%)が多い。技法と型式との相関関係では、A-1類 4点

のそれぞれ2点ずつが a型およびb類、A-2類 2点すべてが a型、B-1類 3点のうち2

点が b型 となっており、それ以外の型式では特に相関関係は見られない。

縄文時代早～前期の資料と考えられる7点 (AD151。 AF53・ AC257・ AC262・ AE526。

AC236。 AC131)に ついては、b-1型が 2点、a-1型・a-3型・b-2型 。b-3型・

c-1型が各 1点で、b型 (57%)に 集中する傾向が見られる。ただし、技法と型式との相

関関係は見られない。

8)長原 7層以上の各層出土石鏃および出土層不明の石鏃

長原 7層以上の層位では、出土した石鏃について層位的に時期を特定することができな
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いので、それらから出土した石鏃は一括して出土層不明の資料として取り扱う。これらの

石鏃は、 I類 。H類・G-2類 。E-2類 。E-1類 に分類されるが、形態的あるいは製作

技法からある程度時期がI「えられると考えられる資料も含まれている(図 196、図版74・ 75)。

I類 (AL200。 AL128。 AE528。 AH37・ AF13)は、作用部と基部の境目が逆刺状に大き

く外側に張出す幅広の有茎式石鏃である。弥生時代中期・畿内第Ⅲ様式期以降に通有に見

られる石鏃型式であり、特に大形のものは畿内第Ⅳ様式期に多く見られる。類例は、既述

の池上 。曽根遺跡、東大阪市瓜生堂遺跡 (中西ほか、1980;今村ほか、1981)、 八尾市亀井
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遺跡(西村ほか、1982;西村、1984;石神、1986)等 における畿内第Ⅲ～Ⅳ様式土器に伴う

資料をはじめ、河内・摂津 。和泉地域の当該時期の諸遺跡で数多く出土しているが、その

初現は弥生時代前期・畿内第 I様式期後半頃とみられる。いずれにしても、弥生時代中期

後半の畿内における典型的な有茎式石鏃の一つである。

H類 (AG85。 AL194)は細長い柳葉形を呈する有茎式石鏃である。 I類と同じく弥生時代

中期・畿内第Ⅲ様式期以降に通有に見られる石鏃型式であり、類例は、前述の池上 。曽根

遺跡、瓜生堂遺跡、亀井遺跡をはじめとする河内 。摂津・和泉地域の諸遺跡で数多く分布

する。AL194は I類と同様、弥生時代中期後半の畿内における典型的な有茎石鏃型式の一

つを示しているが、一方、AG85はかなり粗く製作されていることから、石鏃として技術的

に退化した形となっているものと思われる。

G-2類 (AE212)は 尖基無茎式の石鏃である。長原 8B層 出土の石鏃と同様、弥生時代中

期・畿内第Ⅲ様式期以降に一般的に見られる石鏃型式である。

E-2類 (AL125)。 E-1類 (AL135)は平基式石鏃である。既述のように、この石鏃型式
は縄文時代晩期前半～弥生時代中期後半にかけて広く存在し、出土層位が不明である資料

については時期の特定がむずかしいが、当該資料はその型式からみて縄文時代晩期前半か

ら弥生時代前期までのものであると考えられる。

AM27・ 」AE-18は、いずれの型式にも分類できない資料である。全体的に細部が未調整

となっており、AM27は体部下半を欠損し、JAE-18は破損により4点以上に分割されてい

ることから、製作中途破棄品である可能性が高い。

次に、これらの資料のうち所属時期の特定が可能である畿内第Ⅲ・Ⅳ様式期の資料 7点

(AG85。 AL194・ AL200。 AL128。 AE212・ AE528・ AF13)の成形技法について触れてお

く。当該資料においては、c-3型が 2点、 a-1型 。a-4型・b-1型・b-2型 。c一

2型が各 1点ずつで、やや c型 (43%)に 集中する傾向が見られるが、技法と型式との相関

関係は特に見られない。

4.石鏃型式と成形技法の変遷について

ここでは上述の石鏃の型式および成形技法の特徴と時期的変遷について総括しておきた

い。なお、最初に触れておくが、長原遺跡における石鏃資料の様相は、畿内地域全体の石

鏃の様相とほぼ対応しているものと考えられる(図 197)。

もっとも古い長原 12/13層漸移帯出土資料では、型式のバリエーションの多さが特徴
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であり、有茎尖頭器・A-2類・B-1類が見られ、縄文時代草創期～早期、他の石鏃型式

は縄文時代早～前期の年代観が与えられる。資料の最大長の平均 (欠損品を除いた平均値、

以下最大長・重量とも同じ)は 28.8nlm、 重量の平均は1.22gである。一方、長原 12A～ 12/

13層漸移帯一括出土でこの時期に相当すると考えられる資料には、A-1類 。B-1類 。

C-1類 。D-1類が見られ、資料の最大長の平均は25。 811m、 重量の平均は0。92gである。こ

れらの資料のうち、A-1類 。A-2類 。C-1類 。D-1類のような小形品においては、押

圧剥離単位が非常に細かくていねいに成形していることが特徴としてあげられる。一部に

縄文時代前期のものと考えられる大形のB-1類が存在することが注目されるが、これら

は大形品であるゆえにやや押圧剥離単位が大きい。縄文時代草創期～早期はまさしく、押

圧剥離による石器製作技術の発生および確立が起り、続いて弓矢の発明に伴う石鏃の製作

が開始される時期に当る。なお、この時期の石鏃生産は、各遺跡で出土する石鏃が技術的

に均質であり、また、多くの集落遺跡で剥片・砕片・敲石といつたある程度の石器製作の

痕跡が認められることから、生業あるいは居住空間を共有する集団単位で行われていたと

考えらる。この生産体制は、その後縄文時代全般を通じて継続するものと思われる。

長原 12BC層 出土資料においては、A-1類・A-2類・B-1類・B-2類が見られ、縄

文時代前期の資料も含まれていると思われるが、ほぼ縄文時代中期前半の年代観が与えら

れる。資料の最大長の平均は22.4nlm、 重量の平均は0.75gである。一方、長原12A～ 12/13

層漸移帯一括出土でこの時期に相当すると考えられる資料には、A-1類・A-2類 ・B一

1類 。C-1類が見られ、資料の最大長の平均は18.511m、 重量の平均は0.62gである。これ

らの資料は、前段階の石鏃と比較して小形化していることが興味深いが、矢の飛距離を延

ばすことが目的であつたのかもしれない。小形品では、押圧剥離単位が細かくていねいに

成形しており、前段階の技術的伝統が継承されているものと考えられる。

長原 12A層 出土資料は縄文時代中期後半の年代観が与えられる。同資料および長原 12

A～ 12/13層漸移帯一括出土でこの時期に相当すると考えられる資料には、引ぎ続きB

-1類 。B-2類が存在するが、A-1類 。A-2類 。C-1類 ・D-1類 は姿を消し、新し

い型式としてC-2類が現われる。長原 12A層出土資料の最大長の平均は24.3nlm、 重量の平

均は0。 98g、 一括出土でこの時期に相当すると考えられる資料の最大長の平均は24.l nlm、 重

量の平均は0.85gであり、前段階に比べ若干大形化している。これら型式の変化および大形

化に伴い、押圧剥離単位がやや大きく粗くなるものも現われる。

長原 9C層出土資料では、従来のB-1類・B-2類 に加え、新たにD-2類 。E-1類 。
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